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ギャ ラク ティ ッ ク ・ コ ー ポ ラテ ィ ブ プ ・ オ プ ・ ワ ー ル ド (GCW) 
[常に 最高 で あり 続け る 。」 
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7-47. T-NKOFRK LY, Frway: FLY-Y—+AN-—AKAY 24 ZX (Faulcon Deracy Spaceways) 福 が 代行 し 
CHERKROBFS EK BBY LELK, SEKI SBHRHOF REE SI OY hARICOCK ERS NELE COV 
=27Wicit, FETORA HE. MITTS COMB ODO PT KC MHANTREF. 必ず や あな た の お 疫 に 立て る る の 
と 確信 いた し て お り ま す 。 

ノ パイ プロット の 方 だ 基 め て の 学 計 旋 を お 届け る する の は と て も る 重大 な 仔 理 で す 。 この 盤 に な 先 人 人 者 た ちの 夢 と 野望 が 込め ら 
れん て いる か ら で す 。 LIF. SSCKOBRLERRORMCRECLEVRMACME LTH OTK ES o CHOWN., $ 
VHFSBELY—hPRPEEL COMM, BRM ACSFLLKAOSCHAV ECA, MBKABUTH EPL 
DET-NARLTBEAPEO, 最後 に 、 茨 が 好 の コプラ を 大 理 に お 使い た さい ます よう 、 お 願い の し 上 上げ ま す 。 そ うし と 
て いた だ けれ ば 、 あ な た の 送 の 実現 に 必ず お 役に立て る $ る の と 詞 ど て お り ク ま す 。 
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| コブ ラ ・ マ ー ク 3 
デリ バリ ー・ ア ドバイ ス : os 

プレ ー ヤ ー の コプラ は 惑星 レイ プ (Lave) の 軌道 を 回 る 、 コ リオ リス 型 (Coriolis) FHR ` 
テー ショ ン の ドッ キン グ ・ ベ イ に 用 意 さ れ て いま す 。 パ イロ ッ ト ・ ラ イセ ンス は 惑星 レイ プ で ` 
し か 発行 され ませ ん 。 正式 に ライ セン ス を 所 有する も の 以外 は 、 こ の マニ ュ ア ル を 手 に する 人 資 
格 は あり ませ ん 。 皆さん は ご 自分 の マニ ュ ア ル を お 持ち で し ょ うか 。 ト レー ダー の 船 を 静 っ て 
貨物 を 盗み 出す 海賊 行為 も 、 こ の ゲー ム の 中 で は 大 目 に 見 られ る こと も あり ます 。 と ころ が 、 © 
ソフ トウ ェ ア の 海賊 行為 (不法 コビー) は 法律 で 禁じ られ て いる 行為 で や り 、 そ れ を 侵し た 者 | 
に は 重い 罪 が 待っ て いる こと を どう か お 忘れ に な ら な いで 下さ い 。 必ず ご 自分 の ディ スク を お 
買い 求め の 上 、 お 使い 下さ い 。 ] 





@ コ プラ ・ マ ー ク 3 に つい て : 

コプラ ・ マ ー ク 3 に は 標準 で 艦 首 パル ス ・ レ ー ザ ー 砲 1 門 、 ホ ー ミ ン 
グ ・ ミ サイ ル 3 基 、 燃 料 7 光 年 分 が 装備 され て いま す 。 お そら く 中 型 ク 
ラス の 損 易 艇 と し て は 最高 の も の で し ょ う 。 ト レー ダー と し て 一 揚 千 金 
を 夢見 る 者 や 、 人 資金 が 工面 で きず に 当面 は 武器 を 買い 揃え る こと の で き 
な い 好 戦 家 に と っ て は 、 標 準 で これ だ け の 装備 を 持つ コプラ は 、 ま さ に 
理想 的 な 船 と 言え る こと で し ょ う 。 








US ee 





ョ ジン ラッ マー ク 3 


コプラ ・ マ ー ク 3 : 

標準 仕様 ・「 艦 首 か ら 艦 尾 を カバ ー す る ズィー マン (Zieman) 反射 シー ルド バリ ア 、 イ ング ラム (Ingram) 製 | 速射 パル 
ス ・ レ ー ザ ー 砲 」 用 の 船体 マウ ント 4 台 、 ラ ンス ・ ア ンド ・ フ ァ ー マ ン (Lance&Ferman) 製 の 自動 追尾 装置 を 備え る シー 
ク 尺 キル ・ ミ サイ ル ・ シ ステ ム 、 ホ ロダ イレ クト ・ ア ンド ・ ス ルス ペー ス ・ グ ラプ ディ スト ー ト (Holodirect & Thruspace 
GravDistort) 製 通信 シス テム 、 増 設 貨物 スペ ー ス 対応 。」] 


コプラ ・ マ ー ク 3 は 非常 に 操縦 し や すく 設計 され た 宇宙 船 で す 。 超 高速 の 宇宙 航行 を 可能 と する ハイ パー スペ ー ス 航法 作 
動 時 に も 優秀 な Cー- ホ ー ル デイ ィング ・ フ ァ ク ター を 持ち 、 最 高 7 光 年 分 まで の クイ リウ ム (Quirium) H 一 燃料 を 搭載 する こ 
と が 出来 ます 。 加 えて 、 宇 宙 ス テー ショ ン で 使用 さき され て いる フル オー ト ・ ト レー ディ ング 装置 を 標準 で 備え て いま す 。 船 の 
防衛 も 万 全 で 、 エ ネル ギー・ バ ンク か ら パ ワー を 供給 する ジー マン 反射 シー ルド バリ ア を 前 後に 、 強 力 な 速射 パル ス ・ レ ー 
ザー 砲 を 艦 首 に 装備 し て いま す 。 操縦 方 法 は いた っ て 簡単 で す 。 艦橋 に は ホロ ダイ レク ト ・ ア ンド ・ ス ルス ペー ス ・ グ ラプ 
ディ スト ー ト 製 の 通信 シス テム が 備え られ て いま す 。 環境 保全 和 & 生 命 維持 シス テム は 、 宇 宙 の 長旅 に そなえ て 自由 度 が 高 
く 、 快 適 な ビジ ネス の 旅 を 約束 し ます 。 

コプラ ・ マ ー ク 3 は 本 来 1 人 乗り 用 の 質 易 衝 と し て 設計 され て いま す が 、2 人目 の パ ッ セ ンジ ャ ー を 乗せ る 余裕 も 持っ て 
いま す 。 た だ し 、 こ の 場合 2 人目 パ ッ セ ンジ ャ ー は 人 間 、 ま た は サイ ズ 、 生 理 面 で 人 間 に 準ずる アン ドロ イド で ある こと が 
条件 で す 。 コ プラ ・ マ ー ク 3 は 基本 的 に 、 貨 物 室 、 艦 橋 、 動 カブ ロッ ク 、 居 住 ノ 衛生 スペ ー ス 、 乱 装 フ ロア の 五 つ の ブロ ッ 
ク で 構成 され て いま す 。 


貨物 室 は 船 中 央 の 大 部 分 を 占め て いま す 。 貨物 室 の ドア は 下向き に 開く よう に 設計 され て いま す 。 ノ ー マ ル の 状態 で の 最 
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コブ ラ ・ マ ー ク 3 


大 積載 量 は 1 トン ・ キ ャ ニス ター で 20 個 分 で す が 、 貨 物 室 を 拡張 する こと で 積載 量 を 35 個 分 まで 増やす こと も 可能 で す 。 拡 
張 に よる 操縦 性 へ の 影響 は 皆無 で す 。 1 トン ・ キ ャ ニス ター は 磁力 で 貨物 室内 の 貨物 アー ム に 固定 され ます 。 中 央 部 分 に は 
貨物 の 自動 積み 下ろ し を 行なう オー ト ・ シ ャ トル が 2 台 格 納 さ れ て いま す 。 


艦橋 に は 、 操 縦 席 と 副 操 縦 席 を 始め 、 ミ ッ ド ・ ス テム ・ セ ンタ ー、 脱 出 カ プ セ ル へ の 人 避 難 口 、 居 住 ス ペー ス に 続く 重力 ホ 
ー ル 、 通 信 パ ネル 、 特 別人 作業 スー ツ ・ ロ ッ カ ー、 レ ムロ ッ ク (RemLock) 供給 ケー ス 、 オ ー ト ・ ド ッ ク シ ステ ム 用 の 付属 装 
置 、 携 帯 武器 の 格納 庫 な ど が 用 意 さ れ て いま す 。 


動力 ブロ ッ ク に は 、 ダ イレ クシ ョ ナル ・ エ ンジ ン 、 シ ステ ム ・ ス ペー ス ・ ク ルー ガー (System Space Kruger) 製 の 「 ラ イ 
ト フ ァ ー ス ト (HR) J エン ジン 、 イ リコ ン (Hrikon) 製 の スル ー・ ス ペー ス ・ ド ライ ブ が 置か れ て いま す 。 ま た 、 艦 尾 レ 
ー ザ ー 用 の マウ ント 、 電 子 妨 害 装置 (ECM) カプ セル 、 ジ ー マ ン 製 シ ー ル ド バ リ ア 発 生 装 置 、 エ ネル ギー・ バ ンク 、 ハ イ パ 
ー ス ペー ス 航 行 用 の クイ リア ム 燃 料 貯蔵 シス テム も ここ に 設置 され て いま す 。 内 部 、 外 部 アク セス ・ ド ア も あり ます 。 放射 
能 レ ベル の 高い 場所 で す 。 


居住 ノ 衛 生 ス ペー ス は 第 一 艦橋 の 真下 に あり ます 。 艦橋 か ら は 重力 ホー ル を 通っ て アク セス し ます 。 ベ ッ ド が 2 つ 、 キ ッ 
チン 、 廃 物 処理 シレ シス テム が 用 意 き れ て いま す 。 廃物 処理 レス テム は アオ ニア ン (Aonian) 用 の 猛毒 の 銅 清 出 物 を 処理 する 能 
力も あり ます 。 ま た 、 娯 楽 の た め に シン プレ ジャ ー (Synpleasure) 製 の リラ ックス ・ カ プ セ ル と ビデ オ も 搭載 し て いま す 。 


科 林 フロ ア は 艦 首 か ら 艦 尾 に か け て 走っ て いま す 。 こ こ に は 前 後 左 右 の レー ザー 砲 (コプラ に は 艦 首 レー ザー だ けが 標準 
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コブ ラ ・ マ ー ク 3 


装備 され て いま す ) の た め の エ ネル ギー・ バ ンク 、 ミ サイ ル 人 台 な ど が 置か れ て いま す 。 ミ サイ ル 発 射 時 に は 、 専 用 エレ ベー 
ター に よっ て ここ か ら 下 層 フ ロア に 運ば れる の で す 。 通信 室 $ こ の フロ ア で す 。 さらに 脱出 カプ セル の 生命 維持 装置 (艦橋 
か ら 入 る た め の 独 立 ド ア 付 き ) 、 座 凍 保存 液 タ ンク 2 つ 、 緊 急 時 の 使用 に そなえ て ファ クス エン バイ ラメ ント 4 立方 メー ト 
ル も 用 意 き され ます 。 


艦橋 の ディ スプ レイ 


操縦 席 の 座り 心地 は いか が で すか 。 シ ー ト 調節 は よろ し いで し ょ うか 。 お 酒 が 飲み た い 気 分 で し た ら 、 た め ら わ ず に どう 
ぞ 。 最後 の チャ ンス な の で すか ら 。 用 意 が 整っ た ら 、 さ あ 出 発 で す 。 タ イト ル ・ ス クリ ー ン が 表示 され ます の で し ば らく お 
待ち くだ さい 。 コ ッ ク ピ ッ ト に お さま る と 、 ミ ュー ジッ ク が 人 歓 呼 し て くれ る で し ょ う 。 

約 20 秒 の クレ ジッ ト が 終わ る と 、 画 面 は デモ ・ モ ー ド か ら コ プラ の メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に 変わ り 、 ゲ ー ム に 
登場 する 宇宙 艇 の デモ を 始め ます 。 ス ペー ス ・ バ ー を 押す の は 、 も うし ば らく お 待ち くだ さい 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス ク 
リー ン の 下 に は 設定 アイ コン が 一 列 に 並べ さら れ 、 さ ら に その 下 に は メイ ン ・ シ ステ 
ム ・ パ ネル が 設置 され て いま す 。 
この コン トロ ー ル ・ ア イコ ン を 使っ て 、 ご 自分 の 好み に 合わ せ て 人 入力 方 法 の 切り 替え 
な ど 細 か い 設 定 を 行い ます 。 

まず 次 の 「 設 定 変更 1] の セク ショ ン を よく 理解 し て か ら 「 ス テー タス ・ ス クリ ー 
Y] の 章 に 進ん で 下さ い 。 ス ペー ス ・ キ ー を 押す と ゲー ム が 始ま り ま す 。 そ れ ま で に 
は マニ ュ ア ル の 内 容 を 完全 に 頭 に 入れ て 置い て くだ さい 。 
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Keyboard Control 


joystick Control 


Mouse Control 


Load a saved game 


Turn Sound On/Off 





Exit to DOS 





艦橋 の ディ スプ レイ 





@⑧ 設 定 変更 アイ コン 
設定 変更 アイ コン は 全部 で 6 個 あ り ま す 。 コン トロ ー ル の 方 法 を 切り 替え た り 、 ゲ ー 
ム の セー ププ ロー ド 、 サ ウン ド の オン プ オ フ 、 プ レー の 中 止 な どの 設定 を 行う こと が 出 
来 ま す 。 
アイ コン の 左上 に は 数 字 が 振ら れ て いま す 。 この 数 字 は 、 キ ー ボ ー ド の ファ ンク ショ 
ン ・ キ ー ま た は ナン バー・ キ ー に 対応 し て いま す 。 好き な アイ コン を 選ん で くだ さい 。 
数 字 は 、 メ イン キー ボー ド (フル キー) の 最上 段 の キー を 使っ て 入力 し て くだ さい 。10, 
11, 12 と 振ら れ て いる アイ コン は 、 そ れ ぞ れ | 0],/—], | = | (PC-9801 は [人 ]) を 押す こと に 
よっ て 選択 で きま す 。 (テン キー か ら 入 力 す る 場合 に は 、 初 め に 必ず ナン バー・ ロ ッ ク 
を し て 数 字 入 力 モ ー ド に 切り 換え て か ら 使 用 し て くだ さい 。) : IBM の み 
1 e 

キー ボー ド ・ コ ント ロー ル Bey 

デフ ォ ル ト の 状態 で は 、 操 縦 は キー ボー ド で 行う 設定 に な っ て いま す 。 キ ー ボ ー ド ・ 
アイ コン (アイ コン #1) DEKR" (チェック) マー ク が 表示 され て お り 、 現 在 は 、 
キー ボー ド 操 縦 が 選択 され て いる こと を 示し て いま す 。 操縦 方 法 は 3 0 ペー ジ に 詳し く 
書か れん れ て いま す 。 キー の 割り 当て を 変更 する に は 、 数 字 の 1 、 あ る い は F1 を 押し て くだ 
さい 。 

スク リー ン に ビ ピッチ ダウ ン 、 ピ ッ チ アッ プ 、 右 ロー ル 、 左 ロー ル 、 レ ー ザ ー 砲 発射 、 
速度 の 増減 と いっ た メッ セー ジ が 順番 に 表示 され ます 。 そ れ ぞ れ の 機能 と 対応 きせ た い 
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艦橋 の ディ スプ レイ 


キー を 選ん で 、 ご 自分 の 好み に 合っ た 設定 を 行っ て 下さ い 。 
再 設定 が 完了 する と メッ セー ジ が 消え ます 。 (テン キー を 設定 キー に 使う 場合 、 必 ず ナ ン バ ー・ ロ ッ ク を 解除 し て か ら 
再 設定 を し て 下さ い 。 数 字 入 力 モ ー ド に な っ た まま で は アイ コン を 選択 し て し まい ます 。 ぐ 数 字 入 力 モ ー ド は IBM の み > 


ジョ イス テイ ィ イッ ク ・ コ ント ロー ル 
ジョ イス ティ ッ ク で プレ ー す る 場合 は 、 ア イコ ン # 2 を 選択 し て 下さ い 。 ジ ョ イス ティ ッ ク の アイ コン が マー ク さ れ 、 
まず 以下 の メッ セー ジ が 表れ ます 。 

[ジョ イス ティ ッ ク を セン ター の 位置 に 戻し し 、 ス ペー ス ・ バ ー を 押し て 下さ い 。 ジョイスティック の 調 
整 を 行い ます 。 (Center joystick, then press Space Bar to calibrate. . . ) | 

続い て キー 設定 の た め の メ ッ セ ー ジ が 表れ ます 。 

[速度 アッ プ を 設定 する キー を 選ん で 下さ い 。 次 に 速度 ダウ ン を 設定 する キー を 選択 し て 下さ い 。 
(Select your choice of key to .… increase Speed.… Decrease Speed.) | 

設定 が 終了 する と メッ セー ジ は 消え ます 。 ジ ョ イス ティ ッ ク に よる 詳し い 操 縦 方 法 は 31 ペ ー ジ を ご 覧 下さ い 。 
(PC-9801 は デジ タル ステ ィ ッ ク の み に 対 応 し て いま す 。 し た が っ て セン ター 位置 の 設定 は あり ませ ん 。) 
@⑱ マ ウス ・ コ ント ロー ル 

マウ ス を 使用 する に は 、 ア イコ ン # 3 を 選択 し ます 。 マ ウス ・ ア イコ ン が マー ク さ れ 、 メ ッ セ ー ジ が 現 
われ ます 。 速度 アッ プ と 速度 ダウ ン の キー 設定 を 行っ て 下さ い 。 完了 する と メッ セー ジ は 消え ます 。 
マウ ス に よる 操縦 は 3 1 ペー ジ に 詳し く 説 明 さ きれ て いま す 。 








BRM ELITE PLUS 









艦橋 の ディ スプ レイ 


@ セ ー プ し て ある ゲー ム の 続き を する 


以前 プレ ー し て セー プ し て お いた ゲー ム は 、 ア イコ ン # 8 で デー タ を ロー ド し 、 続 き を 楽し ひこ と が 


出来 ます 。 
詳し く は 、「 ゲ ー ム の セー プロー ド | を ご 覧 下さ い 。 


@ サ ウン ド の オン オフ 

アイ コン # 9 で サウ ンド の オン ノ オ フ が 切り 換え られ ます 。 デ フォ ルト の 状態 で は プレ ー の 時 に は 、 
サウ ンド は オン に な っ て いま す 。 (サウ ンド ボー ド を 装置 し て いる 場合 ) オフ を 選択 する と 、 ア イコ ン 
に は 赤い バツ 印 が 表示 され ます 。 


る 9 ゲー ム の 中 止 

プレ ー を 中 止 し て OS に 戻る に は 、 ア イコ ン #12 を 選択 し ます 。 メ ッ セ ー ジ が 表 わ れ 、 ゲ ー ム の 中 止 
を プレ ー ヤ ー に 確認 し て きま す 。 

ここ で 「O0S に 戻る 」 を 選択 し な いと 、 ス クリ ー ン に は 「 ゲ ー ム に 戻る に は スペ ー ス ・ バ ー を 押し て 
下さ い 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ の マニ ュ ア ル を 読み な が ら 、 ど の よう に し て ゲー ム を 進 
め て いく か を 練習 し て いる 人 は 、 ス ペー ス ・ バ ー を 押し て ゲー ム に 戻っ て 下さ い 。 (IBM の み ) 
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スペ デー グズ スス ンク ソー ン 








ステ ー タ ス ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン を 呼び 出す こと で 、 プ レー ヤー と コプラ ・ マ ー ク 3 の 最新 の 状況 を 確 
(状況 表示 ) ・ 認 す る こと が 出来 ます 。 こ こ に 表示 され る の は 、 シ ステ ム 、 ハ イ パ ー シ ステ ム 、 燃 料 の 残 量 、 所 
持 金 、 コ ン デ イション 、 リ ー ガ ル ・ ス テー タス 、 等 級 の 7 項目 で す 。 

コプラ ・ マ ー ク 3 は 大 量 生産 され て いる 宇宙 覆 で す 。 工場 か ら 出荷 され た 状態 で は 、 ひ と り ひ 
と り の 注文 に 応じ し て カス タマ イズ され て は いま せん 。 

例え ば 、 ゲ ー ム 開始 時 に は 一 律 に 「 ジ ェ イ ム ソ ン 司令 官 ] と いう ディ フォル ト ・ ネ ー ム が 付け 
られ て いま す 。 セ ー プ する まで は 、 こ の 名 前 を 勝手 に 変え る 事 は で きま せん 。 言い 換え れ ば 、 目 
分 の 好き な 名 前 に 変更 する に は 1 度 ゲ ー ム を 中 断 し セー プ す れ ば よい 事 に な り ま す 。 エ スケ ー 
プ ・ キ ー で ゲー ム を 中 断 し て 、F 8 で ゲー ム の セー ブ が 行 な を ます 。 セ ー プ を 選ぶ と 、 ど ん な 名 
前 で セー プ す る か を 聞い て きま すか ら 、 お 好み の 名 前 を タイ プ し て 
リタ ー ン キー を 押し て 下さ い 。 (た だ し 、 セ ー プ が で きる の は 、 
ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン に 表示 され る 情報 は 100% 信 頼 で きる も 
の で す 。 た だ し 、 値 段 が 安い の に ひか れ て 悪質 な 業者 か ら 中 古 の 船 
を 買っ た 場合 は 、 信 頼 性 に 欠け る こと も 考え られ ます 。 

「 シ ステ ム (System) 」 に は 、 現 在 あ な た が いる 惑星 系 が 表示 さ 
れ ま す 。 こ の ゲー ム は レイ プ ブ か ら 始 まる よう に な っ て いま す 。 


| 
f- 
- [ハイパー シス テム (Hypersystem) 」 と は 、 ど こ に ハイ パー シ 
レア l ステ ム 航 法 の 目的 地 が ロッ ク さ れ て いる か を 示し ます 。 こ れ も や は 


Et S NE 


スク リー ン 
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ズ テ デー タダ ズ ・ ズ スズ クリーン 


「 コン ディ ショ ン (Condition) 」 に は その 時 の 状況 に よっ て 、 4 通り の 表示 を し ます 。 [FY 
キン グ 中 (docked) | は シス テム に 表示 され た 惑星 の 宇宙 ステ ーション に ドッ キン グ し て いる こ 
と 、「 グ リー ン (Green) | は さしあたっ て 人 危険 な 状態 で は な いこ と 、「 イ エロ ー (yellow) 」 は 
敵 の 船 が 接近 し て いる こと を それ ぞ れ 意味 し ます 。 こ の 表示 が 「 レ ッ ド (red) | に 変わ る と 、 大 
変 危険 な 状態 に ある こと を 警告 し て いま す 。 

「 リ ー ガ ル ・ ス テー タス (leagal status) 」 に は ギャ ラク ティ ッ ク ・ ポ リス (銀河 警察 ) の 記 
録 が 表示 され ます 。 こ こ が 「 ク リー ン (clean) | な ら 、 前 科 な し と いう こと な の で 何 も 心 配 する 
こと は あり ませ ん 。 も し ここ に 「 犯 罪 者 (Offender) | また は 「 逃 亡者 (Fugitive) | と 書か れ て 
いた ら 、 そ れ な り の 覚悟 が 必要 で す 。 警察 抵 に 追わ れる こと は 当然 と し て 人 賞金 稼ぎ の スペ ー サ ー 
に まで 命 を 狙わ れる 事 が あり ます 。 

[F (Rating) 」 に は 、 い まま で の 戦闘 、 質 易 業 務 を 公平 無 私 に 評価 し た も の が 表示 され ま 
す 。 こ の 等 級 を エリ ー ト に する の が スペ ー サ ー の 夢 で あり 、 こ の ゲー ム の 目的 で も あり ます 。 
残り の | 燃料 (fuel) | と 「 所 持 金 (cash) 」 も 表示 され ます 。 ま た 、 コ プラ の 上 面部 と 下面 部 が 
グラ フィ ッ ク で 表わさ れ ま すか ら 、 現 在 の 装備 の 確認 を する こと が で きま す 。 

ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン の 下 に は 、 コ ント ロー ル ・ ア イコ ン が 1 列 に 並ん で いま す 。 艦橋 ディ 
スプ レイ ・ モ ー ド の 時 に も 、 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン の すぐ 下 に 、 こ れ ら の コン トロ ー 
ル ・ ア イコ ン が 表示 され ます 。 
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ステ ー タ ス ・ ス クリーン 


ステ ー タ ス ・ 1 か ら 12 ま で 合計 12 個 の 窓 に 、 ア イコ ン が 1 列 に 表示 さき れる よう に な っ て いま す 。 
スク リー ン ・ こと に は その 場 に 応じ て 選択 可能 な アイ コン だ けが 表示 され 、 そ れ 以 外 の 窓 に は 何 も 表 示さ れ 
、 ませ ん 。 例 えば ミサ イル を 装備 し て いな い 時 に は 、 ミ サイ ル 発 射 の アイ コン は 表示 され ませ ん 。 
アイ コン ょ た 同じ 窓 に 、 あ る 時 は アイ コン A が 、 あ る 時 は アイ コン B が 表示 され る こと も あり ます が 、 同 時 

に 使用 する 必要 の ある アイ コン が 同じ 窓 に 表示 され る 事 は あり ませ ん 。 

アイ コン 左上 に は 、 そ れ ぞ れ 数 字 が 振ら れ て いま す 。 こ の 数 字 は 、 キ ー ボ ー ド の 機能 キー (F 
キー) また は キー ボー ド 最 上 段 の 数 字 キ ー に 対応 し て いま す 。10, 11, 12 と 振ら れ て いる アイ コ 
ン は 、 そ れ ぞ れ 0| | 一 | (マイ ナス ) , [=] (PC-9801 は | |) と 打っ て 選び ます 。 テンキー ボー ド か 
ら 入力 する こと も 出来 ます が 、 始 め に 必ず ナン バー ロッ ク ・ キ ー を プレ ス し て 、 数 字 入 力 モー ド 

に 切り 換え て か ら 使用 し て くだ さい 。 | 
今 の 状態 で アイ コン # 1 は 選択 し な いで 下さ い 。 こ の アイ コン は 宇宙 ステ ーション か ら の 発進 

スイ ッ チ で すか ら 、 操 縦 方 法 も 知ら な いま ま 宇 宙 空 間 に 放 り 出 され て し まい ます 。 
ゲー ム 開 始 時 の ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン ・ ア イコ ン は 、 全 部 で 8 個 で す 。 以 下 に 簡単 な 説明 を 
し て お きま す が 、 詳 し い 説 明 は か っ こ 内 の ペー ジ を 参照 し て 下さ い 。 な お 、 1 度 プ レー が 開始 さ 

れる と ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン ・ ア イコ ン の 数 は 状況 、 装 備 に 応じ て 増減 し ます 。 
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自動 発進 自動 ドッ キン グ 


ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン 表示 


コブ ラ の 燃料 補給 ・ 整 備 


ゲー ム を ロー ド し て 続き を 行なう 
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#2: 価格 リス ト 表 示 


#4: ロ ー カ ルプ ギャ ラク シー・ マ ッ プ 表示 


#7: ゲー ム を 中 断 し て セー ブ 


#11 : シス テム デー タ の アク セス 
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プレ ー ヤ ー の 操縦 する コプラ ・ マ ー ク 3 に は 、 優 れ た デー タ 保 存 ・ 検 索 シ ステ ム が 備え られ 
て いま す 。 ギ ャ ルコ ー プ に 加盟 し て いる 惑星 に 関す る デー タ な ら 、 ス ピー ディ に 検索 が で きま 
+, 宇宙 に は 7 つの 惑星 連邦 が あり ます 。 ギ ャ ルコ ー プ は その 中 で ゃ 最大 の 宅 宙 連盟 と は 言 
え 、 7 つの うち の た だ の 1 つ に 過ぎ ませ ん 。 ギ ャ ルコ ー プ に 加盟 し て いる 惑星 は 全部 で 2.000 以 
上 に も の ば ぼり 、 8 つの 銀河 系 に 広がっ て いま す 。 加盟 する 惑星 間 の 質 易 、 外 交 の 橋渡し を する 
の が ギャ ルコ ー プ の 設立 目的 で す 。 無政府 状態 が 続い て いる 星 も 少な く な い の で 、 軽 装備 の ま 
まで そう いっ た 惑星 を 訪れ る の は 大 変人 危険 で す 。 デ ー タ を 収集 し 、 政 情 を 十分 理解 し た 上 で 目 
的 地 を 決め る よう に し た いも の で す 。 同時 に 経済 状態 の 調査 も 不可欠 で す 。 こ れ に つい て は 、 
貿易 の セク ショ ン で 詳し く 解 説 し ます 。 

どの 星 を 訪ね る か は 、 プ レー ヤー の 人 生 目 標 に 合わ せ て プラ ン を 立て る と よい で し ょ う 。 も 
し 自分 が エリ ー ト と し て 成功 する の に 必要 な 資質 を 備え て いる と 思っ た ら 、 ま ず 慎 重 に 航海 プ 
ラン を 立て る こと か ら 始 め ま し ょ う 。 計画 は で きる だ け 正 確 に 立て る こと を お 勧め し ます 。 海 
賊 の 奇 毅 に 備 を て 、 コ プラ ・ マ ー ク 3 を で きる だ け 早 く フ ル 武 装 し た いと 考え る の は 当然 の こ 
と で す 。 ま た 、 増 設 貨物 室 や 燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー を 手 に 入れ て 、 効 率 の 高い 仕事 を し た いと も 
考え て いる 事 で し ょ う 。 それに は 資金 が 必要 で す 。 こ の マニ ュ ア ル の 貿易 の セク ショ ン を 熱 読 
し レ 、 収 益 率 の 高い 貿易 ルー ト を 探し 出す よう に し ます 。 そ うし て 得 た 資金 を 使っ て 、 希 望 する 
武器 や 装備 品 を 購入 し まし ょ う 。 と ころ で 、 こ こ で 1 つ 忠 告 し て お きま す が 、 自 分 の 歩も うと 
し て いる 人 生 が 危険 だ ちら け の も の で ある 事 を まず 胆 に 命じ て くだ さい 。 簡単 に 言う と 、 情 勢 が 
不安 定 な 星 へ 出向 いた り 、 交 輸 品 を 売買 し て 危険 な 橋 を 多く 渡る は ほど 、 短 期間 に 高 収益 を 上 げ 
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- る 事 が 出来 ます 。 そ の 反面 、 早 く 命 を 落と す 可 能 性 も 当然 高く な り ま す 。 宇宙 で 生き て いく た め 
に 必要 な こと は 複雑 に 絡み 合っ た 数 々 の 要素 を バラ ンス よく 保つ 事 な の で す 。 経験 の 浅い 頃 は 、 
点数 を 早く 稼ご うと し て 相手 を 問わ ず に 無 差 別 攻撃 を か け 、 た だ ひたすら に 人 命 を 奪う こと が 一 
番 と 考え る か も 知れ ませ ん 。 リ ー ガ ル ・ ス テー タス は と も か く 「 等 級 ] は 撃墜 し た 数 が 多い ほど 
早く 上 が っ て ゆき ます 。 と ころ が 、 プ レー を 重ね 、 宇 宙 で 生き 延び る 術 を 学ん で いく た だ たび ぴ びに 、 そ 
うい っ た 行動 は 無茶 以外 の 何 物 で も な いと いう こと を 理解 し て いき ます 。 
この よう な 状況 に お いて は 、 様 々 な 才能 が 要求 され ます 。 も ちろ ん 闘志 満々 と いう 姿勢 も いい で 
し ょ う 。 け れ ど も 生き 延び て いく た め に は 、 同 時 に 高い 考察 力 、 決 定 力 も 要求 され る の で す 。 
ゲー ム を 進行 する 上 で 必要 な コン トロ ー ル 方 法 を 以下 に 紹介 し ます 。 ど れ も が 、 銀 河 を か け 芝 
る ルー ト の 計画 を 立て る 上 で 、 知 っ て お か な く て は いけ な いこ と ば か り で すか ら 良 く お 読 み に 
な っ て くだ さい 。 


アイ コン # 1 で 自動 発進 自動 ドッ キン グ を 開始 し ます 。 地図 の 読み 方 も 母 星 へ の 帰り 方 も 知 
ら ず に 、 和 宇宙 に 放り 出さ れ た く な か っ た ら 、 し ば らく は この アイ コン に 触る の は よし まし ょ う 。 


アイ コン # 2 で 各 マ ー ケ ッ ト で の 商品 取り 引き 価格 リス ト を 表示 し ます 。 売値 、 買 値 に 加え 
て 、 各 商品 の 在庫 数 も 表示 し ます 。 詳し い 説 明 は 63 ペ ー ジ を ご らん 下さ い 。 
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ロー カル ・ マ ッ プ 


ELITE PLUS MEEA 


アイ コン # 3 で ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン 、 つ まり 現在 表示 され て いる いつ で も 画面 に 切り 換 わ 
り ま す 。 し た が っ て 試し に 押し て みて も 、 ス クリ ー ン に 変化 は な い は ず で す 。 (あま り 繰 り 返 す 
と 、 コ ンピュータ に ば か に され ます よ ) ゲー ム の 途中 で ステ ー タ ス ・ ス クリ ー ン が 見 た い 時 に 
お 使い 下さ い 。 


アイ コン # 4 で コプラ ・ マ ー ク 3 が 備え て いる マッ プ と デー タ ・ バ ンク を 呼び 出し ます 。 こ の 
アイ コン 選択 する と 、 ま ず 7 光 年 以内 の ロー カル ・ マ ッ プ が 表示 され ます 。 も う 一 度 選 択 す る 
と 、 今 度 は 銀河 すべ て を 網 維 し た ギャ ラク シー・ マ ッ プ に 切り 換わり ます 。 つ まり 、 ア イコ ン # 
4 を 選択 する 事 で ロー カル ・ マ ッ プ と ギャ ラク シー・ マ ッ プ を 交互 に 切り 替え ます 。 


この ロー カル 訴 行 地図 に は 、 プ レー ヤー が 現在 停泊 し て いる 宇宙 ステ ーション が ある 惑星 を 中 
心 と し て 、 そ の 附近 の 惑星 が グレ ー の 丸 で 表 さ れ て いま す 。 赤い 円 で 描か れん た エリ ア 内 の 惑星 に 
は 、 燃 料 の 再 補 給 な し に 飛ぶ こと が で きま す 。 ゲー ム を 開始 し た 場合 、 コ ブラ ・ マ ー ク 3 の 燃料 
タン ク は 満杯 で すか ら 、 こ の 範囲 が ボコ ブラ の 最高 飛行 距離 と 考え て いい の で す 。 コブ プ ブラ ・ マ ー ク 
3 は 1 度 に 7 光 年 の 旅 が で きる よう に 設計 され て いま す 。 


ギャ ラク シー・ マ ッ プ ギャ ラク シー・ マ ッ プ は 各 銀 河 ど と に 1 つ で 、 ゲ ー ム は 第 1 銀河 か ら 第 8 銀河 まで を 舞台 と し 
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て いま すか ら 、 全 部 で 8 個 用 意 さ きれ て いま す 。 そ れ ぞ れ の マッ プ に は 、 そ の 銀河 に 浮か ぶ ギ ャ ル 
コー プ 加 盟 の 星 が 全 て 表示 され て いま す 。 あ る 銀河 か ら 別 の 銀河 へ は 、 イ ンタ ー ギ ャ ラク ティ ッ 
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ク ・ ハ イ パ ー ド ライ プ ブ を 購入 する と 簡単 に 移動 する こと が で きま す 。F 4 また は 数 字 の 4 で 呼び 


出す こと が で きる の は 、 現 在 プ レー ヤー が いる 銀河 の マッ プ だ け で す 。 それ 以外 の マッ プ は 見 る 
こと が で きま せん 。 ま た 、 ハ イ パ ー ド ライ ブ プ 航 法 に つい て は 後 の 項 に 詳し く 説 明 さ れ て い 
ます 。 

グリ ー ン の 十字 サイ ト ・ カ ー ソ ル は マッ プ 内 を 自由 に 動か す 事 が で きま す 。 こ の カー ソル は 次 
に 説明 する アイ コン # 8 、 9 、10、11 と 合わ せ て 使用 し ます 。 


アイ コン # 8 で 「 距 離 ゲ ー ジ | に 切り 換わり ます 。 こ の アイ コン を 選択 する と 、 十 字 カ ー ソ ル 
が 現在 の 位置 か ら 1 番 近 い 惑 星 に 移動 し 、 そ の 星 の 名 前 と 現在 地 か ら の 距離 を 表示 し ます 。 


アイ コン #9 で シス テム (惑星 系 、 恒 星系 ) ・ サ ー チ が 起動 し ます 。 選択 する と 、「 ど の シス 
テム を 検索 し ます か 。」 と メッ セー ジ が 聞い て きま すか ら 、 検 索 し た い シ ステ ム 名 (例え ば レイ 
プ や リー ステ ィ な ど ) を 入力 し 、 リ ター ン ・ キ ー を 押し て 下さ い 。 希望 する 場所 に 十字 カー ソル 
が 自動 的 に 移動 し ます 。 こ の 機能 は ギャ ラク シー・ マ ッ プ と 併用 する と 良い で し ょ う 。 ま た 、 近 
距離 マッ プ に は 各 惑 星 の 名 前 が 表示 され て いま すか ら 大 変 便利 で す 。 


アイ コン 10 で カー ソル を 現在 地 に 戻す こと が 出来 ます 。 


アァ アイ コン #11 で ワー ルド ・ デ ー タ ・ リ ンク が 起動 し ます 。 ま ず 目 的 の 星 を 選択 し 、 こ の 機能 を 
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ワー ノル だ ・ デ ー タ ・ 利用 し て 詳し い 情報 を 入手 し ます 。 
リン ク 十字 カー ソル を 任意 の 惑星 系 に 移動 し 、 ア イコ ン #11 を 選択 する と 、 中 央 銀河 デー タバ ンク 


に 保存 きれ た デー タ を 読む 事 が で きま す 。OSA (Orbit Space Authority: 各 惑 星 に 設け られ た 組 
織 で 、 宇 宙 ス テー ショ ン に お ける 航海 の 安全 管理 、 質 易 業 務 の 円 滑 な 促進 、 内 字 宙 の 法 、 秩 序 
の 尊 守 を 主 な 仕事 と する 。) は 、 こ こ で 提供 する デー タ の 正確 さき に 関し て いか な る 責任 も お い 
か ね ます 。 し か し 、 こ こ で 概要 を 入手 し 、 そ れ を も と に 行動 する と いい で し ょ う 。 ここ で 提供 
され る デー タ に は 、 現 在 位置 か ら の 距離 、 主 要 民 俗 (生命 形態 ) 、 農 工業 の 先進 度 に 加え て 、 
工業 技術 レベ ル が 1 か ら 12 ま で の 数 字 で 表 さ れ て いま す 。 組合 国家 か ら 和 無政府 状態 の 星 ま で 、 
現 政府 に 関す る デー タ も ゃ 得る 事 が で きま す 。 取り 引き を 行なう 上 で 、 危 険 度 を 知る 指標 に な る 
こと は 間違い あり ませ ん 。 


賞金 目当て の 無 差別 な 殺人 鬼 と 化す か 、 ご く 一般 の トレ ー ダ ー と し て 無難 な ルー ト を 通り 戦 
闘 を 避け る 道 か 、 そ れ を 選択 する の は プレ ー ヤ ー 自 身 で す 。 い ずれ の 場合 で も 、 有 目的 地 の 経 済 
と 政治 の 基盤 構造 に よっ て 、 プ レー ヤー が 通る ルー ト に 大 きく 影響 を 受け る こと で し ょ う 。 詳 
し い 説 明 は 、6 3 ページ の 「 惑 星 間 の 航海 と 質 易 ] に 書か れ て いま す 。 


レイ プ を 出発 する 前 に 、 ロ ー カ ルプ ギャ ラク シー 両 マ ッ プ と ワー ルド ・ デ ー タ ・ リ ンク の 使 
い 方 を 完全 に マス ター し て お きま し ょ う 。 し ば らく 触っ て みて 、 任 意 の 惑星 まで の 距離 を 調べ 
た り 、 デ ー タ ・ リ ンク か ら 情 報 を 引き 出す 練習 を する と 良い で し ょ う 。 


DOOOOO 
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ギャ ルコ ー プ 加盟 の 惑星 は 、 軌 道上 に コリ オリ ス 型 (Coriolis) 宇宙 ステ ーション を 打ち 上 げ 
て いま す 。 こ こ は 治 外 法 権 の 場 で も り 、 運 営 管 理 は ギャ ルコ ー プ (GalCop) と その 惑星 の 政府 
が 行っ て いま す 。 

と ころ が 、 新 設計 の ドド (Dodo) 型 ス テー ショ ン が 誕生 し て か ら は 、 先 進 惑星 系 で は コリ オ 
リス 型 を 廃止 し 、 こ の 新型 ステ ーション を 採用 する よう に な り ま し た 。 ドド 型 が 12 面 体 の デザ 
イン を 持つ の に 対し 、 コ リオ リス 型 は 8 面体 に デザ イン され て いま す 。 惑星 に 対す る 垂直 軸 で 
自転 し て お り 、 ス テー ショ ン の 1 面 だ けが 、 常 に 惑星 と 向かい 合っ て いま す 。 ス テー ショ ン へ 
の 進入 通路 は この 面 に 設け られ て いま す 。 

コリ オリ ス 宇 宙 ス テー ショ ン は 、 惑 星 ベ ティ タイ ス (Vetitice) に 
ある 銀河 宇宙 航行 研究 セン ター (GASEC) の 実験 室 で 、 デ ザイ ン さ 
れ ま し た 。 第 1 号 は 、2752 年 に レイ プ の 軌道 に 初め て 変 を 見 せま し 
has 
その 特徴 は 強力 な 防衛 シー ルド を 持ち 、 さ ら に 、 大 量 の バイ パー 
(Viper) 型 戦闘 機 や 数 隻 の 大 型 戦 闘 艦 を 配 し て 海賊 や 敵 の 毅 撃 に 備え 
て いる こと で す 。 ス テー ショ ン 内 部 は フリ ー ス ペー ス に な っ て いま 
す 。 そ れ ぞ れ の ドッ キン グ ベ イ に は 停泊 施設 と 給油 施設 が 設け られ 
て いま す 。 加え て 、 街 、 病 院 、 農 地 、 庭 園 まで 整備 され て いる の に 
は 驚き ます 。 

その 大 き さ は 直径 1 標準 キロ メー トル で 、2000 隻 の 停泊 が 可能 な 
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上 、 こ れ 目 体 が 星 と し て 生活 の 場 を 提供 する こと も で きる よう に な っ て いま す 。 

コリ オリ ス 型 宇宙 ステ ーション か ら 発 進 す る に は 、 惑 星 ド ッ キ ング ・ オ ー ソ リティ に 正式 な 
リク エス ト を 出さ な く て は いけ ませ ん 。 た だ し ゲー ム の 中 で は 簡略 化 さ れん て いて 、 ア イコ ン # 
1 を 押す だ け で た だ ち に 自動 発進 が 行わ れん ます 。 





字 下 ス テー ショ ン か ら の 発送 


補語 ステ ーション 発進 許可 が お り て ドッ キン グ ベ イ を 出発 する と 、 そ こ か ら 出 口 まで は 約 10 秒 ほど か か る こと を 
か ら の 発進 第 えて お きま し ょ う 。 目 の 前 に は いき な り 幾 何 学 的 な パタ ー ン が 現われ ます が 、 こ れ は 防衛 シー 
ルド に 設け られ た トン ネル を 通過 し て いる た めで す 。 ここ を 出る と 、 そ こ は 宇 宙 空 間 、 い ょ いよ 
旅 が 始ま る の で す 。 

目 の 前 に 惑星 が 見 えて いる は ず で す 。 新しい ゲー ム は 常に レイ プ が 出発 点 と な り ま す 。 つま 
り 、 初 め て プレ ー す る あな た は 、 現 在 惑 星 レ イブ の 軌道 上 に 浮か ん で いる こと に な り ま す 。 前述 
の と お り 、 コ リオ リス 型 ス テー ショ ン の 出入 口 は 所 属す る 惑星 の 表面 に 面 し て いま すか ら 、 こ こ 

か ら 発 進 し た 船 は 、 ま ず 目 の 前 の 惑星 を 一 直線 に 目指 し て 飛行 し て いる わけ で す 。 





AAE T73: V—7 IRC RRL ETO RANCH) EMS, BERME LCOS 十分 
MAHA THET. 指先 の タッ タ 1 つ で 、 加 速 ノ 減速 も 思う まま で す 。 し か し 、 い くら 操縦 が 簡 
単 だ か ら と は 言っ て も 、 練 習 な し に コプラ を 思う まま に 操る 事 は 不可 能 で す 。 も っ と も 、 こ れ は 
どの 船 に も 共通 し て 言え る こと で す が …。 
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字 訂 ステ ーション か ら の 発送 


ゲー ム は ESC キ ー (エス ケー プ ・ キ ー) で 一 時 停止 で きま す 。 艦橋 ディ スプ レー に 完全 に 慣れ 
る まで は 、 一 時 停止 きせ な が ら 少 し ずつ 操作 を 覚え を て いく と 良い で し ょ う 。 一 時 停止 中 に 表示 さ 
れる アイ コン は 以下 の と お り で す 。 





アイ コン #1 で キー ボー ド 操 作 モ ー ド に 切り 換わり ます 。 


アイ コン #2 で ジョ イス ティ ッ ク ・ コ ント ロー ル 。 モー ド に 切り 換わり ます 。 


アイ コン #3 で マウ ス ・ コ ント ロー ル ・ モ ー ド に 切り 換わり ます 。 


(アイ コン #1 か ら 3 は 一 度 に 一 つ し か 選択 で きま せん 。) 


アイ コン #4 で 操縦 福 の セ ンタ リン グ 機 構 を オン プ オ フ し ます 。 
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アイ コン #$ で 操縦 模 の ダンピング を 選択 し ます 。) 


アイ コン #6 は 降下 ノ 上 昇 操作 を 反対 に し ます 。 


アイ コン #7 は 上 下 ・ 左 右 の 操作 を 反転 し ます 。 


アイ コン 9 り で サウ ンド の オン オフ が 出来 ます 。 


アイ コン 弁 11 を 選択 する と 、 プ レー 中 の ゲー ム を 中 止 し ます 。 


BRE LTE PLUS 









字 直 ステ ーション か ら の 発進 





1 ご py アイ コン #12 を 選択 する と 、OS に 戻り ます 。 
Enli 
ー 時 停止 か ら は 、 ス ペー スバ ー を 押す こと で いつ で も ゲー ム に 戻る こと が で きま す 。 
ダン ピン グ が 選択 きれ た 状態 で は 、 方 向 コ ント ロー ル が 緩慢 に な り 、 操 縦 が 易しく な り ま ダン ピン グ 
+, 操作 の 反応 は 、 ノ ー マ ル 時 と 比較 し て 、 ず っ と 緩やか に な り ま す 。 操縦 練習 中 は この モー 
ド に し て お け ば 、 か し じ を 切り 過ぎ る の を 施 け られ ます 。 
セン タリ ング 機構 を 選択 し て お く と 、 操 縦 可 (カー ソル キー、 マ ウス 、 ジ ョ イス ティ ッ ク ) Ba TRE 


か ら 手 を 放す と 、 コ ント ロー ル は 自動 的 に セン ター の 位置 に 戻り ます 。 例 えば 旋回 飛行 中 に 手 
を 放す と 、 機 は 旋回 を 止め て 直線 飛行 に 移行 し ます 。 
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字 店 ステ ーション か ら の 発進 





RIFALSkO-W 


数 字 キ ー ボ ー ド の "4" 
数 字 キ ー ボ ー ド の "6" 
数 字 キ ー ボ ー ド の "8" 
数 字 キ ー ボ ー ド の *" 2" 
CÈ) ナン バー ロッ ク は 外し て 下さ い 。 
ナン バー ロッ ク の 状態 で は アイ コン を 
選択 し て し まい ます 。 


スロ ッ ト ル ・ オ ン キー ボー ド の ">" 
スロ ッ ト ル ・ オ フ キー ボー ド の " ぐ " 
レー ザー 発射 スペ ー ス バー 





30 







7 .. A 



















左 ロ ー ル ジョ イス ティ ッ ク を 左 に 倒す 。 
右 ロ ー ル ジョ イス ティ ッ ク を 右 に 倒す 。 
降下 ジョ イス ティ ッ ク を 前 方 に 倒す 。 
ŁR ジョ イス ティ ッ ク を 後方 に 引く 。 





スロ ッ ト ル ・ オ ン 
- スロット ル ・ オ フ 
レー ザー 発射 


キー ボー ド の ">! 
キー ボー ド の ' ぐ ! 
スペ ー ス バー 






左 ロ ー ル マウ ワ ス を 左 に 移動 する 
右 ロ ー ル マウ ス を 右 に 移動 する 
隆 下 マウ ス を 前 方 に 押す 


上 昇 マウ ス を 後方 に 引く 

スロ ッ ト ル ・ オ ン キー ボー ド の ">" ま た は マウ ス の 右 ボ タン を 押し た まま 手前 に 引く 
スロ ッ ト ル ・ オ フ キー ボー ド の "< く " ま た は マウ ス の 右 ボ タン を 押し た まま 前 に 押す 
レー ザー 発射 スペ ー ス バー 
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2 個 の エネ ルギー・ パ ンク が 、 艦 首 と 艦 尾 に 設け ちら れ 、 前 後 の 防 衛 シ ー ル ド バ リ ア に パワ ー を 
提供 し ます 。 1 番 上 に は 「FORE - SHIELD (前 方 シー ルド ) | の 状態 が 、 2 番目 に は 「AFT- 
SHIELD (後方 シー ルド ) | の 状態 が それ ぞ れ 表示 され ます 。 

[Fuel Level (燃料 レベ ル ) | を 表示 し ます 。 


. 太陽 に 接近 し すぎ る と 「 キ ャ ビン 温度 計 (CABIN TEMP.) | が 上 昇 す る の で 注意 が 必要 で す 。 
. レー ザー 砲 を 連続 使用 する と 





が 上 昇 し ます 。 中 央 ハウ ジン グ が オー 


[LAZER TEMP. (レー ザー 砲 温度 ) | PLL Ea 
er 








バー ヒー ト す る と レー ザー は 自動 的 に Tl 
停止 し 、 シ ステ ム の 損傷 を 防ぎ ます 。 © ieee) 

. 惑星 を 飛行 中 は 、「ALTITUDE ( 高 ③ ーー 政光 
E) 」 に 常に 気 を 配っ て くだ さい 。 あ @ = 
まり 低空 で 飛行 する と 、 命 取り に も な ーーー 


りか ね ませ ん 。 

[CONDITION (コン ディ ショ ン ) 」 は 、 グ リー ン 、 イ エロ ー、 レ ッ ド の 3 色 で 現在 の 危険 度 を 
表わし ます 。 

[FLIGHT GRID SCANNER (フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー) | は コプラ の 周囲 の 様子 を 、 
3 D で 表示 する 優れ た レー ダー で す 。 視点 は コプラ の 上 部 後方 で す 。 他 の 宇宙 船 の 正確 な 位置 を 
表示 し ます 。 
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8. 「 速 度 計 (Speed) | は 、 海 賊 か ら の 攻撃 か ら 身 を 守る た め に 、 惑 星 に は 最高 速度 で アプ ロー 
チ し まし ょ う 。 た だ し 、 宇 宙 ス テー ショ ン へ は 低速 で 接近 し 、 で きる 限り 低速 で ドッ キン 
グ を 行ない ます 。 

9. [GYRO ORIENTATION BAR (ジャ イロ ・ オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・ バ ー) 」 で 自 機 の 運動 の 
様子 が わか り ま す 。 [ROLL (ロー ル ) | は 左右 の 傾き 、「 降 下 ノ 上 昇 (DIVE-CLIMB) | 
は 前 後 の 傾き を それ ぞ れ 表示 し ます 。 

10. 防御 シー ルド が 限界 以上 の 攻撃 に あう と 、 エ ネル ギー の 消費 は 著しく 大 きく な り ま す 。 
また 、 レ ー ザ ー 砲 や ECM シ ステ ム の 使用 で も 多量 の エネ ルギー 
を 消費 し ます 。 第 4 エネ ルギー バン ク ま で 燃料 レベ ル が 下がる 
と 、 | エネ ルギー が 残り 少な く な り ま し た (Energy Low) | と 
いう メッ セー ジ が スク リー ン 上 に 点滅 し ます 。 通常 は 、 シ ー ル 
ド 表 面 か ら 放 射 能 を 吸収 し 、 自 動 的 に 燃料 は 再 補給 きれ ます 。 

11. 目的 の 惑星 が フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー の 有効 範囲 外 に 
ある 場合 、 つ まり コプラ と 惑星 の 距離 が か な り 離 れ て いる 場合 
に は 、 航 行 コ ン パ ス は 第 1 に その 惑星 を 拾い 、 大 き な 丸 で 表示 
し ます 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン の フロ ント ・ ビ ュー 
で 、 近 づく 惑星 が 確認 で きる は ず で す 。 一 方 、 惑 星 に 十分 に 近づき 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ 
スキ ャ ナー が 宇宙 ステ ーション を 捉え る と 、 コ ン パ ス は 惑星 を 追い か ける の を 止め 、 今 度 は 
宇宙 ステ ーション を 追い か ける よう に な り ま す 。 こ の 時 、 ス テー ショ ン は 大 き な 丸 で 表示 さ 
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れ ま す 。 航行 コン パス に 、 小 さい 十字 が 表示 され た 時 に は 、 そ の 目標 が 後方 に ある と いう こと 
で す 。 

12. [MISSILE STATUS INDICATOR (ミサ イル ・ ス テー タス ・ イ ンジ ケー ター) | は 搭載 ミサ イル 
の 数 を 表示 し ます 。 同時 に 照準 セッ ト が ON / OFF / LOCK (オン プ オ フ ブ ノロ ッ ク ) で 発射 準備 
状態 の どの 状態 に ある の か も 表示 し ます 。 

13. ここ に [sS] と 表示 され る と 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 保護 ゾー ン に 進入 し た こと を 示し ます 。 
また 、 敵 の ECM 対 ミサ イル 電子 妨害 装置 の 電波 を 探 各 する と コン ソー ル に 「[E| の マー ク を 表示 
し まず か 。 


前 セク ショ ン 「 コ リオ リス 型 宇宙 ステ ーション | な ら び に 「 宇 宙 ス テー ショ ン か ら の 発進 ] で 、 
ステ ーション か ら 発 進 し た あな た は 、 現 在 惑星 レイ プ に 向け て 飛行 し て いる と ころ で し ょ う 。 ス ロッ 
トル を 思い きり 絞っ て 、 で きる だ け 低 速 で 飛行 し て くだ さい 。 正面 の レイ プ へ の 着陸 は で きま せん 。 
見 知ら ぬ 惑 星 や 宇宙 ステ ーション に 進入 する の は 非常 に 危険 な 行為 で す 。 高度 計 に 絶え ず 気 を 配っ 
て 、 あ まり 高度 を 下げ すぎ な いよ うに 注意 し て 下さ い 。 

コン パス の 中 を 小さ な 点 (+) が 動き 回 っ て いる の を 確認 し て 下さ い 。 こ の 点 は 宇宙 ステ ー シ ョ 
ン の 位置 を 示し て いま す 。 現在 、 コ ン パ ス に この 小さ な 点 が 映っ て いる と いう こと は 、 宇 宙 ス テー 
ショ ン が プレ ー ヤ ー の 後方 に 位置 する こと を 意味 し て いま す 。 前 セク ショ ン で 説明 し た 通り 、 も し 
大 き な 丸 が コン パス の 中 央 に ある 場合 は 、 宇 宙 ス テー ショ ン が プレ ー ヤ ー の 正面 に ある こと に な り 
ます 。 





R= TE PLUS 


も し 方 向 を いっ さい 変え ず に まっ すぐ に 飛ん で いた と し た ら 、 発 進 し た 宇宙 ステ ーション と は 
正反対 の 方 向 、 つ まり 宇宙 ステ ーション を 背 に し て いる こと に な り ま す 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ 
スク リー ン を リア ・ ビ ュー に 切り 替え て 下さ い 。 後方 で ステ ーション が 回 転 し て いる の が 見 える 
こと で し ょ う 。 視界 を 前 に 切り 替え て 宇宙 ステ ーション を 、 コ ン パ ス を 使っ て 探し 出す 練習 を 繰 
り 返 し て 下さ い 。 

コプラ 級 の 船 と 何 台 か すれ 違う こと も あり ます 。 ど の 船 も あな た と 同じ トレ ー ダ ー が 乗っ て い 
る と 考え て 間違い あり ませ ん 。 こ ちら か ら 攻 撃 し な い 限 り 、 危 険 を こと は 一 切 あ り ま せん 。 も し 
こち ら か ら 攻 撃 を 仕掛 ける と 、 応 戦 し て くる 船 も あれ ば 、 逃 げ 出 す 船 も あり ます 。 MiB OTH, 
この エリ ア で 戦闘 の 練習 を し よう な ど と 考え な いで 下さ い 。 宇宙 ステ ーション は 管轄 の 安全 ゾー 
ン 内 で その よう な 行為 を 確認 する と 、 た だ ち に 所 属 の バイ パー(Viper) を 発進 させ て 鎮圧 に 向かい 
ます 。 言葉 を 変え た れ ば 、 ス テー ショ ン の 近く で 普通 に 航行 し て いる 限り は 、 海 賊 か ら の 攻撃 に 症 
過す る 危険 性 は まず 皆無 と 言っ て も いい で し ょ う 。 

新人 パイ ロッ ト の ドッ キン グ の 練習 に は 、 今 が また と な い チ ャ ンス で し ょ う 。 と いう の は 、 レ 
イプ の OSA (オー ビッ ト ・ ス ペー ス ・ オ ー ソ リティ ) は 新人 パイ ロッ ト を 対象 に 無制限 の 着 船 練 
習 を 特別 に 許可 し て いる か ら で す 。 た だ し 、 ス クラ ンプ ブル 時 や ドッ キン グ ベ イ が いっ ぱい の 時 に 
は 、 こ の 特別 許可 は 一 時 的 に 無効 と な り ま す 。 


コリ オリ ス 型 字 宙 ステ ーション に マニ ュ ア ル 操 作 で ドッ キン グ す る に は 、 そ れ な り の 技術 が 必 
要 で す 。 
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アイ コン # オ 1 を 選択 し て 自動 ドッ キン グ ・ シ ステ ム を 作動 させ れ ば 話 は 簡単 で す が 、 自 動 着 船 料 
と し て 50CR を ステ ーション に 納め る か 、 あ る い は 高額 を 払っ て 自動 着 船 コ ンピュータ を コプラ に 備 
えて お くく 必要 が あり ます 。 と ころ が 駆け 出し パイ ロッ ト が そん な 無駄 な 出費 を で きる は ず は あり ま 
せん 。 ク レジ ッ ト は すべ て 取り 引き に 必要 で すし 、 コ プラ の 武装 の た め に も 少し で も 節約 し な く て 
は な り ま せん 。 こ れ を 考え る と 、 や は り 手 動 ド ッ キ ング を 練習 し 、 完 全 に マス ター する こと を お 勧 
めし ます 。 練習 に は 多少 時 間 が か か り ま す が 、 後 に な っ て 必ず 報 わ れる 時 が くる 事 で し ょ う 。 


ギャ ラク テッ ク ・ ネ イ ビ ー が 監修 し た マニ ュ ア ル に は 、 ド ッ キ ング の 方 法 が 以下 の よう に 書か れ 
て いま す 。 

[コリ オォ リス 宇宙 ステ ーション | の セク ショ ン で 説明 し た 通り 、 進 入 ト ン ネ ル は 必ず 母 星 と 向かい 
合っ て いる こと を 念頭 に 置い て 下さ い 。 ま ず 、 コ リオ リス 型 宇宙 ステ ーション を 目標 に と ら え 接近 
し ます 。 十分 に 接近 し た ら 、 進 路 を 惑星 レイ プ に 変え 、 し ば らく 飛行 し ます 。 高度 に 注意 し て 下さ 
VW, COC, 宇宙 ステ ーション に 向け て 反転 する と 、 ス テー ショ ン の 進入 路 に 向かっ て 真っ すぐ に 
飛行 し て いる こと に な り ま す 。 

進入 時 に は 、 ス ロッ トル を で きる だ け 絞 っ て 下さ い 。 ス テー ショ ン に は 敵 の 攻撃 か ら 防 衛 す る た 
め の シ ー ル ド が 張り めぐ ら さ れ て いま すか ら 、 こ こ で 失敗 する と 命 を 落と し か ね ませ ん 。 HHI 
縦 し まし ょ う 。 も っ と も 、 信 入 角度 を 少し 間違え た くら いで は 、 シ ー ル ド と 機体 を 揮 り つけ る だ け 
で 致命 傷 に は 至ら な いで 済む よう で す 。 し か し 、 引 果 的 に は コプラ の シー ルド に ダメ ー ジ を 受け た 
り 、 大 事 な 積 荷 を 失 な っ て し まい ます か ら 、 常 に 細心 の 注意 を 払っ て 操縦 し て 下さ い 。 ポ イン ト は 、 
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宇宙 ステ ーション の 回 転 に 合わ せ て 、 コ プラ を 上 手 に ロー ル さ せる こと で す 。 機体 を 、 で きる 限 
り 進 入 路 と 平行 に 保つ の こと が 望ま し い の で す 。 ま た 、 ト ン ネ ル の 中 央 を 飛ぶ よう に も 心掛け て 下 
さい 。 

無事 に ドッ キン グ が 成功 する と 、 宇 宙 ス テー ショ ン に 張り 巡ら され た シー ルド を 通過 し て ドッ 
キン グ ・ ベ イ に 向かい ます 。 幾何 学 ち よう の パタ ー ン が 目 の 前 の スク リー ン い っ ぱい に 広がり ま 
す 。 こ れ で も う 安 心 で す 。 こ こ か ら 先 は 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 自動 謗 導 シス テム が 作動 し 、 コ プ 
ラ を 指定 され た ドッ ク ま で 安全 に 誘導 し て くれ ます 。 


自動 ドッ キン グ に は 2 通り の 方 法 が あり ます 。 ま ず 1 つ は 、 宇 宙 ス テー ショ ン に 設置 され た 高 
性 能 の SLADE (Ship Lock and Dock Entry) コン ピュ ー タ に 頼る 方 法 で す 。 こ れ は 元 来 、 唱 難 し た 
船 を 救出 する た め に 開発 され た 自動 航行 システム で 、 ど の 船 に も 必ず 搭載 され て いる 一 般 の 航行 
コン ピュ ー タ に 指示 を 与え 、 完 全 な 自動 操縦 で ステ ーション の 進入 路 へ と 誘導 し ます 。 や が て こ 
の サー ビス は 拡張 され 、S0CR さ え 支 払え ば 、 誰 で も 自動 ドッ キン グ を 行え る よう に な り ま し た 。 
パイ ロッ ト は の ん ぴり と 下船 の 準備 を 整え て いれ ば いい の で す 。 

も う 1 つ は 、 シ ンコ ー ン ・ レ ムロ ッ ク ・D&A・ シ ステ ム (SinCorn RemLock D&A system) を 
コプラ の 搭載 コン ピュ ー タ に 取り つけ る 方 法 で す 。 こ の シス テム は 大 変 高価 で す が 、 1 度 取 り 付 
け て し まえ ば いち いち 30CR を 支払 わ ず に 、 何 度 で も 自動 ドッ キン グ が 行え ます 。 技術 レ ベル 9 以 
上 の 惑星 な ら ど こ で も 手 に 入り ます 。 

どちら の 場合 ちや 、 ア イコ ン # 1 で 自動 ドッ キン グ が 作動 し ます 。 た だ し 宇宙 ステ ーション に 十 
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分 接近 し 、 安 全 ゾ ー ン 内 に 進入 し た の を 確認 し て か ら 操 作 し ます 。 つ まり 航行 パネ ル に 「S| が 表示 
され れ ば 、 ド ッ キ ング 準備 が OK と いう こと で す 。 
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航行 中 、 ア イコ ン # 5 を 選択 する た びに 、 メ イン ・ ス キャ ナー に は 後方 、 左 、 右 、 前 方 の 景色 
が 順番 に 投影 され ます 。 ア イコ ン # 7 は ミサ イル の ロッ ク 装 置 を 作動 きせ 、 ミ サイ ル の 発射 準備 
を し ます 。 詳し い 説明 は 、「 攻 撃 兵 器 ] の 項 に 書か れ て いま す 。 ア イコ ン #11 で 近 距 離 の 高速 航 
行 を 可能 に する ジャ ンプ ・ ド ライ ブ (Jump Drive) (また は スペ ー ス ・ ス キッ プ と 呼ば れる ) が 
作動 し ます 。 現 状態 で は レイ プ に 接近 し すぎ て いる た め 、 重力 干渉 に よる マス ロッ ク 
(MassLock) が か か り 、 ジ ャ ンプ ・ ド ライ プ ブ は 使用 で きま せん 。 1 度 他 の 惑星 に ハイ パー ドラ イ 
プ し て か ら 、 試 し て み ま し ょ う 。 


ハイ パー スペ ー ス 航法 は 、 ギ ャ ルコ ー プ 宇宙 航行 法 に 適合 し た 、 安 全 で 超 高 速 の 航行 方 法 で 
Fo ハイパー ドラ イブ を 使え ば 、 惑 星 か ら 惑 星 へ 、 ま た は 銀河 か ら 銀河 へ と 一 朋 に し て 移動 する 
事 が で きま す 。 さらに 惑星 系 内 を 高速 で 飛行 する ジャ ンプ ・ ド ライ ブ (また は スペ ー ス ・ ス キッ 
プ ) も 装備 し て いま す 。 

ここ で は 銀河 内 の ハイ パー スペ ー ス 航法 に つい て 説明 し ます 。 宇宙 ステ ーション を 発進 し た あ 
な た は 、 現 在 惑星 レイ プ の 軌道 を 低速 で 周回 し て いる は ず で す 。 惑星 へ の 衝突 を 避け る た め 、 ま 
ず 速 度 を 最低 に 落と し まし ょ う 。 次 に 、 和 宇宙 航行 パネ ル を 操作 し て ハイ パー スペ ー ス 航法 の 準備 
を し ます 。 

アイ コン #4 で ロー カル ・ マ ッ プ を 呼び 出し ます 。 赤い 影 で 表示 され た エリ ア 内 の 惑星 へ は 1 
度 の ハイ パー スペ ー ス 航法 で 跳べ ます か ら 、 グ リー ン の 十字 カー ソル を 目的 の 星 に 移動 させ 、 ア 
イコ ン # オ 8 で 目的 地 の 設 定 を し ます 。 こ れ で 宇宙 航行 パネ ル の 設定 が 完了 し まし た 。 
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アイ コン # 6 で ハイ パー ドラ イブ が 作動 し ます 。 エ ンジ ン に エネ ルギー が 充填 する まで 約 10 秒 
ほど お 待ち 下さ い 。 次 の 瞬間 、 目 的 の 惑星 の 近く まで 一 気 に ジ ャ ンプ し て いる は ず で す 。 ア イコ 
ン #4 で ロー カル ・ マ ッ プ を 呼び 出し て 、 現 在 地 を 確認 し て み ま し ょ う 。 

た と え ワ ー ル ド ・ デ ー タ ・ リ ンク で 安全 な 星 と 紹介 され て いて も 、 思 わ ぬ 危険 が 待ち 受け て い 
る も の で す 。 リ スク を 最小 限 に する た め に も 、 で きる だ け 急 いで 宇宙 ステ ーション の 安全 ゾー ン 
に 向かっ て 下さ い 。 ジ ャ ンプ ・ ド ライ ブ プ (また は スペ ー ス ・ ス キッ プ ) と 呼ば れる 高速 航法 を フ 
ル に 利用 し まし ょ う 。 た だ し 、 近 くに 他 の 船 や 、 惑 星 、 恒 星 が あ る と 、 互 い に 和 干渉 し あう た め 、 
ジャ ンプ ・ ド ライ プ は 使用 で きま せん 。 こ の 場合 、 ス クリ ー ン に は 「 ジ ャ ンプ ・ ド ライ ブ プ は マ 
ス ・ ロ ッ ク さ れ て いま す (Jumpdrive is mass-locked.)」 と いう メッ セー ジ が 表れ ます 。 ま た 、 最 高 
速度 で 巡航 し て いな い 場 合 に も 、「 ジ ャ ンプ ・ ド ライ プ は スピ ー ド ・ ロ ッ ク さ れ て いま す 
Jumpdrive is velocity-locked.)] と いう メッ セー ジ で 警告 され ます 。 ス ロッ トル を いっ ぱい に 開い 
て か ら 、 ジ ャ ンプ ・ ド ライ ブ を 作動 きせ て 下さ い 。 

フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー は メイ ン パ ネル 中 央 に 設置 され て いま す 。 こ れ を 使っ て 、 近 
< に 何 が 飛行 し て いる の か を すぐ に 知る こと が で きま す 。 範囲 内 の 物体 は それ ぞ れ カラ ー で 表示 
され ます 。 
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宇宙 ステ ーション 
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貨物 、 脱 出 カ プ セ ル 

ミサ イル 

異 星 生物 サー ゴン (Thargons) 、 サ ー ゴ イズ (Thargoids) 


グリ ッ ド ・ ス キャ ナー の 読み 方 は 以下 の 通り で す 。 

. プレ ー ヤ ー の 船 は グリ ッ ド の 中 央 で す 。 

[V ゾ ー ン | の 中 は プレ ー ヤ ー 前 方 の 視界 範囲 で す 。 

. それ 以外 の エリ ア は 側 方 お よび 後方 の 視界 で す 。 

. グリ ッ ド 座標 は 船 を 上 昇 ノ 下降 きせ る た びに 変化 し ます 。 

. 物体 を あら わす 光 点 に 付随 する 縦 の 棒 は 、 プ レー ヤー か ら の 上 下 の 距 離 を 相対 的 に 表示 
し ます 。 
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図 1 : 船 A 人 は プレ ー ヤ ー の 直前 を 飛行 中 で す が 、 上 方 の た め メ イン ・ ス キャ ナー で は 確認 で きま 
せん 。 船 B は 左 後方 、 や や 下方 に いま す 。 

図 2 : コプラ を 上 昇 さ せる と 、 船 A が 視界 に 入り ます 。 船 B は 今度 は 左 後方 、 や や 上 に 移動 し た よ 
うに 見 えま す 。 
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ドラ イブ 


惑星 や 恒星 は フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー 上 で は 表示 され ませ ん 。 代 わりに コン パス を 使 
用 し て 、 位 置 を 確認 し て 下さ い 。「 飛 行 訓練 ] の セク ショ ン で 説明 し た 通り 、 距 離 が 離れ て いる 
間 は 大 き な 丸 と し て 表示 され ます 。 コ プラ の コン ピュ ー タ が 、 い っ た ん 目的 の 惑星 軌道 を 周回 す 
る 宇宙 ステ ーション か ら の 航路 表示 信号 を 受信 する と 、 コ ン パ ス は その 宇宙 ステ ーション の 位置 
を 丸 で 表示 する よう に な り ま す 。 コ プラ が 宇宙 ステ ーション の 保護 ゾー ン 内 に 進入 する と 、 メ イ 
ン パ ネル に は 「S」 の 文字 が 表示 され ます 。 安心 し て ドッ キン グ の 用 意 を 始め て 下さ い 。 


銀河 間 ハ イ パ ー ド ライ プ (mtergalactic hyperdrive)・ シ ステ ム は 、 高 価 な 上 に 、 技 術 レ ベル 10 以 
上 の 惑 性 で し か 購入 で きま せん 。 し か も 、 使 用 は 1 回 に 限 ち られ ます 。 し か し 、 こ れ さ え あ れ ば 、 
まっ た く 別 の 銀河 に ひと っ 飛び で きる の で す 。 ア イコ ン #4 を 2 度 押 す と 、 現 在 プ レー ヤー の い 
る 銀河 系 の マッ プ が 表示 され ます 。 プ レー ヤー は 全部 で 8 個 の 銀河 を 自在 に 飛び 回 る こと が で き 
ます 。 ゲ ー ム は 第 1 銀河 か ら 始 まり 、 8 回 ハイ パー ジャ ンプ する と も と の 銀河 に 戻っ て きま す 。 
銀河 韻 ハ イ パ ー ド ライ ブ 装 置 を 手 に 入れ る と 、 ア イコ ン ・ ウ ィ ン ド ウ に 新しい アイ コン # 7 が 付 
加 さ れ ま す 。 こ れ を 選択 すれ ば 次 の 銀河 に ひと っ 飛び と いう わけ で す 。 銀河 内 の ハイ パー スペ ー 
ス 航 法 で は 、 ま ず 目 的 地 の 指定 を 済ま せ て か ら 、 ハ イ パ ー ド ライ ブ を 作動 きせ まし た が 、 銀 河間 
の 航法 で は その 必要 は あり ませ ん 。 ア イコ ン を 選択 する だ け で 、 自 動 的 に 隣 の 銀河 に ハイ パー ド 
フラ イジ し ます 。 


RE TE PLUS 






星 の 海 を 旅 す る 船 が 、 す べ て 海賊 船 と いう わけ で は あり ませ ん 。 し か し 、 攻 撃 を 加え れ ば 当然 yo, Abha... 
反撃 され ます 。 万 一 、 警 察 船 を 襲撃 し た り 輸 出入 禁止 品 を 取り 引き し た りす る と 、 少 な く て も 
IEZ (Offender) | ある い は それ 以上 の 前 科 者 と し て 扱わ も れ ま す の で 、 行 動 に は 十分 注意 し 
た いも の で す 。 反対 に 海賊 給 や サー ゴイ ド ・ イ ン ベ ー タ ー、 小 惑星 な ど を 撃隊 する と ギャ ルコ ー 
プ か ら 報 償 金 が も ら え ます 。 間 違っ て も 、 宇 宙 ス テー ショ ン を 攻撃 し よう な ど と は 考え な いで 下 
さい 。 ス テー ショ ン 所 属 の 強力 な 防衛 隊 (バイ パー 戦闘 機 隊 ) が スク ラン プル 発進 し 、 コ プラ は 
あっ と いう 問 に 撃墜 され て し まう で し ょ う 。 


コプラ ・ マ ー ク 3 は 駿 足 で 、 非 常に 小回り の きく 船 で す (最高 速 時 に は 、 最 小 回 転 半径 は 大 き 
く な り ま す が ) 。 少 数 の 敵 を 相手 に する 時 に は 、 ま さ に 理想 的 な 戦闘 機 で す 。 ス ピー ド の 点 で は 
ほとん どす べ て の 戦闘 艇 に 勝っ て いま す が 、 向 か っ て くる ミサ イル を 振り 切れ る だ け の 足 は 持っ 
て いま せん 。 大型 船 か ら 攻 撃 を 受け た 時 に は 、 コ ブラ の 機動 性 を 十分 に 生か し た 攻撃 が 効果 的 で 
To し つこ く 追 いか け て くる 敵 に は 、180 度 の 高速 ター ン の 直後 に スピ ー ド を カッ ト す る 作戦 が 
食い で し ょ う 。 


AVFIORK 


宇宙 ステ ーション に 急 ど うと し て ジャ ンプ ・ ド ライ ブ を 作動 きせ て も 、 | ジャ ンプ ・ ド ライ ブ 
は マス ・ ロ ッ ク さ れ て いま す (Jumpdrive is mass-locked.)] と いう メッ セー ジ が 表示 され る よう な 
ら 、 す ぐ 近 く を 別 の 船 が 飛行 し て いる は ず で す 。 海賊 船 か も 知れ ませ ん か ら 、 十 分 な 注意 が 必要 
で す 。 . 
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また 、 飛 行 中 に メイ ン ・ パ ネル 中 央 の ステ ー タ ス ・ イ ンジ ケー ター が イエ ロー か レッ ド に 切り 
換 わ っ た ら 、 い つ で も 戦闘 態勢 が 取れ る よう に 準備 し て お きま し ょ う 。 

敵 は まず レー ザー 砲 で 威 史 し て きま す 。 は や く 立 ち 去 れ と 言う 合図 で す 。 戦 い を 避け て この 場 
か ら 逃 げ 出 すか 、 一 江 を 交え る か は プレ ー ヤ ー し だ いで す 。 敵 は 待っ て くれ ませ ん 。 命 を 大 切 に 
し た いな ら 、 一 目 散 に 逃げ 出し まし ょ う 。 敵 の レー ザー 砲 が シー ルド に 当たる と 、 キ ーッ と いう 
甲高い 音 が し ます 。 も し 、 シ ー ル ド の エネ ルギー が 十分 に な い 場 合 は 、 敵 の レー ザー を 受け る た 
びに 低い いや な 音 が し ます 。 こ うな る と 、 エ ネル ギー・ バ ンク は みる みる うち に 空 に な っ て ゆき 
ます 。 こ の 状態 で は 、 も う 手 の ほど こし よう が あり ませ ん 。 覚悟 を 決め て 、 撃 ち 落 と され る の を 
じっと 待つ し か 残さ れ た 道 は な いで し ょ 3, 

英 は さら に ミサ イル 攻撃 を 仕掛 け て くる こと も あり ます 。 コ プラ は これ を 探知 し て 、「 敵 ミサ 
イル 接近 ] と いう メッ セー ジ を スク リー ン 上 に 表示 し ます 。 コ プラ に は 最新 の ミサ イル 追跡 装置 
が 搭載 され て いま す 。 ミサ イル は た と え 1 発 で も 被弾 すれ ば 、 シ ー ル ド は 剥が され 、 運 が 悪けれ 
ば 撃墜 され る 可能 性 も ある くら い 強 力 な も の で す 。 急 いで 迎撃 し な いと 手遅れ に な り ま す 。 

宇宙 で の 戦闘 に は 、 素 早い 反射 神経 だ け で な く 、 ず ぶ と い 神 経 も 要求 きれ ます 。 パ イロ ッ ト の 
中 に は 、 す ご い 度 胸 の 奴 も ゃ いる の で す 。 海賊 の な か に は 、 す ぐ 逃 げ 腹 に な る 奴 も いれ ば 、 激 し い 
抵抗 を も の と も せ ず に 向かっ て くる 豪傑 も いま す 。 中 に は 全く 恐怖 を 感じ て いな い 奴 も いる よう 
で す 。 特に サー ゴイ ド の キャ プ テ ン は 、 手 術 で 恐怖 を 感じ る 器官 を 摘出 し て し まっ て いる と いう 
噂 で す 。 


MME EL TE PLUS 











BD å 





コプラ で 旅 を する あな た の よう に 、 一 匹 狼 の トレ ー ダ ー は 海賊 の 攻撃 に 常に 気 を 張っ て いる も 
の で す 。 ト レー ダー、 貨 物 ハ ンタ ー、 賞 金 稼ぎ な ど 、 あ な た 同様 ひと り で 宇宙 を 旅 す る 人 た ちの 
気持 ち を 良く 理解 する こと が 大 切 で す 。 さ も な いと 、 善 良 な パイ ロッ ト の 命 を うば うこ と に も な 
りか ね ませ ん 。 


あな た の 前 科 が 「 逃 亡者 ] で あれ ば 、 警 察 や 賞金 本 ぎ に 狙わ れる の は まず 避け られ な いと 考え 
て 下さ い 。 し か し 、 前 科 が 軽く 、 腕 も いい と いう 場合 に は 、 賞 金 株 ぎ が わざ わざ コプラ ・ マ ー ク 
3 の よう な つま ら な い 船 を 租 っ て くる こと は な いで し ょ う 。 和 実際 の と ころ 、 賞 金 稼 ぎの 多く は コ 
プラ を た い へ ん 気にいっ て いる の で す 。 身分 を 隠し て 宇宙 を 旅 す る に は ベス ト の 船 だ か ら で し ょ 
う 。 い っ ぱ う 、 一 流 の 殺し 屋 は 、 な め ら か で 高 効 率 の ファ ー・ デ ・ ラ ンス (Fer-de-Lance) 光速 船 
で 旅 を し ます 。 こ の 船 な ら 、 1 か 月 は どこ へ も 寄ら ず に 生活 で きる か ら で す 。 殺し 屋 は 惑星 の 軌 
道上 に は 次 を 現し ませ ん 。 危険 地域 の あたり で うろ つい て いる の で す 。 彼ら の 戦闘 評価 は | LR 
パイ ロッ ト (Deady) 」 か 「 エ リー ト (Elite) | の どちら か で す 。 近く を 航行 する 船 に 身分 を 明 
か すこ と は まず あり ませ ん 。 あ まり 接近 し て 邪魔 する と 、 容 赦 な く 攻 撃 を 仕掛 け て きま す 。 


海賊 筒 を 見 分 ける に は 、 幾 つか の 方 法 が あり ます 。 海賊 や 反逆 者 は 、 目 的 の た め に は 身 境 な く 
攻撃 し て きま す 。 で すか ら 、 こ れ ら の 攻撃 か ら 身 を 守る 為 に は 、 常 に 気 を 配っ て いる こと が 大 切 
CH, 彼ら は ウォ ー ム (Worm) の 様 な 小型 艇 か ら パ イソ ン (Python) DARE KAO MIAME T, 
すべ て 餌食 に し て し まう と 言わ れ て いま す 。 海賊 は 銀河 の 至る 所 で 暗躍 し て いま す 。 特に 、 ギ ャ 
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ルコ ー プ の 支配 力 の 不安 定 な 地域 の あたり で 多く 見 受け られ ます 。 つ まり 、 封 建 主義 国家 や 無 政 
府 国 家 は 海賊 の た まり 場 と 考え て 良い で し ょ う 。 

惑星 の 軌道 を 離れ て ホバリング し て いる 船 が あれ ば 、 そ れ は 海賊 船 で す 。 色 々 な タイ プ の 小型 
戦闘 機 が 大 型 船 と 行動 を と も に し て いた ら 、 や は り 海 賊 の 一 味 で す 。 身 分 確認 (TD 確認 ) に 応じ 
な い 船 が あれ ば 、 こ れる も また 海賊 と 考え て 間違い な いで し ょ う 。 独裁 者 や 王族 が 支配 する 世界 で 
は 、 損 名 船 を 誤 わ な いこ と を 条件 に 、 報 酬 を 支給 され て いる 海賊 も 多く 見 か け ま す 。 こ の よう 
に 、 海 賊 行為 は 幅広 く 複 雑 な 仕事 な の で す 。 命 を 大 切 に する トレ ー ダ ー は 、 海 賊 を 素早 く 見 つけ 
る 術 を 身 に 付け な く て は な り ま せん 。 


2040 個 の 星 か ら な る ギャ ルコ ー プ の 連邦 世界 で は 、 警 察 は 助け に な る 一 方 、1 度 敵 に 回 す と こ 
れ 以 上 厄介 な 存在 は あり ませ ん 。 警察 が 使用 する 船 で 1 番 多い の が 、 バ イ パ ーGH ク ラス の パル ス 
シッ プ で 、 高 速 と 操縦 性 の 良さ が 売り 物 で す 。 各 コリ オリ ス 、 ド デック (Dodec) 型 の 宇宙 ステ 
ーション で は 常に スタ ン バ イ し て いま す 。 海賊 や 犯罪 者 が 安全 ゾー ン に 侵入 し 、 安 全 な 航行 の 妨 
害 を する と 、 有 瞬時 に スク ラン ブル 発進 し て 敵 を 撃隊 し ます 。 警察 が 扱う 仕事 は 多岐 に わた っ て お 
り 、 麻 薬 取 締 斉 、 飲 酒 取 締 課 、 サ イコ に よる 犯罪 防止 課 、 海 賊 僕 滅 課 、 人 身 売 買取 締 課 な ど 専 門 
分 野 別 に さま ざま な 課 が 編成 され て いま す 。 それぞれ の 課 は 専用 の バイ パー 戦闘 機 隊 を 持っ て い 
ます 。 
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サー ゴイ ド は 昆虫 型 の 人 間 で 、 高 い 技術 力 を 武器 に 、 常 に 人 類 の 宿 英 と し て 争い を 続け て きま FC-AT KRM 
し た 。 そ の 戦い は ます ます 拡大 する 兆し を 見 せ て お り 、 ギ ャ ルコ ー プ に と っ て 深刻 な 問題 と な っ & サ ー ゴ ンズ 


て いま す 。 8 個 の 銀河 に は 、 人 類 と サー ゴイ ド の バト ル ・ ゾ ー ン が 少な く と も 50 は ある と 言わ れ 
て いま す 。 ま た 、 こ の 広い 宇宙 に 生存 する 17 の 高等 生命 体 と 常に 交戦 状態 に ある と 言わ れ て いま 
す 。 

サー ゴイ ド は 、 こ と 戦闘 に 関し て は 血 も 涙 も 持っ て いま せん 。 さ ら に 、 人 間 の エリ ー ト ・ パ イ 
ロッ ト と 同等 の 腕 を 持つ 者 も 少なく あり ませ ん 。 現在 、 ギ ャ ラク シー・ ネ イ ビ ー が 各地 で サー ゴ 
イド 弾圧 の た め の 戦 い を 続け て いま す が 、 そ れ で も 小型 船 で 人間 の 世界 に 侵入 し 、 海 賊 行為 を 働 
く サ ー ゴ イド も 後 を 断ち ませ ん 。 敵 の 小型 論 は その サイ ズ か ら は 想像 で き な い ほど 駿 足 で 、 そ の 
ほとん ど が 対 ミ サイ ル 装 置 を 備え を て いま す 。 

さら に 厄介 な こと に 、 サ ー ゴ イド の 艦隊 は 「 サ ー ゴ ン ] を 引き 連れ て いる こと が 多い の で す 。 
リモ ー ト ・ コ ント ロー ル で 誘導 され る この 小型 無人 戦闘 機 は 、 超 高 性 能 の レー ザー 砲 を 装備 し て 
いま す 。 ギ ャ ラク ティ イッ ク ・ ネ イ ビ ー も これ に 対抗 し よう と 、 レ ム ・ ク ラフ ト (RemCraft) と 呼 
ば れる 独自 の ディ ー プ ・ ス ペー ス (深淵 宇宙 ) 用 戦闘 機 を 開発 し て サー ゴイ ド と の 戦闘 に 防 ん で 
いま す 。 ま た 賞 金 稼 ぎの 士気 を る 高め る た め に 、 サ ー ゴ ン を 撃隊 し た 者 に 対し て は 高額 の 賞金 を 用 
意 し て いま す 。 


注意 : サー ゴイ ド 侵 略 船 を 撃破 する と 、 か な り 高 額 の 賞金 が も ら え ます 。 サ ー ゴ イド の 侵略 船 は 
ディ ー プ ・ ス ペー ス を 巣 に し て 、 そ こ を 通過 する 船舶 を 餌 に し て いる と 言わ れ て いま す 。 
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ERIC, AORE, AMTHADP SOIREE TAT OA KE (小惑星 ) を アジ ト に 
し て いま す 。 ま ず 十 分 な 大 き さ の アス テロ イド を 見 つけ る と 、 ビ ー コ ン 用 の 信号 で 警告 を 発し 
て 、 そ こ で 働く 鉱夫 を 追い 払い ます 。 こ の た め 、 ギ ャ ルコ ー プ で は 法律 を 設け て 、 鉱 夫 の 保護 を 
し て いま す 。 も っ と も 、 掘 りつ くさ れ た 小惑星 に 資源 が それ ほど 残っ て いる と は 思え な い の で す 
が …。 


WS 字 宙 航海 用 エン ジン (WS Thm-Space Engine) が 実用 化 さ れる まで 、 太 陽 系 問 を 移動 する 方 
法 と し て 、 大 型 の 船 が 考案 きれ て いま し た 。 こ の 宇宙 都市 と も 呼べ る 超大 型 租 の 中 で は 、 普 通 の 
生活 が 営め る よう に な っ て いま す 。 今 で も 7 万 隻 以 上 が 銀河 中 に 散ら ば り 、 航 海 を 続け て いま 
す 。 そ の 成 末 は 大 切な デー タ と し て 記録 され 続け て いま す 。 す で に 世代 も 30 代 目 に 入っ て いま 
Fo これ を 妨害 する と 、 重 罪 は 避け られ な い の で 注意 し まし ょ う 。 


戦闘 、 サ ー ゴ イド 侵略 、 自 然 災 害 が 起き て いる 場所 な ら 、 ど こ に で も 必ず 巨大 な 湾 浴 船 が 姿 を 
見 せる は ず で す 。 全長 40 マ イル 以上 に も 及ぶ この 船 は 、 全 体 と し て みる と まる で ひと つの 生命 体 
の よう で す 。 ド レッ ジャ ー は 和 宇宙 に 浮か ぶ 巨 大 都市 で 、 層 や 瓦 座 を エネ ルギー 源 に し て いる の で 
す 。 修理 し た 戦闘 機 の 飛行 隊 を 持ち 、 重 厚 な 武装 を 備え て いる と 言わ れ て いま す 。 こ の 船 を 見 か 
けた ら 避 け て 通る こと を お 奨め し ます 。 





REEL TE PLUS 
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宇宙 ステ ーション で は 、 ク レジ ッ ト の 許す 限り コプラ を 強化 する こと が で きま す 。 は る か な 和 宇 
宙 を 旅 す る に は 、 海 賊 に 備え て 強力 な 武器 も 必要 で すし 、 貿 易 の 効率 を 上 げ る た め の 装 備 も ある 
と 大 変 便利 で す 。 た と えば 、 強 力 な ミリ タリ ー・ レ ー ザ ー が あれ ば 海賊 ヤ サ ー ゴ イド も 怖く あり 
ませ ん し 、 貨 物 室 拡張 キッ ト を 装備 すれ ば 1 度 に 扱え る 貨物 の 量 が ぐん と 増え ます 。 ま た 、 燃 料 
リ チ ャ ー ジ ャ ー を 持っ て いれ ば 、 ク イィ イリ ウム 燃料 を 買う 必要 $ も な く な り 、 宇 宙 ス テー ショ ン に 立 
ち 寄 ら ず 長い 航海 が 可能 と な り ま す 。 メ カニ ッ ク ・ モ ー ド に 切り 共 
える に は 、 ア イコ ン # 6 を 選択 し て 下さ い 。 ス クリ ー ン に は その 星 
で 手 に 入れ られ る アイ テム が 一 覧 表示 され ます 。 希望 の アイ テム が 
あれ ば 買う こと が で きる の は も ちろ ん の こと 、 不 要 に な っ た も の を 
買い 取っ て も ら う こと も で きま す 。 あ る い は 、 手 持ち の クレ ジッ ト 
を 増やす た め に ミサ イル を 売却 し 、 そ の お 金 で も っ と た くさ ん の 貨 
物 を 購入 する と いっ た 方 法 $ も あり ます 。 ア イ テ ム の 取り 付け 、 取 り 
外し は すべ て 自動 的 に 行なわ れ ま す 。 一 覧 表 の 下 に は コプラ が グラ 
フィ ッ ク で 表示 され て いま すか ら 、 現 在 の 装備 状況 を 一 目 で 知る こ 
と が で きま す 。 

各 惑 星 の 技術 開発 度 は 、 テ ク ・ レ ベル と し て 数 字 で 表 さ れ ま す 。 
アイ テム に よっ て は 、 こ の テク ・ レ ベル の 高い 星 で し か 入手 で き な sth 
いも の が あり ます 。 パ ルス ・ レ ー ザ ー 砲 は テク ・ レ ベル 3 の 星 で 手 に 入り ます が 、 高 性 能 の ミリ 
タリ ー・ レ ー ザ ー と も な る と 、 テ ク ・ レ ベル 10 以 上 の 星 を 探さ な く て は いけ ませ ん 。 
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一 覧 表 の 右側 に は 、 ア イ テ ム の 「 買 い 値 (Buy) 」 [売り 値 (Sell) 」 が 表示 され て いま す 。 
「 買 い 値 (Buy) | は その 星 で の 取り 引き 価格 で す 。 ま た 「 売 り 値 (Sel) | と は 、 プ レー ヤー が 
すでに 所 有 し て いる アイ テム (武器 、 装 置 ) を いく ら で 引 き 取 っ て も ら え る か と いう 意味 で す 。 
入力 装置 (カー ソル ・ キ ー グ ジョイ ステ ィ ッ ク ブ マウス) を 使っ て 、 ハ イラ イト ・ バ パー を 目的 の 
アイ テム に 移動 きせ ます 。 次 に 、 購 入 す る 場合 は アイ コン # 9 、 売 却 する 場合 に は アイ コン #10 
を 選択 し て くだ さい 。 ク レジ ッ ト と よく 相談 し て 、 上 手 な 売買 を 心掛け て 下さ い 。 ク レジ ッ ト の 
や り 取 り は コン ピュ ー タ が 自動 的 に 行ない ます 。 
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燃料 

ミサ イル 
貨物 室 増設 キッ ト 
ECM ン システム 

パル ス ・ レ ー ザ ー 砲 

ビー ム ・ レ ー ザ ー 砲 
燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー 
脱出 カプ セル 

エネ ルギー 爆弾 
補助 エネ ルギー・ ユ ニッ ト 
ドッ キン グ ・ コ ンピュータ 
銀河 ハイ パー ドラ イブ 
採鉱 レー ザー 砲 

ミ リタ リー < レー ザー 


購入 で きる テク ・ レ ベル 


どこ で も 入手 可 
どこ で も 入手 可 
どこ で も 入手 可 


wo oO ココ の ひい の お wW to 


pà = ーー トー 
O o の 


圧入 で きる アイ テム 


標準 価格 


場所 し だ い 
30 
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宇宙 戦闘 艇 に と っ て 、 レ ー ザ ー は な く て は な ら な い 主 要 兵 器 の ひと つ で す 。 準備 が 不要 で 、 突 
然 の 戦闘 に も た い へ ん 効果 的 で す 。 発射 スイ ッ チ は キー ボー ド ・ コ ント ロー ル の 場合 は スペ ー ス 
バー、 ジ ョ イス ティ ッ ク の 場合 は ファ イア ・ ボ タン 、 マ ウス で は 左 ポ ボタ ン で す 。 

コプラ に は 標準 で 前 方 に パル ス ・ レ ー ザ ー 砲 が 装備 され て いま す 。 従っ て 、 こ の 状態 の まま ア 
イコ ン #5 で サイ ド ・ ビ ュー や リア ・ ビ ュー を 選ん で も そこ に は 十字 サイ ト は 現われ ませ ん 。 K 
闘 や 質 易 で クレ ジッ ト を 増やし 、 側 方 や 後方 に レー ザー 砲 を 取り 付け る と 、 レ ー ザ ー を 装着 し た 
方 向 に 切り 替え る と 十字 サイ ト が 表示 され る よう に な り ま す 。 も し お 人 金 に 余裕 が ある よう で し た 
ら 、 レ ー ザ ー 砲 マウ ント 4 基 す べ て に 好み の レー ザー 砲 を 設置 する こと が で きま す 。 安価 な パル 
ス ・ レ ー ザ ー か ら 強 力 な か ミリタリー・ レ ー ザ ー ま で 、 す べ て は 予算 次 第 で す 。 

4 機 の レー ザー を 装備 し て いて も 、 1 度 に 発射 で きる の は その うち の どれ か 1 台 だ け で す 。 ま 
ず ア イコ ン # 5 で 前 方 、 左 、 右 、 後 方 の いずれ か の 方 向 を 選択 し 使用 し て くだ さい 。 

レー ザー を 連続 し て 発射 する と 発熱 し ます 。 こ の 温度 は パネ ル 左 の レー ザー 温度 ゲー ジ に 表示 
され ます 。 オーバー ヒー ト す る と 自動 的 に 一 時 休止 し 、 シ ステ ム の 破壊 を 予防 し ます 。 

パル ス ・ レ ー ザ ー は テク ・ レ ベル 3 以上 、 ま た ビー ム ・ レ ー ザ ー は テク ・ レ ベル 4 以上 の 惑星 
で 入手 で きま す 。 例え ば 「 コ プラ の 強化 | の セク ショ ン で 解説 し た 通り 、 パ ルス ・ レ ー ザ ー を 下 
取り に し て ビー ム ・ レ ー ザ ー を 購入 し た 場合 、 ビ ー ム ・ レ ー ザ ー の 「 買 い 値 ] か ら パ ルス ・ レ ー 
ザー の 「 売 り 値 ] を 差し 引い た 額 だ け を 支払 えば よい こと に な り ま す 。 

ミリ タリ ー・ レ ー ザ ー は 、 最 高級 の レー ザー 砲 で す 。 テ ク ・ レ ベル 10 の 惑星 で し か 入手 不可 能 
で 、 価 格 も パル ス ・ レ ー ザ ー の 13 倍 も し ます 。 し か し 、 そ の 優れ た 性 能 を 考え れ ば 、 決 し て 高い 
買い 物 で は な い は ず で す 。 
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パル ス ・ レ ー ザ ー 語 元 : イ ング ラム Mod. 1919A4 パル ス ・ レ ー ザ ー は コプラ の どの レー ザー 
砲 マ ウン ト に る も 取り 付け 可能 で ある が 、 後 方 射撃 に 用 いる の が 最も 効果 的 で ある 。 レーザー の 
ロッ ド ( 弾 ) は 長 さ 610 ミ リ メ ー ト ル 、 発 射 速 度 毎 分 1500 発 。 砲身 は ハイ グレ ー ド な アル ミ ・ 
ファ イ バ ー 製 で 、 砲 身内 は ク ク ォ リア ン ・ シ リカ に よる 表面 処理 が 行なわ れ て いる 。 船体 に 装備 
し た イン バー ス ・ エ ネル ギー・ バ ンク か ら 直 接 パ ワー を 供給 する 。 レ ー ザ ー・ ロ ッ ド は 厚 さ 
267mm の 超 合 金 の 装甲 板 を 貫通 する 威力 を 持つ 。 


ビー ム ・ レ ー ザ ー 諸 元 : イ ング ラム Mod. 1928A2 ビー ム ・ レ ー ザ ー は 前 方 射撃 に 威力 を 発揮 
する 。 ビ ー ム ・ レ ー ザ ー は レー ザー・ ス トラ ンド を 同時 に 最高 130 ま で 連続 発射 可能 。 バ レル ( 砲 
身 ) は アル ミ 製 で 高 張力 プラ ステ ッ ク ガ ラス と 組み 合わ され て 造ら れ て いる 。 1919A 4 型 パ ル 
ス ・ レ ー ザ ー 同 様 、 パ ワー は メイ ン 動 カリ ンク か ら 供給 さ れる 。 厚 さ 410mm の 超 合金 の 装甲 板 を 
叶 通 する 威力 を 持つ 。 


ミリ タリ ー・ レ ー ザ ー 語 元 : ミ リタ リー レー ザー は 、 ビ ー ム ・ レ ー ザ ー の 2 倍 の 貫通 力 を 持つ 。 
ラン ス ・ ア ンド ・ フ ァ ー マ ン (Lance & Ferman) 社 が 初め て レー ザー 砲 の マー ケッ ト に 進出 し た 
製品 で ある 。 対 費用 効果 の 高い ミサ イル シス テム ” ヒ セ ルト " で 知ら れる 同社 は 、 こ の ミリ タリ 
ー レ ー ザ ー に より 全く 新しい レー ザー 砲 の 市 場 を 開拓 し た 。 

最新 の モデ ル は コン ピュ ー タ 制御 の LF90 で 、x4SUSAT サ イト が 標準 装備 で ある 。 


( その 他 の 装備 品 ” の [採鉱 レ ー ザ ー」 も ご 覧 下さ い 。) 





53 


54 





ミサ イル 
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ミサ イル は どの 世界 で も 簡単 に 手 に 入り ます 。 コ ブラ が 1 度 に 搭載 で きる の は 4 発 ま で で す 。 
ミサ イル の 破壊 力 は 抜群 で 、 相 手 を 確実 に 撃隊 する こと が 可能 な 兵器 と 言え ます 。 た だ し 、 ミ サ 
イル は 無駄 使い で きる ほど 安い 物 で は あり ませ ん 。 レー ザー 砲 で は 太刀 打ち で き な く な っ て か 
ら 、 初 め て 使用 する と 良い で し ょ う 。 ミ サイ ル を 発射 し て 海賊 を 撃隊 し て も 、 も ら え る 賞金 は 僅 
か な も の だ と いう こと を 覚え て お きま し ょ う 。 ミサイル は 平均 価格 30CR で す が 、 報 償 金 は 高く て 
も 20CR ど まり で す 。 つ まり 、 元 は 全く 取れ な いと いう こと で す 。 | 

ミサ イル ・ イ インフォメーション ・ デ ィ ス プレ ー は メイ ン ・ パ ネル の 右側 で す 。 こ こ を 見 れ ば 、 
ミサ イル の 残 数 や 、 コ ン デ ィ シ ョ ン (発射 準備 ロッ クオ ン ) を 知る こと が で きま す 。 

ミサ イル を 発射 する に は 、 十 字 サ イト を 使っ て まず 目標 に ロッ クオ ン し ます 。 ミ サイ ル は 1 度 
発射 され る と 、 目 標 を 自動 所 尾 し 、 破 壊し ます 。 敵 も 接近 し て くる ミサ イル を どう に か し て 回 避 
し よう と 、 回 避 機 動 や 、 レ ー ザ ー 砲 、ECM (電子 妨害 ) 装置 を フル に 活用 し ます 。 敵 が ECM 装 置 
を 備え て いな い 限 り 、 は ずれ る 確立 は 大 変 低 いよ う で す 。 

まず 、 ア イコ ン # 5 で 前 後 左 右 か ら 希 望 する 方 向 を 選択 し ます 。 も っ と も 、 ゲ ー ム を 始め た ば 
か り の 頃 は 艦 首 ビ ー ム 砲 だ けし か 装備 し て いま せん か ら 、 十 字 サ イト が 表示 され る の は 前 方 だ け 
CH 発射 準備 を 行なう に は 、 ア イコ ン # 7 を 押し ます 。 ス クリ ー ン に 「 ミ サイ ル 発 射 準 備 完了 
(Missile primed)] と いう メッ セー ジ が 表 わ れ 、 ミ サイ ル ・ イ ン フ ォ メ ーション ・ デ ィ ス プレ ー 中 
の ミサ イル の 上 で 、 ブ ルー の マー ク が 点滅 を 始め ます 。 こ れ で 発射 準備 は 整い まし た 。 

十字 サイ ト が 目標 を 捉え る と 、 目 標 の D 確 認 と た と ロック オン が 同時 に 行なわ れ ま す 。 こ の 時 スク 
リー ン に は た と えば 「 海 賊 答 ア ダー に ミサ イル が ロッ ク さ れ ま し た 。」 と いっ た メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 
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この 状態 で 、 ア イコ ン # 7 の すぐ 右 と な り に ミサ イル 発射 アイ コン (アイ コン #8) が 現われ 
ます 。 こ れ を 押す と 、 ロ ッ ク し た 目標 に 向け て ミサ イル が 発射 され ます 。 

アイ コン # 7 を も う 一 度 押 し て 、 ロ ッ ク を キャ ン セ ル す る こと も で きま す 。 改め て ミサ イル 発 
射 準備 を 行う た め に は 、 ア イコ ン # 7 を も う 1 度 選択 し ます 。 


ミサ イル 諸 元 : ラ ンス ・ ア ンド ・ フ ァ ー マ ン 社 製 の ホー ミン グ ・ ミ サイ ル (4X4) ERD 
兼 戦闘 艇 へ の 装備 に 最適 で 、 多 用 途 兵器 ラッ ク の 構成 部 品 と し て も 装着 可能 。 ミ サイ ル は 2 IL- 
133 誘 導 シ ステ ム を 持つ 。 ま た 、 オ プシ ョ ン で 手動 操縦 に も 切り 替え 可能 で ある 。 弾頭 に は ター 
ミナ ル 9 爆薬 を 積む 。 4X4 シス テム は 、ECM 以 外 の あら ゆる タイ プ の ミサ イル 防御 シス テム の 
影響 を 受け な い 。 メ ガ ゾ ン ・ デ スト ラク ト ・ フ ォ ー ス (Megazon DestructForce) 7 の 破壊 力 を 持 
つ 。 試作 モデ ル は 2987 年 に イネ ラン (Ineran) 戦争 で 初め て 使用 され た 。 


ミサ イル の 威力 は 抜群 で す 。 大型 宇宙 船 は 必ず ミサ イル を 装備 し て いる と 考え て よい で し ょ 


ño コプラ に 搭載 され た コン ピュ ー タ は 、 向 か ゆか っ て くる ミサ イル を 探知 する と 、 メ イン ・ ス キャ 
ナー・ ス クリ ー ン 上 に 「 ミ サイ ル 接 近 ] と いう 警告 の メッ セー ジ を 表示 し ます 。 敵 の ミサ イル も 
追尾 装置 を 備え て いま すか ら 、 執 鬼 に 追い か け て きま す 。 コブ プラ に まだ ECM 装 置 を 装備 し て いな 
い ぃ 場合 は 、 と に か く ミ サイ ル か ら 逃 げ る こと だ け を 考え まし ょ う 。 ミサ イル を 被弾 する と 、 防 御 
シー ルド は 1 撃 で 吹き 飛ば され て し まい ます 。 シー ルド の エネ ルギー が 低い 場合 は 、 コ プラ 自体 
が 1 撃 で 破壊 され て し まう こと も 十分 考え られ ます 。 
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IIJ -4% エネ ルギー 爆弾 が 買え る の は 、 テ ク ・ レ ベル が 7 以上 の 惑星 に 限ら ちら れ ま す 。 こ の 爆弾 は 、 一 発 
の み 搭 載 可 能 で す 。 こ れ を 装備 する と 、 ア イコ ン ・ ウ ィ ン ド ウ に アイ コン # 9 が 付加 され 、 い つ 
で も 爆弾 の 投下 準備 が 整っ て いる こと を 示し て いま す 。 そ の 威力 は 強烈 で 、 爆 発 範囲 内 の すべ て 
の 物体 を 瞬時 に 破壊 する 力 を 秘め て いま す 。 


エネ ルギー 爆弾 諸 元 : メデ ュー サ ・ パ ンド ラ 社 製 自動 追尾 装置 内 蔵 エ ネル ギー 爆弾 は メガ ゾン ・ 


デス トラ クト ・ フ ォ ー ス 13 の 破壊 力 を 持つ 戦術 兵器 で ある 。 そ の 有効 範囲 は 9.000 キ ロメ ー ト ル に 
も 及ぶ 。 ク ラウ ス ・ ク ライ ン (Klaus-Kline) 社 が 多目的 用 途 の た め に 開発 し た 物 で 、 打 ち 放 し 式 
の 技術 を 使用 し て いる 。 


56 





BREE LTE PLUS{ 


RCOOOOO 
DOOOO 
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コリ オリ ス 型 宇宙 ステ ーション 周辺 の 惑星 軌道 内 は 安全 な 場所 で す 。 緊急 時 に は 宇宙 ステ ー KEA 


ショ ン 所 属 の 防衛 部 隊 が 即座 に 身 を 守っ て くれ ます 。 こ の 安全 ゾー ン 内 に 進入 する と 、 航 行 コ 
ン ソ ー ル に [S|] の 表示 が 現われ ます 。 


コプラ ・ マ ー ク 3 に は 、 標 準 で 前 方 及び 後方 に 防御 シー ルド が 装備 され 、 攻 撃 か ら 船体 を 守 
り ま す 。 砲火 を 受け た り 、 他 の 宇宙 船 と 衝突 す る と 、 シ ー ル ド の エネ ルギー を 消耗 し ます 。 傷 
付い た シー ルド は 、 エ ネル ギー・ バ ンク に 著 え られ た エネ ルギー に より リ チ ャ ー ジ さ れ ま す 。 

シー ルド が 完全 に 消耗 し 、 エ ネル ギー の リ チ ャ ー ジ が 問 に 合わ な く な る と 、 レ ー ザ ー や ミサ 
イル の 攻撃 を 受け た だ け で 、 中 央 の エネ ルギー・ バ ンク か ら ダ イレ クト に エネ ルギー が 消費 さ 
れ ま す 。 シー ルド の 回 復 が 遅れ る と 、 や が て 船体 に 装着 し て いる アイ テム 積荷 に 直接 の 被害 
が 及び ます 。 エ ネル ギー が な く な っ た ら 、 コ プラ の 最期 の 時 で す 。 

レー ザー 砲 や ECM 装 置 も 同様 に エネ ルギー を 消耗 し ます か ら 、 頻 繁 に 使用 する と エネ ルギー 
の 回 復 が 追い 付か な く な り ま す 。 

船 の ダメ ー ジ は コン ピュ ー タ に よっ て メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン 上 に 表示 され ます 。 
エネ ルギー が 残り 少な く な る と 、 警 告 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
ーー テク ・ レ ベル 8 以上 の 惑星 に 行け ば 、 補 助 エ ネル ギー・ ユ ニッ ト を 取り 付け る こと が で きま 
す 。 こ れ で 従来 の 二 倍 の エネ ルギー を 著 え て お ける よう に な り ま す 。 


防御 シー ルド 諸 元 : サ プ ・ パ ー テ ィ ク ル を 張り 巡ら せ た 高 張 フ ラッ クス ・ バ リア 。 レーザ ー 砲 


BSI RE 
エネ ノル ギー・ バ ンク 


- 
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や ミサ イル が 船体 に 取り 付け られ て いる 部 分 、 前 後 の シ ー ル ド が 重なり 合っ て 歪み が 生じ る 船体 
中 央 淀 が 1 BEV BATCH A, 


ECM シ ステ ム は テク ・ レ ベル 2 の 惑星 で 手 に 入れ ん られ ます 。 エ ネル ギー の 許す 限り 、 何 度 で も 
使用 する こと が で きま す 。 こ れ を 装備 する と 、 ス クリ ー ン に は アイ コン # 6 が 付加 され 、 い つ で 
も ECM を 作動 させ られ る よう に な り ま す 。 こ の 装置 が 作動 する と 、 自 機 か ら 発射 し た ミサ イル を 
入 め て 、 附 近 の ミサ イル を すべ て 破壊 し ます 。 コ リオ リス 型 宇宙 ステ ーション も 強力 な BCM 装 置 
を 備え て いま す 。 コ ンピュータ が ECM の 電波 を 探知 する と 、 コ ン ソ ー ル に 「E」 の マー ク を 表示 
し まま 。 


対 ミ サイ ル 霊 了 妨 宣 
(ECM) シス テム 


対 ミ サイ ル (ECM) 装置 諸 元 : ベル ・ ア ンド ・ ブ ラベ ン (Bell and Braben) 社 が リー ドク ワッ ト 

(Riedquat) 339 用 に 開発 し た イオ ン 飽 和 理 論 を 応用 し た 磁力 放射 式 対 ミサ イル シス テム 。 電子 妨 
害 (ECM) シス テム は 、 和 宇宙 空 間 に 浮遊 する 重 元 素 を 構成 する 薄 電 素 粒子 が 、 エ ネル ギー を 放出 
し な が ら 月 壊す る こと を 利用 する 。 


Baar e yp 脱出 カプ セル を 手 に 入れ る に は 、 テ ク ・ レ ベル 6 以上 の 惑星 を 訪れ る 必要 が あり ます 。 カ プ セ 
ル を 装備 する と 、 ア イコ ン ・ ウ ィ ン ド ウ に は アイ コン #10 が 付加 され ます 。 緊急 時 に は 、 こ れ を 
押し て コプラ か ら 脱 出し ます 。 エ ネル ギー が 残り 少な い 状 態 で て の アイ コン を 選択 する と 、 脱 出 
は 有 瞬時 に 行なわ れ ま す 。 と ころ が 、 エ ネル ギー に 余裕 が あり 、 ま だ 持ち こたえ られ る 場合 に は 、 
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カプ セル 発射 まで 5 秒間 の カウ ント ・ ダ ウン が 残さ れ て いま すか ら 、 作 動 を キャ ン セ ル す る 祭 
容 が あり ます 。 こ れ は 、 あ や まっ て アイ コン を 選択 し て し まっ た 場合 の フェ イル ・ セ ー フ の 意 
味 を 持っ て いま す 。 

発射 され た カプ セル は 一 番 近い 惑星 に 向け て 自動 的 に 進路 を と り 、 補 宙 ス テー ショ ン に 収容 
され ます 。 手持 ちの クレ ジッ ト は その まま で す が 、 積 み 荷 は すべ て 失わ れ て し まい ます 。 
脱出 カプ セル に は 大 手 保険 会 社 の 保険 が 付い て いる た め 、 コ プラ 級 の 船 と 装備 し て いた アイ 
テム を そっ くり その まま 保証 し て くれ ます 。 た だ し 前 述 の 通り 、 貨 物 は 保険 対象 か ら 除 外さ れ 
て いま す 。 脱出 カプ セル を 使用 し て も 、 船 も クレ ジッ ト も すべ て その まま で 、 な くす の は 単に 
貨物 だ け な の で す 。 

船体 に 記さ れ た IR コード (ギャ ルコ ー プ が 使用 する 情報 検索 コー ド 。 船 ご と に 仁 な る コー ド 
が 交付 され て いる ) を 使っ て 、 ギ ャ ルコ ー プ 警察 は 犯罪 データ を 管理 し て いま す 。 船 が 新しく 
な る と IR も 新 交付 され ます か ら 、 今 まで の 犯罪 デー タ は すべ て 抹消 され て し まう と いっ た 思わ 
ぬ メ リッ ト が あり ます 。 一 方 、 海 賊 に も 当然 この こと が 当て は まり ます か ら 、 あ まり 安心 ば か 
り し て は いら れ ま せん 。 

時 折 、 脱 出 カ プ セ ル が 敵 の 船 か ら 離 れ て いく の が 見 える こと が あり ます 。 こ の カプ セル は 、 
笑 突 し な い 限 り 危 険 は あり ませ ん 。 


脱出 カプ セル 諸 元 : 推奨 品 は ゼー スラ ン ・ フ ァ ス ト ジ ェ ッ ト (Zeeslan Fastjet) 社 の モデ ル LSC 
7 。 こ の モデ ル は 人 間 型 生物 2 人 を 最高 7 週間 まで サポ ー ト する こと が 可能 で ある 。 
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燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー 


燃料 は どの 宇宙 ステ ーション で も 必ず 手 に 入り ます 。 リ チャ ー ジ の 際 は か な ら ず 満 タ ン ( コ プ 
ラフ は 7 光 年 分 ) に する と いう 規則 が あり ます 。 こ の 燃料 は ハイ パー スペ ー ス 航行 に 使用 され 、、 
ンー ルド や レー ザー と は 全く 無関係 で す 。 


燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー は テク ・ レ ベル 5 以上 の 星 で 取り 付け られ ます 。 こ の 装置 の 特徴 は 、 太 陽 
の 近く を 高速 飛行 する だ け で 、 ハ イ パ ー ス ペー ス 航 行 に 必要 な 燃料 の リ チ ャ ー ジ が で きる こと で 
す 。 

この 装置 は 強力 な 電 破 場 を 使用 し て 太陽 風 を 変換 器 に 取り 込む 仕組 み で す 。 し た が っ て 宇宙 空 
間 に 浮か おぶ 、 あ り と あら め ゆる 物 の 回 収 に 応用 する こと も で きま す 。 海賊 答 の 99% は この 装置 を 装 
備 し て いま すか ら 、 獲 物 め が け て 攻撃 を 加え 、 後 は 残骸 の 中 か ら 金 目 の 物 を ふる い に か け ま す 。 
狙い を 付け た 船 に 乗り 込ん で ひと 暴れ 、 と いう の は 昔 の こと な の で す 。 

物体 を 回 収 す る 為 に は 、 目標 物 を メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン の 下 半 分 に 保持 する よう に 
真っ 直ぐ に 飛行 し ます 。 


燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー 諸 元 : ディ ー プ ・ ス ペー ス を さま よい 、 危 険 ゾ ワー ン で 取り 引き を 行う に は 不 
可 欠 の 装備 と 言わ れ て いる 。 製品 に は 統一 規格 が ある 。 標準 装備 の 強力 な 電磁 フィ ー ル ド の 働き 
で 、 太 陽 風 や 宇宙 空間 を 浮遊 する 残骸 を リク ワッ クス (ReQax) 変換 器 に 収集 する 。 








TE PLU 2 
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Z OHO Fe ta da 
この キッ ト を 装着 すれ ば 、 貨 物 室 を オリ ジ ナ ル の 20 ト ン か ら 35$ ト ン に 拡張 する こと が で きま HMPMRRFy bh 
す 。 
貨物 室 拡張 キッ ト 諸 元 : 標準 モデ ル は マリ ナー (Mariner) 社 製 「 フ ライ ト ・ チ ャ ン バ ー」 で 
ある 。 
ドッ キン グ ・ コ ンピュータ は テク ・ レ ベル 9 の 惑星 で 手 に 入り ます 。 コ プラ の 航行 管制 シス に ッ キ ング ・ 
テム に この 装置 を 組み 込む だ け で 、 自 動 ド ッ キ ング が 行 な を を る よう に な り ま す 。 や や 高額 で す コン ピュ ー タ 
が 、 こ れ さ え あ れ ば 宇宙 ステ ーション に 自動 ドッ キン グ を 依頼 する た びに 払っ て いた 3S0CR が 不 
要 に な り ま す 。 自動 ドッ キン グ を 作動 させ する に は アイ コン #1 を 押し ます 。 


ドッ キン グ ・ コ ンピュータ 諸 元 : シン コー ン 社 の レム ロッ ク ・D 紀 A ムシ ステ ム は 、 高 性 能 で ぜ い 
た く な 、 大 変 便利 な 小道 具 で ある 。 標 準 で メン ソム (MemnSomn) ・ パ イロ ッ ト 相 互 機能 が 装 
備 き れ 、 操 縦 中 に は ハイ クラ ム ・ ス リー プ が 作動 する よう に な っ て いる 。 


銀河 ハイ パー ドラ イブ ・ シ ステ ム が 手 に 入れ られ る の は 、 テ ク ・ レ ベル 10 以 上 の 惑星 だ け で 
す 。 1 回 の ハイ パー ドラ イブ で 次 の 銀河 に 飛ぶ こと が で きま す が 、 1 度 使用 する と 2 度 と は 使 
えま せん 。 そ の 次 の 銀河 に 渡る に は 、 シ ステ ム を も う 1 度 買い な お す 必 要 が あり ます 。 ゲ ー ム 
は 第 1 銀河 系 か ら 第 8 銀河 系 まで 8 個 の 銀河 が 用 意 さ れ て いて 、 第 8 銀河 系 か ら ハ イ パ ー ド ラ 
イプ する と また 最初 の 第 1 銀河 系 に 戻っ て くる よう に な っ て いま す 。 装置 を 装着 する と 、 ア イ 


銀河 ハイ パー 
ドラ イブ ・ シ ステ ム 
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コン # 4 TRANZYT. E-F ONTWAZBEI, 71I. YAY EIRA 
パー ドラ イプ ・ シ ステ ム ・ ア イコ ン (アイ コン # 7) が 表示 され ます 。 


銀河 ハイ パー ドラ イブ 諸 元 : 各種 様々 な タイ プ の 同 シ ステ ム が 多く の 会 社 か ら 供 給 き れ て いる と 
は いえ 、 推 奨 モ デル は 、 や は り 標 準 機 を 製造 する ゼ ク サ ー ズ グ ヒ カ ン (Xexor / Hikan) 社 の も の で 
ある 。 


アス テロ イド で の 採鉱 に は 、 燃 料 リ チャ ー ジ ャ ー と 採鉱 レー ザー 砲 の 装備 が 必要 で す 。 こ の ふ 
た つ を 常備 する 船 は ベル ター (Belter) と いう 名 で 知ら れ て いま す 。 ベ ルター は 適当 な アス テロ イ 
ド を 求め て 探し 回 る の が 仕事 で す 。 適 当 な も の を 見 付け る と レー ザー 砲 を 使っ て 粉々 に 砕き 、 貨 
物 室 に 採取 し ます 。 


アス テロ イド 採鉱 レー ザー 砲 諸 元 : クル ー ガ ー (Kruger) 社 の モデ ル ARM64 ス ペ シ ャ ル 採鉱 レー 
ザー 砲 は 、 光 易 と 戦闘 に 必要 な 装置 に ぜひ 付け 加え て お きた いも の で ある 。200 ミ リ メ ー ト ル の 
可変 波長 ロッ ド は ビー ム あ た り 100 チ ャ ン ネ ル と いう 広い 有効 範囲 を 持つ 。 自 動 破片 認識 照合 シ 
ステ ム の お か げ で 、 目 標 の か けら が 大 きす ぎ て 回 収 で き な い と いっ た トラ ブル は 全く な い 。 
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ゲー ム を 始め た ば か り で 、 ま だ わずか な クレ ジッ ト し か 持っ て いな い 頃 は 、 コ プラ を 武装 す 
る の に まず 何 か ら 揃え て いっ た らい い の か 迷っ て し まう こと で し ょ う 。 と ころ が 豊富 な クレ 
ジッ ト を 手 に し て 、 何 で も 好き な 武器 が 購入 で きる と な れ ば 話 は いき な り 現 実 的 に な り ま す 。 

つま り 、 裏 を 返せ ば お 金 が 無けれ ば 始ま ら な いと いう こと で す 。 

プレ ー ヤ ー は 100CR か ら ス ター ト し ます 。 ク レジ ッ ト を 増やす 1 番 の 近道 は 、 巧 みな 銀河 系 
間 貿 易 を 行う 事 で し ょ う 。 例え ば 、 惑 星 A で は 安い 商品 が 、 惑 星 ほ で は 高い 値段 で 売ら れ て て いる 
の で す 。 惑星 A で 仕入れ を し て 惑星 B で 販売 すれ ば 利益 が で ます 。 そ の 利益 で も っ と 大 量 の 仕 入 
れ を すれ ば 、 次 の 取引 で は より 高い 利益 を 生ん で くれ ます 。 

これ は 、 非 常に 簡単 に 聞こ えま す 。 手順 は 実に シン プル な も の で す 。 賀 易 その も の は 別に 難 
し いも の で は あり ませ ん 。 と ころ が 、 最 大 限 の 利益 を あげ る と な る と 、 そ れ 相 応 の 知識 が 妥 求 
され ます 。 た と えば 、 商 売 を する 惑星 の 社会 政治 的 、 経 済 的 な 複 維 な 側面 を 理解 する 事 が 必要 
と な り ま す 。 

ギャ ルコ ー プ の 共通 貿易 規格 が で き て か ら と いう も の 、 和 宇宙 ステ ーション の ほとん ど で 賀 名 
業務 は 非常 に 簡素 化 さ れ ま し た 。 輸入 、 輸 出 に か か る 関税 が 高く 設定 され て いる 惑星 も あり ま 
す 。 関税 分 は 取引 の 際 に 自動 的 に 減算 され ます 。 関税 は 取引 価格 に 大 きく 反映 し ます 。 コ プラ 
搭載 の 自動 質 易 シス テム は 、 残 念 な が ら こ れ 以 上 複雑 な 取引 に は 対応 し て いま せん 。 し か し 、 
ゲー ム を 進め て いく に は 何 の 問題 6 も な いで し ょ う 。 

宇宙 ステ ーション に ドッ キン グ す る と 、 コ ー コ ム (CorCom) 質 易 シス テム と ダイ レク ト に ア 
クセ ス で きま す 。 ア イコ ン # 2 を 選択 すれ ば 、 仕 入れ 商品 の 基本 取り 引き リス ト を 見 る 事 が で 
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きま す 。 

質 支 ディ スプ レー に は 各 商 品 の 売値 、 買 値 が 表示 され ます 。 同時 に 在庫 数 / 量 も 知る こと が で 
きま す 。 

コプラ の 最大 積載 量 は 20TC (トン ・ キ ャ ニス ター) で す 。 鉱物 、 金 、 プ ラチ ナ 、 宝 石 用 原石 以 
外 の 商品 は 、「 ト ン (tonne) | で 計量 され ます 。 奴隷 の 単位 が や は り ト ン と いう の は 何 か 変 な 気 
が し ます 。 そ の 理由 は 、 宇 宙 を 移動 する 間 に 奴 隷 を 生か し て お く 低 温 保 存 シ ステ ム が この 重量 の 
中 に 含ま れ て いる か ら で す 。 奴隷 売 買 は 銀河 系 の どの 星 で も 一 時 ほとん ど 禁 止 さ れん まし た 。 し か 
し ギャ ルコ ー プ の 芝 力 も 虚しく 、 最 近 に な っ て 再び 復活 する 兆し を 見 せ て いま す 。 

個 星 生物 の 商品 は 、 例 え リ スト に 表示 され て も 人 間 は 買う こと は で きま せん 。 LOL, BEE 
物 の 船 を 撃隊 し て その 積み 荷 を 回 収 す れ ば 、 我 々 に は 縁 の な い 様 な 品物 を 手 に 入れ る こと が で き 
ます 。 こ うし て 入手 し た 商品 を 売る こと は 、 何 の 問題 ああ り ま せん 。 


り 7 平均 価格 (CR/TC) 
食料 有機 生産 物 全般 4.4 
繊維 加工 前 の 布地 6.4 
放射 性 物質 鉱石 お よび 使用 済み 燃料 21.2 
VE 一 般 に は ヒュ ー マ ノ イド 8.0 


酒類 ノワ イン 珍し い 植 物 か ら 作 られ た 珍し い 酒 類 25.2 
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Ran 香水 、 ス パイ ス 、 コ ー ヒ ー な ど 91.2 
* 麻 薬 類 タバ パコ 、 ア ー ク チュ ラン 大 麻 な ど 114.8 
コン ピュ ー タ 情報 処理 機器 84.0 
機械 工作 機械 や 農業 機械 56.4 
合金 工業 用 金属 類 32.8 
* 火 書類 小型 、 携 帯 武器 70.4 
毛皮 皮革 56.0 
鉱石 微量 成分 を 含有 の 無精 製 鉱石 8 トッ 
金 65.22 Kg 
宝 石 加工 済み の も の も 含む 16.4 g 
異 星 生物 アイ テム RERE 27.0 トメ 


* 銀河 政府 に よっ て 違法 と され て いる 物品 で す 。 こ れ ら を 扱う 事 は 犯罪 と な り ま す の で ご 注意 
下さ い 。 


リス ト に は 在庫 数 と 、 そ の 星 の ユ ニッ ト あ た り の 市 場 取 り 引 き 価 格 が 表示 され て いま す 。 は ほ 
と ん どの 星 の コ ー コ ム ・ シ ステ ム は 食料 、 機 械 、 鉱 石 、 宝 石 用 原石 と いっ た 物 ま で 取り 扱っ て 
いま す 。 

一 度 表 示さ れ た 価格 は 貿易 モー ド を 出る まで 変動 する こと は あり ませ ん 。 
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商品 の 購入 は 瞬時 に 行わ れ ま す 。 カー ソル キー、 マ ウス 、 ジ ョ イス ティ ッ ク を 使っ て バー を 和希 
望 する 商品 に 移動 させ 、 ア イコ ン # 9 で | 買い (Buy)] 、 ア イコ ン #10 で 「 売 り (Sel)」 を 選択 し 
ます 。 ク レジ ッ ト の や り 取 り は すべ て 自動 で 行わ れ ま す 。 


た レー ダー へ の アド が バイ プス 


コプラ に は 、 レ ー ザ ー 砲 4 門 、 ミ サイ ル 4 発 、 エ ネル ギー 爆弾 1 発 の 搭載 が 可能 で す 。 海賊 が 
多く 出没 する 惑星 に 乗り 込ん で いく に も 、 こ れ だ け の 装備 で 困る 事 は な いで し ょ う 。 し か し 、 無 
政府 状態 の 星 や 封建 主義 政府 に 足 を 踏み 人 れる に は 、 こ れ ら の 武器 を 十 二 分 に 生か せる だ け の 腕 
が 必要 で す 。 少な く と も | 上 級 パ イロ ッ ト (Deadly) | の 腕 ぐ らい は 持っ て いた いも の で す 。 特に 
取り 扱う 商品 が ハイ テク ・ マ シン や 著 沢 品 の 場合 は 、 相 応 の 腕 と 心構え が 必要 で す 。 

トレ ー ダ ー で お 金 を 稼ぐ の は 思っ た は ほど 容易 な 事 で は あり ませ ん 。 資本 が 少な い 場合 は 食料 、 
織 維 、 鉱 石 、 贅 沢 品 と いっ た 比較 的 安価 な も の か ら ス ター ト す る と 良い で し ょ う 。 

商品 の 需要 は 大 きく 変化 し ます し 、 同 じ 市 場内 で も 価格 は 一 定 で は あり ませ ん 。 ギ ャ ルコ ー プ 
で は 規則 を 定め 、 惑 星 外 へ の 希望 商品 の 宣伝 、 市 場 価格 の 告知 を 禁止 し て いま す 。 高い 値段 で 売 
れる と 思っ て 大 量 に 仕入れ 、 次 の 星 に 渡っ て みる と 、 意 外 に も 、 思 っ て いた より 低い 価格 で 取り 
引き され て いる と いう こと も よく ある 話 で す 。 こ の こと か ら 、 取 り 引 き は 常に 経済 的 な リス ク を 
伴う 事 を 覚え て お いて 下さ い 。 

経済 の 原則 で す が 、 和 需要 が あっ て 初め て 供給 が 生ま れ 、 そ こ に 取り 引き が 成立 し ます 。 そ の 時 
の 売り 値 は 需要 の 大 き さ に 大 きく 左右 され ます 。 ま た 、 自 由 に 使え る クレ ジッ ト を いく ら 持 っ て 
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いる か に よっ て 取り 引き の 規模 が 決ま り ま す 。 ワ ー ル ド ・ デ ー タ ・ リ ンク の 情報 は 一 応 の 目安 
に は な り ま す が 、 実 際 の 市 場 の 動向 、 価 格 は その 星 を 訪ね る まで わか り ま せん 。 

農業 惑星 は 必ず と 言っ て いい は ほど 農産 物 を 過剰 生産 し て いま す の で 、 手 頃 な 価格 で 買い 取る 
こと が で きま す 。 一 方 、 中 監 工 業 惑 星 で は 農産 物 の 雪 要 は 高い も の で す 。 中 堅 工業 国 で は 原料 
や 鉄鉱 石 の 需要 が 高く 、 こ れ ら を 精製 し て 輸出 する の で す 。 こ うし て で きた 精製 物 は 、 最 先進 
工業 惑星 で は 極め て 高価 な 価格 で 取り 引き され る の で す 。 

ルー ル は 複雑 で す 。 さ ら に 厄介 な の は 、 政 情 が 不安 定 な 星 や 海賊 行為 と いっ た も の の お か ば げ 
で 絶対 的 な ルー ル は 存在 し な いと 言う 事 で す 。 

取り 引き を 始め る 前 に 、 そ の 星 の 経済 状況 を 考慮 に 入れ まし ょ う 。 


農業 を 主要 産業 と する 星 で は 、 専 門 家 、 原 料 は も ちろ ん 、 簡 単 な 機械 や スペ ア ・ パ ー ツ を 欲 区 一 次 産業 の 盛ん な 
し が っ て いま す 。 人 々 の 生活 が 裕福 で あれ ば 、 偽 沢 品 や 最 先端 の 機械 を 欲し が り ま す 。 CNS eg 
の 星 で は 、 大 量 の 食料 を 始め 、 原 料 、 繊 維 上 類 な どの 有機 生産 物 を 生産 し て いま す 。 


工業 の 盛ん な 惑星 で は 、 農 産物 は 当然 の こと 、 工 業 原料 (精製 し て 輸出 する ) 、 天 然 資源 開 生 一 交 産 業 の 盛ん な 
発 機械 へ の 高い 需要 が あり ます 。 生 活水 準 の 高い 星 で は 、 ハ イ テ ク 商品 も 人 気 が あ り ま す 。 こ op gp 

れ ら 工業 惑星 の 生産 品目 を 揚げ る と 、 ベ ッ ド 、 パ ッ キ ン (シー ル 、 ガ スケ ッ ト な ど ) 、 バ ッ テ 

リー、 人 簡単 な 兵器 、 肥 料 や 薬品 な どの 大 量 生産 品 で 、 主 に 文明 先進 国 に 輸出 し て いま す 。 
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ここ で トレ ー ド の 原則 を まとめ て み ま し ょ う 。 

1 . そ れ ぞ れ の 星 で どん な 商品 の 需要 が ある か を 良く 考え る 。 

2 . ど ん な 商品 が 産業 を 支え る た め に 必要 か を 考え る 。 

3 . 所 得 水準 の 低い 星 と は 、 高 価 な 商品 を 取り 引き し て は いけ な い 。 

4 . 商 品 の 価値 に 見 合う だ け の 利益 が 得 ら れ な い 場 合 は 、 和 無理 に 取り 引き する 必要 は な い 。 そ れ を 
欲し が っ て いる 星 は 必ず どこ か に ある は ず 。 


コプラ は 、 優 れ た 貿易 艇 で ある と 同時 に 戦闘 衝 と し て も 一 流 で 、 装 備 増 強 に も 対応 で きる よう 
に 設計 され て いる こと か ら 、 ト レー ダー 以外 の 方 法 で も 十分 お 金 を 稼ぐ 事 が で きま す 。 も っ と 
も 、 か な り の 人 危険 を 覚悟 する 必要 が あり ます 。 


大 型 賀 易 船 の 保険 業務 を 行なう 銀河 の 各 銀 行 で は 、 海 賊 船 を 撃隊 し た 者 に は 賞金 を は ずん で い 
ます 。 撃隊 の 時 の 画像 は 、 船 に 搭載 され た コン ピュ ー タ が 証拠 と し て ギャ ルコ ー プ 銀行 連邦 モニ 
ター 協会 に 転送 し ます 。 そ の 海賊 船 の 了 訳 コ ー ド は 警察 の デー タ と 照合 され 、 結 果 と し て パイ ロッ 
ト に 賞金 が 送ら れる の で す 。 

賞金 稼ぎ は コブ ラ 級 の 船 を 好 ん で 使用 し ます 。 こ れ な ら 、 一 見 貿易 を 営む 貨物 船 と し か 見 えな 
いか ら で す 。 ハイパー ドラ イブ で 無法 地 常に 侵入 し 、 海 賊 船 が 攻撃 を 仕掛 け て くる の を 待ち ま 
Fo 必ず 十分 な エネ ルギー を 蓄え て お き 、 い ざと な っ た ら ハ イ パ ー ス ペー ス し て その 場 を 逃げ 出 
せる 様 に し て お きま し ょ う 。 


RTE PLUS 





海賊 行為 は 宇宙 の あら ゆる と ころ で 見 られ ます 。 し か し 、 全 員 が 筋金入り の 海賊 と いう わけ BRA 


で は あり ませ ん 。 ト レー ダー と し て の ビジ ネス に 失敗 し て 、 絶 望 の あま り 海 賊 に 身 を 転じ た 者 
も 決し て 少な く な い の で す 。 海賊 と し て 生き て いく に は 、 貨 物 船 や 小型 船 か ら 金 品 を 略奪 し な 
けれ ば な り ま せん か ら 、 豊 富 な 戦闘 経験 が 要求 され ます 。 ギ ャ ルコ ー プ だ けが 海賊 の 敵 で は あ 
り ま せん 。 別 の 海賊 、 賞 金 稼 ぎ も また 海賊 を 敵 に し て 生活 を 営ん で いる の で す 。 

うま くい け ば 、 が っ ぱり と も うけ が 入り ます 。 も し 、 燃 料 リ チャ ー ジ ャ ー を 持っ て いれ ば 、 
撃隊 し た 貨物 船 か ら 流 れ 出 た 貨物 を 回 収 し 、 商 品 と し て 売る こと も で きま す 。 


アス テロ イド に は お 金 が 詰っ て いま す 。 こ れ を 手 に する に は 、 コ プラ に 燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー 
装置 と ミン リ ダ ク (MinReduc) 製 15 型 採鉱 レー ザー 砲 (また は 同等 の 性 能 を 有する レー ザー 
砲 ) を 取り 付け る 必要 が あり ます 。 採鉱 レー ザー 砲 を 使っ て 巨大 な アス テロ イド を 細か い 粒 に 
粉砕 し 、 燃 料 リ チャ ー ジ ジャー 装置 を 使っ て 大 急ぎ で 粒 を 回 収 し ます 。 こ うし て 回 収 し た 鉱石 
は 、 商 品 と し て の 価値 が 十分 に あり ます 。 


トレ ー ダ ー は 自然 の 災害 や 敵 の 攻撃 と 、 常 に 背中 あわ せ で 生き て いま す 。 災害 や 攻撃 で 宇宙 船 
が 破壊 され る と 、 そ の 貨物 は 宇宙 空間 に 放り 出さ れ 、 誰 か が 回 収 す る まで 永遠 に 宇宙 を 浮遊 し 
て いま す 。 燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー を 利用 し て この 貨物 を 拾っ て し まえ ば いい の で す 。 キ ャ ニス タ 
ー の 中 身 が 価値 の ある も の か 、 そ れ と も た だ の 詳 か は 、 回 収 し て 中 身 を 調べ る まで 不明 で す 
が 、 や っ て みる 価値 は 十分 に ある と 思い ます 。 た だ し 、 品 物 が 培 法 商品 だ っ た 場合 は 、 犯 罪 覚 
悟 で 取り 引き を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 


PATA K CORE 
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BATE PLUSE 









(Ee) 圧力 貨物 キャ ニス ター は 惑星 間 航 行 の 貨物 輸送 の 万 能 手 段 で す 。 ハ イフ ラッ クス 
(HiFlux) ・ ク ロモ ン (Chromon) 合金 で 造ら ち れ て お り 、 好 み の 圧 力 、 温 度 で 1 銀河 トン の 貨物 
を 収容 で きま す 。300 年 も 不毛 の 月 に 眠っ て いた この キャ ニス ター が 発見 され た 例 が ある と いう 
話 も 残っ て いま す 。 こ うし て 発見 され た 物品 は 、 歴 史 的 に 非常 に 価値 の ある 文明 の 遺産 な の で 
す 。 


TERE 多く の 惑星 で 火器 類 、 麻 楽 類 、 奴 隷 な どの 不法 物品 扱い の 商品 が 、 堂 々 と 売り 買い され て いる 
の は 驚き で す 。 奴隷 の 輸送 に は 、 生 命 を 維持 する た め に 低温 保存 シス テム が 使用 きれ て いま す 。 
また 中 身 が 人 体 標 本 で ある 事 も あり ます 。 人間 型 の 惑星 か ら 、 年 老い た 病気 の 人 間 を 買っ て 、 人 
体 標本 と し て 取り 引き する 例 も まだ 残っ て いま す 。 法 的 な 裁き も な し に 、 こ うい っ た 違法 商品 を 
売る 事 を 許可 し て いる 星 も わずか で す が 残 っ て いる の が 現実 の よう で す 。 


F E ORA AY AI E 


PEOBEH トレーダー と し て 成功 し 、 財 を 成す に は 、 あ えて 政治 的 に 不安 定 な 惑星 に 出向 き 、 そ こ で 取り 
引き を 行う こと も 避け て は 通れ な い 道 で し ょ う 。 恒星 系 の 多く で は 海賊 行為 や 略奪 行 為 が 盛ん に 
行わ れ て いま すか ら 、 そ こ で 荒稼ぎ を し よう と 思っ た ら 、 コ プラ を 十分 に 武装 する 事 が まず 1 番 
の 条件 と な り ま す 。 
か け だ し の トレ ー ダ ー の 助け に な る よう に 、 政 府 の 説明 を 以下 に 簡単 に まとめ て お きま し た 。 同 
時 に 、 ク ロウ ェ キ 名 カー ル (Kroweki & Car) が ギャ ルコ ー プ の た め に 2843$ 年 に 出版 し た 「 歴 史 
心理 学 と 経済 学 理論 ] に 目 を 通し て お く と いい で し ょ う 。 
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BE Lor Ce 





惑星 政府 や 連邦 は それ ぞ れ 自分 た ちの 太陽 ノ 惑 星系 の 相対 安全 度 と いう も の を 提示 し て いま 
す 。 ギャル コー プ に 正式 登録 され た 2040 の 世界 は 、 以 下 の 通 り に クラ ス 分 けさ れ ま す 。 
1 番 上 が 最も 安全 な 惑星 で 、 反 対 に 1 番 下 は 最も 危険 な 惑星 と いう こと に な り ま す 。 


1 . Corporate States (組合 政府 ) 

2 . Democracies (民主 主義 政府 ) 
3 . Confederacies (連合 政府 ) 

4 . Communist states (共産 政府 ) 

5 . Dictatorships (独裁 政府 ) 

6 . Multi-Govermants (複数 政府 ) 

7 . Feudal World (封建 政府 ) 

8 . Anarchies (無政府 状態 ) 


エン ジマ (Engema) や ザ ト ク セ (Zaatxe) の よう に 、 秩 序 の と れ た 政府 BE) VRARE goa ge 


家 の 代表 例 で し ょ う 。 こ うい っ た 星 で は 入 殖 者 の 手 で 競合 の 取り 引き が 行なわ れ 、 大 きく 発展 
し まし た 。 こ うし た 国家 で は 、 税 率 が 高い 分 、 生 活水 準 $ ゃ 高い も の で す 。 市場 を 守る た め に 商 
品 の 価格 は か な り 高 額 で す が 、 約 沢 品 は も っ と も 需要 の 高い も の の ひと つ で す 。 ここ で 商売 を 
する に は 、 輸 入 免 許 が 必要 な こと も 多い の で 注意 し まし ょ う 。 

エン ジマ (Engema) は 農業 の 星 で 、 星 が ひと つの 農業 協同 組合 と し て 成り 立っ て いま す 。 収穫 


F E ORA hI A ei 
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量 の 増減 に か か わら ず 、 農 民 は 決ま っ た 額 の 報酬 を 受け て いま す 。 こ こ で は 農産 物 の 売値 が 大 き 
く 変 動 す る 事 は あり ませ ん 。 こ の こと か ら 、 信 頼 で きる マー ケッ ト と し て トレ ー ダ ー と は いい ひい 関 
係 を 続け て いま す 。 こ こ で は 緒 沢 品 、 機 械 、 原 料 な ど が 人 気 の 商品 で す 。 

ザ ト ク セ (テク レベ ル 12) は 裕福 な 先進 工業 国 の 好例 で し ょ う 。 高級 品 や 精巧 で 画 期 的 な 機械 
類 を 生産 し て いま す 。 ま た プロ ト タ イ プ (試作 モデ ル ) の 設計 で も トッ プ の 技術 を ちっ て いま 
Fo 惑星 問 の 技術 競争 に より 、 取 引 価 格 は 上 下 を 繰り 返し て いま す が 、 ま だ 銀河 中 に 広まっ て い 
な い 最 新 の 機械 類 な ら 買 っ て も 損 を する こと は な いで し ょ う 。 


レイ プ 、 ア ン ザ ー (Enzaer) な どの 独裁 国家 は 、 取 り 引 き を 行なう に は まず まず 安全 な 相手 と 
言え を ます し 、 た と え 人 危険 を 軸 し て で も 利益 は 十分 に ある 相手 で す 。 当然 の こと で す が 、 コ プラ の 
完全 武装 と 豊富 な 戦闘 経験 は 不可 欠 で す 。 海賊 船 グ ルー プ と 政府 の 間 で 条約 を 締結 し て いる 事 が 
多い よう で 、 海 賊 な どの 奇襲 を 受け る 心配 は 少な いと 思っ て いい で し ょ う 。 政府 は 、 取 り 引き さ 
れ た 商品 の 1 部 を 海賊 に 分 け 与え る 事 で 、 不 要 な トラ ブル を 回 避 し 、 さ ら に 自 星 の 船 を 異 星人 宇 
宙 の 悪党 ども か ら 保護 し て も ら っ て いま す 。 こ うし た 協力 関係 に は 、 微 妙 な バラ ンス が 必要 で す 
か ら 、 関 係 が いつ 崩壊 し て も 決し て 不思議 で は あり ませ ん 。 

レイ プ は 農業 の 星 、 一 方 の アン ザー は 工業 の 星 で す が 、 共 通す る 原理 が どちら の 星 に も 見 られ 
ます 。 こ の 様 な 星 で は 、 人 民 と 貴族 に 対す る 2 通り の 通商 基準 が 設け られ て いま す 。 見 せ か け の 
経済 発展 に より 、 生 活水 準 は 人 為 的 に 向上 され られ まし た 。 区 沢 品 、 機 械 、 繊 維 が 通常 の 売れ 筋 
で す 。 同 時 に 食料 、 服 飾 、 原 料 な どの 日 常 必需 品 に 需要 が 集中 し て いま す 。 住民 に よる 抗議 デモ 
や 集会 が 起こ っ た 時 に 、 こ うし た 商品 へ の 需要 が 高まる と 言わ れ て いま す 。 


LTE PLUS} 





この 世界 こそ 一 揚 千 金 を 狙え る 場所 で あり 、 同 時 に 、 い と も 簡単 に 命 を 落と す 場 で も あり ま MKATI AE 


す 。 オ ニ ソ ウ (Onisou) や ゼー セン リ (Zeesenri) な ど で は 、 本 星 か ら 離 れ た 軌道 上 に 難破 船 軒 
場 を 設け て いる くら いで す 。 まっ と うな 商売 を し よう と 訪れ 、 そ の 結果 餌食 と な っ た 買 名 船 の 
墓場 で す 。 | 

そこ に は 法律 も 秩序 も あり ませ ん 。 最初 の 入 殖 者 は 、 は ほとんど 皆無 だ っ た 資源 を 取り 合っ 
て 、 激 し い 争 い を 繰り 返し まし た 。 こ れ が 今 で も 続い て いる の が こう いっ た 無法 の 星 な の で 
Fo 

派閥 聞 の 血 の 抗争 が 絶え を な いこ の 世界 で は 、 大 虐殺 は 当たり 前 で す 。 目 衛 や 暗殺 の 目的 で 、 
海賊 や 備 兵 が 尾 わ れ て いま す 。 こ こ で は 麻薬 、 奴 隷 、 火 各 類 な ど で も 問題 な く 取 り 引 き が 行わ 
れる は ず で すし 、 そ の 儲け も 満足 いく も の が あり ます 。 た だ し 、 き ちん と 代金 を 受け 取り 、 命 
を 落と さ ず に 返っ て これ る と いう 保証 は ほとん ど あ り ま せん 。 こ の 世界 か ら は 、 常 に 闇 の | マ 
スタ ー| が 生ま れ ま す 。 優秀 な トレ ー ダ ー あ る い は エリ ー ト 戦士 が 、 紳 味 の 多い 仕事 に ひか れ 
て 、 あ る 日 突然 な ら ず 物 に 変身 する と いう 例 が 多い の で す 。 彼ら ちら は ギ ャ ルコ ー プ を 飛び 出し 、 
銀河 中 に 広がる プラ ッ ク ・ マ ー ケ ッ ト で 商売 を 行っ て いま す 。 

自分 の 星 で 生産 で き な い 商品 に 対し て は 、 破 格 の 価格 が 提示 され ます 。 彼ら も ゃ も トレーダー が 
自分 た ちの 世界 に 寄り つき た が ら な い 事 を 知っ て いる の で す 。 兵 問 類 、 毛 皮 、 盗 聴 准 な ど 、 こ 
_ こ で 生産 され る 品 は 特別 な 聞 の ルー ト で さば か な けれ ば な り ま せん 。 ギャ ルコ ー プ で 違法 と 認 
め て いる 品物 は 、 こ うい っ た 世界 で 生産 が 続け られ て いる の で す 。 こ れ ら を 取り 引き すれ ば 、 
すぐ に 大 金 が 転がり 込み ます 。 そ れ が だ め な ら 「 逃 亡者 ] okban, PRC RSRE I 
追わ れる 生活 を お くる よう に な る の は 間違い な いで し ょ う 。 
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MAE EH 


ギャ ルコ ー プ に 正式 に 登録 きれ た 2040 個 の 惑星 の うち 、 人 間 の 植民 星 は 45 個 し か あり ませ ん 。 
残り の 2000 弱 の 星 で は 人 間 が 日 の 光 を 浴び て 生活 で きる 場所 は 過疎 地域 の み に 限 定 さ れ て いま 
す 。 

この よう な 惑星 で 、 利 益 を 上 げ ら れる か どう か は 、 そ こ で 生活 する 人 間 と 異 星 生物 ( 原 住 生 
物 ) の 協力 関係 が いか に 円 滑 に 保 た れ て いる か に 大 きく 左右 され ます 。 軌道 上 の コリ オリ ス 弄 宇 
宙 ス テー ショ ン を 運行 する の は 人 間 で も 、 取 り 引 きす る 商品 や 取り 引き 価格 は その 星 を 統治 する 
異 星 生物 が 握っ て いる の で す 。 

箕 星 生物 の は ほとんど は 、 取 り 引 きす る に は 厄介 な 連中 ば か り で す 。 イ サ ベ (Esabe) OERA 
生物 や アン ビー ン (Anbeen) の 両 棲 類 型 生 物 な ど は 、 レ ー ザ ー 砲 を 突き つけ て 値段 を 下げ ろ と 花 
迫 し ます 。 ま っ た く 、 命 が い くつ あっ て も 足り ませ ん 。 

以下 で は 、 原 住 生物 の 気性 に 関し て 役に立ち そう な 様々 な デー タ を 集め て お きま し た 。 


彼ら の 世界 の 生産 品 を 扱う に は 、 フ ライ ト ・ エ ル ダ ー ズ (FlightElders) や ネス ト ・ エ ル ダ ー ズ 
(Nest Elders) 社 と 密接 な 強力 関係 を 結ば ざる を 得 な いこ と が あり ます 。 彼ら は 総じて 商売 が 楽 
し く な る 相手 で す 。 外 部 の 者 に と っ て 最高 の 名 誉 は 、「 ち ょ っ と 卵 を 暖め て いき ませ ん か | と い 
う 、 我 々 に は 馴染 み の な いよ うな 誘い を 受け る こと だ と いわ れ て いま す 。 


彼ら は 一 見 な よ な よ し て 鈍 そ う で す が 、 実 際 は か な り 鋭 敏 で 頭 の 切れ る 生物 で す 。 彼ら が 得意 
と する 商品 は 毛 度 、 珍 し い 食 料 な ど 、 希 望 する 商品 は スキ ンク リー ム で す 。 技術 的 に 見 る と 後退 
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界 昌 生物 の 煙 族 


し て いる 種族 で す が 、 そ れ で も 全 自 動 の 他 や 、 コ ー ラ ス ・ メ ー タ ー (彼ら の コー ラス の 有 双 音 を 計 
測 す る 機械 ) 、 卵 冷凍 保存 器 、 沼 地 清浄 器 を どの 中 程度 の 商品 に は 高い お 金 を 払い ます 。 





この 仲間 は 極端 に 危険 で す 。 そ の 世界 の 政治 構造 が どう いっ た 物 で あろ うと 、 す ぐ 集 団 を 形成 year y 。 
する 特徴 が あり 、 封 建 的 で 、 そ の 行動 は 予測 で きま せん 。 必ず ボディ ・ ス ー ツ を 着用 し て 、 彼 ら 
の 汗 に 含有 きれ た 分 泌 物 か ら 身 を 守り まし ょ う 。 この 液 を 浴び る と 自ら を 館 と し て 捧げ て し まう 
と いう 恐ろし いも の で す 。 
彼ら の 信用 を 得る と いう こと は 、 紛 れ も な く 仲 間 に 加 えら れ て し まう と いう こと で す 。 あ る 程度 
ょ そよ そし い 能 度 を 取る こと が 大 切 で す 。 


この 仲間 で 1 番 危険 た の が 戦闘 セク ショ ン で 紹介 し た サー ゴイ ド で す 。 こ の 型 の 生物 は 非常 に 旧型 生物 。 
高い 知性 を 持ち 、 必 ず 群 れ で 行動 し ます 。 群衆 の 心 と し て 存在 し て いま す 。 個体 性 と いう も の は 
彼ら の 仲間 に は まず 存在 し ませ ん 。 そ の 事 を 常に 念頭 に 置い て 取り 引き を 行なっ て 下さ い 。 あ る 
種 は 6 キロ メー トル 以上 の 高 さ に 土 を 盛り 上 げ 、 そ の 中 間 レ ベル に は た だ 遊ん で 暮し て いる 者 が 
400 万 も いる と いい ます 。 一 説 で は 、 こ の 塔 の 、 地 上 か ら 頂 上 の 広大 な 丘 ま で 続く 道 を 歩い て 
登っ た トレ ー ダ ー が いた と 言わ れ て いま す 。 「 セ ント ・ シ ティ (Scent City) の 登山 者 ] と いう 
特別 な タイ トル を 授与 され る 栄 準 に 輝い た まで は よかっ た の で す が 、 最 後 は 生き た まま 食べ られ 
て し まっ た と 言う こと で す 。 し か し 、 よ く 考 えて みれ ば 、 彼 ら ほ ど 儲 け の 期待 で きる 種族 も いな 
い の で す 。 彼ら の 人 口 を 考え て 見 て 下さ い 。 人 間 と は 比べ も の に な ら な いく らい で す 。 例え ば 腕 


時 計 を 売る と し て も 、 手 が 4 本 も あり ます か ら 、 1 人 に つき 20M54008EVH) ET. MM 75 
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えて 、 ち ょ っ と 想像 で きま せん が 、 彼 ら は 我々 人 間 と 違っ て 無精 生殖 し ます か ら 、 次 の 代 の 子孫 
が 10.000 人 と いう の も 当たり 前 の こと で す 。 そ の 全員 が 腕時計 を 欲し が っ た と し まし ょ う 。 も の 
すご い 量 の 取り 引き が で きる こと に な り ま す 。 
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全長 全高 全幅 :45 プ 8 プ 30 フ ィ ー ト 
貨物 室 容 積 : 2 TC 


搭載 兵器 : レー ザー、 ミ サイ ル 

最高 速度 : 0.24LM (LIGHT MACH) 

登場 年 度 : 西 礎 2914 (アウ トワ ー ル ド ・ ワ ー ク ショ ッ プ 
(Outworld Workshops) 

機動 性 : CF (カー ブ ・ フ ァ ク ター) 4 

乗組 員 : 2 名 

エン ジン : AM18 バ イ ・ ス ラス ト (bi Thrust) 





船体 スト レス 率 : TKO 28 
ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 















製造 元 の アウ トワ ー ル ド ・ ワ ー ク ショ ッ プ 社 は 、 ス パル 
ダー・ ア ンド ・ プ ルム (Spalder and Prme) 社 か ら 技 術 を 
持っ て 逃げ 出し た 連中 の 手 で 設立 され た 。 正式 な ライ セン 
ス を 所 持 せ ず 、 会 社 所 在 地 さえ は っ きり し て いな い 。 アダ 
ー 級 の 宇 宙 艇 は 大 気 圏 、 宇 宙 空 間 両 方 を 航行 する 能力 を 持 。 
ち 、 密 輸 船 と し て 使用 され る 機会 が 多い 。 プ レグ (Pregg) 
RO [ERRARE] を 備え て いる た め 、 惑 星 地表 に 着陸 
する 事 が 出来 る 。 ミ サイ ル を 1 基 搭 載 で きる 。 
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全長 グズ 全高 グズ 全幅 :  170/60/75714-—ħ 
貨物 室 容 積 : 750TC 

搭載 兵器 レー ザー 

最高 速度 : 0.14LM 

登場 年 度 : 西暦 2856 年 (リム ライ ナー・ 


ギャ ラク ティ ッ ク (RimLiner Galactic) 

機動 性 : CF 3 

乗組 員 : 40 名 か ら 72 名 

エン シン V&K32.24、 エ ル グ マ スタ ー (Ergmasters) に 上 方 、 
下方 チュ ー ブ を 追加 

船体 スト レス 素 : T (ensmann) Ji57 

ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 





teeter eens a 
DTC 
COCO 


現存 する 最大 の 貨物 輸送 機 で 、 設 計 は ビア バウ ム ・ ア ンド ・ ス ルス ペー 
ス 社 (Beerbaum and ThruSpace) が 行っ た 。 ア ナコ ンダ は 、 デ ィ イザ オナ ー・ 
スペ ー ス ウェ アズ (Dizaoner SpaceWares) の スイ ング ・ フ ロー ト 式 プラ ッ 
ト フ ォ ー ム を 持つ 唯一 の 宇宙 船 で も ある 。 こ の 装置 の メリ ッ ト は 、 機 上 貨物 
移動 ユニ ッ ト が 有 時 に 搭載 貨物 の 位置 を 変更 し 、 理 想 的 な 重量 配分 を 保 て 
る こと で ある 。 こ れ に よっ て 機 の 操縦 性 を 向上 させ る こと が 出来 る 。 標準 
搭載 兵器 は 標準 の 前 方 発射 パル スレ ー ザ ー 砲 の み で ある が 、 必 要 が あれ ば 
それ に 加え て ミサ イル 数 機 を 搭載 する こと も 出来 る 。 こ の クラ ス の 船 に は 
通常 、 護 衛 戦闘 機 隊 が エス コー ト し て いる 。 ア ナコ ンダ は 、 浮 遊 する 小 惑 
星 に も ゃ 負け な い は ほど の 船体 強度 を 持ち 、 自 由 に 宇宙 を 航海 する の で ある 。 





銀河 海軍 に 配備 され る 戦闘 衝 で 、 ギ ャ ルコ ー 
プ の 工場 で 開発 、 製 造 さ れ て いる 。 関係 者 以外 
が 宇宙 航行 制御 シレ ステ ム に さわ ろう と する と 、 
組み 込ま れ た 自爆 装置 が 作動 し 、 秘 密 を 守る 仕 
掛け が され て いる 。 船体 外装 は カメ レオ ン 機 能 
を 持ち 、 ど ん な 環境 で も 周囲 の 色 に 同化 し て カ 
モ フ ラ ー ジ ュ を 行なう 。 こ れ を 生か し て 、 偵 寮 
隊 あ る い は 戦地 か ら 高 官 を 輸送 する 船 と し て 使 
用 され る 。 す ぐれ た 機動 性 に 加え 、 高 速 性 、 カ 
メレ オン 機能 、 高 性 能 ハ ッ ソ ニ ・ ク ルー ガー 
(Hassoni-Kruger) の バー スト ・ レ ー ザ ー 砲 な 
どの 特長 に より 、 プ ライ ベー ト 艇 と し て も まさ 
に 理想 的 で ある 。 高 出力 の シー ルド 発生 装置 を 
装備 で きる だ け の スペ ー ス を 持つ 。 た だ し 搭載 
で きる ミサ イル は 一 基 だ け に 限ら れ て いる 。 


全長 ググ 全高 / 全 幅 : 70 プ 20 プ 65 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : な し 

搭載 兵器 : レー ザー、 ミ サイ ル 
最高 速度 : 0.40LM 


登場 年 度 : 西暦 2878 年 
機動 性 : CF 4 
乗組 員 : 2 名 
ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 












全長 ノ 全 高 ノ 全幅 : 115 プ 60 プ 65 フ ィ ー ト 
貨物 空 容積 : 125TC 

搭載 兵器 レー ザー、 ミ サイ ル 

最高 速度 : 0.24LM 

登場 年 度 : 西暦 3017 年 

機動 性 : CF 4 

乗組 員 : 15 名 か ら 28 名 

ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 
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前 モデ ル の パイ ソン より ひと まわ り 小 型 で あ 
る に も か か わら ず 、 各 シス テム の 再 設計 や 必要 
乗組 員 の 削減 の お か げ で 、 ボ ア は 巨大 な 貨物 室 
を 備え る 巡洋艦 と し て 誕生 し た 。 新 採用 の レノ 
ルド (Renold) 宇宙 航行 シス テム は 、 上 旧型 の 機 
械 式 字 宙 マッ プ の 何と 5 分 の 1 の 大 き さ し か な 
い 。 旧型 の パイ ソン の キャ プ テ ン と し て 40 年 の 
経験 を 持つ モン ティ 提 軍 (Commodore Monty) 
が 、 開 発 に あたっ て 、 多 方 面 に 渡る ノウ ハウ を 
提供 し た と 言わ れ て いる 。 






質 多 兼 戦闘 艇 で 、 最 近 に な っ て 海賊 た ち 
に 愛用 きれ る よう に な っ た 。 一 人 乗り の 劉 
狐 艇 第 一 号 で ある 。 パ イノ ウ ・ プ ロ セ ッ ト 
上 セー ラム 社 が 製造 を 開始 し た 時 に は 、 隆 
子 固定 内 部 シャ フト 壁 を 備え た アフ ター・ 
バー ナー が 組み 込ま れ た プロ セッ ト ・ ド ラ 
イプ と 呼ば れる 動力 が この モデ ル の 売り 物 
で あっ た 。 現在 、 パ イノ ウ ・ プ ロ セ ッ ト 名 
セー ラム 社 が 製造 する 船 に は すべ て この 動 
力 が 標準 で 用 意 さ れ て いる 。 


全長 全高 全幅 : 55 プ 15 プ 70 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : 10TC 

搭載 兵器 : レー ザー、 ミ サイ ル 

最高 速度 : 0.26LM 


登場 年 度 : 西暦 2855 年 (パイ ノウ ・ プ ロ セ ッ ト 


& セー ラム 
機動 性 : CF 3 
乗組 員 : 1 名 
ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 
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乗組 員 : 


全長 全高 全幅 : 
貨物 室 容積 : 


ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 








65/30/1307 1 — ħ 
20TC 

レー ザー、 ミ サイ ル 

0.30LM 

西暦 3100 年 (惑星 レイ ブ の コウ ェ ー ル ・ 
アン ド ・ マ グラ ス ・ シ ッ プ ヤー ド ) 
CF 8 

1 名 また は 2 名 








コブ プラ ・ マ ー ク 1 の 継承 モデ ル で あっ た マー ク 2 
は 、 船 体 設 計 が うま く 行 か ず 、 試 作 モ デル の 段階 で 
開発 が 中 止 き れ て し まっ た 。 コ プラ の 血 を 引く 三代 
目 マ ー ク 3 は 、 マ ー ク 1 より 大 型 で 、 評 判 の 高い モ 
デル と な っ た 。 マー ク 3 は 、 船 首 と 船尾 に ズィー マ 
ン 反 射 シ ー ル ド 各 一 台 、 イ ング ラム の パル ス ・ レ ー 
ザー 砲 の 船体 マウ ント 4 台 な ど 、 様 々 な 特徴 を 持っ 
て いる 。 マーク 3 の 最大 の 顧客 は 、 一 匹 狼 の トレ ー 
ダー で ある 。 マーク 3 の 持つ 潜在 的 な 戦闘 能力 の 高 
さと 、 十 分 な 容積 を 持つ 貨物 室 が 彼ら の 希望 に ぴっ 
た り と 一 致す る の で ある 。 






ツウ ラン で ピーク コー ラシン シュ ャ グルー アプ ゃ 


(ZPG) が 開発 し た 宇宙 船 で 、 完 全 武 装 の 
賞金 本 ぎ や ベン チャ ー ビ ジ ネス を た し な むせ 
企業 に 愛用 きれ て いる 。 限ら れ た 貿易 や 戦 
闘 、 レ ジャ ー と いっ た 3 つの 相反 する 機能 
を 見 事 に 備え た 有 能 な 船 で ある 。 広々 と し 
た 船体 は 、 貨 物 室 を 多少 犠牲 に し て も 、 優 
れ た 戦闘 大 器 、 防 衛 シ ステ ム 、 航 行 シ ステ 
ム 装 置 を 取り 付け られ る よう に 設計 され て 
いる 。 キ ャ ビン は 広く 豪華 で 、 大 型 の オゥ 
ンダ ー ト (OwnDirt) 製 リ サイ クリ ング 装置 
を 備え て 長期 の 航海 に も 対応 し て いる 。 W% 
物 を 求め て 長 距 離 を 旅行 する に は 大 変 適し 
て いる 。 さら に 燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー が 標準 
で 用 意 さ れ 、 自 給 率 を 100% に 近い 数 字 ま で 
高め て いる 。 


全長 全高 / 全 幅 : 85 プ 20 プ 45 フ ィ ー ト 
貨物 室 容 積 : 2TC 
搭載 兵器 : レー ザー、 ミ サイ ル 
最高 速度 : 0.30LM 
登場 年 度 : 西暦 3100 年 

(ゾー ゴン ・ ピ ー タ ー ソ ン ) 
機動 性 : CF 5 
乗組 員 : 12 名 
ハイ パー スペ ー ス 航行 : 












全長 全高 全幅 : 12 プ 40 プ 65 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : 3TC 
搭載 兵器 : レー ザー、 ミ サイ ル 
最高 速度 : 0.30LM 
登場 年 度 : 西暦 2852 年 

(惑星 リ レ レ イス の ハル ・ ワ ー ク ス ) 
機動 性 : CF 7 
乗組 員 : 1 名 また は 2 名 
ハイ パー スペ ー ス 航行 : 不可 












オォ オリジ ナル を 設計 し た の は ロバ ー ト ・ プ 
リー ム (Robert Bream) で ある が 、 生 産 に 
入っ た の は 彼 の 死後 、 エ ー ス ・ ア ンド ・ 
フェ ー バ ー (Ace &Faber) 社 が その オリ ジ 
ナル を も と に いく つか の 改良 を 加え て か ら 
で あっ た 。 や が て 設計 図 が 盗難 され 、 数 々 
の 小 規模 工場 の 手 に 渡っ て し まっ た 。 各 工 
場 で は 、 著 作 権 に 触れ な いよ う 独 自 の 改良 
が 加え られ 、 大 量 生 産 が 続け られ て いる 。 
主として 海賊 に よっ て 一 人 乗り の 戦闘 艇 と 
し て 使用 され る こと が 多い 。 













貨物 室 容積 : 10TC 





| 搭載 兵器 : レー ザー 

i 最高 速度 : 0.30LM 

1 登場 年 度 : 西暦 3027 年 

( (ディ レー シー・ シ ッ プ ワー クス ) 
機動 性 : CF 8 


乗組 員 


小型 で 、 信 頼 性 の 高い 一 人 用 戦闘 艇 で ある 。 
マン バ の 標準 モデ ル が 一 般 市 場 に 。 
登場 する まで は 人 気 の 高 い モ デル Ne 
で あっ た 。 ファル コン ・ デ ィ レ ー シ ー 社 
の 初期 モデ ル は 今 で も 遠い 宇宙 の どこ か で 現役 
で 活躍 中 と いわ れ て いる 。 し か し 現在 パー ツ の 供給 
は 中 止 さ きれ て し まっ て お り 、 使 える パー ツ を 取り 外 
し て 修理 する こと も 、 近 年 で は あま り 見 られ な く 
な っ て し まっ た 。 









マン ノバ 















・ 10TC 
搭載 兵器 : レー ザー 
最高 速度 : 0.32LM 
登場 年 度 : 西暦 3110 年 (レオ ルト 星 船 特 連 合 ) 
機動 性 : CF 9 
デー タ な し 








も と も と は 、 レ ー ス 用 に カス タム ・ メ イ 

ク す る た め の ベ ー ス と な っ た 船 が 、 そ の ス 

ピー ド と 機動 性 を 買わ れ て 海賊 の 手 で 武装 

され 、 戦 闘 に 使用 きれ る よう に な っ た 。 K 

年 に な っ て 惑星 レオ ルト (Reorte) に 本 部 

を 置く ラド レッ ト ・ ア ンド ・ レ イ バ パ バーン 

(Raddlette and Rayburn) 造船 所 が 、 数 多く 

A の パリ エー ショ ン を 統一 、 標 準 化 し 、 大 量 
O 生産 を 開始 し た 。 















全長 ノ 全 高 ノ 全幅 : 60 プ 25 プ 60 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : 7TC 

搭載 兵器 : ミサ イル 

最高 速度 : 0.25LM 

登場 年 度 : 西暦 3028 年 

機動 性 : CF 4 


ot a | ] 乗組 員 : 6 名 
当初 は 洪水 可能 な 飛行 艇 と し て 開発 され て いた a a ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 
















モレ イ SFB (Moray SFB) を 、 マ リー ン ・ ト レン 
チ (Marine Trench) 社 が 宇宙 へ の 可能 性 を 見 越 
LT, 宇宙 空 間 で も 適応 する よう に 独創 的 な 開発 
を 進め た 結果 完成 し た の が 、 こ の スタ ー ボ ー ト で 
ある 。 宇宙 に 生息 する 水生 生物 が 好 ん で 使用 する 
船 で 、 そ の 艇 体 は 水深 う 5,.500 フ ァ ゾ ム (水深 を は 
か る 単位 で 、 約 10.065 メ ー ト ル 相 当 ) の 水圧 に ま 
で 耐え られ る よう 設計 され て いる 。 強力 シー ル 
ロッ ク 、 魚 雷 発射 管 2 門 、 シ ング ルミ サイ ル ・ マ 
ウゥ ント 2 基 に 加え て 、 水 生生 物 の た め の キ ャ ビン 
の 完全 漏水 ロッ ク も 標準 装備 し て いる 。 こ れ を 使 
用 すれ ば キャ ビン 内 で は いつ で も 水中 の 生活 が 楽 
し め る 。 
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全長 全高 全幅 : 35 プ 20 プ 20 フ ィ ー ト 










貨物 室 容積 : 60TC 
搭載 兵器 : な し 
高速 度 : 0.08LM 
登場 年 度 : 西暦 2856 年 
(サウ ドク ルー ガー・ ア スト ロ ・ デ ザイ ン ) 
機動 性 : CF 4 
乗組 員 : 6 名 






ー ス ペー ス 航 行 : 不可 





武 益 を 一 切 装 備 し な い 船 で 、 無 人 で 使用 
され る こと が 多い 。 宇宙 の 各地 で ライ セン 
ス 生 産 さ れ て いる 。 サ ウド クル ー ガ ー・ ア 
スト ロ デ ザ イン (SaudKruger AstroDesign) 
社 が 開発 し た プロ ト タ イ プ を ベー ス に し 
て 、 惑 星 と 宇宙 ステ ーション を シャ トル 運 
行 する 船 と し て 使用 され て いる 。 ま た 病院 
TE 船 や 宇宙 刑 務 所 と し て の 利用 も 可能 で あ 
V2, bo 攻撃 を 受け る と 、 積 み 荷 を 瞬時 に 発射 
表す る よう に 設計 され て いる こと か ら 、 三 流 
ンプ の 海賊 た ちの 愉 好 の ター ゲッ ト と な る が こ 
と 多い 。 従っ て 、 稼 働 中 に は 大 抵 一 人 乗り 
の 戦闘 巡視 艇 の 護衛 を 従え て いる 。 












全長 ノ 全 高 プ 全幅: 130 プ 40 プ 80 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : 100TC 
搭載 兵器 : レー ザー 
最高 速度 : 0.20LM 
登場 年 度 : 西暦 2700 年 (ワッ ト ・ ア ンド ・ 















プリ ッ ト ニ ー 人 造船) 
機動 性 : CF 3 
乗組 員 : 20 名 か ら 30 名 





大 型 質 易 船 と し て イネ ラ ・ オ ー ビ ッ ト ・ ス ペー ス . 
(mera Orbit Space) で ワッ ト ・ ア ンド ・ プ リッ トニ ー © 
造船 所 に お いて 建造 され る 。 貨物 や 異 星 環境 を 維持 し 
た まま 輸送 を 可能 に する | エイ リア ン ・ エ ン バ イ ロメ 
ント | シス テム の た め に 船内 の スペ ー ス の は ほとんど を 
取ら れ 、 キ ャ ビン は 非常 に 鑑 屈 で 装備 も 少な い 。 ボ 
ディ は 重く 大 きい た め 巡 航 速 度 は 低い が 、 強 力 な CC 
ボル テ ェ ア ・ シ ー ル ド (Voltaire shields) や ボル ト ・ 
バリ スカ ン ・ パ ルス ・ レ ー ザ ー 砲 を 装備 し 、 万 全 の 防 | 
御 を 保証 し て いる 。 一 般 に は 、「 宇 宙 の は り ね ずみ 」 IE 
と いう 愛称 で 呼ば れん て いる 。 海賊 の 攻撃 を 受け る こと | 回 
は 滅多 に な い 。 宇宙 を さま よう な ら ず 者 が 愛用 する 旗 | Oe 
で ある 。 一般 的 に は 中 継 ス テー ショ ン 兼 貨物 置場 と し | 
て 使用 され て いる 。 


ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 















全長 全高 全幅 : 35 プ 15 プ 65 フ ィ ー ト 
貨物 宝 容 積 : な し 

搭載 兵器 : ミサ イル 

最高 速度 : 0.37LM 

登場 年 度 : 西暦 2982 年 (オン リラ ・ オ ー ビ 
タル 、 ス パル ダー・ ア ンド ・ ス ター ブレ ー ズ ) 
機動 性 : CF 9 

乗組 員 : 1 名 

ハイ パー スペ ー ス 航行 : 不可 















サイ だ ワイ ンダ ー 
A FE AEE 





ファ ルコ ン ・ デ ィ レ ー シ ー が 開発 し 、 ス パル 
ダー・ ア ンド ・ ス ター ブレ ー ズ 社 が オン リラ ・ 
オー ビタ ル 人 造船 所 で 建造 を 担当 し て いる 。 ZB 
的 な 支援 船 と し て ギャ ラク ティ ッ ク ・ ネ イ ビ ー 
仕様 を 製造 し 、 ギ ャ ルコ ー プ に 納め て いる の で 
ある 。 主 に 大 気 圏 内 や 惑星 表面 で の 偵察 機 と し 
て 使用 され る ほか 、 市 街 地 で の 機銃 掃射 、 偵 
宗 、 歩 兵部 隊 の 直 援 機 と し て も 使用 され て い 
る 。 ま た サイ ド ワ イ ン ダー の 最大 の 特長 で ある 
スピ ー ド は 同時 に 海賊 の 興味 も ひい て いる 。 当 
然 、 字 宙 航 海 は 可能 で ある が 、 一 度 に 何 光 年 も 
ジャ ンプ する ハイ パー スペ ー ス 航行 は 出来 な 
い 。 だ た だ し 、 ハ イ パ ー ス ペー ス 出 来る 船舶 に 引 
か れ て 同時 に ジャ ンプ する こと は 可能 と 言わ れ 
て いる 。 小型 の た め 、 燃 料 リ チャ ー ジ ャ ー は 搭 
載 不可 能 で ある 。 ミサ イル の 搭載 は 一 基 ま で に 
限ら れ て いる 。 








宇宙 を 旅 し て いる と 、 ラ コン ・ ス ペー ス 
ウェ イズ MC15 ク イッ ク ・ ト ラン スポ ー ト ・ 
シャ トル (Lakon Spaceways MC15 QuickTrans- 
port Shuttle) に か な り の 確率 で 遭遇 する だ ろ 
う 。 航海 距離 は 0. 1 光 年 の 中 距離 シャ トル 
で 、 フ ル ・ ハ イグ ラプ ・ ロ ー デ ィング 施設 を 
備え て いる 。 最高 100 名 まで の 乗客 と 10 ト ン ま 
で の 荷物 を 搭載 可能 で ある 。 ア ステ ロイ ド や 
宇宙 ステ ーション へ 着陸 が 出来 る ほか 、 大 気 
園内 の 飛行 も 問題 は な い 。 船体 を 腐食 させ る 
恐れ の ある 強酸 性 の 海 以 外 な ら ど ん な 場所 に 
も 着 水 出来 る よう 設計 され て いる 。 
























全長 ノ 全 高 ノ 全幅: 35 プ 10 プ 30 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : デー タ 無 し 
搭載 兵器 : データ 無 し 
最高 速度 : デー タ 無 し 
登場 年 度 : 詳細 不明 、 た だ し 西暦 2500 年 以前 
に 火星 の 軌道 に ある スペ ー ス リン ク 人 造船 所 の 手 で 
プロ ト タ イ プ が 開発 され た と 言わ れ て いる 。 
機動 性 : デー タ 無 し 

FHA : デー タ 無 し 

ハイ パー スペ ー ス 航行 : デー タ 無 し 








サー ゴア KREA 











全長 全高 全幅 : 180 プ 40 プ 180 フ ィ ー ト 
貨物 室 容積 : デー タ 無 し 

搭載 兵器 : 機種 ご と に ば ら ば ら で あ る 。 

全 ど あら ゆる 兵器 を 装着 可能 な マウ ント を 装備 。 
最高 速度 : 0.20LM 

登場 年 度 : 未確認 

機動 性 : CF 6 

乗組 員 : 150 名 

ハイ パー スペ ー ス 航行 : 可 





サー ゴイ ド の 宇宙 艦隊 の ほとん ど は 、 銀 河間 で 
続け られ て いる ギャ ルコ ー プ 海軍 と の 戦い に 使用 
され て いる 。 そ の 一 方 、 テ ロ 活 動 を する た め に 、 
小型 の 侵略 船 を 使っ て 人 間 宇 宙 に 密か に 侵入 を 続 
け て いる 。 サ ー ゴ イド 侵略 船 は 小型 と は 思え な い 
ほど の スピ ー ド を 持ち 、 そ の ほとん ど が ECM 対 
ミサ イル シス テム を 装備 し て いる 。 (ECM シ ス 
テム は 、 ギ ャ ルコ ー プ 海軍 の ミサ イル 攻撃 に 対す 
る 自衛 手段 と し て サー ゴイ ド が 考案 し た も の で あ 
Do ギャ ルコ ー プ が 、 念 捕 し た サー ゴイ ド 艇 か ら 
その 技術 を 盗み 取っ た の だ 。) その 上 、 サ ー ザ ゴイ 
ド の は と ん ど が 吉 小 型 の 戦闘 艇 を リモ ー ト ・ コ ン 
トロ ー ル 操縦 で 引き 連れ て いる 。 それぞれ の 小型 
船 に は パル ス ・ レ ー ザ ー 砲 が 一 基 装 備 さ れ て い 
る 。 海軍 も 独自 の リモ ー ト 操縦 の 戦闘 艇 を 開発 し 
た と いう 噂 を 耳 に する 。 今度 は サー ゴイ ド が その 
技術 を 盗み 出し 、 応 用 する 番 で あろ う 。 















・ な し 
搭載 兵器 : レー ザー、 ミ サイ ル 
最高 速度 : 0.32LM 
登場 年 度 : 西暦 2762 年 (惑星 レオ ルト の 
ファ ルコ ン ・ マ ンス ペー ス 社 ) 
機動 性 : CF7.4 
乗組 員 : 1 (最高 10 名 ) 
ハイ パー スペ ー ス 航行 : 不可 














優れ た 操縦 性 を 持つ 小型 の 短 距 離 攻 
連 攻 で ある 。 ギ ャ ルコ ー プ の 宇宙 警察 
用 と し て 特別 に ファ ルコ ン ・ マ ンス ペ 
ー ス 社 が 開発 し た 船 で 、 中 堅 工業 世界 
で ライ セン ス 製 産 さ れ て いる 。 通常 は 
一 人 乗り で ある が 、 最 高 で 10 人 まで の 
人 間 型 生物 を 搭乗 させ る こと も 出来 
る 。 人 和 貨物 スペ ー ス は 一 切 設 けら れ て い 
な い 。 タグ ボー ト と し て 使用 する こと 
に よっ て 14 万 MTS ま で の 重量 の 船 ( コ 
プラ ・ マ ー ク 3 で も OK) を 牽引 する パ 
ワー を 持っ て いる 。 大 型 輸送 艦隊 の 護 
衛 艇 と し て 搭載 され る こと も ある 。 

95 








全長 全高 全幅 : 35 プ 12 プ 35 フ ィ ー ト 
貨物 室 容 積 : な し 

搭載 兵器 : レー ザー 
最高 速度 : 0.23LM 
登場 年 度 : 西暦 3101 年 
機動 性 : CF 6 

乗組 員 : 2 名 

ハイ パー スペ ー ス 航行 : 不可 











大 型 船 に 搭載 され る 、 小 型 の 上 陸 用 
舟艇 で ある 。 上陸 部 隊 の 使用 以外 に 、 
救難 航 と し て も 使用 する こと も 出来 
る 。 軽 武装 を 持ち 、 戦 闘 時 に は 攻撃 艇 
ある い は お と り 、 ま た は その 両方 と し 
て 活躍 する 。 所 属す る 母船 の 利用 目的 
に 合わ せ て 武装 を 変更 で きる た め 、 適 
応 性 が 高い 。 
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デブ リス (Debris) は スキ ャ ナー に 釘付け に な っ て いた 目 を 少し ゆる め た 。 夜 の 涼風 の 中 、 目 の 中 に は スキ ャ ナー の 残 
像 が ボー ッ と 浮 び 上 が っ て みえ た 。 戦闘 中 は 、 静 か で 張り 詰め た よう だ っ た 宇宙 船 ボ ア の 艦橋 は 、 も りあ が っ た 有 雰 囲 気 で 
包ま れ て いっ た 。 

「 海 賊 だ っ た な 、 報 償 金 が 楽し み だ な 。 コンデ ィ シ ョ ン は レッ ド か ら イ エロ ー に 。」 

「 イ ノ (Ino) 、 う まい ショ ッ ト だ っ た な 。」 

星 の 海 を 旅 し て 交易 を 行なう トレ ー ダ ー に と っ て 、 海 賊 は 厄介 な 存在 で あっ た 。 彼ら は 警察 の 目 を 盗ん で は トレ ー ダ ー 
が 運搬 する 貨物 を 狙っ て 、 攻 撃 を 仕掛 け て くる の で ある 。 宇宙 船 ボ ア も 海賊 の 攻撃 に あっ た が 、 的 確 な 迎撃 で 難 を 逃れ た 
と ころ だ っ た 。 そ れ で も 、 ま だ 艦橋 に は 戦闘 準備 体制 が 敷 か れん て いた 。 さ えな い オ レン ジ 色 の 照明 で 照ら され た 径 橋 内 
は 、 ま る で セピア 色 の 写真 の よう に 見 えた 。 

乗組 員 は みん な 戦闘 で 硬直 し た 体 の 力 を 抜く と 、 艇 長 室 前 方 の 高い 位置 に 置か れ た バケ ッ ト ・ シ ー ト に 深く 身 を 沈め 
た 。 す る と 、 突 然 艇 長 席 に 座っ て いた バニ レン ズ (Vanirrens) 艇 長 の 体 が 療 楼 し た 。 艇 長 は 誰か 気づい た 者 が いな いか ど 
うか と 、 あ わ て て あたり を 見 回 し た 。 冷や 汗 が 細い 流れ と な っ て 、 し わ だ ら け の 顔 を 伝わっ て いっ た 。 汗 の 粒 は あご の と 
ころ か ら 垂 れ 落 ち て 宇宙 スー ツ の 上 着 の 中 に 入り 込ん だ 。 艇 長 は 、 自 分 が も う 2 度 と 若く は な れ な いこ と も 、 ト レー ダー 
の 仕事 が 、 こ れ か ら は ます ます 厳し く な る こと も 知っ て いた 。 艇 長 は 、 あ と 少し で 74 オ に な ろう と し て いた 。 惑星 シー ス 
€ (Ceesxe) に ある 、 バ イオ ・ ア サー ショ ン 療 法 に いく ら す が りつ いて みた と ころ で 、 年 老い た 体 と わずか な お 金 で は ラ 
イ バ ル の トレ ー ダ ー に 勝て な いこ と は わか りき っ て いた 。 字 宙 航行 パネ ル に 視線 を 戻す と 、 今 、 目 分 の 心 が こ こ に な いこ 
と に 気がつい た 。 

「 レ イプ の アプ ロー チ に 備え て 進路 を 調整 を し ろ 。 レ イプ で の 価格 を 調べ ろ 、 そ れ に 貨物 を 最 確認 する ん だ 。 そ れ か ら 
メリ ディ アン (Meridian) 、 主 砲 は お 前 に まかせ る ぞ 。」 

(4) 
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命令 を 受け た 2 人 は すぐ に 仕事 に か か っ た 。 残り の 乗組 員 は モニ ター ボー ド 上 で シス テム の チェ ッ ク を 手際 よく 行なっ 
た 。 ひ っ そり と し た レイ プ は 、 も う 手 が 届く ぐら い 近 く で 輝い て いた 。 パ ネル 中 央 の メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン の 
中 に は 、 そ ん な レイ プ の 自転 する 和光 が 謎 を 投げ か ける よう に 映っ て いた 。 

| 艇 長 、 報 告 し ます 。 積 み 荷 の 確認 が 終わ り ま し た 。 何 も 異常 は あり ませ ん 。 今回 の 貨物 は な か な か の 価格 で 取り 引き 
され て いま す 。 満足 の いく マー ジン を 期待 し て も いい で し ょ う 。」 

イノ が こう 報告 し た 。 

[海賊 の や つら 、 ま た 競っ て くる か も し れ ま せん ね 。 | 

ちょ うど その 時 で あっ た 。 コ ン デ ィ シ ョ ン が イエ ロー か ら レ ッ ド に 変わ り 、 そ れ を 知ら せる 和 警戒 プ ザ ー が 艦橋 に 鳴り 端 
いた 。 

[真横 に 3 機 、20:40 の 方 角 。 無線 応答 な し 。IR (船体 に 記さ れ た 情報 検索 コー ド ) の 照合 で きず 。 敵 に 間違い あり ませ 
Ao | 

[了解 、 ワ ー ニ ス (Warniss) o | 

メリ ディ アン は 戦闘 パネ ル に 向き を 変え な が ら 、 ワ ー ニ ス に 向け て こう 言っ た 。 イ ノ は 、 メ リディア ン に 主砲 レー ザー 
を 任せ る つも りな の か と 考え な が ら 、 艇 長 を 見 つめ た 。 バ ニレ ンズ 艇 長 は 首 を 横 に ふる と 、 メ リディア ン の 背中 に 向かっ 
て ポー ズ を 取っ た 。 今回 は メリ ディ アン が レー ザー 砲 を 操る の だ と 言っ て いた 。 当 の メリ ディ アン は 、 艦 橋 の 反対 側 に あ 
る 航法 管制 パネ ル か ら 送 られ て くる 座標 を じっと 見 つめ て いた 。 

「 安 全 ゾ ー ン まで は まだ 距離 が ある 。 逃げ 切る の は 無理 だ ろう 。」 

艇 長 は こう 判断 する と 、 命 令 を 下 し た 。 

「 戦 闘 準備 に 入る 。 ウ ィ ブ (Wiv) 、 操 縦 は まかせ た ぞ 。」 
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ウィ ブ は 速度 を 落と す と 、 ボ ア を 旋回 させ た 。 接近 する 敵 は クレ ー ト 2 機 と サイ ド ワ イ ン ダー 1 機 と 確認 され た 。 3 機 
と も この レイ プ を 旨 張 り に し て 、 近 づい て くる 獲物 、 つ まり は トレ ー ダ ー を 待っ て いる の で ある 。 

メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン で は まだ 敵 の 委 を 見 る こと は で き な か っ た 。 た だ 3 つの 点 が 星 の 海 に 浮か ん で いる の 
が 見 える だ け で あっ た 。 メ リディア ン は サイ ド ワ イ ン ダー を 第 1 攻撃 目標 に 選ん だ 。 敵 の 戦力 の うち 、 1 番手 ど わ い 奴 か 
ら 始 末 し て いく つも り だ っ た 。 ウ ィ ブ は ボア を 右 に 傾け る と 、 少 し だ け 上 昇 さ きせ た 。 

目標 が 確認 きれ た 。 メ リディア ン は レー ザー 砲 を 発射 し た 。 敵 は 進路 を 変え よう と は し な か っ た 。 

や が て サイ ド ワ イ ン ダー の シー ルド が 破壊 され 、 機 体 が 吹き 飛ん だ 。 

[まず 1 機 !」 

バニ レン ズ は 歯 を くい し ば りな が ら こ う 叫 ん だ 。 

この 間 に 2 機 の クレ ー ト は 作戦 通り の アプ ロー チ ・ ゾ ー ン の 中 に 入り こん で 、1 機 は 上 空 に 、 も う 1 機 は 左 に 向け て 進 
路 を 取っ て いた 。 ウ ィ ブ は 、 敵 の 挟撃 作戦 に 対抗 し よう と 全速 で 飛行 し な が ら 理 想 的 な 反撃 コー ス を 探し た 。 機 を 右 に 傾 
け 急 旋回 する と 、2 機 の クレ ー ト の うち 上 空 を 飛ぶ 敵 の 背後 に 迫っ て いく こと が で きた 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー 
ン に 映る 宇宙 空間 が 歪ん だ 。 そ し て 、 レ イブ 系 の 星 か ら の 光 で 艦橋 は 一 時 的 に 明る く な っ た 。 この間 に 、 メ リディア ン は 
素早 く レ ー ザ ー 砲 を リセ ッ ト す る と 、 英 の 相対 予測 座標 に 昭 勧 を 合わ せ た 。 

「 そ ん な !」 

シス テム ・ パ ネル の 1 人 が 、 敵 を 追跡 し な が ら 慌 て て 声 を 発し た 。 

「 後 方 か ら 、 さ ら に 3 機 接近 中 。 も う 逃 げ ば られ ませ ん 1! | 

ウィ プ は この まま 速度 と 進路 を 変え た ず に 攻撃 を 続け る こと に し た 。 目標 の クレ ー ト は 射程 距離 か ら 離 脱し よう と スピ ー 
ド を 落と し た 。 一 方 、 左 を 飛ぶ も う 1 機 の 疫 は ボア の 先手 を 打っ て きた 。 断固 と し て 譲ら な い 態 度 だ 。 
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敵 の レー ザー が 火 を 吹い た 。 

追跡 デー タ が 凝縮 され て 、 ウ ィ ブ と メリ ディ アン の も と に 送ら れ て いた 。 ウ ィ ブ は ボア を 急 加速 させ た り 、 急 減速 させ 
た り し な が ら 、 人 迫っ て くる クレ ー ト を 牽制 する 動き を と っ た 。 
メリ ディ アン は お 返し に 1 発 お 見 舞い し た 。 正確 な 1 撃 が 敵 の シー ルド を 打ち 砕く 音 が 通信 機 か ら 開 こえ て きた 。 

も う 1 機 の クレ ー ト が 2 発 目 を 撃っ て きた 。 敵 の レー ザー が ボア の シー ルド に 激しく ぶつ か る 音 が 聞こ えた 。 補 弾 し た 
の で あろ う 。 ウ ィ プ は 速度 を 犠牲 に し て で も 、 上 昇 する 姿勢 を 取っ た 。 そ れ で も まだ 、 ク レー ト の 射程 距離 か ら 逃 げ る こ 
と は で き な か っ た 。 さっき の 1 撃 は ボア に 致命 傷 と も いえ る 深い 傷 を 負わ せ て いた 。 シ ー ル ド ・ エ ネル ギー・ バ ンク の エ 
ネル ギー は 下がり 切っ た まま 、2 度 と シー ルド を 維持 で きる レベ ル に は 戻ら な か っ た 。 

[故障 で す 。 シ ー ル ド が も う 限 界 で す 。 船体 防御 レベ ル が 2 まで 低下 し まし た 1! J 

ワー ニス が こう 報告 し た 。 

まさ に その 通り だ っ た 。 次 の 1 撃 が ボア の シー ルド を 破り 、 船 体 を じかに 叩い た 。 シ ー ル ド 引 き 裂 か れる ホワ イト ・ ノ 
A APB Or. 

[| だ め だ 、 や られ る ぞ 。」 

ウィ プ が 吟 り 声 を 上 げた 。 そ の 声 は 恐怖 の あま り 涯 えて いた 。 

「 動 力 ブ ロッ ク が や られ まし た 。 補正 し て も 60 ダ ウン で す 。」 

主導 権 を 握っ た 敵 の クレ ー ト は 大 胆 に も 接近 戦 に 転 し 、 さ ら に も う 1 発 を ボア に 向け て 発射 し た 。 艦橋 の 航行 装置 が す 
べ て 破壊 され て も 、 メ リディア ン は この 敵 を 追い 払 お うと レー ザー で 必死 に 反撃 を 続け て いた 。 し か し 、 そ ん な 彼女 の 行 
動 に 気がつく 乗組 員 は いな か っ た 。 ウ ィ ブ の 操作 パネ ル は 完全 に 死ん で し まっ て いた 。 彼 は バニ レン ズ 艇 長 の 方 に 振り 向 
いた 。 そ の 上 顔 は 、 申 し 訳 な さそ うに も 、 興 秦 し て いる よう に も 見 えた 。 
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[脱出 する ぞ ! | 


バニ レン ズ が こう 叫ん だ 。 そ の 体 は 、 す で に 艦長 席 か ら 離 れ て 緊急 脱出 カプ セル に 向かっ て いた 。 艦橋 に は 、 他 の セク 
ショ ン に 移動 する た め の 通 路 が 2 つ あ っ た 。 そ の 左側 を 通れ ば 、 和 緊 急 脱出 用 の カプ セル が 用 意 さ れ て いる 部 屋 に 行く こと 
が で きた 。 ク レー ト が と ど め の 1 撃 を 発射 し た 。 他 の 乗組 員 は 、 こ の 衝撃 で 宙 に 浮き 、 艦 橋 の 端 か ら 端 まで 飛ば され た 。 
シー ルド は 、 も う 完 全 に 使い 物 に な ら な か っ た 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン や 、 そ の 周囲 の 航行 用 操縦 パネ ル が 火 
を 吹い て 爆発 し た 。 破片 や 金属 が 乗組 員 の 体 を 直撃 し た 。 イ ノ は どう に か 艇 長 席 に 着地 し た が 、 パ ネル の 間 に 拓 まれ て し 
まっ た 。 バ ニレ ンス は 、1 度 通路 の 壁 に ぶち あたる と 、 跳 ね 返っ て スク リー ン に 激突 し た 。 メ リディア ン は 、 そ れ で も ま 
だ レー ザー 砲 を 捨て て いな か っ た 。 彼女 の シー ト の 後ろ は 敵 の 攻撃 で ボロ ボロ に 傷つい て いた 。 彼女 も 、 最 後 は あき ら め 
る と ワー ニス の 後 を 追っ て カプ セル に 急い だ 。 彼 は 首 や 背中 に 傷 を 受け 、 血 が 吹き 出し て いる の が 見 えた 。 

ワー ニス が 脱出 カプ セル の ドア を 開け る と 、 メ リディア ン は バニ レン ス 艇 長 の 手 を 取っ て 中 に 入り 込ん だ 。 生き 残っ た 
の は この 3 人 だ け の よう だ っ た 。 ドア を 閉め る と 切り 離し 装置 が 作動 し 、 カ プ セ ル は 艇 外 へ 放出 され た 。 

ワー ニス は 生命 維持 装置 を 手探り で 見 つけ 、 ス イッ チ を 入れ た 。 ス キャ ナー に は 、 ク レー ト が 彼ら の 乗る カプ セル を 通 
り 越 し 、 ボ ア に 最後 の と ど め を 刺す と ころ が ちょ うど 映し 出さ れ た 。 共 に 旅 を 続け て きた 8 名 の 乗組 員 は ボア と 運命 を 共 
に し た の だ 。 バ ニレ ンス 艇 長 が 目 を 開け た 。 息 は 荒く 、 肺 が 焼け つく よう に 痛ん だ 。 顔 を 上 げ る と 、 メ リディア ン が 医療 
ロッ カー の 中 を 夢中 に な っ て 何 か 探 し 回 っ て いた 。 う つむ いた その 上 顔 に は 、 心 配 の 色 だ けが 浮か ん で いた 。 艇 長 は 自分 の 
得 っ 子 の 従姉 妹 に あたる イオ を 気遣っ た 。 イ オ が 艇 長 の |「 バ ニレ ンス ・ ラ ンド 号 | に 搭乗 し て か ら も う 4 年 間 も た つ 。 彼 
が 質 易 の 仕事 で 、 ほ ん の つか の 間 デ ィ エ ダー (Dieder) に 帰還 し た 際 に 、 イ ノ も ちょ うど レイ プ で パイ ロッ ト の ライ セン 
ス を 取得 し て 戻っ て きた ば か り で あっ た 。 イ ノ は 艇 長 の 船 に 搭乗 を 希望 し た 。 そ の 時 か ら ボ ア の 乗組 員 と し て 今日 まで 旅 
を 続け て きた の だ っ た 。 
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[イノ は どう し た 。 他 の 者 た ち は 無 事 か ? | 

バニ レン ス は 肺 の 痛み を こら えて 声 を 絞り だ そう と し た 。 し か し 、 そ れ は 喉 も と で も つれ 、 声 に は な ら な か っ た 。 メリ 
ディ アン が 艇 長 に 視線 を 落と す と 、 そ の ペー ル ・ グ レー の 瞳 は 、 彼 の 傷 の 深き に 驚い た あま り 釘 付け と な っ た 。 彼 は 何 も 
言わ な か っ た が 、 す べ て を 悟っ て いた 。 メ リディア ン は 黙っ た まま 、 艇 長 が 唇 の 回 り に 吐き 出し た 血 を 拭き 取っ た 。 

[ 神 に 祈り を 。」 

艇 長 は こう 念じ た 。 

ワー ニス は 肩 に パッ ド を か つい だ まま メリ ディ アン に 視線 を 投げ か けた 。 2 人 に は 、 ク レー ト が まだ すぐ 近く に いる こ 
と が わか っ て いた 。 そ し て 、 敵 が 貨物 を と る か 脱出 カプ セル を 狙う か に よっ て 自分 た ちの 命 が 決ま る こと も 知っ て いた 。 
メリ ディ アン が 艇 長 に 痛み 止め を 飲ま せ て いる 時 、 ワ ー ニ ス は 懐か し い 歌 の 1 小節 を ふっ と 思い 出し た 。 

「 困 難 に 立ち 向かっ て 歩い て 行く 。 試 績 が つき まとう 。 そ れ が 人 生 と いう も の さ 。」 
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トラ ンス ロケ グー ター (宇宙 ステ ーション 内 の 移動 装置 ) の イン ジ ケ ー タ ー が 目的 の 階 を 指す と 、 か すか な 減速 の G が 体 
に 感じ り れ た 。 リ フ ・ フ ッ ド (Rif Hood) が 、 つ る つる し た グレ ー の シー ト か ら 立 ち 上 が る と 、 ポ キッ ポキ ッ と 関節 が 3 
つ な る 音 が 聞こ えた 。 首 か ら 肩 に か け て の あたり が 緊張 の あま り 硬 直し て 痛み を 感じ て いる こと に 気がつい た 。 和 無理 に リ 
ラッ クス し よう と 支 め て みて も 、 筋 肉 が こわ ば っ て カチ カチ に な る ば か り で あっ た 。 ギ ャ ルコ ー プ ・ ラ イセ ンス ・ セ ンタ 
ー に 、 ラ イセ ンス の 登録 に 向かっ た 時 の 緊張 が な か な か と れず に 、 今 で も ずっ と 尾 を 引い て いる の だ っ た 。 

ライ セン ス ・ セ ンタ ー の 入っ た ビル は 、 惑 性 レイ プ の 軌道 上 を 周回 する 3 号 宇 宙 ス テー ショ ン の フロ ント ・ セ クシ ョ ン 
に あっ た 。 レ イプ の 宇宙 ステ ーション は 常に パイ ロッ ト 候 補 生 の 群れ で あふ れ か えっ て いた 。 現在 で は 、 ラ イセ ンス ・ セ 
ンタ ー の アポ イン トメ ント を 取る だ け で も 、 名簿 に 名 前 を 載せ て 待た な く て は いけ な い の で ある 。 フ ッ ド は この ステ ー 
ショ ン に 小さ な 部 屋 を 借り て いた 。 シ ャ トル で レイ プ ブ の 主要 植民 地 ア ショ リア (Ashoria) に と ん ぼ が えり し た 以外 は 、 宇 
宙 ス テー ショ ン の 中 で 2 週間 、 ま る まる 10 日 も 何 も す る こと も な くく 待ち 続け た の で あっ た 。 フ ッ ド を よけい に 若 立 た せ た 
の は 、 彼 の 乗る コプラ ・ マ ー ク 3 が と っ くに 宇宙 ステ ーション の ドッ ク に 用 意 さ れ 、 パ イロ ッ ト の 司令 を 待っ て いる こと 
だ っ た 。 し か し 、 彼 は 指 を くわ えて ライ セン ス の 発行 を 辛抱 強く 待つ 以外 に な か っ た 。 

トラ ンス ロケ ー タ ー の ドア が 開く と 、 ひ すい の タイ ル が 敷き つめ られ た フロ ア の 向こう 側 に は 、 1 段 高 く な っ て いる ド 
ア が いく つか あっ た 。 彼 は その ドア を じっと 見 つめ た 。 ど の ドア の 中 央 に も 、 上 下 左右 いっ ぱい に 金色 の ギャ ルコ ロープ の 
象徴 、 RA (ORY OM) が 描か れ て いた 。 そ の 人 金属 の 瞳 は 、 優 し さと 厳し さ の 両方 の 輝き で フッ ド を し っ か り と 見 つめ 
て いた 。 RA マーク の 上 方 に 渡さ れ た 横木 に は 、「 ギ ャ ルコ ー プ ・ ス ペー ス ・ ラ イセ ン シ ン グ ・ オ ー ソ リティ | と 、 や た ら 
と 長い 名 前 が 書か れ て いた 。 

フッ ド は 歩き 出し た 。 彼 の 足元 の 両側 に は 緑色 に 照 さ れ た アク アリ ウム が 置か れん 、 そ の 天井 か ら は 光 の 柱 が 降り 注い で 
いた 。 心臓 の 鼓動 が 激しく な っ た お か げ で 、 体 中 に アド レナ リン が 分 泌 さ れ 、 フ ッ ド の 頭 は ボー ッ と し て いた 。 彼 は 、 こ 
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の 瞬間 を 自分 の 人 生 の な か で も 、 と り わ け 大 き な 転 機 だ と 確信 し て いた 。 今 、 彼 の 立っ て いる 宇宙 ステ ーション は 、 眼 下 
に 浮か ぶ 緑 の 星 、 レ イプ の 静止 軌道 上 を 周回 し て いる 。 フ ッ ド の 確信 は 、 そ の 事実 に ひけ を 取ら な いく らい 確か な も の で 
あっ た 。 今日 の この 日 は 人 生 の 中 で ひと つの 山頂 に 立っ た と 考え て いい だ ろう 。15 光 年 の 彼方 、 ま っ た く 先 種 の 世界 アン 
ラマ (Anlama) 地上 ステ ーション で の パイ ロッ ト 訓 練 に 耐え た その 基 力 が 実る 瞬間 な の で ある 。 

ロビ ー に は 人 が 大 勢 集 まっ て いた 。 誰 も が 、 フ ッ ド 同様 に 宇宙 恒星 間 パ イロ ッ ト の ライ セン ス 登 録 に 来 た 者 ば か り で 
あっ た 。 ラ イセ ンス が 発行 さき れる ホー ル の ドア が 開く の を 今 か 今 か と 待ち わび て いる の で あっ た 。 フ ッ ド が 近づく と 、 そ 
の ドア は 音 も た て ず に 開い た 。 ギ ャ ルコ ー プ の シン ボル 、RA マ ー ク の 敗 し く 光 る 体 が 真ん中 か ら 2 つ に 割れ た 。 そ し て 、 
その ドア の 向こう 側 を 覗く と 、 レ セ プ シ ョ ン ・ デ スク の 後ろ に は 同様 に 型 ど られ 、 美 し く 彩 色 さ れ た も う ひ と つの RA マー 
ク が 飾ら れ て いた 。 ギ ャ ルコ ロー プ が 完全 無欠 な 組織 で ある と 主張 する た め に 、 デ ザイ ン 部 が 頭 を ひね っ て 創造 し た 高潔 の 
シン ボル が この RA な の だ と し た ら 、 人 それ ぞ れ 評価 が 分 か れる と ころ だ ろう 。 

[カー ド を 。」 

机 の うし ろ に 腰 を お ろ し て いる 職員 が フッ ド に こう 言っ た 。 そ の 職員 より も むし ろ 周 囲 に 気 を 散ら せな が ら 自 分 の GCID 
(ギャ ルコ ー プ 身分 照明 ) カー ド を 差し 出す と 、 職 員 が アポ イン トメ ント の 確認 を 6 し て くれ る の を じっと 待っ て いた 。 

[名 前 を 呼び ます か ら 、 そ れ ま で ロビ ー で お 待ち 下さ い 。」 

フッ ド は 何だ か ひど く 〈 く 軽く あし ら わ れ た よう な 気持 ち に な っ た 。 職員 は も うす で に 通信 スク リー ン に 向き を 変え て し 
まっ た 。 フ ッ ド の 人 生 の 転機 と も 言え る 1 大 イベ ント も 、 目 の 前 の 職員 に と っ て は 単なる 事務 作業 で し か な いこ と に 腹 を 
立て な が ら も 、 彼 の 期待 は いっ こう に し ば ぼ む 気配 が な か っ た 。 

「 ど う も あり が と う 。」 

ロビ ー の 方 向 に 向き を 変え た よう と し な が ら 、 フ ッ ド は こう 礼 を 言っ た 。 突然 彼 の 頭 に エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト の 証 で ある 
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ゴー ルド の 徹 章 が 浮か ん で きた 。 彼 の 空想 は 膨らん だ 。 そ し て 、 フ ッ ド の よう な パイ ロッ ト 候 補 生 の 誰か が カー ド を 提出 
し な が ら 受 付 の 職員 に 向かっ て 、「 オ レ の 名 前 を 覚え を て お いて ね 。 い つか 必ず 有名 人 に な っ て 見 せる か らき さ 。」| と 言う 光 
景 を 考え る と 、 思 わ ず 吹 き 出し そう に な っ て し まっ た 。 

し か し 、 そ の 考え が 急 に 現実 的 な も の に 発展 し た 。 広 大 な 宇宙 に は エリ ー ト に な る 夢 を 抱い て いる パイ ロッ ト が 大 勢い 
る の だ 。 年 々 、 ト レー ダー の 仕事 も $ き つく な っ て いる の は 承知 の 上 で ある 。 ド ッ ク サ イド ・ シ ステ ム ・ デ ー タ ・ モ ニタ ー 
で 、 ス ペー サー た ち が メ ッ セ ー ジ ・ ボ ックス に 伝言 を 残し て いる 変 が 目 に 入っ た 。 ス ペー サー と は フッ ド た ち ト レー ダー 
を 含め 、 こ の 大 宇宙 を 生活 の 場 と し て いる 人 た ちの こと で ある 。 
スペ ー サ ー の 多く は メッ セー ジ ・ ボ ックス を レン タル し て 、 宇 宙 ス テー ショ ン で の 時 間 を 潰し て いた 。 こ の ボッ クス は 個 
人 の IR コ ー ド で ファ イル され 、 各 OSA (オー ビッ ト ・ ス ペー ス ・ オ ー ソ リティ ) で 管理 保存 され て いる 。 ス ペー サー、 と 
り わ け 恒 星 間 トラ ベラ ー が た どっ て いく 、 一 風 変 わ っ た 生活 を か いま 見 る よう で ある 。 

「 ゼ ゼ テ ィ (Xexeti) で 会 お う 。」 

ひと り の スペ ー サ ー が こう メッ セー ジ を 残し て モニ ター か ら 立 ち 去 っ た 。 頭金 を 入れ れ ば 誰 で も メッ セー ジ ・ ボ ックス 
を 開く こと が で き 、 後 は 時 間 分 の 使用 料 が 加算 請求 さき て る だ け で ある 。 残さ れ た メッ セー ジ は 10 年 間 、OSA が 責任 を 持っ 
て 管理 し て くれ る 。 8 個 の 銀河 の いた る 所 に は 、 自 分 宛て の メッ セー ジ が 数 え 切 れ な いく らい 眠っ て いる に 違い な い 。 い 
つか メッ セー ジ ・ ボ ックス を 開い て 、 伝 言 を 読ん で くれ る の を 待っ て いる こと だ ろう 。 

こじ ん まり と し た 会 話 コ ー ナ ー が 設け られ て いた 。 フッド は その 中 の 椅子 の 1 つ に 腰 を 降ろ し た 。 和 柔らか な 上 向き の 照 
明 が 、 青 と 茂っ た レイ プ 産 の 植物 の 後ろ か ら 浮 び 上 が っ て いた 。 椅子 の 1 っ 1 つ に は 通信 スク リー ン が 取り 付け られ て 
いた 。 通信 は 行なわ れ て いな か っ た 。 フ ッ ド の 隣 の スク リー ン で は 、 ス テー ショ ン の 総合 アナ ウゥ ンス の 合 導 に フリ ー・ ス 
ペー ス の CF が 流れ て いた 。 
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「 バ ルコ ニー・ プ ロッ ク で 免許 を 取得 され た 新人 パイ ロッ ト の 皆様 、 お めで と う ご ざ いま す 。」 
と いう メッ セー ジ に 続い て 、 | 

[「 レイ プ OSA 特 別 プ ログ ラム : 貿易 増収 セミ ナー。 ライバル に 差 を つけ よう 。 詳し く は C43 一 97T28 に 今 す ぐ お 電話 
Zo ] 
と いう 宮 伝 が 入っ た 。 フ ッ ド は 同席 する 人 た ちと な る べく 目 が 合わ な いよ うに 、 会 話 に 参加 し な く て も いい よう に と 祈り 
な が ら 、 ス クリ ー ン を し ば らく の 間 見 つめ て いた 。 彼 は この 行動 が 決し て 間違っ て は いな いと 自分 自身 に 言い 聞か せ て い 
た 。 自分 の 隣 の 席 の 人 も フッ ド と 同じ よう に エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト に な る 夢 を 持っ て いる こと 、 そ し て その 夢 の 実現 の た 
め に みん な が し の ぎ を 削っ て いる 事実 を 、 ス クリ ー ン の プロ グラ ム は し きり に うっ た えて いた 。 フ ッ ド は 、 こ れ を 聞い て 
いる うち に 、 自 分 の 考え が 正しい ん だ と 自信 を 持っ て いっ た 。 

彼 の 物 思 い は 長く は 続か な か っ た 。 背 の 低い ずん ぐり と し た 、 見 る か ら に 40 人 台 後 半 の 男 が 突然 割り 込ん で き て 、 つ ま ら 
な い 話 を 始め た 。 

「 ど ちら か らい らっし ゃ いま し た 。」 

フッ ド は 自分 に 声 を か けら れ た の か と 勘違い し て 思わ ず た じ ろ い だ 。 し か し 、 そ れ は 彼 で は な く 、 彼 の 左 隣 の 女性 に 向 
けら れ た も の だ っ た 。 
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| 海賊 行為 の 増加 に よる 、 死 者 、 負 傷 者 の 数 は 年 々 増加 を 続け る いっ ぽう で 、 こ れ に 対す る 懸念 の 声 も 年 ご と に 高まっ て 
いま す 。 ギャ ルコ ー プ 質 易 局 に よる ロビ ー 活 動 で は 、IR サ イン 制度 の 見 直し 、 海 賊 ハン ター へ の 賞金 額 の 引き 上 げ 、 警 察 堆 
の 増設 と 賀 多 路 か ら な る 中 宇宙 の パト ロー ル 強 化 の 3 つの 基本 提案 が 元 に な っ て いま す 。 第 1 銀河 系 を 治め る 十 人 委員 会 で 
は 、 来 た る べき 質 易 局 レ ポー ト に 十分 な 考慮 を 払い た いと 述べ て いま す 。」 

レイ プ の 宇宙 ステ ーション ・ ニ ュー ス よ り 引 用 。 


字 宙 ステ ーション の 中 心 部 に は フリ ー・ ス ペー ス が 設け られ 、 そ の 後方 に は 階層 の 宇宙 船用 の ドッ ク が ある 。 ドック へ の 
出入 口 は 、 必 ず 母 星 と 向かい あう 面 に 設け られ て いる 。 そ の 上 下 に は 、 強 力 な 防御 シー ルド が 渦巻 き 状 に 張ら れ 、 出 入口 か 
ら ド ッ ク に 続く トン ネル 内 の 交通 を 、 あ る 時 は 保護 し 、 ま た ある 時 は 攻撃 する 仕掛 け に な っ て いる 。 ドッ ク 後 方 に 設置 され 
た 、 く さび 型 を し た ミツ バチ の 巣 の よう な 建て 物 は 貨物 の 倉庫 で あり 、 そ こ で は 専用 トレ ー ド ネッ トワ ー ク に よる 自動 貿易 
シス テム | オー トス キャ ン (AutoScam) |] が サポ ー ト され て いる 。 そ の シス テム で 売買 され た 品物 は 、 自 動 的 に 倉庫 か ら 
宇宙 船 に 積み 込ま れ た り 、 あ る い は 和 宇宙 船 か ら 倉庫 に 積み 出さ れ た りす る 。 宇宙 ステ ーション の 1 日 は いっ ぷう 変わ っ た も 
の で ある 。 は と ん どの プロ ッ ク が 夜 を 迎え て 静まり返っ た と し て も 、 ド ッ ク は 24 時 間 稼 働 中 で ある し 、OSA の スタ ッ フ は 常 
に 休ま ず に 任務 に 就 い て いる 。 

リフ ・ フ ッ ド は 自分 の コブ プラ が 用 意 き さき れ て いる ドッ ク に 向かっ て 歩い て いた 。 か な り 長 い 時 間 待 た され て 、 や っ と ライ セ 
ンス の 登録 を 済ま せる こと が で きた 。 1 枚 の ライ セン ス を 発行 する の に これ だ け の 時 間 を か ける こと を 考え る と 、 ラ イセ ン 
ス 発 行 料 が 高い の も 決し て 不思議 で は な い だ ろ う 。 噂 に よれ ば 、 役 人 は fil の 点 を 打っ た り 、 u の 横線 を 引い た りす る 
だ け で 、 ラ イセ ンス の こと な どど う で も よく な っ て し まう らし く 、 そ の 登録 者 が どの くら い CR (クレ ジッ ト ) を 所 持 し て 
いる の か だ けが 気 に な る そう で ある 。 ともかく 、 フ ッ ド は る もう 正式 な パイ ロッ ト で あり 、 新 艇 の コブ ラ ・ マ ー ク 3 の 艇 長 と 


(14) 





Re PRINT 


認め られ た の で ある 。 彼 の 名 は 、 ギ ャ ルコ ー プ の コン ピュ ー タ ・ ネ ットワーク に 登録 され て いる の で 、 コ プラ の 民 コ ー ド を 
入力 する だ け で 彼 の デー タ が 直ちに わか る よう に な っ て いる 。 ギ ャ ルコ ー プ ・ ワ ー ル ド の 1 市 民 と し て 、 フ ッ ド の 行動 は 常 
に モニ ター され て いて 、 赴 則 に 反する よう な 行動 を 取れ ば 、 リ ー ガ ル ・ ス テー タス (legal status) に 影響 する の で ある 。 エ 
リー ト を 目指 す ト レー ダー が 1 番 気 に す る の が 、 こ の リー ガル ・ ス テー タス で あろ う 。IR コ ー ド 検索 結果 が | 犯罪 者 

(Offender) 」、「 逃 亡者 (Fugitve) | で あれ ば 、 賞 金馬 ぎ や トレ ー ダ ー の 手 で 合法 的 に 葬 ら れ て も 文句 は 言え を な いか ら で 
ある 。 

前 方 の 4 番 ド ッ ク で 騒ぎ が 起き た よう だ っ た 。 フ ッ ド の コブ プラ か ら さ は ほど 離れ て いな い バ ー ス (停泊 場 ) に 救急 車両 が 駆 
けつ け 、 待 機 状態 に 入っ て いた 。 フ ッ ド は 立ち 止ま る と ドッ クサ イド ・ シ ステ ム ・ デ ー タ ・ ス クリ ー ン を 有 眺め て 、 入 港 する 
船 の 情報 を 調べ た 。 そ れ に よれ ば 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 安全 ゾー ン を 漂流 し て いた 緊急 脱出 カプ セル を 収容 する た め に 、4 
番 ド ッ ク の バー ス が 指定 され て いた の で あっ た 。 パ バー ス に 用 意 さ れ た 車両 か ら 考え て 、 カ プ セ ル に 乗っ て いる 人 は 仮死 状 暑 
に 違い な か っ た 。 こ の 騒ぎ に 興味 を 示す 人 は ほとん どい な か っ た 。 こ ん な こと は スペ ー サ ー に と っ て ご く 日 常 的 な 出来 事 な 
の か も 知れ な い 。 危険 と 背中 合わ せ に な っ て いる スペ ー サ ー の 現実 が 、 今 、 し み じ み と 彼 の 胸 に こたえ た 。 バ ー ス の コン 
ピュ ー タ が 作動 し 、 カ プ セ ル が 今にも 到着 する こと を 告げ て いた 。 自動 誘導 シス テム の 働き で カプ セル は ドッ ク ま で 運ば 
れ 、 作 業 員 が 救急 医療 装置 を 持っ て カプ セル に か け よ っ た 。 ま ず 人 簡易 検査 が 素早 く 行なわ れ た 。 そ れ を 見 て いた フッ ド は 忌 
を する の さえ 忘れ て いた 。 救急 医療 装置 が カプ セル 内 に 持ち 込ま れる と 、 そ の すぐ 後 で 1 人 の 負傷 者 が 担 梨 に 縛り つけ れ た 
まま 運び 出さ れ て 来 た 。 グ レー の 宇宙 スー ツ に 包ま れ た 体 は 切り 裂 か れ 、 肩 に は 血 が べっとり と 付着 し て いた 。 そ の 胸 に は 
グリ ー ン の 徴 章 が 付い て いた が 、 フ ッ ド か ら は 遠 す ぎ て 細か い 字 まで は 読め な か っ た 。 彼 は も う 1 歩 近づい た 。 周り を 取り 
巻く 人 の 群れ に 立つ と 、 カ プ セ ル の ドア の と ころ まで 一 気 に 駆け 出し た 。 ド ッ ク 作 業 員 の ひと り が フッ ド に 軽 蔵 的 な まな ざ 
し を 投げ な が ら 、 小 声 で 何 か ぶ つぶ つと ささ や いた 。 フ ッ ド は それ を 気 に も 留め な か っ た 。 2 人 目 が 、 や は り 担 架 に 寝 か さ 
れ た まま 運び 出さ れ 、 ク ル マ に 乗せ られ た 。 若い 女性 だ っ た 。 そ の 顔 は 調 ざ め 、 救 急 医療 装置 が 体 の 周り に 取り 付け られ て 
いた 。 (15) 














彼女 の 宇宙 スー ツ に は 血液 が 散り ば め ら れ 、 そ の 班 点 の た め に 地上 戦闘 用 の 迷彩 服 の よう に 見 えた 。 KORKO KARO 
血 が 付着 し 、 髪 の 毛 の つや は 裸 せ て し まっ て いた 。 担架 の 中 に 寝 か さ れ て いる 彼女 の 生死 は フッ ド に は は っ きり と 分 か ら な 
か っ た 。 胸 の グリ ー ン の 微 章 は 、 谷 問 に 浮か ぶ 星 が 型 取 られ 、 自 然 を シン ボル 化し た も の で あっ た 。 だ だ っ 広く 、 自 然 の 香 
な ど 皆 無 で ある ドッ ク ・ サ イド で は 、 こ の 敏 章 と ず た ず た の 体 は あま り に 不 釣り 合い な も の に 思え た 。 救急 車両 か ら は 「 収 
容 し た 2 名 に 生存 反応 が 見 られ ます 。」 と いう 言葉 が 聞こ えて きた 。 続い て 、 3 人 目 の 収 容 者 が カプ セル か ら 運 び 出さ れ 
た 。 年 老い た スペ ー サ ー で 、 体 の 前 側 に は 血 の 班 点 が いっ ぱい 振り ま か れ て いた 。 突然 、 い くつ か の 疑問 が フッ ド を 競っ 
た 。 い っ た いこ の 老人 は 何 年 間 宇宙 を 旅 し て いる の だ ろう 。 最 後に は どう や っ て 命 を 投げ 出す 覚 合 を する の だ ろう 。 最後 は 
必ず 他人 事 の よう に 感じ と の だ ろう か 。 フ ッ ド に は その 答え は 分 か ら な か っ た 。 フ ッ ド は 自分 の 母親 が し か た な く 船 を 降り 
な けれ ば な ら な く な っ た 経緯 を 思い 出し て いた 。 やはり 彼 の 母 も 海賊 の 攻撃 に 遣い 、 惑 星 ア ン ラ マ (Anama) の 宇宙 ステ ー 
ショ ン に 収容 され た 。 そ の 時 に 片足 を 失 な っ た の だ っ た 。 フ ッ ド は その 時 の 光景 を 想像 し た 。 た っ た 今見 た 光景 と 同じ よう 
に 、 母 親 の 宇宙 船 パ イソ ン (Python) が ふら ふら し な が ら 宇 宙 ス テー ショ ン に 収容 され 、 救 急 隊 に 救助 され る シー ン だ っ 
た 。 き っ と 、 母 も た っ た 今 救 急 車 に 収容 され た 女性 と 同じ よう に 、 血 の 毛 の な い 顔 で 、 今 に も 息 を 引き 取っ て し まい そう 
だ っ た の だ ろう 。 救急 車 の サイ ド ・ ド ア が 閉まり か けた 時 、 フ ッ ド は 女性 の 顔 を 一 目 で も いい か ら 見 て お きた か っ た 。 母親 
は 何 も ゃ 教え て くれ な か っ た が 、 ス ペー サー の 仕事 は いつ も 危険 と 隣り 合わ せな の だ ろう 。 そ う 考 えん な が ら 、 フ ッ ド は ざわ つ 
いた バー ス を 離れ た 。 

これ が 現実 な の だ 。 実際 に は 、 こ の 6 倍 も 7 倍 も の 算 牲 者 が いる に 違い な か っ た 。 フ ッ ド は 自分 の 船 に 向かっ て 歩き 出す 
と 、 彼 の 気持 ち は だ ん だ ん と 重く な っ て いっ た 。 突然 、 彼 の 脳裏 に と ん で も な い 考 え が 浮 か び 上 が っ て きた 。 ギ ャ ルコ ー 
プ ・ ラ イセ ンス ・ セ ンタ ー は 、 目 分 た ち を 宇宙 の 絶対 者 と 勘違い し て 人 を 選 り 分 け て いる と いう 光景 だ っ た 。 ど の パイ ロッ 
ト が 確実 に 死亡 する か を 知っ て の 上 で 、 ラ イセ ンス を 発行 し て いる に 違い な いと フッ ド は 考え た 。 
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カー ド と キー を バ パース の コン ピュ ー タ に 提示 し て 、 フ ッ ド は 初め て 自分 の コプラ に 搭乗 し た 。 コ ン パ クト な 居住 スペ ー ス 
を 通り 抜け て 無重力 リフ ト に 進む み と 、 そ れ を 使っ て 艦橋 へ 上 が っ た 。 

放 橋 で は 、 パ ネル や スク リー ン が フッ ド を 取り 囲む な よ うに 置か れ て いた 。 フ ッ ド に は コプラ が 艇 長 の 命令 を 待っ て いる か 
の よう に 感じ られ た 。 そ れ は 、 フ ッ ド が 心 に 秘め て いる 情勢 に 少し も 負け な いく らい の 激 し さ で 、 旅 立ち の 時 を 待ち 望ん で 
いる よう に 思え た 。 フ ッ ド は 旅立ち の 光景 を 思い 浮か べ て みた 。 バ ー ス を 出港 し 、 ト ン ネ ル を 通っ て 出口 を 抜け れ ば 、 防 御 
シー ルド の カー テン が 後方 で 回 転 す る 光景 と 、 惑 星 レ イプ が 前 方 に ば うっ と 姿 を 現 わ す 光景 が メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ 
ー ン に 映し だ され る 。 レ イプ で 発生 する 空中 電流 の 催眠 術 の よう な 渦 が 、 ス テー ショ ン を 囲む シー ルド の 標準 流動 パタ ー ン 
と 干渉 し あう 中 、 フ ッ ド は エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト を 目指 す 自 分 の 大 き な 夢 に 挑戦 し よう と し て いた 。 

音声 コン トロ ー ル 装置 は まだ セッ ト さ れ て いな か っ た 。 1 人 乗り の 宇宙 艇 で は 、 戦 闘 時 に は 操縦 し な が ら 同 時 に ミサ イル 
や レー ザー 砲 を 操っ て 攻撃 も 行なう 必要 が ある の で 、 こ うい っ た 支援 機能 は 大 い に 助 か る の で ある 。 

堂 録 され た パイ ロッ ト 以 外 が 操縦 する の を 防止 する た め に 、 コ プラ に は 何 種類 か の 安全 装置 が 組み 込ま れ て いる 。 発進 準 
備 を 行なう 際 に は その いく つか を パス し な く て は な ら な い 。 フ ッ ド が パー ム ・ ス キャ ン (手の平 の パタ ー ン を 認識 する 装 
置 ) と コー ド 入 力 を 済ま せる と 、 全 操作 パネ ル に 生命 が 蘇っ た 。 フ ッ ド は 通信 パネ ル を 操作 し て OSA の デー タベース を 呼び 
出す と 、 ロ ー カ ル ・ ビ ュー・ ス クリ ー ン 上 に フラ イト な ら び に ドッ キン グ の 最新 情報 を 出力 させ た 。 コ ンピュータ は フッ ド 
の コプラ が 第 4 ドッ グ に 停 船 中 で ある こと と 、 そ れ に 付随 する いく つか の 情報 を 表示 し た 。 い つ 入 港 し た の か 、 貨 物 を 積ん 
で いる の か 、 下 ろ し て いる の か 、 船 同士 の 通信 記録 、 様 々 な ロー カル ・ デ ー タ な ど を 次 々 に 表示 し て いっ た 。 ス クリ ー ン 上 
の デー タ の 流れ を 見 て いる うち に 、 フ ッ ド は 再び 不安 感 に 静 わ れ た 。 平凡 さき を 自覚 する こと の 恐怖 、 つ ま ら な いこ と の 心配 
で た ま ら な く な っ た 。 彼 は 目 分 の バー ス に つけ られ た 小さ な コー ド を 眺め て いた 。 それは 、 第 4 ドッ ク の 400 あ まり も ある 
バー ス の 中 の た っ た 1 つ で し か な か っ た 。 
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Jy FIUBPOBAZYEMEL EG ELK. EDADA, BPLADKRRERHOLTOELVY, 無理やり 
に で も そう 考え る し か な か っ た 。 

「 リ フ 、 だ らし な い ぞ 。 お 前 は も っ と 強い は ず だ ろ 。」 

彼 は 自分 自身 に こう 言い 聞か せ た 。 

フッ ド は 宇宙 恒星 間 パ イロ ッ ト 試 験 の 技術 研修 を 思い 出す と 、 シ ステ ム を 絵 合 的 に 調整 する 作業 を 開始 し た 。 特殊 な 一 連 
の 作業 を も う 1 度 、 1 か ら 基本 に 戻っ て 復習 する こと で 、 気 を 落ち 着 か せる た め だ っ た 。 それ が 完了 する と 、 フ ッ ド に は 
も っ と 大 変 な こと が 待っ て いた 。 い よい よ 貨 物 の こと を 考え る 時 が 来 た 。 
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[Er VAa-SORRARVAFASCLAMEIA D-O, BAVA YI-VAFADRVL-SY—-K Es THO DEH 
ET YSEMRISEDEPMENET. (PH) BEC, BRED ORECRUB oTHHEF SI YI-VATFA>h 
レー ダー の お か が げ で 、 ど の 星 の マ ー ケ ッ ト る 非常 に 活気 づい て いま す 。 (PE) また 、 科 惑星 で ば ばらばら だ っ た 貸 物 の 下り 
2/ き ユニ ッ ト を 共通 規 落 と し て 統一 する こと で 、 高 効 更 た を は か れる よう に みり ます 。 シス テム の 完全 自動 の 導い は 、 科 
惑星 の 会 友 潜 の 絞 か い 条 今 の 遠い か ら 和 拓 と る 不都合 を を くそ うと いう る の で ナチ 。/ 


"RRR hicttMantk++lI—-SRBLAFAICS SHR Lt VRE. 


ファ ルコ ン ・ デ ・ レ ー シ ー (Falcon de lacy) MAKV-S-MURAVAFAUWEK LY CETWA, も ちろ ん 、 ギ ャ ル 
コー プ 質 易 局 の 基準 に 準拠 し た 設計 の た め 、 シ ステ ム の 交換 や グレ ー ド アッ プ は 特別 な 場合 を の ぞい て は 必要 が な い 。 つ ま 
り 、 こ れ 1 台 で ギャ ルコ ー プ が 使用 する 質 易 シス テム の メリ ッ ト を 100% 亭 受 で きる の で ある 。 商品 取り 引き の デー タ ベ ー 
ス は コプラ の 経理 シス テム と 統合 化 さ れ て いる た め 、 面 倒 な 事務 に 時 間 を 費やす 必要 は な い 。 個人 の 貿易 活動 と 所 有 ク レ 
ジッ ト (CR) は 、 宇 宙 船 ご と に 割り 当て られ た IR コ ー ド に よっ て 管理 、 記 録 き れ て いる 。 も し 、 脱 出 カ プ セ ル を 使用 し た 
場合 に は その 状況 が すべ て GBMFA (銀河 銀行 連盟 傍受 専門 委員 会 ) に 転送 され る 。 同時 に 、 手 持ち の CR は 特別 の 口座 に 移 
され 、 持 ち 主 か ら の 返却 申請 が ある まで 管理 され る 。 持ち 船 を 失 な うと 、 今 まで の IR コ ー ド は 失効 と な る が 、 新 し い 宇 宙 船 
を 購入 すれ ば 新 コ ー ド が 発行 し て で もらえ る 。 新 コー ド の も と 、 ク レジ ッ ト は 持ち 主 に 返却 され る の で 、 心 機 一 転 し て 仕事 に 
戻れ る と いう わけ で ある 。 

フッ ド は コー コム (CorCom) 質 易 シス テム が 提示 する 価格 リス ト に ざっ と 目 を 通し た 。 手持 ちの 資金 は 78.6 し か な か っ 
た 。 ま ず 手 頃 な 商品 を 売買 し て 、 マ ー ジ ン を 稼が な く て は いけ な い 。 こ れ を 考慮 に 入れ て 、 第 1 目的 地 は 隣 の 惑星 リー ス 
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ティ (Leesti) に 決定 し た 。 局 地 戦 が 絶え ず 勃 発し 、 荒 れ 放 題 と 化し て いる 世界 で 、 そ こ を 政治 的 に 牛耳る の は 巨大 な TLK 
コン グロ マリ ッ ト で ある 。 ギャル コー プ の 加盟 惑星 と いう こと で レイ プ と 同様 に コー コム 質 易 シス テム を 採用 し て いる 。 レ 
イプ の 肥 浜 な 大 地 は 農作物 が 豊 宣 に 産出 され 、 和 尾 白 質 の 重要 な 原産 地 と し て 広く 知ら れ て いた 。 食料 な らち 、 コ プラ の 倉庫 が 
一 杯 に な る くら い 買 っ て も 、 手 持ち の クレ ジッ ト で 十分 間 に あ う の だ 。 コ ー コ ム の 取り 引き リス ト を 見 る と 、 食 料 品 は 1 TC 
あたり 3.4CR の 価格 で 、16TC が 市 場 に 売り に 出さ れ て いる 。 フ ッ ド は 、 ま ず 食 料 を 16TC 分 すべ て 買い 入れ 、 続 いて 残り の 資 
金 で 23.4CR/TC の 酒類 も 仕入れ て お いた 。 購入 し た 品物 の 積み 込み 作業 を 、 コ ー コ ム ・ シ ステ ム と 連動 する オー ト ・ ス キャ 
ン ・ コ ンピュータ に 任せ る と 、 宇 宙 航 行 パ ネル か ら ロ ー カ ル ・ マ ッ プ を 呼び だ し 、 リ ー ス ティ の 座標 を ロッ ク し た 。 パイ 
ロッ ト ・ ラ イセ ンス を 手 に し た 今 、 レ イプ で うだ うだ し て いる 理由 は な い 。 気持 ち が 高 な る あま り 、 フ ッ ド は 自分 の 心臓 の 
鼓動 が 開 こ える よう だ っ た 。 加え て 、 体 中 に あふ れ 出 た アド レナ リン の せい で 息 が つま り そ う に 興 奪 し て いた 。 フ ッ ド の 頭 
の 中 は 将来 に よせ る 夢 で 一 杯 だ っ た 。 BEF 「 エ リー ト 」 に 、 少 し で も 近づき た いと いう 気持 ち で 一 杯 だ っ た 。 どこ か ら と 
も な く あ る 考え が 浮か ん だ 。 イ ン フ ォ マ ティッ ク を 呼び 出す と 、 ス テー ショ ン ・ ホ スピ タル と の 通信 許可 を も ら っ た 。 フッ 
ド が 病院 に アク セス する と 、 脱 出 カ プ セ ル か ら 病 院 に 収容 され た 3 人 の 次 が スク リー ン に 映し 出さ れ た 。 宇宙 ステ ーション 
で は 、 誰 も こう いっ た 事故 に は 全く 関心 を よせ て いな か っ た こと が ショ ッ ク で た ま ら な か っ た 。 せめて 、 目 分 だ け で も 彼ら 
の 容体 を 気 に し て いた か っ た 。 

「 どう ぞ お 大 事 に 。」 

フッ ド は 3 人 に こう メッ セー ジ を 残し て 、 メ ッ セ ー ジ ・ ボ ックス の スイ ッ チ を 切っ た 。 そ し て 、 購 入 し た 品物 が 無事 コブ 
ラ の 貨物 室 に 積み と まれ た か どう か を スク リー ン で 確認 し た 。 そ れ が 済む と 、OSA を 呼び 出し て 出発 許可 を 申請 し た 。 目 動 
発進 の 順番 を 待っ て いる 間 、 ス クリ ー ン は 再び 病院 の 3 人 の 顔 に 戻っ て いた 。 か な り の 高齢 の 老人 、 真 っ 青 な 顔 を し た 女 
性 、 そ し て 引 裂 か れ た 宇宙 スー ツ が スク リー ン に 映し 出さ れ た 。 そ れ を 見 て いる と 、 救 急 ベ ッ ド に 寝 か さ れ た この 3 人 が と 
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THOBRNKBZATAK, 

発進 の 順番 が 来る と 、 フ ッ ド の コブ ラ は 4 番 ド ッ ク を 出発 し た 。 宇宙 ステ ーション の 自動 誘導 装置 が 作動 を 始め 、 し ば ら 
くす る と トン ネル が ば っ か り と 口 を 開け て いる の が メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に 映し だ され た 。 次 の 瞬間 、 強 力 な 推 
進 力 を 感じ た か と 思う と 、 コ ブラ は その トン ネル に 吸い 込ま れん れる か の よう に 一 直線 に 飛び 込ん で いっ た 。 ゴ ーッ と いう 吟 り 
声 が 聞こ え 、 し ば らく する と トン ネル の 出口 を 通過 し て 、 そ し て 宇宙 空間 へ と 放り 出さ れ た 。 航行 パネ ル と 、 操 縦 シ ステ ム 
が マニ ュ ア ル に 切り 替わっ た こと を 告げ た 。 

出口 で の 緊張 を 和らげ て くれ た の は 、 フ ッ ド の 体 を 通り 過ぎ て いっ た 物 憂 げ な 空気 だ っ た 。 ち ょ うど 棋 の 中 の 虎 が 行っ た 
り 来 た り 落 ち 着 か な いよ うに 、 フ ッ ド も 体 の あちこち を 伸ばし な が ら 、 一 連 の 操縦 操作 を 流れ る よう に 行なっ た 。 メ イン ・ 
スキ ャ ナー・ ス クリ ー ン に は 次 々 に まばゆい 星 明 か り が 映し 出さ れ て いっ た 。 眼下 の レイ ブ も 、 星 々 か ら の 洗わ れる よう な 
清浄 な 薄明 か り の 中 で 、 白 い 雲 が 油 を 巻き 、 輝 く 大 陸 を 覆い 隠し て いた 。 

子供 の 頃 は 別に し て 、 生 き て いる 、 と 実感 し た の は どん な 時 で すか と 誰か に 尋ね られ た ら 、 フ ッ ド は この 朋 間 の こと を 思 
い 浮 べ る に 違い な い 。 い よい よ 、 惑 星 リ ー ス ティ に 向け て 出発 で ある 。 
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ハイ パー スペ ー ス を 終了 し て 通常 の 航行 ス ビ ー ド に 戻る と 、 ち ょ うど 水 の 底 か ら 水 面 に 浮 び 上 が っ た 時 の あの 感覚 を 思い 
起こ させ た 。 感覚 器官 が すべ て 麻痺 し て し まい 、 周 囲 の 様子 に 対応 で き な い の で ある 。 耳鳴 り は する し 、 口 の 中 や 喉 は カラ 
カラ に 乾い て し まっ て いる 。 さらに 悪い こと に 、 頭 も ボー ッ と し た まま で あっ た 。 深呼吸 を し て 空気 を 胸 一 杯 に 吸い 込ん 
だ 。 そ し て 慌て て 周囲 の 様子 どう か が っ た 。 コ ブラ は 惑星 リー ステ ィ の 自転 速度 と ほぼ ば 同じく らい の 速 さ で 軌道 を 周回 飛行 
し て いた 。 通信 シス テム が 教え て くれ た リー ステ ィ の 相対 時 間 に よ れ ば 、 レ イプ を 発進 し て も う 2 時 間 ゃ も 経過 し て いた 。 コ 
ン パ ス の 指示 に し た が っ て 進路 を 宇宙 ステ ーション に 取る と 、 ス ペー ス ・ ス キッ プ 高 速 航法 可能 な スピ ー ド まで 速度 を 上 げ 
た 。 内 宇宙 を 高速 で 飛行 で きる スペ ー ス ・ ス キッ プ は 、 安 全 ゾ ー ン に 急行 する た め に は 、 な く て は な ら な い 航 法 で ある 。 で 
きる な ら 、 少 し で も 早く この 場 を 夫 まっ て し まい た か っ た 。 

[ミニ マム ・ リ スク (危険 は で きる 限り 少な くす る こと ) | 

パイ ロッ ト 訓 練 で 教 記 が 口 を すっ ぱく し て 繰り 返し た 言葉 が ふと 脳 裏 に よみ が えっ た 。 フ ッ ド は まさ に その 言葉 通り に 実 
行 し よう と し て いる の で ある 。 そ の 言葉 を 何 度 も 繰り 返す 間もなく 、 進 路 を 再度 修正 する と 、 ス ペー ス ・ ス キッ プ を 作動 さ 
せ た 。 惑星 系 内 を この スピ ー ド で 飛行 する と 、 重 力 の 干渉 に よる 影響 は ハイ パー スペ ー ス 航行 時 以上 だ っ た 。 そ れ は 、 体 で 
より 明確 に 感じ も ゃ こと が で きた 。 通常 の 感覚 で 十分 に 感じ と り 、 対 応 で きる くら い の も の だ っ た 。 だ が フッ ド は その 感覚 が 
全く 気 に な ら な か っ た 。 む し ろ 安 ら ぎ の ひと 時 で あり 、 操 縦 か ら 開放 され 、 リ ラッ クス で きる 時 間 な の だ っ た 。 BR EJ 
の 干渉 が 感知 きれ 、 船 は スキ ッ プ 速度 か ら ノ ー マ ル 速度 に 戻さ きれ た 。 そ れ と 同時 に 、 艦 橋 の パネ ル が すべ て 戦闘 モー ド に 切 
NR) | コン ディ ショ ン ・ レ ッ ド 」 の 光 が パ ネル 中 を 真っ 赤 に 照ら し だ し た 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に 注意 を 
集中 する 時 だ っ た 。 

[ミニ マム ・ リ スク | フッ ド は その 言葉 の 別 の 側面 を 見 た よう な 気 に な っ た 。 緊張 の あま り 、 ハ イ パ ー ス ペー ス と スペ ー 
ス ・ ス キッ プ に よる 体調 の 変化 が 一 瞬 に し て 元 に 戻っ た 。 

素早 い 動 作 で 船舶 認識 レス テム を 作動 させ 、 速 度 を 落と し た 。 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー と に ら め っ こ で 敵 の 位置 
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を 確認 し よう と 慌て た 。 音声 モニ タ が IR コ ー ド の 確認 が で き な か っ た こと を 告げ た 。 
スキ ャ ナー で は 敵 の 船 が コプラ の 後方 上 空 か ら 接近 し て くる の が 確認 で きた 。 フ ッ ド は 目 を メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー 
ン か ら 離 さ ず に 、 き つい カー プ を 描い て コプラ を 急上昇 させ た 。 敵 と は 正面 で 向かい 合う 形 に な っ た 。 機 首 の 向き を 修正 す 
る と 、 射 程 距離 内 まで 接近 し た 。 十字 サイ ト が 敵 を ロッ ク す る と 、 敵 の 正体 が スク リー ン に 表示 され た 。 ボア 級 の 巡洋艦 
koks 

フッ ド の 胃袋 が さか さま に な っ た よう だ っ た 。 そ うい えば 、 レ イプ に 収容 され た カプ セル は ボア か ら 発 射 さ れ た も の だ っ 
た は ず だ 。 あ の 3 人 は 真面目 な トレ ー ダ ー で 、 犠 牲 者 な ん だ と 信じ て いた か っ た 。 し か し 、 現 在 目 の 前 の ボア は コプラ の 進 
路 を 妨害 し な が ら 距 離 を どん どん 縮め て くる 。 1 度 射 程 距離 まで 近づか れ た ら 、 ど ん な に 腕 に 覚え の ある パイ ロッ ト で $ 命 
の 絶対 の 保証 は な い 。 フ ッ ド の 心 は 激しく 動揺 し て いた 。 あ まり の 恐ろし さ に 、 意 識 さ え ぇ 混乱 の 中 に まじ っ て 、 ど こ に ある 
の か わか ら な く な り そ う で あっ た 。 フッド の 目 に は 接近 し て くる 敵 の 船 と 、 老 人 の 胸 に 広がる 真っ 赤 な 血 の 映像 が 重なり 
合っ た 。 よ う や く 心 を 落ち 着け て 戦闘 パネ ル に 手 を 伸ばし た 。 フ ッ ド は 、 今 に も 発狂 し 、 息 が 詰まり そう だ っ た 。 ミ ニ マ 
ム ・ リ スク 、 こ の 言葉 を 信じ る し か な か っ た 。 こ の 言葉 に すがり つい て 、 自 分 が 現在 置か れ て いる 状況 を 把握 し 、 そ こ に 身 
を 置く た め の 努 力 を する し か な か っ た 。 ボア が フッ ド の 射程 貴 離 に 侵入 し て きた 。 レー ザー を 1 発 お 見 舞い し た が 、 効 き 目 
は な か っ た 様子 だ っ た 。 フ ッ ド は 、 回 転 し て 姿勢 を 修正 する と 、 ボ ア が 照準 の 中 に 入っ た 。 次 の レー ザー 攻撃 が 敵 を と ら え 
た 。 戦闘 通信 シス テム が 命中 し た こと を 告げ た 。 こ の 1 発 で 、 フ ッ ド は 目 が 覚め た よう な 気 が し た 。 戦う し か な い 、 自 信 を 
持つ ん だ 、 フ ッ ド は そう 自分 に 言い 聞か せ た 。 

いざ と 言う 時 に は 自分 の 命 を 守る だ け の 力 を 持ち あわ せ て いる じゃ な いか 。 こ の 1 発 が 何 より の 証拠 で も あっ た 。 フ ッ ド は 
さら に 攻撃 を 続け た 。 パ ルス ・ レ ー ザ ー 砲 で ボア の シー ルド を 叩き 続け た 。 敵 も 応戦 を 開始 し た 。 シ ー ル ド が 被弾 する た び 
に 、 コ ンピュータ が エネ ルギー の 消耗 を 計算 し 、 そ れ を 操縦 パネ ル に 表示 し た 。 撃ち 合い は 続い て いた 。 フッド は 時 気 に 
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な っ て いた 。 突然 、 彼 は 気がつい た 。 撃ち 合い を し て いる と いう の に 、 自 分 は 止ま っ た まま じゃ な いか 。 次 の 瞬間 、 フ ッ ド 
は 出力 を 最大 に し た 。 

フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に は 、 英 の 位置 と 敵 の レー ザー の 残像 が 映っ て いた 。 コ ブラ の フロ ント ・ パ リア は 今 に 
も 破 ら れ そ うだ っ た 。 フッド は 50:80 に バン ク し て 、 正 面 同士 の 攻撃 か ら 身 を ひい た 。 それで も コブラ の 危険 が 去っ た わけ 
で は な か っ た 。 い くら 逃げ よう と も 、 ボ ア は 簡単 な 修正 だ け で いつ で も コプラ を 攻撃 で きる 位置 に ぴ びっ た り と つい て いた の 
だ っ た 。 フ ッ ド は 、 コ プラ を 30 度 だ け 時 計 と 逆 方 向 に 回 転 き せる と 、 速 度 を 殺し 、 ボ ア に 向かっ て 真っ さか さま に 急降下 を 
試み た 。 通常 な ら 急上昇 で 逃げ る べき な の に 、 ボ ア に 進路 を 向け 、 真 下 に 降り て いっ た 。 

十分 に 接近 する と 、 立 場 が 逆 に な っ た 。 実戦 こそ が 何より の 勉強 で 、 い ざさ 追い 詰め られ る と 考え も し な か っ た よう な 力 を 
発揮 で きる こと を フッ ド は 感 づ いて いた 。 ボ ア の 裏 を か いた 作戦 で 勝負 に で る つも り で あっ た 。 一 発 逆転 の チャ ンス が まだ 
残っ て いる か も し れ な い の だ 。 ボ ポア は お そら く 自 分 の 後方 で 、 フ ッ ド が コプラ を 反転 させ る に 違い な いと 読ん で いる だ ろ 
う 。 と いう こと は 、 敵 は 旋回 し 、 先 回 りす る に 違い な い 。 機 を 傾け る と 、 速 度 を 落と し て チャ ンス を 待っ た 。 ボ ア は フッ ド 
の 思っ た と お り の 動き を し た の だ っ た 。 メ イン ・ ス キャ ナー が 340:20 に 位置 する 敵 を 捉え た 。 機 首 を ほん の 少し 動か す だ け 
で 、 フ ッ ド は ボア を 捕まえ る こと に 成功 し た 。 敵 は 自分 の 過ち に 気づい た らし く 、 慌 て て 姿 替 を 修正 し よう と し た が 、 フ ッ 
ド は この チャ ンス を 逃さ ず に 敵 の 後に 続い て 上 昇 し 、 無 防備 の ボア めがけ て 4 発 お 見 舞い し た 。 レーザー か ら 逃 れ よ うと 反 
転 離脱 する ボア に 向け て さら に 2 発 を 命中 させ 、 そ の 後 を 追い か けた 。 フ ッ ド は 、 敵 と の 距離 を 一 定 に 保 と うと コプラ の 持 
つ 優 れ た 機動 力 と 旋回 能力 を フル に 活用 し た 。 さ す が に コプラ の 足 は 速かっ た 。 思 っ て いた より 、 ず っ と 簡単 に 敵 の 真後ろ 
に ピッ タリ と つく と 、 ボ ポア を 射程 距離 内 に 捕え る こと が で きた 。 さら に もう 1 発 お 見 舞い し た 。 電 光石 火 の 早 業 だ っ た 。 パ 
ルス ・ レ ー ザ ー が 火 を 放ち 、 ボ ア の 役に立た な く な っ た バリ ア を 中 通 し 、 動 力 室 を 1 撃 し た 。 そ の 瞬間 、 ボ ア か ら 脱 出 カ プ 
セル が 射出 され た 。 爆発 の 波紋 が 乱 装 レベ ル に 沿っ て 広がり 、 そ の 貨物 室 に は 破片 が 山積 み に さ れ た 。 ROR, K7 OR 
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橋 部 は 広がる 炎 の 中 に ぼーっと 浮 び 上 が っ た か と 思う と 、 1 上 退 に し て 崩れ 去っ た 。 い くつ か の 破片 が コプラ の か な り 傷 つい 
て いた シー ルド ・ バ リア に 向かっ て 飛ん で きた 。 こ れ が 、 弱 っ て いた コプラ の シー ルド ・ エ ネル ギー を さら に 消耗 させ た 。 
脱出 カプ セル が フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー で 光 点 と な っ て 表示 され て いた 。 勝利 の 興奮 に ひたる フッ ド は 、 コ プラ 
を 旋回 させ る と 、 カ プ セ ル の 進路 に ちょ っ と 機 首 を 向け て みた 。 カ プ セ ル が リー ステ ィ の 安全 ゾー ン に 向け て ゆっ くり と 飛 
行 し て いく 姿 が メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に 映っ て いた 。 
エネ ルギー の 消耗 度 は パネ ル に ある エネ ルギー・ ゲ ー ジ で 確認 する こと が で きる 。 フ ッ ド は まず 視線 を お と し て 、 フ ロン 
ト ・ シ ー ル ド の 状態 を 調べ た 。 次 に シス テム の チェ ッ ク を 行なっ た 。 戦闘 で どこ か が 故障 し た か も し れ な い 。 各 シス テム に 
異常 が な な いこ と を 知ら せる 文字 が 、 ス クリ ー ン 上 を 次 々 と スク ロー ル し て いっ た 。 フ ッ ド は 脱出 カプ セル に 視線 を 戻し た 。 
いっ た い 何 人 が あの カプ セル で 逃げ 延び た の だ ろう 。 ほ と ん どの 乗組 員 は 船 と 運命 を 共に し た に 違い な い 。 フ ッ ド は 攻撃 パ 
ネル に 指 を 伸ばし な が ら こ ん な こと を 考え て いた 。 突然 指 が 止ま っ た 。 フ ッ ド は カプ セル の 中 に いる 人 達 の こと を 無視 で き 
な か っ た 。 み ん な いつ 攻撃 きれ る か と 恐 怖 に お の の いて いる は ず だ 。 撃隊 され た ボア か ら は 積み 荷 が 流れ 出し て いっ た が 、 
カプ セル の 中 の 人 も それ を 黙 っ て 見 送っ て いる の だ ろう か 。 さらに 、 フ ッ ド が 積み 荷 を 見 捨て て まで 、 カ プ セ ル を 追跡 し 、 
射程 距離 内 に つけ て いる こと を どう 思っ て いる の だ ろう か 。 こ の 人 達 を 手 に か け て 、 今 夜 は 安眠 で きる だ ろう か 。 役 ら は 
いっ た い ど の くら い の 人 を 殺し て きた の だ ろう 。 もう 1 度 新しい 船 を 買う だ け の 財力 を 持っ て いる の だ ろう か 。 も し そう な 
ら 、 海 賊 と し て また 多く の 人 の 命 を 狙う の だ ろう か 。 フッ ド の 疑問 は 尽き な か っ た 。 
ミニ マム ・ リ スク 」 。 運命 が 全員 を 葬り 去る 時 が 来 た と 思え ば いい 。 今度 生ま れ 変 わっ て くる 時 に は 、 全 く 別 の 人 間 に 
な っ て いる だ ろう 。 イ ング ラム 製 の レー ザー 砲 を カプ セル に 向け る と 、 海 賊 ども に 最後 の 判決 を 言い 渡し た 。 そ れ は 、 ギ ャ 
ルコ ー プ の 下 し た 判決 で も ある の だ 。 コ プラ の 通信 スク リー ン は こう いう 場面 に な る と TS コム ダイ レク ト (ComDirect) や 
GBFMA (銀河 銀行 連盟 傍受 専門 委員 会 ) か ら の 指示 を モニ ター する よう に な っ て いた 。 ポ ボア の 撃墜 が 法律 上 認可 され 、 今 
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度 は カプ セル の 始末 も 黙 諾 され て いる と は いえ 、 い ざ 実 行 す る と な る と 背筋 が 涼 り つき そう に な っ た 。 積み 荷 を ね ら う 敵 か 
ら 身 を 守る 場合 と 、 人 間 の 命 に 関わ る 問題 に 冷静 で 客観 的 な 判断 を 下す 場合 と で は 違っ て 当然 で ある 。GBFMA か ら 、 ボ ア 
没 隊 の 報償 と し て 6.4CR が フッ ド に 授与 され た 。 こ れ で この 事件 は 全部 カタ が つい た こと に な る 。 し か し 、 今 の フッ ド に 
と っ て そん な お 金 は どう で も よかっ た 。 現在 お か れ て いる 状況 に どう 対処 し 、 ど う 処 理 す る か で 頭 が いっ ぱい で あっ た 。 
フッ ド は コプラ と いう パワ ー を 自由 に 操る 権利 を 有 し て いる 。 そ の 力 を どう 行使 する か は すべ て 彼 の 責任 な の だ 。 何 人 か の 
人 間 の 命 を 彼 が 握っ て いる 。 今 ま で の 自分 を 変え て いか な く て は いけ な い 、 そ れ が 宇宙 で 生き る スペ ー サ ー と し て 、 同 時 に 
人 間 と し て 大 変 宣 要 な こと な の だ ろう 、 と フッ ド は 感じ て いた 。 し か し 、 彼 は 賞金 稼ぎ で は な い 。 ドレ デア グー と し て 、。 や つっ 
と 現実 的 な 仕事 の た め に リー ステ ィ に 急 が な く て は いけ な い 。 フ ロン ト ・ シ ー ル ド の 損傷 も 再生 きれ 、 万 が 一 に 備え られ る 
よう に な っ て いた 。 今 の 状況 で は 、 敵 の 攻撃 を 受け て も すぐ に や られ る こと は な い だ ろ う 。 そ う 思 うと 、 フ ッ ド は リー ス 
ティ に 向け て スペ ー ス ・ ス キッ プ を 作動 きせ た 。 

リー ステ イィ が メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン の 中 で 見 る 見 る 大 きく な っ て いっ た 。 や が て 惑星 の 重力 に よる 干渉 が 限度 
以上 に な る と 、 ス ペー ス ・ ス キッ プ は 自動 的 に 解除 され 、 コ ブラ は 巡航 速度 に 戻っ た 。 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に 
は 小惑星 が 2 つ 映 っ て いた が 、 フ ッ ド は それ を 無視 し て 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 安全 ゾー ン を 一 直線 に 目指 し た 。 や が て 航行 
パネ ル に [S] の マー ク が 表示 され 、 ス テー ショ ン の 保護 下 に 進入 し た こと を 告げ ば た 。 こ とこ まで くれ ば 安全 だ 。 フ ッ ド は は ほっ 
と 胸 を な で お ろ し た 。 万 が 一 敵 の 襲撃 を 受け て も 、 ス テー ショ ン の バイ パー が 救援 に か けつ け て くれ る 。 コン パス を 見 な が 
ら 、 日 標 の 宇宙 ステ ーション に 進路 を 修正 し て いる うち に 、 ま だ ドッ キン グ と いう 厄介 な 仕事 が 残っ て いる こと を 思い だ し 
た 。 経 験 の 浅い パイ ロッ ト に と っ て は 、 ギ ャ ラク ティ ッ ク ・ ネ イ ビ ー の 指導 する アプ ロー チチ 方法 を 忠実 に 守る し か な か っ 
た 。 ま すず 宇宙 ステ ーション と 母 星 を 結ん だ 直線 上 の 1 点 に 機 首 を 向け 飛行 し た 。 そ の 点 か ら な ら ば 、 母 星 に 向け て 飛行 し 、 
位置 を 変え ず に 反転 180 度 すれ ば 、 ア プロ ー チ の コー ス に 乗る こと が で きる 。 ドッキング で 最も 大 変 な 作業 は 、 ス テー ショ 
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ン の 自転 に あわ せ て 船 を ロー ル さ せな が ら 進 入 し て いく こと で ある 。 こ の 場合 、 メ イン ・ ス キャ ナー 上 の 画像 以外 に 頼る も 
の は な い 。 いきなり 有 眼前 に 現われ た シー ルド バリ ア に 突入 する の は 勇気 の いる こと で ある 。 こ こさ え ク リア し て し まえ ば 、 
あと は 自動 誘導 シス テム が 作動 し て 、 船 を 安全 に ドッ ク ま で 誘導 し て くれ る 。 少し で も 呼吸 する と 、 そ の 勢い で コプラ が ス 
テー ショ ン の バリ ア め が け て 吹き 飛ば され て し まい そう で 、 フ ッ ド は じっと 人 息 を こら えて 慎重 に 操縦 し た 。 

トン ネル を 抜け る と 、 い き な り ドッ ク と その 中 心 に ある フリ ー・ ス ペー ス が 目 の 前 に 現われ た 。 コ プラ の 通信 シス テム か 
ら は ステ ーション の 通信 が 流れ 、 ド ッ キ ング の 情報 を 次 々 と 告げ て いた 。 フ ッ ド は 思い 切り 笑っ た 。 章 と 危険 だ ら け の 世界 
の 後 で は 、 何 で も な い 日 常 の お し ゃ べり で きえ 、 フ ッ ド の 緊張 を ほぐす の に 十分 だ っ た 。 そ れ に し て も 、 ど うし て あん な に 
ドッ キン グ は 大 変 た ん だ ろう か と 、 フ ッ ド は ふと 考え た 。 ま る で 緊張 と 技量 を 強い られ る ゲー ム を プレ ー す る よう な も の 
だ 。 宇宙 で エリ ー ト を 目指 す と いう の は 、 実 に 山 あ り 谷 あ り の 長い 道のり な の だ と フッ ド は 実感 し た 。 
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惑星 リー ステ ィ の 5 番 宇 宙 ス テー ショ ン で は 、 ど ちら を 向い て も リー ステ ィ 帝 国 を 象徴 する 紫色 の TLK (リー ステ ィ ・ コ 
ング ロマ リッ ト ) マー ク が 目 に 飛び 込ん で くる 。 帝 国政 府 が 財務 、 保 証 、 監 視 、 管 理 を 担当 し て いる 。 ここ で お 人 金 を 落と し 
て くれ る トレ ー ダ ー は TLK の 大 切な お 客 だ っ た 。 も と も と は 利益 共同 体 が 統治 し て いた リー ステ ィ 連 邦 か ら 発展 し て 、 強 大 
な 国家 を 形成 し た も の で ある 。 技術 セク ター に は レイ プ か ら の 若い トレ ー ダ ー が 集まる よう に な っ て 活発 化し 、 や が て 他 の 
セク ター を 包含 し て 巨大 な 組合 組織 を 設立 する まで に 成長 し て 行なっ た 。 押 し の 強い 商業 化 政策 と 革新 的 な 農業 技術 の 進歩 
に よっ て 、 リ ー ス ティ と その 宇宙 ステ ーション は 、 こ の 地域 で は 強力 な 存在 へ と 成長 し た の だ っ た 。 現在 で は 隣接 する 惑星 
オレ ー ル (Orere) や 惑星 ラー (Ra) だ け で は な く 、 惑 星 ず オン ス (Zaonce) の 組合 国家 に まで 狙い を つけ て いる 。TLK は 
惑星 アル ス ザ テ ィ (Aruszai) の ギャ ルコ ー プ 議会 に 職務 を 委任 し て いる が 、 他 の グル ー プ と 騒ぎ を 起こ し 、 ニ ュー ス ざ た 
に され る こと が 大 変 多 い 。 フ ッ ド も 、 う わ べ だ け は ギャ ルコ ー プ の 政策 に 従っ て いる よう に 見 せ て いた 。 ド ッ ク で 人 づ て に 
ニュ ー ス や 噂 を 仕入れ て 、 本 当 に 必要 な 情報 だ け を 選び ぬく の も トレ ー ダ ー の 仕事 で あっ た 。 例 えば 、 ギ ャ ルコ ー プ 内 で 分 
袋 が 生じ た と か 、 加 工業 を 主要 産業 と する 星 で 事故 が 起き た と か 、 あ る い は 一 般 消費 者 の 嗜好 の 変化 を ど 、 需 要 と 供給 の バ 
ラン ス に 影響 する と 思わ れる ニュ ー ス に は 常に 敏感 に な ら な く て は いけ な い の で ある 。 

フッ ド は 総 利益 で 55.9CR、 純 利益 を 計算 し て も は じ め て の 取り 引き と し て は な か な か の マー ジン を 上 げた 。 

気 を よく し た フッ ド は 、 「 タ ー ビ ュ ラン ス ] と いう 店 に 入る と 、 小 さ な テ ー プ ル を 見 付け て 腰 を 降ろし た 。 手 に し た 利益 
を 考え る と 、 こ れ は 決し て 装 沢 で は な い は ず だ と 思っ て いた 。 と ころ が 、 そ れ が 大 き な 間 違い だ っ た 。 タ ー ビ ュ ラン ス は 普 
邊 は 足 を 踏み 入れ な いよ うな 、 ち ょ っ と ば か り 高 級 な お 店 で あっ た 。 ドリンク は 法 外 な 値段 だ っ た し 、 頭 に くる こと に 、 
フッ ド の 席 は 決し て 座り や すい と は 言え な か っ た 。 彼 は 変っ た カク テル を オー ダー し た 。 そ れ は フッ ド が 手 に し た グラ ス の 
中 で 、 パ ー テ ンダ ー が か き 混 ぜ た まま 、 ゆ っ くり と 渦 を 描い て いた 。 小さ な グラ ス に た っ た 1 杯 の カク テル に は 、 か な り の 
値段 が つい て いた 。 フッ ド は 処 屈 だ っ た 。 足 を 伸ばす と テー ブル の 下 に あたっ て し まい 、 ゆ っ くり くつ ろ ぐ どこ ろ で は な 
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い 。 そ の テー プル と いっ た ら 、 万 力 で 上 下さ か さま の 卵 を 挟み 込ん で いる よう な 奇妙 な 形 を し て いた 。 

シー ト の ポケ ッ ト に は 、TLK の レジ ャ ー・ プ ブッ ク が 挟ん で あっ た 。 フ ッ ド は パラ パラ と ペー ジ を めく っ て 、 ス テー ショ ン 
で の 行事 、 ス ポー ツ を 調べ て みた 。 さ ま ざ ま な スポ ー ツ 施設 の 宣伝 や 、 時 間 つ ぶし の 方 法 が 価格 と 共に 掲載 され て いる の を 
見 て いる だ け で 楽し か っ た 。 渦 が 消 ん て 、 き れい に 混ざり 合っ た ドリ ンク を ちび ぴり ちび ぴり 飲 ん で いる と 、 急 に 店 の 明か り が 
暗く な っ た 。 階下 に ある 円 形 ス テー ジ が 割れ 、3 つの ダン ス ・ フ ロア が 現われ た 。 ス テー ジ の 下 で 偽物 の 溶 洛 が 流れ だ す 
と 、 ス テー ジ 格 子 の 上 に は 十字 型 の 和 炎 が 3 次 元 投影 さん た 。 お 客 を ステ ー ジ に 誘う アナ ウン ス が こだま し た 。 フ ッ ド は 知ら 
な か っ た が 、 こ れこ そ が 観光 客 を 呼び 込む た め の 、 リ ー ス ティ で 1 番 の アト ラク ショ ン な の で あっ た 。 

「 も っ と 大 胆 に ! J 

スピ ー カ ー の 声 が 一 層 大 きく 響い た 。 

[よう こそ ター ビュ ラン ス に いら っ し ゃ いま し た 。 さあ 、 踊 っ て 踊っ て ! 」 

その 声 は お 店 に いる 誰 に と も な く 話 し か け て いた 。 フ ッ ド は 全く 興味 が な いよ うだ っ た 。 彼 は 、 真 紅 の ドレ ス に 身 を 包ん 
だ 女性 が 席 を 立ち 、 自 分 の ほう に 向かっ て 歩い て くる の を じっと 見 つめ て いた 。 カクテル を 一 気 に 飲 み は す と 、 一 瞬 た め 
ら っ た が 、 や が て 席 を 立っ た 。 

フッ ド は 、 無 重 カ リフ ト を 通っ て 艦橋 に 登る と 、 パ イロ ッ ト ・ シ ー ト に 腰 を し ず め た 。 出発 まで に クイ リウ ム 燃 料 も 補給 
し な く て は いけ な い 。 レ イプ で こう し て いる 時 より も 、 見 知ら ぬ 土 地 で こう し て 座っ て いる ほう が 数 倍 も 快適 だ っ た 。 ター 
ビュ ラン ス で 散財 し た あと で は 、 コ プラ の 船内 に 身 を よせ て いる の が な に より も ゃ 心 が 休ま っ た 。 フ ッ ド は コー コム の メカ 
ニッ ク ・ セ クシ ョ ン に アク セス し た 。 ク イリ ウム 燃料 は 1.3CR で 売ら れ て いた 。 ク イリ ウム 燃料 の 価格 と 供給 は 、 賀 易 公 社 
の 複雑 怪奇 な 規定 に よっ て 綿 夫 に コン トロ ー ル され て いた 。 聞い た 話 で は 、 ク イリ ウム に は 様々 な 関税 フィ ルター が 葉 せら 
れ 、 そ の 伴 け 分 は 保護 下 に ある 正規 宇宙 船 会 社 に 支給 され て いる と いう こと だ っ た 。 つ まり 、 ベ ペー シッ ク ・ モ デル の 宇宙 船 
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を 損 を 覚悟 の 上 で 手頃 な 価格 で 販売 し 、 損 の 分 は あと か ら 燃 料 の 上 積み で 補う と いう 仕組 み に な っ て いる らし い 。 

字 宙 航海 を 手軽 に する た め に 、 ベ ー シ ッ ク ・ モ デル は 非常 に スパ ル タ ン で 実用 重要 で 造ら れ て いた 。 宇宙 船 会 社 は 、 燃 料 
の 上 積み 収入 に 加え て 、 高 性 能 レーザー や 拡張 貨物 室 な # ど 、 ベ ー シ ッ ク ・ モ デル に 付加 する 拡張 ユニ ッ ト を 製造 、 販 売 し て 
収益 を 上 げ る の だ 。 現在 、 ど の 会 社 も スペ ー ス ・ ス キッ プ を 装備 する 宇宙 船 を 製造 し て いる が 、 宇 宙 航 海 の 歴史 か ら 見 れ 
ば 、 こ れ は 2 世代 目 に あたる 。 ス ター シー カー・ ア ンド ・ フ ァ ン ズ (StarSeeker & Founds) は 、 地 球 時 間 の 23 世 紀 に 懐か し 
いい 地球 を 旅立っ て か ら 、 宇宙 船 開発 の 歴史 の 第 1 世代 を 作り だ し た 主役 で ある 。 第 2 世代 の 宇宙 船 に は 、 ス ペー ス ・ ス キッ 
プ 航 法 す る た め に フラ イ ・ バ イ ・ ワ イヤ ー シ ス テム が 取り 付け られ て いる 。 フ ッ ド の コプラ に も 、 宇 宙 の 事実 上 の 標準 規格 
と 言え る ギャ ルコ ー プ の 「 ギ ャ ラク シー 1 | が 標準 装備 され て いた 。 ギ ャ ルコ ー プ は 第 1 銀河 系 を 踏査 し 、 各 世界 を 次 々 に 
植民 地 化し て いっ た 。 や が て 蓄積 され た デー タ を も と に 、 ス ペー ス ・ ス キッ プ の 操作 を 簡単 に する 専用 の 銀河 系 地図 が 作成 
され だ た 。 こ れ は ギャ ルコ ー プ の 歴史 を 語る 上 で 忘れ て は な ら な い 1 ペー ジ と な っ た 。 無駄 な 労力 や 複雑 な 作業 な し に 、 ス 
イッ チ 1 つ で スペ ー ス ・ ス キッ プ 航 法 が で きる よう に な っ た の で ある 。 す る と 従来 の 航路 計算 に 必要 だ っ た 航法 管制 コン 
ビュ ー タ は 無用 の 長物 、 過 去 の 遺物 と 化し て し まっ た 。 

この シス テム の 登場 に よっ て 予想 し な か っ た 数 々 の メリ ッ ト も 生ま れ た 。 ス ペー サー の 活動 は マッ プ の 領域 に 限定 され た 
た め 、 他 の 惑星 連邦 や 、 ギ ャ ルコ ー プ の 勢力 の 及ば な い エ リア で の 交易 、 接 触 、 戦闘 と いっ た も の が 減少 し た 。 つ まり 、 
ギャ ルコ ー プ の 惑星 間 協 定 に 加入 し て いな い 星 は 、 こ の 地図 に は 掲載 され て いな い 。 ま た 、 シ ー ク レッ ト ・ ワ ー ル ド や 、 現 
在 ギ ャ ルコ ー プ が 監視 、 探 検 し て いる 未知 の 星 も 地図 か ら は 除外 され て いる 。 

フッ ド は リー ステ ィ に 到着 し て すぐ に メッ セー ジ ・ ボ ックス を 開い た 。 船 を 降り る まで 何気なく その まま に し て お いた の 
だ っ た が 、 自 分 宛て の メッ セー ジ が 届い て いる こと を 知り 、 び っ くり し た 。 
送り 主 の 名 は ギ ズ バ ー ン (Gisburn) と な っ て いた 。 


| 一緒 に ライ セン ス を も らい に 行こ うと 思っ て いた ら 、 い つの 間 に か 先 を 越 さ れん た よう だ 。 お 前 さん が 食料 を 全部 買い 占 
30) 





a PRINT 














め た お か げ で 、 次 の 食料 が 届く まで 1 時 間 も 待 た され ちまっ た ぜ 。 価格 は 驚く な よ 、3.7CR も し た ん だ 。 もう 1 度 我 が ライ 
バル 典 に 会 っ て 、1 杯 お ご っ て 頂き た いも の だ ね 。 儲け は レイ プ で 絞り と っ て や る よ 。」 

メッ セー ジ の 最後 は 送信 者 ギ ズ バ ー ン と な っ て いた 。 フ ッ ド は その 名 前 に 聞き 覚え を が あっ た 。 や は り 新 人 パイ ロッ ト で 、 
背 が 高く 、 せ わし な い 笑 顔 と 目 つ き が 特徴 だ っ た 。 そ の お か げ で 常に 誰 よ り も 急い で 人 生 を 駆け 足し て いる と いっ た 印象 を 
与え る 男 だ っ た 。 そ れ で も 、 日 に 焼け た 肌 と 高い 身長 の お か げ で 、 落 ち 着 き 払 っ て 見 える の が 救い だ っ た 。 ギ ズバ パー ン は 、 
レイ プ の 宇宙 ステ ーション で メデ ィ イィ カル ・ チ ェ ッ ク を 受け た が 、 惑 星 問 通 信 シ ステ ム が パン ク 寸 前 に 酷使 され て いる た め 、 
ジー ンス キャ ン (遺伝 子 検査 ) の 結果 確認 が 遅れ 、 ず いぶ ん と 長い 問 待 つ は め に な っ た の だ っ た 。 パ イロ ッ ト 志 願 者 は 、 全 
員 DNA 分 析 検 査 を 受け る 義務 が あり 、 ラ イセ ンス を 許可 する た め の 規 定 項 目 に そっ て 、 い くつ か の 条件 を 滴 た し て いか な け 
れ ば な ら な い 。 ギ ャ ルコ ー プ の 8 銀河 に 渡る 急速 な 植民 地 化 に よっ て 、 思 いも よら な か っ た 問題 が 持ち 上 が っ て いた の だ っ 
だ 。 

ジー ンプ ー ル (遺伝 子供 給 源 ) の 中 に は 、 植 民 地 化 に よる 未知 の 遺伝 子 の 混入 や 、 環 境 の 急激 な 変化 の お か げ で 、 す っ か 
り 遺伝子 の 情報 伝達 が 狂わ きれ て し まっ た も の が 少な く な か っ た の で ある 。 こ の た め に も 、DNA 分 析 検 査 は どう し て も 必要 
で あっ た 。 

フッ ド は レイ プ で の 再会 を 約束 する メッ セー ジ を ギ ズ バ ー ン に 送る と 、 メ ッ セ ー ジ ・ ボ ックス を クロ ー ズ し た 。 

「 誰 か 他 に 連絡 を する よう な 人 は いた か な 。 J 

フッ ド は シー ト に 深く 身 を 沈め る と 、 目 を 閉じ て 、 そ う 考 えた 。 す ぐ 頭 に 浮か ん で きた 人 を 考え る と 、 笑 顔 が 込み 上 げ て 
くる の に すぐ 気がつい た 。 フ ッ ド は レイ プ で 収容 され た 例 の 3 人 の こと を 思い だ し て いた の だ 。 も ちろ ん 、 お 互い に 面識 は 
な い 。 そ れ な の に 、 フ ッ ド の 潜在 意識 は も し か し た ら 返 事 が くる か も し れ な いと 考え て いた 。 新米 パイ ロッ ト に は 、 返 事 が 
も ら え る だ け で 満足 だ っ た 。 も っ と 正確 に 表現 すれ ば 、 そ れ で 元気 づけ られ る よう な 気 が し て いた 。 と も か く 、 あ の 3 人 は 
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フッ ド の リフ ァ レ ンス ナン バー を 知っ て いる の だ か ら 、 返 事 が も ら え る 可能 性 は ゼロ で は な か っ た 。 

この 先 の 仕事 に 支障 を きた す よ うな 事件 が ある と いけ な いと 思い 、 フ ッ ド は トレ ー ダ ー 専 用 チャ ン ネ ル [OSA ニ ュー ス ・ 
サー ビス | を 聞い て いた 。 と も か く レ イプ に 戻る つも り だ っ た 。 よ く 慣 れ た 航路 を 往復 し て 、 ト レー ダー と し て の 自信 を つ 
け て いこ うと 考え て いた の で ある 。 

も ちろ ん 同時 に クレ ジッ ト も 増やし て いこ うと し て いた 。 

も し フッ ド が 望め ば 、 ど ん な 星 で も 好き な と ころ に 行く こと が で きた 。 彼 は 意欲 満々 で あっ た 。 フ ッ ド は 自分 の 将来 に つ 
な が る 確か な 確証 を すでに つか ん だ よう な 気持 ち に な っ た 。 

エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト へ の 道 を 一 直線 に 進ん で いく 自分 の 人 姿 が 見 えた よう な 気 に な っ て いた 。 フッ ド は すでに 目 に 見 える 
確実 な 1 歩 を 踏み 出し て いた し 、 レ イプ に 戻っ て も その 歩み は 順調 に 続い て いく に 違い な か っ た 。 フ ッ ド は 自分 の 将来 を 
し っ か り と つか ん で 、 そ れ に 向かっ て 前 進 し て 行こ うと 心 に 決め た 。 

し か し 、 彼 の 空想 は 長く は 続か な か っ た 。 通信 シス テム は 、 リ ー ス ティ 系 所 属 の 惑星 アラ ザイ ド (Alaxide) 領内 で 、 地 域 
紛争 が 巻き 起こ っ た こと を 盛ん に 報道 し 始め た 。 そ の 惑星 に は 、 鉱 山 と 製造 工場 が 点 在 し て いた 。 規定 航路 を 航行 中 の 地元 
の トレ ー ダ ー の 船 が 撃墜 され た 。 専門 家 は 、 リ ドク ワッ ト (Riedqual) か ら 来 た 海賊 の 仕業 で は な いか と いう 見 方 を し て い 
た 。 そ の 地域 の 賞金 析 ぎ や 、 ギ ャ ルコ ー プ の バイ パー 隊 に よっ て 鎮圧 部 隊 が 急 如 結成 され 、 現 地 へ と 向かっ た と いう 。 これ 
以上 新しい ニュ ー ス は まだ 入っ て いな か っ た 。 ニュース 速報 で は 、 敵 を ナイ ツ ・ テ ンプ ラー ズ (Knights Templers) と 決め 
つけ 、 ご う ご う た る 非難 を 浴び せ て いた 。 こ の ナイ ツ ・ テ ンプ ラー ズ と は 銀河 を 暴れ 回 る テロ リス ト 集 団 で 、 近 年 に な っ て 
組織 力 を 増強 し 、 こ と ある ご と に ギャ ルコ ー プ に 対す る テロ 工作 を 続け て いた 。 ニ ュー ス 解 説 で は ギャ ルコ ー プ と イン ター 
ステ ラー・ サ ンク ショ ン (Intersteller Sanctions) の 間 で お こ な わ れ て いる 外交 会 議 が 緊張 を 高め て いる こと に 対す る 意見 を 
述べ て いた が 、 政 治 に 関心 の 尊い フッ ド で さえ 、 イ ンタ ー ス テラ ー・ サ ンク ショ ン と ナイ ツ ・ テ ンプ ラー ズ の 間 に は 黒い つ 
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な が り が ある と 考え られ た 。 質 易 の 見 通し 以上 に 、 航 海 そ の も の に 危険 性 が ある と 言う こと が ショ ッ ク で あっ た 。 テ ンプ 
ラー ズ ら の 集団 破壊 工作 に 比べ た ら 、 海 賊 船 の 攻撃 な ん か な まや さ し い も の だ 。 と ころ で 、 テ ロ が 起き た こと を 考え る と 、 
この 星 で は 美味 し そう な 買い 物 は ほとん ど 見 当たら な か っ た 。 だ が 、 ア ラ ザ イ ド で 鉱石 の 輸送 船 が 撃隊 され た と いう の で 
あれ ば 、 レ イプ の マー ケッ ト で 鉱物 を 仕入れ て この 星 で 売れ ば 、 高 い 儲け が 出る に 違い な か っ た 。 
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ハイ パー スペ ー ス を 終了 する と 、 フ ッ ド の 目 の 前 に 広大 な 宇宙 空間 が 広がっ た 。 ま だ 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 保護 を 受け る 
こと の で き な い 、 和 無法 字 宙 で ある 。 慌て て 呼吸 を 整え る と 、 フ ッ ド は 今にも 息 が つま り そ う に 緊張 し て いた 。 目 に は 涙 が あ 
ふれ 、 い や な 咳 に 悩ま され て いた 。 航行 パネ ル に 注意 を 向け た 。 彼方 に は 惑星 レイ プ が 浮か ん で いた 。 

フッ ド は スピ ー ド を 緩め る と 、 コ プラ の 進路 を 修正 し た 。 
宇宙 ステ ーション に いる 時 に は その 美 し さ を 見 過ごし て いた の か も し れ な い 。 レイ プ は 本 当 に 美しい 星 だ っ た 。 と ころ が 今 
は 、 ち ょ うど フッ ド が 宇宙 ステ ーション を 初め て 出発 し た 時 の よう に 、 不 気味 に 輝き 、 危 険 な 雰囲気 を か も し だ し て いた 。 

フッ ド は レイ プ に 向け て 短 距 離 の スペ ー ス ・ ス キッ プ を 試み た 。 し か し 接近 し て くる 宇宙 船 の お か げ で 重力 干渉 が 起き 、 
ノー マル スピ ー ド に 戻さ れ て し まっ た 。 そ の 船 は フラ イト ・ ス キャ ナー・ グ リッ ド 上 で 輝 点 と な っ て 確認 され た 。 無線 に よ 
る D 確 認 は で き な か っ た 。 同時 に コン ディ ショ ン ・ レ ッ ド の 警告 ラン プ が 点灯 し た 。 艦橋 の 空気 が 緊張 し た 。 速度 を 徐々 に 
緩め な が ら 、110:95 の 方 向 へ 機 首 を 向け る と 、 敵 と 真っ 向 か ら むか い 合 う 形 と な っ た 。 収集 し た デー タ に よれ ば 、 敵 は アダ 
ー 級 で あっ た 。 フ ッ ド は 戦闘 パネ ル に 手 を 伸ばす と 、 す ば や く 有 照準 を 合わ せ た 。 距離 は 満足 で きる 。 フ ッ ド は や みく も に 発 
砲 し た 。 し か し 敵 (は ひる まず に 、 ま っ すぐ で コブ プラ に 迫っ て きた 。 

「 シー ルド だ 。 シー ルド さえ 破壊 すれ ば ・・・ こ れ で も か 1! | 

フッ ド は 攻撃 し な が ら 、 こ うつ ぶ や いて いた 。 ア ダー の パイ ロッ ト は まとも で は な か っ た 。 撃た れ 続 け な が ら も 、 ま だ 
まっ すぐ に 向かっ て 飛行 し て いた 。 ど ん な 攻撃 手段 を 持っ て し て も 、 今 の 距離 で は 何 ち で きる は ず が な い 。 敵 は 突然 上 昇 を 
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始め た が 、 コ ブラ の 射程 距離 内 に し っ か り と 捉え られ た まま で あっ た 。 ま さ に 死 を 選択 し た よう な 行動 と し か 思え な か っ 
た 。 い と る も 簡単 に 、 そ し て 確実 に コブ プ ブラ の レー ザー 砲 が アダ ー に 誠 裂 し た 。 瑞 の 艇 長 は 、 こ れ で は いつ る も と 反対 じゃ な いか 
と 思っ た が 、 時 すでに 騰 く 、 次 の 有 瞬間 に アダ ー は 消し 飛ん だ 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン が 光り 輝き 、 フ ライ ト ・ グ 
リッ ド ・ ス キャ ナー か ら 逆 の 輝 点 が 消え た 。 

[ざま あみ ろ ! | 

フッ ド は リー ステ ィ で 仕入れ た 貨物 を チェ ッ ク し た 。TLK ア グロ ラボ (Agro-Labs) 製 コ ンピュータ と 機器 類 は 無事 で あっ 
た 。 彼 は 進路 を レイ プ に 戻し た 。TS コ ムダ イレ クト を 見 る と 、 海 賊 船 を 撃隊 し た こと に 対す る 報酬 と し て GBFMA か ら 12CR 
が 送ら れ て いた 。 

スペ ー ス ・ ス キッ プ を 作動 きせ た が 、 今 度 も また すぐ に 巡航 速度 に 戻さ れ て し まっ た 。 ま ただ た も や コン ディ ショ ン ・ レ ッ ド 
の 警告 が 艦橋 に こだま し た 。 今度 の 相手 は ウル フ ・ マ ー ク 2 で あっ た 。 193S:15 の 位置 か ら 高速 で 接近 し て き て いる 。 

[も うい っ ちょ う 来 や が っ た な 。」 

フッ ド が 知 を 打っ た 。 射程 距離 に 進入 する まで も うわ ず か な 時 間 し か な か っ た 。 手 当たり 次 第 に 打ち まく っ て いる 時 間 は 
も うな か っ た 。 カー ブ を 描い て 向き を 変え る と 、 英 の 真正 面 で 攻撃 する 姿勢 を 取っ た 。 ウ ルフ の 強力 な レー ザー を くら っ た 
ら 、 例 え コ プラ の シー ルド で も あっ と いう 間 に 吹 き 飛 ば され て し まう だ ろう 。 それ を 考え な が ら 距 離 を 詰め て 行か な く て は 
な ら な か っ た 。 正確 に レー ザー を 3 発 お 見 舞い し た が 、 そ れ が ほとん ど 効 果 が 無かっ た の は 明らか だ っ た 。 ウ ルフ の 猛攻 撃 
の 前 に 、 コ プラ の シー ルド は 今にも 破壊 寸前 で あっ た 。 フ ッ ド は 敵 と の 距離 と 、 フ ロン トシ ー ル ド の 消耗 度 と を 交互 に 注意 
し な が ら 、 足 を ぶる ぶる 戻 わ せ て いた 。 突然 、 第 1 ラウ ンド 終了 の ゴン グ が 鳴り 響い た 。 ウ ルフ は 突然 上 昇 す る と 、 向 き を 
変え た 。 間違い な く 年 季 の 入っ た 艇 長 が 操縦 し て いる の だ ろう 。 フッド は 速度 を 落と す と 、 ミ サイ ル の 発射 準備 を し た 。 フ 
ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー を 参考 に 、 ウ ルフ が 向き を 変え コプラ の 後ろ に 付き た が っ て いる の を 予測 する と 、 右 に 先 回 
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りす る こと に し た 。 ラ ンス ・ ア ンド ・ フ ァ ー マ ン (Lance&Ferman) 製 の シー ク ・ ア ンド ・ キ ル ・ ミ サイ ル (撃ち 放し 式 ミ 
サイ ル ) を ロッ ク ・ オ ン さ せ て 発射 し た 。 

と ころ が それ は 自ら 光り 輝き な が ら 、 自 爆 し た 。 敵 は ECM 対 ミサ イル ・ シ ステ ム を 装備 し て いた の だ 。 フ ッ ド の 心臓 の 喜 
動 が 急 に 高まっ た か と 思う と 、 戦 闘 に 集中 で き な く な る ほど 焦り だ し た 。 突然 、 英 が どこ に いる の か 全く わか ら な く な っ て 
し まっ た 。 や っ と の 思い で 意識 を 取り も ど し て 、 ウ ルフ の 上 空 へ 回 り 込 ん だ 時 、 敵 は 最後 の 1 撃 の た め に 、 艦 首 の 向き を 変 
えよ うと し て いた 。 フ ッ ド は スピ ー ド を 上 げ な が ら 、 ボ ロボ ポ ボロ に な っ た シー ルド ・ バ リア の こと を 気遣っ た 。 ウ ルフ に 向け 
て 砲撃 する と 、 機 体 を 前 後 左右 に 揺らし な が ら メ チャ クチ ャ に 飛行 し た 。 

こう し て 敵 の 弾 を か わす 以外 に な か っ た 。 そ れ で も ウル フ は コプラ に 2 発 命中 さき せ 、 右 へ 向き を 変え た た 。 フ ッ ド は コプラ 
の スピ ー ド を 殺す と 、 ウ ルフ が 先程 通っ た カー プ ブ の 軌道 を 思い だ し て みた 。 そ し て その コー ス へ 先回り し た 。 思っ た と お 
り 、 ウ ルフ は フッ ド の 視界 を 横切っ て 旋回 し た 。 こ の 動き を 予測 し て いた フッ ド は 、 席 が 獲物 を 狙う よう に 、 機 体 を 横 に し 
な が ら 思 い 切 っ て 急降下 し た 。 今度 は 彼 の 番 だ っ た 。 通信 機 か ら は コプラ の パル ス ・ レ ー ザ ー 砲 が ウル フ の シー ルド を 猛 打 
する 音 が 開 こ えた 。 ウ ルフ が 慌て て コプラ の 射程 距離 か ら 離 脱し よう と する の を 、 フ ッ ド は 見 逃さ な か っ た 。 射程 距離 か ら 
逃さ な いよ うに 距離 を 開け ず に 追跡 し 、 さ ら に も う 1 発 レー ザー を お 見 無い し た 。 ウ ルフ が 次 に 上 昇 し よう と し た と ころ 
に 、 と ど め の 3 発 が 命 中 し た 。 ウ ルフ が 粉々 に 砕け 飛ん だ 。 傷つい た コブ ラ の シー ルド に 追い 打ち を か ける よう に 、 破 片 が 
ぶち 当っ た 。 フ ッ ド の 目 は メラ メラ と 燃え 上 が っ て いた 。 Hid, 1 呼吸 お いて 戦闘 の 興奮 状態 か ら 平 常 心 を 取り 戻し た 。 レ 
イプ に 再度 進路 修正 を し な が ら 、 極 度 の 緊張 の あま り 、 顔 が 紅潮 し て いる こと に 気がつい た 。 体 は 、 ま だ 戦闘 状態 の まま 
Lolo 

スペ ー ス ・ ス キッ プ で レイ プ に 近づく と 、 安 全 ゾ ー ン まで あと 1 歩 の と ころ に いる こと が コン ピュ ー タ の 計算 で 判明 し 
た 。 惑星 の 強力 な 空中 電気 に 感心 し て いた フッ ド は 、 コ ン デ ィ シ ョ ン ・ レ ッ ド の 警告 で 我 に 帰っ た 。 ポ イン ト 205$、 後 方 、 
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コプラ の 下 か ら 敵 は 迫っ て きた 。 自分 の 指 の 中 で 血液 が 鼓動 する 音 が 聞こ えて きそう だ っ た 。 ア ドレ ナリ ン が 体 中 に 吹き だ 
し て いた 。 交戦 し た い 衝動 を か ろう じ て こ ら え る と 、 フ ッ ド は 操縦 欄 を し っ か り と 提 り 締め て 、 安 全 ゾ ー ン へ 急行 し た 。 

[ミニ マム ・ リ スク 」 。 

フッ ド は ひと り ご と を 言っ た 。 次 の 瞬間 、 海 賊 は コブ プラ を 完全 に マー ク す る 位置 で 後に つい て いた 。 同時 に 航法 パネ ル 上 
に [S|] の 文字 が 表示 され 、 彼 が 宇宙 ステ ーション の 安全 ゾー ン に 進入 し た こと を 告げ た 。 向き を 変え る と 、 メ イン ・ ス キャ 
ナー・ ス クリ ー ン に は 光り 輝く 2 号 ス テー ショ ン が 姿 を 見 せ た 。 敵 の や つら も 安全 ゾー ン で 攻撃 を 仕掛 け て くる は ず は な 
い 、 と 思い な が ら フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー を 覗く と 、 意 外 に も 海賊 の 船 は コプラ の アプ ロー チ ・ ル ー ト に 侵入 し て 
きた の で ある 。 フ ッ ド は 和 幕 き の あま り 声 も で な か っ た 。 あ わ て て 敵 の IR を 照合 し て みる と 、 何 と サー ゴイ ド で あっ た 。 サー 
ゴイ ド は 優れ た 技術 力 を 持つ 昆虫 型 人 間 で 、 人 類 の 和 宿 英 で ある 。 パ イロ ッ ト に は 腕利き が 多く 、 今 の フッ ド が まとも に 戦っ 
て も 勝算 は 低かっ た 。 

[ 何 て こと だ い 。」 

ステ ーション に 機 首 を 向け る と 、 と に か く 先 を 急い だ 。 敵 は どん どん 近づい て くる 。 バイパー 隊 は どう し た ん だ ろう 。 フ 
ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に は 、 彼 を 救援 し に 駆け つけ て くる は ず の バイ パー 隊 の 影 は まだ 見 当たら な か っ た 。 FHA 
テー ショ ン は まだ レー ダー の 有効 範囲 の 外側 に ある の だ 。 
敵 の 攻撃 が 始ま っ た 。 砲火 が コプラ の シー ルド を 激しく 叩く と 、 リ アシ ー ル ド ・ エ ネル ギー・ バ ンク だ け で な く メ イン の エ 
ネル ギー バン ク の エネ ルギー まで も が 消耗 し 始め た 。 時間 と 距離 を か せ が な いと や られ て し まう 、 と フッ ド は 青く な っ た 。 
上 昇 し 、 宙 返り を 行なっ た 。 相対 的 な 頂点 に 達する と 、 ス ピー ド を 殺し 、 今 度 は フル パワ ー を か け て 急降下 を 試み た 。 サ ー 
ゴイ ド の 出 方 を 見 よう と いう の で ある 。 敵 は フッ ド の 誘い に 乗っ て こ な か っ た 。 

レー ダー だ け で は サー ゴイ ド の 位置 と 数 は ほとん ど わ か ら な か っ た 。 フ ッ ド は フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に 敵 が 表 
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示さ れる の を じっと 待っ て いた 。 同時 に 宇宙 ステ ーション か ら の 援護 を 待ち 望ん だ 。 効果 が あっ た よう で ある 。 宇宙 ステ ー 
ショ ン が メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に 大 きく 浮 び 上 が る と 、 ま る で 風 で 靖 か ら 種 が 飛び 散る か の よう な 光景 が 目 に 
入っ た 。 バ イ パ ー 隊 が スク ラン プル 発進 し た の だ ろう 。 サ ー ゴ イド も 同様 に 迎撃 態勢 を 整え て いた 。 
ーー フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に は サー ゴイ ド が 引き 連れ て いる 「 サ ー ゴ ン | が 胞子 の よう に パラ パラ と 散っ て いく の 
が 映っ て いた 。 サ ー ゴ ン は リモ ー ト ・ コ ント ロー ル で 読 導 され る 小型 無人 戦闘 機 で 、 高 性 能 の レー ザー 砲 を 装備 し て いる 。 
メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン を リア ・ ビ ュー に 切り 替え る と 、 サ ー ゴ ン が 発進 する 光景 が 見 られ た 。 攻撃 体制 を 整え よ 
うと し て いる の だ 。 フ ッ ド は 絶 体 絶命 の ピン チ を 感じ て いた 。 バ イ パ ー 隊 が も うす で ぐ 助 け に 来 て くれ る こと を 信じ な が ら 
も 、 彼 の うす っ ぺら な 自信 は すっ か り 剥 げ ば て し まっ て いた 。 戦線 か ら 一 刻 も 早く 逃げ 出し た い 気 持ち で 一 杯 だ っ た 。 

フッ ド の コプラ は も う 1 発 くら っ た 。 サ ー ゴ イド が 撃っ た の か 、 ス テー ショ ン 荒 し が 撃っ た も の か 見 当 が つか な か っ た 。 
フッ ド は 上 昇 し て 、 や っ と の 思い で レー ザー の 風 か ら 逃 げ 出す こと が で きた 。 す る と 援護 の バイ パー 隊 が 到着 し 、 迎 撃 を 開 
始 し た 。 サ ー ゴ イド は 、 も う フ ッ ド を 相手 に し な か っ た 。 も っ と 手頃 な 遊び 相手 に 興味 が 移っ た の だ 。 
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「 こ の まま だ と サー ゴイ ド の や つら 、 本 格 的 に 我々 の 邪魔 を し て くる らし いや ぜ 。」 

ギ ズ バ ー ン が ビー ル グ ラ ス を テー ブル の 上 に 戻し な が ら こ う 言 っ た 。 彼 は すでに 3 杯 目 を 飲み 干 そ うと し て いた 。 

「 誰 か が 海軍 の 軍事 機密 を 開き 出し て きた らし いん だ が な 、 ギ ャ ルコ ー プ が 早い と こ 他 の 銀河 連邦 と 手 を 組ん で や つら を 
一 掃 し な いと 大 変 た こと に な る そう だ 。 や つら は 兵隊 の 数 に は 困っ て な いら し い 。 な に せ 繁 殖 力 の 強い 化け 物 で 、 そ の うえ 
まだ 厳しい 階 級 制度 が 残っ て いる らし い 。 つ まり 、 生 まれ な が ら に 兵士 に な る 階級 が ある らし いん だ 。 俺 の 見 た と ころ だ 
と 、 レ イプ で 我々 の 仲間 が 1 人 戦死 し た けど 、 あ いつ ら 昆 虫 野郎 は 軽く 100 名 は 死ん で る と 思う 。 勝算 は な いね 。」] 

ギ ズ バ ー ン は 飲む ピッ チ も 早い が 、 喋 る スピ ー ド は それ 以上 だ っ た 。 それ に 何 を 喋っ て いて も 、 心 そ と に あら ず と いっ た 
様子 だ っ た 。 微か な 音 や 、 何 か が 少し で も 彼 の 気 を 散ら す と 、 す ぐに 目 で 追い か けた 。 3 杯 目 を あけ る と 、 空 に な っ た グラ 
ス を じっと 見 つめ た 。 

[勝算 は な いね 。」 

ギ ズ バ ー ン は 、 自 分 の 言葉 を 繰り 返す と スク リー ン に 目 を 移し て 、 バー の メニ ュー を 読ん だ 。 フ ッ ド は 手 の 中 で グラ ス を 
回 し て 、 前 後に 揺らし て は 2 層 に 分 離し た 中 身 を 混ぜ 合わ せ て 遊ん で いた 。 彼 は 、1 号 ステ ーション の サン セリ フ 

(SansSerif) ・ レ ジャ ー セ ンタ ー・ プロ ッ ク に ある バー で ギ ズ バ ー ン と 約束 どおり の 再会 を 果たし て いた 。 と ころ が 、 こ の 
店 が どん な に 居心地 が 良 か ろ う が 、 ギ ズバ ー ン が 休む 暇 も な く 喋 り 続 け よ う が 、 フ ッ FORMER TI F wA L ei 
の 光景 が 繰り 返し 何 度 $ 難 っ て きた 。 思い 出し た だ け で 胃袋 が 上 下 逆 さま に な り 、 心 臓 を 胸 に お し つけ られ る よう な 気持 ち 
に な っ た 。 敵 の 編隊 は サー ゴイ ド だ け で は な く 、 ア ダー や ウル フ ゃ 混じっ て いた 。 し ば らく は 、 あ の 戦闘 の 精神 的 な 後遺 症 
で 悩ま され る に 違い な か っ た 。 

フッ ド の 頭 の 中 に は フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に 肖 か び 上 が っ た サー ゴイ ド が 再び 上 時 っ て いた 。 そ れ を 思い だ す と 
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彼 の 体 は プル ブル と 戻 え だ し 、 グ ラス か ら カ ク テ ル が こぼれ 落ち た 。 今 まで は 誰 も 内 宇宙 で 起き て いる つま ら な い ぃ 戦闘 に ま 
で 関心 な ど 持 つ わ け が な いと 信じ て いた が 、 サ ー ゴ イド と の 交戦 か ら 命 か ら が ら ス テー ショ ン に 逃げ 込む と 、 それ が 大 き な 
間違い で ある こと に 気がつい た 。 安全 ゾー ン に 逃げ 込ん で バイ パー が 救援 に か けつ け て くれ た 後 、 ギャ ルコ ー プ 警察 に 呼ば 
れ 、 た っ ぷり 2 時 間 を か け て 当時 の 状況 を 説明 させ られ た の だ っ た 。 

| 次 は どの 星 に 行く つも り だ い 。」 

ギ ス バー ン が 同じ 質問 を 何 度 も 開い て きた 。 

| まだ 決め て いな いけ ど 、 鉱 石 を 仕入れ て 、 リ ー ス ティ に 行こ うか と 思っ て いる ん だ 。 | 

フッ ド が ぼん や り と 言っ た 。 

と ころ が 、 思 いも よら ず に その 言葉 が ギ ズ バ ー ン の 気 に さ わっ た らし い 。 彼 は 飲み な が ら 喋 ろう と し た も の だ か ら 、 飲 み 
込む こと も 、 喋 る こと も どちら も で きず に 息 を 詰まら せ た 。 

「 何 だ い 、 は っ きり し ろ よ 。」 

テー ブル の 上 に ビー ル の 泡 を 飛ば し な が ら ギ ズバ ー ン が 言っ た 。 

「 そ ん な 往復 ば か り じ ゃ 刺激 が な い ぜ 。 ト レー ダー と し て の 心構え が 養 を な いじ ゃ ね ぇ か 。 そ ん な の は 俺 た ちの 生き 方 に 
反し て いる ぜ 。」 

ギ ズ バ ー ン は 自分 の 言っ て いる こと に 酔っ て いる か の よう だ っ た 。 LPL, ZORA LANA っ て いる 物 と いっ た ら ビ ー 
ル の 飲み っ ぷり だ け だ っ た 。 ギ ズバ ー ン は 、 フ ッ ド が 次 に どこ へ 向かお うと 、 本 当 は 一 向 に 構わ な い の で あろ う 。 

ギ ズ バ ー ン の 話 を 開い て いる うち に 、 だ ん だ ん と それ が わか っ て きた 。 

| クレ ジッ ト は ちょ うど クイ リウ ム 燃 料 み た いな 物 き さ 。」 

ギ ズ バ ー ン の 説教 が 続い た 。 
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[使わ な きゃ 意味 が な いん だ 。 使う た め に ある ん だ よ 。 わ か っ た か い 。 ク レジ ッ ト を 増やす こと が 目的 じゃ な い 。 我々 の 
ゴー ル に た どり 着く た め の 手 段 な の さ 。 ゴ ー ル と 言っ た ら も ちろ ん 決ま っ て る よ な 。 お い 、 リ フ 、 お 前 も 我々 の ゴー ル が 何 
だ か 知ら な いと は 言わ せな い ぞ 。」 l 

ギ ズ バ ー ン は 、 フ ッ ド の 肩 に カク テル ・ グ ラス を 押し つけ る と 、 ケ ンカ を 売 ろ うと 中 身 を すべ て フッ ド に ぶち まけ た 。 

| お 前 さん が エリ ー ト に な ろう っ て ん な ら 、 俺 の 言う こと を よく 聞い て お くん だ な 。 宇宙 は 広い ん だ 。 ひ と つ ひ と つの 時 
が 俺 た ちの 踏み 人 台 な の さ 。 そ の 踏み 台 を 順番 に 登っ て いっ て 、 初 め て エリ ー ト に な れる ん だ よ 。 単なる 商売 の ルー ト じ ゃ 
ね ぇ 、 俺 た ちの 出世 コー ス だ っ て こと を よく 覚え て お くん だ な 。 エ リー ト を 目指 す サ の な ら 、 名 を 売る こと と 人 並 優れ た 行動 
力 が 必要 な ん だ 。 人 と 同じ こと を し て た ら 、 一 生 3 流 の トレ ー ダ ー で 終わ っ ちまう ぜ 。」 

フッ ド は 彼 の 話 に 引き 込ま れ て いっ た 。 パ イロ ッ ト 養 成 コ ー ス で も 、 何 人 か の 教育 が エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト の 話 を し て く 
れ た 。 ラ イセ ンス と 船 だ け で 宇宙 に 飛び だ し 、 立 派 に エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト の 夢 を 果たし た 者 も いた そう で ある 。 ギ ズバ ー 
ン の 話 に は 、 な に か キラ キラ 光っ て 人 を 的 き つけ る も の が あっ た 。 フ ッ ド は ギ ズ バ ー ン の 目 が いつ も と 違っ て 一 点 に 定まっ 
て いる の を 見 つけ た 。 ス ペー サー の 前 に 立ち は だ か る 、 無 情 な 真実 を 認め る の は よそ うと 読 い を か け て いる か の よう な まな 
ざし だ っ た 。 フ ッ ド が ぼん や り と それ を 考え て いる と 、 ギ ズバ ー ン は な に か を 画策 する よう に 、 体 を 丸め て 座り 込ん だ 。 サ 
ン ・ サ リフ の バル コニー は スペ ー サ ー で 溢れ か えっ て いた 。 こ の 店 は 、 い つも 星 の 海 を 飛び 回 っ て 商売 を し て いる 彼ら が リ 
ラッ クス し て 楽し め る 乾い の 場 な の で ある 。 

ギ ズ バ ー ン は 新しい ニュ ー ス は 何で も 吸収 し よう と 、 目 を キョ ロキ ョ ロ さ せ て いた 。 フッド と の 会 話 が 誰 に も 邪魔 され ず 
に 続け られ る か どう か 気 に し て いる よう に も 見 えた 。 

[いい か 、 そ れ が で き な い や つ は 、 ど こ か で や られ ちまう ん だ 。 8 個 の 銀河 は 、 端 か ら 端 まで 1000 光 年 6 も ある 。 ギャ ル 
コー プ に 加盟 する 星 の 総 人 口 は だ いた い 50 兆 に も な る ん だ 。 こ こ レ イプ で さえ 100 万 人 は 下らない だ ろう 。 有名 に な る に は 
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争い 事 を 避け て ちゃ だ め だ 。 出世 する に は 群れ に 埋もれ て ちゃ あ だ め な ん だ 。 有名 人 っ て いっ た ら 誰 の こと を 思い 浮か べ 
る 。 エ リー ト だ ろ 。 エ リー ト は それ だ け の 力 の ある 、 ほ ん の ひと 撮り の 人 間 な ん だ 。 今世紀 の 神 と し て 世界 を 動か せる の 
さ 。 わ か っ た か い 、 リ フ 。」 | 

フッ ド は テー プル 越し に 相 線 を 投げ た 。 ギ ズバ ー ン の 夢 に 共感 する も の は あっ て も 、 ど こ か 馴染 め な い 感 じゃ 拭え な か っ 
た し 、 暗 闇 の 中 で 何 か 非 現実 的 な も の が うごめく 、 隠 れ た 顔 を 持っ て いる よう で も あっ た 。 ギ ズバ ー ン は 得意 に な っ て いる 
よう だ っ た 。 彼 は 言い た いこ と を 一 通り 喋り つく す と 、 自 分 の 言っ た こと を 更に 正当 化す る か の よう に 体 を ビク ピク ッ と 過 
わせ た 。 

[どこ か で いい 女 で も 見 つけ な いか 。」 

バー の メニ ュー に ひと と お り 目 を 通し 終え る と 、 ギ ズバ ー ン が こう 言っ た 。 

[た ま に は 人 金 を 払っ て 遊ぶ の も 悪く な いな 。」 

ギ ズ バ ー ン は 通り 過ぎ て 行く 人 影 を 目 で 追い な が ら 振 り 返 っ た 。 や が て 手 を 伸ばす と 、 1 人 の 女性 の 腰 を 捕まえ た 。 彼女 
は あわ て て 振り 返っ た 。 ギ スバ ー ン は 、 流 し 目 を 使う と テー ブル 横 の シー ト を 指 差 し た 。 彼女 は 言わ れん た と お り に 席 に 着い 
た 。 ギ ャ ルコ ー プ の 職員 の 1 人 だ ろう か 。 彼女 の 制服 の 前 側 い っ ぱい に ゴー ルド の RA シン ボル が 描か れ 、 彼 女 の 肩 を その 
羽 で 包み 込ん で いた 。 

ギ ス バー ン は それ に 気づか な いく らい 酔っ て いた 。 

[オレ た ち 2 人 は 何 か 面 白い こと が な いか と 探し て いる と ころ な ん だ 。」 

「 あ の 、 私 は ・・・。」 

彼女 が 何 か 言 お うと する の を 、 ギ ズバ ー ン が さえ ぎっ た 。 

「 い いか らい いか ら 、 い くら な ん だ い 。」 
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身 を 乗り 出す と 、 彼 女 の 足 に 手 を 伸ばそ うと し た 。 彼女 が 足 を 動か し た た め 、 指 先 が 微か に 触れ た だ け だ っ た 。 フ ッ ド は 

ギ ズ バ ー ン の 方 を 向く と 、 そ の 肩 を つか ん だ 。 
[そろ そろ 席 を 立っ た ほう が いい と 思う けど 。」 
[彼女 が お 前 さん の 趣味 じゃ な きゃ 、 ど こ か へ 行っ て 好き な 女 を 探す ん だ な 。」 

横 の 女性 か ら 手 を 引く と 、 吐 き 捨 て る よう に そう 言っ た 。 彼女 は 慌て て 席 を 立つ と 、 身 を 翻 し て その 場 か ら 立 ち 去 ろう と 
し た 。 ギ ズバ ー ン が も う 1 度 彼女 の 腕 を 掴む せ と 、 今 度 は フッ ド も 黙っ て いな か っ た 。 フ ッ ド が ギ ズ バ ー ン の 腕 を 掴ん だ 膨 
間 、 反 対 に 足 を 持っ て 吊り 下げ られ 、 テ ー ブ ル の 後ろ か ら 思 い 切 り 放 り 投 げ ら れ た 。 バ ラン ス を くず し た まま バー に 向かっ 
て 突進 する 格好 に な っ た 。 

[じゃ ます る ん じゃ ね え 、 フ ッ ド さん よ ぉ 1!」 

ギ ズ バ ー ン の 顔 は 怒り で 真っ 赤 だ っ た 。 暴力 に 訴え る 事 に より 、 ク ー ル ぶっ て いた 彼 の 仮面 は すっ か り 剥 が され て いた 。 

フッ ド が スツール に 後ずさり し た 。 グ ラグ ラ す る 体 の バラ ンス を 、 何 と か 取り 戻 そ うと し て も な か な か うま くい か な か っ 
fe 

「 ギ ズ ・・・。」 

と 言う 間もなく 、 パ ンチ が 飛ん で きた 。 

フッ ド は その 1 撃 を も ろ に 喰らっ た 。 焼け る よう な 傷み と 歯 の つ 双 され る 音 が 削っ て きた 。 ま る で 、 す べ て の 思 老 が そこ 
に 集中 し て し まっ た か の よう に 思え た 。 背中 が パー カウ ンタ ー に 直撃 し 、 続 いて スツール に 当たり 、 さ ら に も ゃ も うい くら か 飛 
ば され た 。 も う 完 全 に 上 も 下 も わか ら な く な っ て いた 。 フ ッ ド の 腕 は カウ ンタ ー の 上 で 用 意 き れ て いた 飲み 物 を すべ て 払い 
落と し な が ら 飛 ん で 行っ た 。 

フッ ド は 床 に 叩き 付け られ た 。 彼 は 肩 か ら 落 下 し た に も か か わら ず 、 頭 を ひど く 床 に 叩き 付け た 。 だ め だ っ た 。 筋肉 が 伸 
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び 切 っ て 、 体 が いう こと を 聞か な く な っ て いた 。 周り は 騒然 と し て いた 。 そ し て また キッ ク が 飛ん で きた 。 上 半身 を ひね っ 
た が 、 フ ッ ド の 足 が バ ー に た どり 着い た 。 

朋 が 親 軸 す る の を 感じ た 。 膝 で 如 う よう に 逃げ ば よう と し て も 、 床 が つる つる し て いて うま く 行 か な か っ た 。 

叫び 声 と 笑い 声 が 開 こ えた 。 こ れ は 現実 じゃ な い 。 フ ッ ド は 、 自 分 は パイ ロッ ト な ん だ 、 順 調 に 歩み な が ら エ リー ト を 志 
す パ イロ ッ ト な ん だ と 言い た か っ た 。 そ れ が どう し た こと だ 。 恥 を か か され 、 傷 つけ られ 、 危 険 な 目 に あっ て いる 。 

「 調 子 に 乗る ん じゃ な いよ 。 痛い 目 に 合う よ 。 | 

フッ ド は その 声 を 聞く と 、 あ わ て て 首 を ひね っ て その 声 の 主 を 確認 し よう と し た 。 ほ お が 床 の タ イル に こす れ た 。 唇 を 歯 
か ら 遠 ざけ て 、 口 の 中 に た まっ た 血 の し ずく を 吐き 出し た 。 い っ た い 誰 が ギ ズ バ ー ン を 止め た の だ ろう 。 

ギ ズ バ ー ン が 感情 を むき 出し に し て 叫ん だ 。 

[ジャ マ す ん じゃ ね え ぇ 「! | ] 

看 ぎ が 大 きく な っ た 。 フッド は ブル ー の ズボン の 裾 が ギ ズ バ ー ン を 通り 越し て 歩い て 行く の が 見 えた 。 堅 張 し た ギ ズ バ ー 
ン は その 右側 を 回 っ て 、 そ の 前 に 出 よ うと し た 。 ブ ルー の スポ ボン が 床 を は な れ た か と 思う と 、 ギ ズ バ ー ン を 蹴り 跳 ば し た 。 
ギ ズ スバ ー ン は 2 つ折 り に な っ た 。 咳 き 込 みな が ら ゃ も 、 彼 は 再度 向かっ て いっ た 。 ギ ズバ ー ン は その 2 人 に 殴り か か っ た 。 そ 
の 腕 は 大 きく 宙 を 泳ぎ 、 ギ ズバ ー ン は 無防備 に な っ た 。 敵 の パン チ が ギ ズ バ ー ン の 頭 を 1 撃 す る と 、 彼 は フッ ド の すぐ 近く 
まで 跳 ば され て きた 。 

| 器 い くせ に イキ が っ ちゃ っ て 。」 

そう 言う と 、 床 に 横たわっ た ギ ズ バ ー ン に は 見 向き も せ ず に 、 一 直線 に フッ ド の も と に や っ て 来 た 。 そ し て 手 を 差し 伸 べ 
fae 

フッ ド は その 手 に つか まっ て 起き 上 が っ た 。 頭 は まだ ふら ふら し た まま 、 集 まっ た 見 物 人 の 問 を 縫っ て 連れ 出 き れ た 。 も 
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う ひ と り が フッ ド の 腕 を と っ て 、 バ パー の 片隅 に ある テー ブル まで 連れ て 行っ て くれ た 。 ギ ズ バ ー ン が 起き 上 が っ て し ゃ が 
れ た 声 で 叫ぶ の が 聞こ えた 。 

[この まま で 済む と 思う な よ ! 

シー ト に 倒れ 込む と 、 フ ッ ド は 顔 を 上 げ て 助け て くれ た 2 人 を 見 上 げた 。 頭 が 割れ そう だ っ た 。 彼 の 目 に 最初 に 飛び 込ん 
で きた の は 、 谷間 に 輝 く 星 を 形 を 型 取 っ た グリ ー ン の 役 章 で あっ た 。 ど きど き し な が ら 、 フ ッ ド は 2 人 の 顔 を 見 上 げた 。 
フッ ド の 芝 嘆 し た 視線 が 、 心 配 そ うに 見 つめ る グレ ー の 瞳 と 出会っ た 。 あ の 時 レイ プ に 収容 され た 若い 男女 に 間違い な か っ 
だら 

[始め まし て 、 メ リディア ン よ 。」 

彼女 は 軽く 会 釈 す る と 、 こ う 続 けた 。 

「 彼 は 相棒 の ワー ニス 。」 

「 フ ッ ド 、 メ ッ セ ー ジ は 受け 取っ た ぜ 。」 

メリ ディ アン が 3 人 分 の 飲み 物 を オー ダー し た 。 さ っ き の 声 は 、 間 違い な く 彼 女 の も の だ っ た 。 それに ギ ス バー ン を 叩き 
の めし た の も 彼女 に 違い な か っ た 。 

[自分 の 身 ぐ らい 、 自 分 で 守れ な くち ゃ だ め ね 。」 

皮肉 っ ぽい 笑い を 込め て 、 彼 女 が 言っ た 。 フ ッ ド は だ ん だ ん と 現実 と の 接触 を 失っ て 行く の を 感じ て いた 。 

| レイ プ で 救出 され た お 2 人 で すね 。 | 

フッ ド が 勇気 を ふる っ て こう 切り 出し た 。 

[お 前 、 軽 い 脳 し ん と う を お こし て いる ん だ ろう 。」 
ウェ イタ ー か ら 3 人 分 の ドリ ンク を 受け 取る と 、 そ の うち の 1 つ を フッ ド の 前 に 置き な が ら 、 ワ ー ニ ス が 言っ た 。 
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| お 話し が し た いん で す が ・・・。」 

フッ ド は こう 切り 出し た 。 

[こん な 状態 で まとも な 話 が で きる か どう か わか り ま せん 。 も し ご 迷惑 で な けれ ば 、 6, 7 時間 休 ませ て も ら っ て その 人 後 
に も う 1 度 お 会 いで きた ら と 思い ます 。」 

「 俺 た ち は 構 わな い ぜ 。」 

ワー ニス が ぼん や り と こう 答え た 。 

[明日 は 2 人 で GLC (ギャ ルコ ー プ 法律 セン ター) に 行く こと に な っ て いる の よ 。 そこで 手続 き を すま せれ ば 、 前 に 乗っ 
て いた ボア の クレ ジッ ト が 返還 し て も ら え る か ら 。」 

こう メリ ディ アン が 付け 足し た 。 

| そう で し た ね 、 変 な こと を 思い 出さ せ て すみ ませ ん 。」 

フッ ド は ば つの 悪さ き を 感じ た 。 

「 と ころ で 、 も う ひ と り の 様態 は いか が で すか 。」 

テー プ ブル の 反対 側 に 座っ て いる 2 人 は 驚い た よう だ っ た 。 

「 艇 長 は 、 助 か ら な か っ た の 。」 

メリ ディ アン が うち ひし が れ た 声 で こう 答え た 。 

「 そろ そろ 行こ うか 、 メ リディア ン 。」 

ワー ニス は メリ ディ アン の 手 に 自分 の 手 を 重ね な が ら 、 こ う 言 っ た 。 


| 
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フッ ド は コプラ の 艦橋 で パイ ロッ トシ ー ト に 腰 を 降ろ し て いた 。 彼 の 横 の 通信 パネ ル で は コー コム シス テム が 作動 し て い 
た 。 彼 の 足許 の 貨物 室 で は ステ ーション ・ オ ー ト スキ ャ ン ・ コ ンピュータ が 食料 19 ト ン と 鉱物 少々 を 運ん で いた 。 フ ッ ド は 
も う 1 度 リ ー ス ティ に 戻る つも り だ っ た 。 フ ッ ド は その 作業 に ほとん ど 注 意 を 払っ て いな か っ た 。 彼 は メリ ディ アン と ワー 
ニス に 出会っ た こと を 思い 出し て いた の だ っ た 。 洲 し さと 厳し さき を 交互 に 表現 する あの グレ ー の 目 で 彼 の 頭 は 一 杯 に な っ て 
Vo 少し 休ん で ギ ズ バ ー ン に 受け た 傷 が 和らぐ と 、 フ ッ ド は サン ・ サ リフ ・ プ ロッ ク の 中 の バー で 2 人 と 再会 し た の だ っ 
た 。 バー の 横 に は 大 き な 水 槽 が 設置 きれ 、 そ の ガラ ス は 天井 に 向かう に つれ て 外側 に 張り 出し 、 そ の 1 部 は バー の シー ト の 
上 に まで 張り 出し て いた 。 そ の お か げ で 、 レ イプ ブ の 珍し い 魚 が 目 の 前 だ け で な く 、 頭 の 上 を 泳ぎ ず 回 る の を 見 る こと が で き 
Is 

メリ ディ アン と ワー ニス の 2 人 は 、GLC (ギャ ルコ ー プ 法律 セン ター) で 自分 た ちの クレ ジッ ト を 返還 し て も ら う 手続 き 
を 取る 目的 で 、 こ の レイ プ の 1 号 ス テー ショ ン を 訪れ ん て いた の だ っ た 。 フ ッ ド が 休ん で いる 間 に 、2 人 は 手続 き を すべ て 終 
わら せ て いた 。 さ ら に 、 コ プラ ・ マ ー ク 3 を 買う 手 は ず ま で 整え て いた の だ っ た 。 ワ ー ニ ス は ひ弱 そう に 見 える 男 だ っ た 。 
レプ パッ ド を 右 肩 と 首 に 巻き つけ て いる た め 、 そ れ に 注意 し て 動か な けれ ば な ら な か っ た 。 ま た 、 で きる だ け 左 手 を 使う よ 
うに 心掛け て いた が 、 使 い 込 まれ た 右手 ほ ど 器 用 に 動か な いた め に いら つい て いる よう に 見 えた 。 バ ニレ ンズ 杉 長 の 船 に 
乗っ て か ら 、 行 動 を 共に し て か ら そ れ は ほど 長く は な いと の こと だ っ た 。 

一 方 メリ ディ アン は と て も H 象 的 な 女性 で あっ た 。 背 が 高く 、 い か つい 肩 を し て いた が 、 間 違い な く 人 目 を 惹く 女性 
だ っ た 。 特に 、 そ の 有 目 は 1 度 見 た ら 忘 れ し ら れ な か っ た 。 彼女 の 髪 は 左 は 短い ボブ プ 、 右 は 刈り 上 げ て プル ー に 染め る と いう 最 
新 の スペ ー サ ー フ ァ ッ ショ ン で まとめ られ て いた 。 ワ ー ニ ス よ りか な り 若 いこ と は 確か だ っ た が 、 彼 女 の 正確 な 年 齢 を 当て 
る の は 区 し いこ と で は な か っ た 。 和 彼女 は 疲れ て いた し 、 あ の 事故 の あと で 、 か な りや つれ て 見 えた 。 2 人 と も よく 見 か ける 
ブル ー の 宇宙 スー ツ を 着 て いた が 、 ボ ア の 思い 出 の 品 と な っ た 、 グ リー ン の 微 章 だ け は 今 で も 身 に つけ て いた 。 
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フッ ド は 、3 号 ステ ーション で 2 人 が 収容 され た 時 の 様子 と 、 ど うし て 病院 あて に メッ セー ジ を 送る 気 に な っ た の か を 話 
し た 。 ワ ー ニ ス は ボア と の 最後 の 温 い を 簡単 に 話し て くれ た 。 フ ッ ド は リー ステ ィ で ボア か ら 攻 撃 を 受け た 時 の こと を 思い 
出し た 。 あ の 時 は 、 メ リディア ン 、 ワ ー ニ ス た ちゃ 実は 海賊 ども の 一 味 だ っ た の で は な いか と 疑っ た こと を 非常 に 恥ず か し 
く 思 っ た 。 ま だ 駆け だ し の パイ ロッ ト の くせ に 、 敵 の 脱出 カプ セル を 撃 と うか どう か 迷っ た あの 時 の こと は 、 は る か 昔 の 出 
来 事 だ っ た か の よう に 思わ れ た 。 宇宙 で の 生活 は 何で も 速い スピ ー ド で 過ぎ て いく の で 、 ス ペー サー は みん な 過去 の こと に 
縛ら れず に 生き て いけ る 。 ス ピー ド こ そ が 宇宙 で 生活 を 営ん で いく た め に は 必要 な の で ある 。 フ ッ ド は 、 も し また 同じ 様 な 
状況 に 道 遇 する こと が あれ ば 、 今 度 は た め ら うこ と は な い だ ろ うと 考え た 。 彼 が 優し さ を 捨て た 時 、 海 賊 は 星 層 と 化す こと 
だ ろう 。 それから 、 み ん な の 話題 は ギ ス バー ン に 移っ た 。 す る と 、 意 外 に も メリ ディ アン が 心 を ひら いて 会 話 に 参加 し て き 
た 。 彼女 は ギ ズ バ ー ン の 流儀 が どう し て も 我慢 で き な い よう だ っ た 。 と ころ が 、 メ リディア ン の 考え 方 も 、 ギ ズバ ー ン と 相 
反する も の か と 言え ば そう で も な く 、 む し ろ ス ペー サー の 生き 方 を 完全 に 悟っ て いる か の よう に 感じ られ た 。 少な く と も 、 
フッ ド は それ に 共感 する も の を 感じ られ た 。 自分 の 思い 描く 大 き な 夢 と 打ち 解け あう も の で あっ た 。 

ギ ズ バ ー ン は 、 エ リー ト を 現存 する 社会 体系 と 争う る の で ある と 見 て いた 。 対立 こそ が 自由 に 生き て 夢 に 到達 する た め の 
究極 の 手段 と し て 考え て いた が 、 メ リディア ン は 一 流 の パイ ロッ ト 達 が 自分 自身 の 能力 を 信じ て 大 きく 成長 し て いく と いう 
生き 方 を 求め て いた 。 

[自分 が 生ま れ な が ら に 持っ て いる 能力 を 全部 出し 切る こと よ 。」 
これ が メリ ディ アン の 言葉 だ っ た 。 そ れ は スペ ー サ ー の 心構え と 同時 に 、 メ リディア ン 自 身 が も う 1 度 立ち 上 が る た め に 自 
分 自身 に 言っ て いる よう に 聞こ えた 。 

この レイ プ 系 の どこ か に は メリ ディ アン を トレ ー ダ ー と し て の キャ リア か ら ひ きず り 了 降ろし 、 彼 女 の 野望 に も う 1 度 火 を 
付け させ た 、 憎 き ク レー ト が 凌 ん で いる の だ 。 3 人 は し ば らく テー ブル を 囲ん で 楽し い 時 を 過ごし た 。 話 は 盛り 9 上がり 、 尋 
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奮 を 謗 っ た 。 こ れ か ら の 3 人 の 可能 性 を 話し て いる と 、 フ ッ ド は 今 ま で 感じ た こと の な か っ た 、 確 証 の よう な も の を 初め て 
掴ん だ よう な 気 に な っ た 。 フッド の 肌 は 、 エ リー ト へ の 夢 に 燃え 上 が っ て 、 チ クチ ク す る よう な 感覚 が し た 。 

[予想 、 統 計 な ん か 信じ ちゃ だ め よ 。 そ ん な も の に いつ まで も 縛ら れ て る と 、 肩 が 重く て 歩け や し な いで し ょ 。 私 た ち は 
目 分 の 希望 に か け ま し ょ う よ 。 自分 を 信じ て ね 。」 

メリ ディ アン は 本 当 に 真実 と 言え を る も る の だ け 、 つ まり は 自分 自身 だ け を 信じ て いる よう だ っ た 。 彼女 の 顔 に 赤み が さ し 、 
始め て あっ た 時 より ずっ と 若 々 し く 、 そ し て 健康 的 に 見 えた 。 

フッ ド は そん な メリ ディ アン を 見 て いる うち に 、 効 小 の 頃 に 母 が 聞か せ て くれ た 、 楽 し い 話 を 思い 出し て いた 。 それは 彼 
の 母 が お と き 話 や 冒険 談 を 上 手 に 繋ぎ 合わ せ て 作っ た も の だ っ た が 、 フ ッ ド は 子供 心 に も 、 自 分 の 母 が 8 つの 銀河 の 英雄 だ 
と 信じ きっ て いた 。 や が て 、 そ ん な 彼 の 淡い 想い も 惑星 アン ロマ (Anoma) の デル タ ・ イ ー ス ト ・ ケ ア ・ セ ンタ ー (Delta 
East Care Centre) で 出会っ た 子供 た ち に ば か に され 、 た だ の 作り 話 と いう こと を 和 無理矢理 教え ん ら れ た の だ っ た 。 フ ッ ド は そ 
れ を 想い 出し て いる うち に 、 ふ と 現実 に 返っ た 。 目 の 前 に は ワー ニス が いた 。 2 人 を 見 て いる と 、 寛 容 な 心 、 ユ ー モ ア 、 後 
笑み 、 和 魅力 、 そ ん な も の が また フッ ド の 体 に 難 っ て きた 。 

メリ ディ アン は フッ ド の 心 を 見 透かし て いる か の よう に 、 ワ ー ニ ス を 適当 に か ら か っ た 。 

[も う 私 た ち は 子 供 じ ゃ な い の よ 、 ワ ー ニ ス 。 あ ん た な ん か 、 働 き ば ちの 老い ぼん れ スペーサー じゃ な い 。 | 

| お い お い 、「 な ん か 」 は 余計 だ ぜ 。 俺 は 、 老 いぼ ほれ た 働き ば ちっ て いう の に も 結構 誇り を も っ て る ん だ か ら な 。」 

ワー ニス が 笑っ た 。 笑う と 顔 が し わ で くし ゃ くし ゃ に な っ た 。 

こん な 会 話 を 聞い て いる と 、 フ ッ ド は 小さ い 頃 に 受け た 心 の 傷 が 薄れ て 行く よう な 気 が し て いた 。 こ の 2 人 が 、 本 当 に 誠 
実 で 信頼 の お ける 人 と いう の が 嬉し か っ た 。 2 人 が いな か っ た ら こ ん な に リラ ックス し た 時 は 過ごせ な か っ た に 違い な い 。 
3 人 は 笑い 声 を 上 げ な が ら 、 よ く 飲 ん だ 。 つ いで に 水 醒 の 中 を せわ し な く 泳 ぎ 回 る 、 レ イプ 産 の ちょ っ と 珍し い 魚 を 楽し な 
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こと も 忘れ な か っ た 。 

コー コム か ら ビ ーッ と いう 音 が し た 。 艦橋 の スク リー ン に は 、 購 入 し た 貨物 が コブ プラ に 無事 に 積み 込ま れ 、 確 実に 固定 さ 
れ た こと を 告げ る メッ セー ジ が 表示 され た 。 そ の 音 で 回 想 の 世界 か ら 我 に 返っ た フッ ド は 、 現 実に 連れ 戻さ れ た こと を 知る 
と 、 た め 息 を つい た 。 こ れ か ら も 、 3 人 は メッ セー ジ ・ ボ ックス に 伝言 を 残し な が ら 、 連 絡 を 取り あう 約束 を し た 。 ワ ー ニ 
ス は 、 体 が 元 通 り に 回 復 す る まで 1 号 ス テー ショ ン で 静養 する と い う 。 一 方 、 メ リディア ン は CR を 取り 戻し 、 購 入 し た コ 
プラ を 調整 、 パ ワー アッ プ し て 、 次 な る 航海 に 備え を る こと に な っ た 。 い よい よ 別 れ の 時 が 来 た 。 RA マー ク が 通信 スク リー 
ン に 現われ 、 フ ッ ド が コー コム の 通信 を 切る と 、RA マ ー ク の 人 金色 に 輝く 翼 が 何 か を 言 お うと し て いる よう な 気 が し て きた 。 
それ は 、 可 能 性 に 満ち 溢れ た 銀河 に 光り を と も す 夜 明け な の だ 。 エ リー ト の バッ チ ヂ を 手 に 入れ られ る か どう か は フッ ド の 努 
力 次 第 な の で ある 。 エ リー ト は RA マー ク の バッ プチ ヂ を 役 章 が わり に 身 に つけ る こと を 許さ れ て いる の だ 。 宇宙 ステ ーション 
の トン ネル を 抜け る ほん の 数 秒 の 問 、 フ ッ ド は 自分 が エリ ー ト の ライ セン ス を 登録 し に この レイ プ に 戻っ て くる 次 を 想像 し 
Zo RA マー ク が 輝く バッ ジ を 手 に する た め に 。 
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何 か を 始め た ば か り の 頃 は 、 ど ん な ささ いな 出来 事 で も 生死 に 関わ る よう な 問題 と な る 。 ほ ん の 小さ な 過ち が 、 と ん で も 
な い 結 末 を 生む こと だ っ て ある の だ 。 フ ッ ド は 惑星 レオ ンド (Leoned) に 向け て 航海 中 で あっ た が 、 こ の 時 も 、 運 命 が 小さき 
な 過ち が 起こ る の を 、 今 か 今 か と 待ち わび て いた の だ っ た 。 フ ッ ド が 初め て 宇宙 ステ ーション を 出発 し て か ら 2 年 が 経過 し 
て いた 。 あ の 頃 は 全く の 駆け 出し で 、 見 る も る の 聞く も の 驚い て ば か り い た し 、 頭 は いつ も 混乱 し て いた 。 ス ペー サー が そう 
や っ て 生ま れ て くる も の な ら ば 、 誰 も 人 生 の 苦し さ を 教 えて や る も の は いな か っ た 。 フッド は 笑み を 浮か べ て いた 。 い や 、 
お そら く 誰 か が 教え よう と し た に 違い な か っ た 。 た だ フッ ド が 開 こ うと し な か っ た の だ ろう 。 彼 が 速度 を 上 げ て スペ ー ス ・ 
スキ ッ プ に 切り 替え よう と する と 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー が 接近 し て くる 敵 に 反応 し た 。 コンディ ショ ン ・ レ ッ 
ド の 警告 に 緊張 し な が ら 愛 機 「 カ サロ ス 号 」 を 旋回 させ る と 、 第 1 攻撃 目標 に 照準 を 合わ せ て 敵 の 正体 を 確認 し た 。 敵 は サ 
イド ワイ ンダ ー で あっ た 。LF91A・ ミ リタ リー レー ザー で 、 こ と を 片付け る の は 容易 な 事 で あっ た 。 第 2 攻撃 目標 の クレ ー 
ト は 、 あ まり に も あっ さり と 撃隊 され て し まっ た の で 、 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に その 姿 を 見 せる 時 間 も $ も なか っ 
だ 

最後 に 残っ た ウル フ ・ マ ー ク 2 と は 接近 戦 と な っ た 。 フッ ド は 、 先 手 を 打っ て 英 の シー ルド を 猛 打 し た 。 コプラ の シー ル 
ド も 敵 の レー ザー を 何 発 か 受け た も の の 、 セ カン ド ・ バ ッ テ リ ー・ ユ ニッ ト を 搭載 する 現在 の 強化 コブ プラ に は 少し の ダメ ー 
ジ も 与え る こと が で き な か っ た 。TS コ ムダ イレ クト に 視線 を 落と す と 、 敵 撃隊 の 確認 と 報償 金 の 額 を 知る こと が で きた 。 機 
首 の 向き を 変え る と 、 敵 の 残骸 の 間 を 疑う よう に し て レオ ンド に 向かっ て 進路 を 取っ た 。 

安全 ゾー ン に 向かう 途中 、 フ ッ ド は ロー カル ・ ス テー ショ ン が 送信 する OSA ニ ュー ス を 何気なく 聴い て いた 。 ニ ュー ス は 
第 3 銀河 で 勢 発 し た ギャ ルコ ー プ と イン ター ステ ラー・ サ ンク ショ ンズ の 戦争 を 報道 し て いた 。 そ れ に よれ ば 、 こ の 戦争 に 
お ける ギャ ルコ ー プ 海軍 の 犠牲 は か な り の も の らし い 。 イ ナー タ (Enata) で 開か れ た 、 昨 年 の 話し あい は 結局 行き 詰まり 
に 終わ り 、 テ クセ オニ ス (Texeonis) 条約 は 破棄 する こと に な っ た 。 その 直後 、 レ ッ ド 系 内 の ギャ ルコ ー プ 統治 エリ ア が サ 
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ンク ショ ン 軍 に 乗っ 取ら れ て し まっ た 。 現在 レッ ド 系 は 衝突 の 中 心地 に な っ て いる と い う 。 敵 は 量産 戦闘 艇 と し て エク セル 
シア ・ マ ー ク 6 (Excelsior Mk VI を 配置 し 、 ギ ャ ルコ ー プ の 銀河 に 大 量 の 海賊 船 を 潜入 させ て いる と いう 噂 は どう や ら 本 
当 だ っ た 。 交戦 地区 以外 の 被害 は 、 今 の と ころ 第 4 銀河 で 起き た 死者 1 名 の 事件 が 確認 きれ て いる だ け に 過ぎ な か っ た 。 も 
の すご い 攻 撃 だ っ た 、 と 現地 の 特派 員 は 報告 し て いた 。 

第 4 銀河 で 進行 中 の 戦争 は 、 各 方 面 軍 所 属 の 艦隊 が ナイ ト ・ テ ンプ ラー ズ と の 戦い を ほとん ど 引 き 受 け ざ る を 得 な い 形 と 
な っ た 。 こ れ に より 、 今 まで 以上 の サー ゴイ ド 侵 略 船 を ギャ ルコ ー プ の 宇宙 に 侵入 させ る 結果 と な っ た 。 

フッ ド は 内 宇宙 に 無事 進入 する と 、 自 動 ド ッ キ ング 装置 に 操縦 を 任せ る 前 に 、 理 想 的 な アプ ロー チコ ー ス を マニ ュ ア ル で 
描こ うと 虫 起 に な っ て いた 。 今 ま で に メッ セー ジ ・ ボ ックス か ら 集 め ら れ た 、30 以 上 の メッ セー ジ は すべ て TRD に 記録 され 
て いる 。 フ ッ ド は 、 そ の 中 か ら メ リディア ン の ファ イル を 検索 し た 。 メ リディア ン が 最後 に メッ セー ジ を 残し て くれ て いた 
の は 、 惑 星 オ ー デ イィ マ (Ordima) だ っ た 。 フ ッ ド が その 気 な ら 惑 星 シ ー ス ゼ (Ceesxe) で 会 お うと いう 内 容 だ っ た 。 フ ッ ド 
は 、 メ リディア ン と も う 8 ヵ 月 も 会 っ て いな か っ た 。 も ちろ ん フッ ド は シー ス ゼ に 行く つも り だ っ た 。 

始め の うち は 、 2 人 の 航路 が 交差 する 時 に お 互い 連絡 を 取り あっ た り 、 偶 然 に 何処 か の 星 で ば っ た り 出 会 う の を た だ 待っ 
て いる だ け で あっ た 。 その うち に 都合 の いい 時 を みつ け て は 2 人 で デー ト す る よう に な っ た 。 8 ヵ月 も 会 っ て いな いた め 
か 、 と た ん に 彼女 が 恋し く な っ た 。 フッド は も うと っ くに 1 人 で 寝る の に は 飽き 飽き し て いた 。 1 人 で 時 間 を 持て 余す の も 
意味 が な いこ と だ し 、 自 己 欺 謗 の 主人 公 が 最後 に 精神 に 異常 を きた す と いう スペ ー ス 神話 を 読む の も 建設 的 な 行為 と は 言え 
な か っ た 。 彼女 と 過ごす 時 間 が 唯一 意味 の ある も の で あっ た 。 

ワー ニス と は ご く 最 近 会 っ て いた 。 ワ ー ニ ス は 体 が 元 に 戻る と 、 す ぐに も う 1 度 ト レー ダー と し て の 経験 を 積ん で いく た 
め に 旅 に 出 た 。 宇宙 の すみ ずみ の 星 を か け め ぐっ て いる こと だ ろう 。 ワー ニス の 冷静 な アド バイ ス や 、 本 能 的 と 言え る 優れ 
た トレ ー ド 分 析 、 独 特 の ユー モア に フッ ド は 感心 し て いた 。 それ 以 降 は 、 惑 星 マ キー ド ソ (Maxeedso) で か な り 以 前 の メッ 
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セー ジ を 読ん だ 以外 は 、 彼 か ら 連 絡 は な か っ た 。 メ ッ セ ー ジ ・ ボ ックス に 保存 され た メッ セー ジ は 、 誰 か が 読む 頃 に は どれ 
も か な り 前 の 日 付 の も の に な っ て いて 、 役 に 立た な い 物 ば か り で あっ た 。 歴史 の 断片 が 日 の 目 を 浴び る の を 今 か 今 か と 待っ 
て いる の で ある 。 それ を 考え る と 、 何 だ か 神秘 的 な 機械 の よう に 思え て きた 。 み ん な 未来 に 向け て メッ セー ジ を 発信 し て い 
る か ら で あ る 。 

心 に 引っ 掛か っ て 取れ な い の が 、 ギ ズバ ー ン が 残す メッ セー ジ で あっ た 。 彼 の 言葉 を 信じ る な ら 、 悪 党 ど も と 手 を 組ん で 
いる らし い 。 逃亡 者 と し て も うす で に 6 ヵ月 も 逃げ 回 っ て いる の だ 。 彼 は 、 必 ず 再 会 し て 前 回 の 借り は 返さ せ て も ら う ぞ と 
論じ も で ゆめ た 。 

「 ド リン クリ ベン ジ (復讐 ) | 

それ が ギ ズ バ ー ン の 合言葉 で あり 、 メ ッ セ ー ジ は 必ず と 言っ て いい ほど この 言葉 で 始ま っ て いた 。 ま る で な に か の 招待 状 
を 思い 出さ せ た 。 

フッ ド は ドッ キン グ ・ コ ンピュータ に 操縦 を 任せ る と 、 コ ー コ ム に アク セス し 、 今 回 の 積み 礎 が この 星 で は いく ら で 取 り 
引き され て いる の か を 調査 し た 。OSA が スク リー ン 上 の メッ セー ジ を 光ら せ て 、 ア ッ チ ・ ラ ッ ク (Atch Ruk) と の 商業 取り 
引き に 関す る OSA ス テー ショ ン 規 則 に 目 を 通す よう に 警告 を 送っ て いた 。 アッチ ・ ラ ッ ク は 惑星 リオ ンド の 邦 虫 類型 の 現住 
生物 で 、OSA の ロー カル ・ ス テー ショ ン に 雇用 され て いる 。 本 人 が 希望 すれ ば 、 ギ ャ ルコ ー プ の 市 民 と し て の 権利 も 与え ら 
れる 。 レ オン ド に は ギャ ルコ ー プ の 他 に 、 シ ー ス ゼ ・ コ ー ポ レー ショ ン の 勢力 も 及 ん で いた 。 独裁 国家 或 星 ベイ ス (Veis) 
の 資金 源 に も な っ て いる 宇宙 連邦 の 1 つ で 、 中 心 惑星 シー ス ゼ は 技術 開発 の 盛ん な 星 と し て よく 知ら れ て いる 。 EEY 
ルコ ー プ の 支配 下 に あっ た と いう 歴史 も 持っ て いる 。 ア ッ チ ・ ラ ッ ク が ギャ ルコ ー プ の 市 民権 を 申請 で きる の も シー ス ゼ 政 
府 の 力 な の だ 。 

カサ ロス 号 は 2 号 ド ッ ク に 到着 し た 。 フ ッ ド は 、 医 療 物資 を 始末 する と 階下 の リビン グ ・ セ クシ ョ ン に 移動 し て 、 オ ー ト 
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スキ ャ ン が 自動 積み 下ろ し を 行なう の を 待っ た 。 こ の まま すぐ シー ス ゼ に 飛ぶ の も 悪く は な い が 、 そ の 前 に リラ ックス ポッ 
ド で 休憩 する つも り で あっ た 。 メ リディア ン は そろ そろ 到着 し て いる 頃 だ ろう 。 ポ ッ ド の 中 で 横たわり 、 ニ ュー ロウ ェ ビ ン _ 
グ 装 置 を 手探り で 探し た 。 フ ッ ド の 上 顔 は に や つい て いた 。 

「 病気 だ な 、 お 前 も 。」 

独り 言 を 言っ た 。 

「 あ ん な 女 に 惚れ ちまう な ん て さ 。 陸 に 上 げ ら れ た 魚 み た い に 、 バ タバ タ 又 れ 回 る だ け か 。」 

フッ ド が そう つぶ や いた 瞬間 、 通 信 機 か ら 緊 急 信 号 が 開 こ えて きた 。 フ ッ ド は 慌て て 身 を 起こ し た 。 艦橋 に 戻る 代わ り 
に 、 リ ラッ クス ポッ ド か ら 通 信 機 の 端末 まで 、 部 屋 の 端 か ら 端 まで ジャ ンプ し た 。 い つ で も 緊急 に 備え られ る よう に 、 リ ビ 
ング ・ セ クシ ョ ン に も 子 機 を 取り 付け て お いた の で ある 。 これが 結構 役に立つ 機会 が 多かっ た 。 

緊急 通信 は 、 字 宙 ス テー ショ ン に ある ギャ ラク テイ ィ イッ ク ・ ネ イ ビ ー の 基地 か ら ダ イレ クト に 発信 きれ て いた 。 ア ラ ザ エ ス 
系 に 投入 する 支援 部 隊 を 結成 する た め 、 民 間 の 腕利き パイ ロッ ト を 緊急 に 募集 する と いう 内 容 だ っ た 。 せ っ ぱ 詰 まっ た ギャ 
ラク ティ ッ ク ・ ネ イ ビ ー が 各 戦 場 で 備 兵 を 雇い 始め た こと は 、 フ ッ ド も 知っ て いた 。 し か し 、 今 まで の フッ ド は 、 人 危険 な 
場所 に 命 を 張っ で 出かけ る よう な バカ な 真似 は し な か っ た 。 フ ッ ド は 通信 機 を オン に する と ギャ ルコ ー プ に 向け て 、 目 分 が 
出撃 可能 な こと を 正式 に 通知 する と と も に 、 戦 況 デー タ 、 雇 用 条件 を すぐ 送信 し て ほし いと 依頼 し た 。 今 の フッ ド に 迷い は 
な か っ た 。 ギャ ルコ ー プ は 、 現 在 い くつ か の エリ ア で 交戦 中 で あり 、 設 立 以 来 の 大 ビ ピンチ を 迎え て いる の だ っ た 。 も し 、 こ 
こ で ギャ ルコ ー プ が 沈没 する よう な こと が あれ ば 、 数 え 切 れ な い ほ どの 市 民 が 混乱 と いう 名 の 海 に 投げ 出さ れ て し まう の で 
ある 。 

返事 が 返っ て きた 。 

" 宛 海軍 予備 役 士官 : 新作 戦 の 展開 に 判 い 、 人 員 募 集 。 詳 細 は デー タ を 参照 の こと 。 実績 に より 、 最 高 S00CR を 支給 。 


即答 を 求む 。“ 
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フッ ド は た め ら わ ず に イエ ス と 回 答 す る と 、TRD が 中 継 デ ー タ ・ パ ッ ク を 受信 し た 。 そ れ に よれ ば 、 テ ロリ スト 集団 ナイ 
ト ・ テ ンプ ラー ズ の 主力 艦隊 が アラ ザ エ ス 系 に 急襲 を か けた と の こと で ある 。 協力 する パイ ロッ ト は 全員 すみ や か に 宇宙 ス 
テー ショ ン を 発進 し 、 ハ イ パ ー ド ライ プ ブ で 現地 へ 急行 する よう に 命令 され て いた 。 フ ッ ド は リビン グ ・ セ クシ ョ ン を 飛び 出 
す と 、 無 重 カ リフ ト を 通っ て 艦橋 に 駆け 上 が っ た 。 す べ て の シス テム が 、 い つ で も 発進 可能 な 状態 で あっ た 。 ス テー ショ ン 
管制 コン トロ ー ル か ら 、 フ ッ ド に 対し 優先 発進 権 が 与 た られ て いる こと を 知ら せ て きた 。 前 走者 が ステ ーション の トン ネル 
を 抜け よう と し た と ころ で 、 フ ッ ド は あわ て て レオ ンド の メッ セー ジ ・ ボ ックス に メッ セー ジ を 投げ 込ん だ 。 万 が 一 、 メ リ 
ディ アン や ワー ニス を 始め 、 友 人 の 誰か が 、 第 1 銀河 の さい は て の この 星 に や っ て 来る こと が ある か も し れ な い 。 

| 元気 か い 。 これから アラ ザ エ ス に 寄り 道 し て 、 シ ー ス ゼ に 向かう 。 リ フ ・ フ ッ ド 。」 

通信 機 が メッ セー ジ を 処理 する と 同時 に 、 フ ッ ド は 自動 発進 シス テム に 身 を 委ね た 。 コ プ ブラ は 宇宙 ステ ーション か ら 飛 び 
出し た 。 そ れ は 、 り ん ご の 実 か ら 毛 虫 が 飛び 出す 光景 を 想像 させ た 。 ス テー ショ ン 上 空 で 仲間 と 合流 する こと に な っ て い 
た 。 コ プラ を 反転 させ る と 、 仲 間 の 元 に 急行 し た 。 無線 通信 網 を つく る こと も 任務 の ひと つ で あっ た 。 や が て 司令 艦 P. フォ 
ー ス (P. Forth) 中 佐 か ら の 指示 が きた 。 そ れ は アラ ザ エ ス の 標準 ハイ パー ドラ イプ 航行 デー タ を 一 切 無視 し て 、 指 示 通 り 
の 終了 座標 に ハイ パー ドラ イブ し ろ と いう 命令 で あっ た 。 各 惑星 に は ギャ ルコ ー プ 航行 法 に 基 い た ハイ パー ドラ イブ の 終了 
座標 が 設定 され て いる 。 そ の 座標 通り に ジャ ンプ する の が 最も 安全 な 方 法 だ っ た 。 

| スペ ー サ ー が 命令 を 黙っ て 聞か な いっ て の は よく 知っ て る は ず じ ゃ な いか | 

フッ ド は こう 考え た 。 ス ペー サー に こん な 訳 の わか ら な い ハ イ パ ー ド ライ ブ 終 本 座 標 を 納得 きせ る の は 、 盲 目 の 信 仰 を 強 
制す る より 難し いも の だ っ た 。 こ の 支援 部 隊 に 志願 し た スペ ー サ ー の 数 は 決し て 多く な か っ た の に 、 い き な り こん な 命令 を 
受け て は 、 い っ た いそ の うち の 何人 が 実際 に 参加 し て くる だ ろう か 。 ゆ っ くり と 構え て いる 余裕 は な か っ た 。 こ ん な 緊急 の 
場合 で も な けれ ば 、 こ ん な 命令 に 誰が 従っ た で あろ うか 。 メ イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に は 、 色 と り ど り の 船 が 映っ て 
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いた 。 コ ブラ 、 パ イソ ン 、 ス ター ボー ト が いる 。 一 様 に 外 宇 宙 の 痢 の 中 に 消え る と 、 ア ラ ザ エ ス 系 の ある 地点 まで ジャ ンプ 
し て 行っ た 。 

[これ が 俺 た ち 流 の ヤリ 方 さ 。」 

フッ ド は こう 言う と 、 ハ イ パ ー ド ライ ブ を 作動 させ た 。 
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フッ ド の コプラ は 外 宇 宙 に 溶け て いっ た 。 フ ッ ド は 、 時 間 と 空間 の 和 干渉 波 に 自分 の 呼吸 を 合わ せよ うと し た 。 こ れ が うま 
くい く と 、 ハ イ パ ー ド ライ ブ を 終了 し た 後に 頭痛 や 異常 な 血圧 上 昇 に 悩ま され ず に すむ の で ある 。 フォー ス 中 佐 は も うす で 
に 目標 地点 に 到着 し て いる は ず だ 。 ミ ッ シ ョ ン ・ リ ンク の スク リー ン 上 に は デー タ が 次 々 と 殺到 し た 。 フ ッ ド の 一 行 は アラ 
ザ エ ス の 第 3 惑星 マル シア (Malthea) の 最 外周 軌道 に 姿 を 現 わ し 始め た 。 一 方 、 ナ イト ・ テ ンプ ラー 軍 は 標 玲 レ セ プ シ ョ 
ン ・ ゾ ー ン (標準 に 使用 され て いる ハイ パー ドラ イブ 終了 地点 ) に ジャ ンプ し 、 マ ルシア を 目指 し て いる 。 つ まり フッ ド た 
ち は 先 回 り し て 待ち 伏せ て いる わけ だ 。 テ ンプ ラー ズ を 見 つけ 出し 、 撃 墜 し 、 惑 星 な ら び に 軌道 上 の 軍事 基地 を 死守 する こ 
と が 今回 の ミッ ショ ン で ある 。 詳細 な デー タ が 次 々 に 送ら れ て くる と 、 覧 張 感 が 高まっ て いっ た 。 

命令 は 、. す べ て 特別 に 用 意 き れ た 周波 数 [ミッ ショ ン ・ リ ンク 」| を 通し て 行わ れ た 。 系 内 通信 シス テム は パン ク 寸 前 で 
あっ た 。 通信 ステ ーション は 死に 物狂い で デー タ の 山 と 格闘 し て いた 。 デ ー タ を 日 付 順 に 使え を る よう に する の が 仕事 だ っ 
た 。 そ の 問 に 、 フ ッ ド は と ぎれ と ぎれ の 会 話 の 断片 を 聞い て いた 。 情報 は フォ ー ス 中 佐 が 握っ て いた 。 ミ ッ シ ョ ン ・ リ ンク 
は マル シア に 進む 大 量 の テン プラ ー 艦 隊 と 味方 の アラ ザ エ ス 所 属 の バイ パー と ディ フェ ンダ ー の 数 を 正確 に 計算 し た 。 敵 予 
想 数 140 機 と いう の を 開い て 、 フ ッ ド は 注 然 と し させ られ た 。 こ れ は 現在 まで で 最大 級 の 動員 数 で ある 。 や つら が 惑星 ユー ズ 
ソー (Ususor) か ら や っ て 来 た の は まず 間違い な か っ た 。 ア ラ ザ エ ス で の 戦い は 、 シ ー ス ゼ ・ コ ー ポ レー ショ ン に よる 挑発 
と 見 せ か け て いる の で な い だ ろ うか 。 さすが に 巧妙 な テロ リス ト 和 集団 の 手口 で ぁ る 。 

次 の 命令 を 待つ 間 に 、 今 回 の 敵 の 大 規模 な 動き の 理由 を 考え て みる こと に し た 。 燃料 リ チ ャ ー ジ ャ ー を 使っ て 、 恒 星 で エ 
ネル ギー 補給 し な が ら 飛 べ ば 、 長 い 航海 が 可能 と な る 。 そ うし な が ら 、 シ ー ス ゼ ・ コ ー ポ レー ショ ン に 加里 する 世界 に 攻撃 
を 仕掛 け て いく 。 こ れ も 考 えら れ な く は な い 。 し か し 、 ど うみ て も それ が 真意 と は 思え な い 。 お そら く は 、 シ ー ス ゼ ・ コ ー 
ポレ ーション に 加盟 し て いる 星 の 幾 つか を 選ん で 攻撃 を か け 、 政 界 の 大 物 の 目 を 覚まさ せる と いう の が 、 今 回 の 本 当 の 目的 
な の で は な い だ ろ うか 。 こ れ を ギャ ルコ ー プ の 仕業 と 思い 込ま せ 、 報 復 を 促し 、 シ ー ス ゼ に 議会 で ロビ ー 運 動 を 起こ させ 
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て 、 軍 隊 の 最 配置 や 制裁 措置 に 踏み 切ら せよ うと する 意図 が ある と 考え る ほう が 、 フ ッ ド に は ずっ と まとも に 思え た 。 これ 
が 現実 化す れ ば 、 ギ ャ ルコ ー プ 領内 の 銀河 間 で 不平 分 子 が 生ま れ て くる の は 避け られ な い だ ろ う 。 ギャ ル ・ コ ー プ と シー ス 
ゼ ・ コ ー ポ レー ショ ン と の 関係 を 悪化 させ る の が 彼ら の 本 当 の 目的 で は な い だ ろ うか 。 

文 援 に 志願 し た 船 が 全部 到着 し た と 読む と 、 フ ォ ー ス 中 佐 か ら 命 令 が 下さ れ た 。 マ ルシア の 内 宇宙 で 、 前 進 し て くる 敵艦 
隊 を 真っ 向 か ら 迎え 撃つ と いう 作戦 で あっ た 。 海軍 所 属 の コブ ラ に は 最新 の 「 ラ イト ファ ー ス ト 」| (Light Fast) エン ジン 
が 挫 載 され て いて 、 た っ ぷり と し た 容積 を 持つ コプラ の 貨物 室 が ほとん ど 占 領 さ きれ て し まっ て いる 。 小隊 を 先導 する の は 、 
この 海軍 コプラ で あっ た 。 フ ッ ド は 「 コ デック 」| (Codec) 、「 ハ ー メ ス 」| (Hermes) 、「 マ ニ 」| (Mani) の 3 機 の コプラ 
と 行動 を と も に し た 。 コ ブラ の 優れ た 機動 性 を フル に 生か し た 戦い が で きる だ ろう と 思っ た 。 マ ルシア は 小さ な 惑星 で あっ 
た 。 フ ッ ド の 記憶 が 正しけれ ば 、10 年 に わた る 大 気 の 清浄 に よっ て 、 森 林 の 豊か な 星 に 生ま れ 変 っ て いた 。 今 で は 果物 が ア 
ラ ザ エ ス 系 の 主要 輸出 品 で ある 。 マ ルシア の 軌道 上 に は アグ ロ ・ ラ ボ (AgroLab) が あり 、 そ この 植物 研究 セン ター は 銀河 
中 で 賞 准 され て いる も の だ っ た 。 フ ッ ド の 一 行 は マル シア の 夜 の 部 分 、 つ まり 太陽 と 反対 の 方 向 か ら 進ん で いっ た 。 内 宇宙 
に 機 首 を 向け る と 、 マ ルシア が メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン いっ ぱい に 広がっ た 。 ま る で 漆黒 の 歴 に 向かっ て 飛ん で い 
る よう だ っ た 。 

通信 機 か ら 流 れ て くる ニュ ー ス は 悪い 知ら せ ば か り で あっ た 。 テ ンプ ラー の 艦隊 は 、 息 た え だ え の アラ ザ エ ス 防 衛 軍 を 兄 
さき の めし な が ら 進 撃 を 続け て いる と の こと だ っ た 。 数 の 上 で 絶望 的 に 負け て いる 以上 、 敵 に と っ て は 気晴らし に シュ ー テ ィ 
ング ・ ゲ ー ム を 楽し ん で いる よう な も の に 違い な い 。 

惑 里 シー ス ゼ か ら の 支援 部 隊 は 現在 シス テム ・ フ ォ ー ル を 通過 し て いる と ころ で ある 。 フ ッ ド た ち が ハ イ パ ー ド ライ ブ で 
到着 し た 場所 か ら は 、 ま だ ずい ぶん 距離 が あっ た 。 フ ッ ド た ち 支 援 部 隊 は すばやく 迎撃 距離 まで 近づく と 、 敵 の 反応 を レー 
ダー が 拾う の を 心待ち に し な が ら 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に 何 度 も 視線 を 落と し た 。 テ ンプ ラー 隊 の 先 遺 部 隊 が 
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グリ ッ ド ・ ス キャ ナー に 点 と し て 姿 を 見 せる と 、 い つも の と お り に コン ディ ショ ン ・ レ ッ ド の 灯り が 艦橋 の 中 を 照ら し 出し 
た 。 フ ッ ド は 戦闘 に すべ て の 神経 を 集中 させ た 。 敵 パイ ロッ ト の 技量 は 全く の 未知 数 で ある 。 先遣 部 隊 は 北 隊 に 戻っ て いっ 
た 。 や が て 敵 の 本 隊 が フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に 輝 点 と な っ て 現われ 出し た 。 フ ッ ド は 標準 チャ ルネ ル を 使っ て 促 
間 の 3 機 を 呼び 出し た 。 

[ここ か ら 正 面 切っ て 突っ 込む の は 、 ち ょ いと 無 護 す ぎ な いか 。 動か ず に 、 近 ざい て くる や つら を 1 匹 ず つ 狙 い 撃 ち に し 
よう ぜ 。」 

フッ ド は みん な か ら の 返事 を 待た ず が に 、 コ ブラ の 速度 を 落と し た 。 ハ ー メ ス と マニ が 後に 続い た 。 

コー デック は 編隊 に 戻る と 、 フ ォ ー ス 中 佐 率い る 小隊 の 後 を 追っ て 上 昇 し た 。 フ ッ ド の 左側 に は 残さ れ た 味方 の 編隊 が 次 
の 命令 を 待っ て いた 。 フ ッ ド は その 編隊 が パカ らし く 思 えた 。 こ ん な 大 勢 の 敵 を 相手 に し よう と いう と き に 、 戦 闘 編 隊 を 組 
ん で どう し よう と いう の だ ろう か 。 フ ッ ド は さっ そく 敵 の 1 機 に 照準 を セッ ト し た 。 

敵 は アダ ー で あっ た 。 標準 チャ ン ネ ル で も ミッ ショ ン ・ リ ンク ・ チ ャ ン ネ ル で も IR コ ー ド の 確認 は で き な か っ た 。LF レ ー 
ザー の 東 が 第 1 攻撃 目標 に 命中 し た 。 フ ッ ド の 上 顔 は まさ に 真剣 その も の だ っ た 。 敵 を 撃墜 し て も 、 い つも の よう な 笑顔 は 見 
られ な か っ た 。 火 を 吹く アダ ー を 気 に も 留め ず に 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー を 昭 み な が ら 、 次 の 攻撃 目標 に 照準 を 
合わ せよ うと し て いた 。 ハ ー メ ス も サイ ド ワ イ ン ダー を 地獄 に 送っ た 。 そ れ は 、 ハ ー メ ス の メイ ン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー 
ン で 正体 の 確認 が 済む や いな や 、 剛 光 と と も に バラ バラ に な っ て 飛び 散っ た 。 

敵 は ギャ ルコ ー プ 戦闘 艇 隊 と の 交戦 を 避け 、 フ ォ ー ス 司令 官 率 いる グル ー プ に 狙い を つけ 、 毅 いか か っ て いっ た 。 フラ イ 
ト ・ ス キャ ナー・ グ リッ ド は 、 戦 域 の あちこち で 接近 戦 が 繰り 広げ られ て いる の を 表示 し て いた 。 距離 を お いて 戦っ て も は 
と ん ど ラ チ が あか な か っ た 。 フ ッ ド は 接近 戦 の 形 を と る た め に 、 長 いき りゃ も み 飛 行 を 試み よう と 、 マ ニ と ハー ニス を 謗 っ て 
高速 で 飛ん だ 。 そ れ を 追い か け で て 戦闘 艇 隊 か ら ゃ も 12 機 の 小隊 が フッ ド の グル ー プ 向かっ て 飛び 立っ た 。 フ ッ ド の 一 行 と 合流 
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する と 、 横 一 杯 に 広がっ て バレ ル ・ ロ ー ル を と り 、 敵 を 迎え 撃つ 用 意 を し た 。 何 と 、 テ ンプ ラー の や つら と は 上 下 逆 き ま の 
格好 で 戦闘 が 始ま っ た 。 フ ッ ド た ちか ら 見 る と 、 敵 は まる で 腹 を 見 せ て 向かっ て き て いる よう だ っ た 。 

「 い っ ちょ う 、 腹 で も 切り 裂 い て や る か 。」 

フッ ド は こう 叫ぶ と 、 戦 闘 パ ネル の 中 で も 、 と くに 手 に 良く 馴染 ん だ スイ ッ チ に 手 を 置い た 。 

ギャ ルコ ー プ 軍 は 、 み ん な の 健闘 の お か げ で 善戦 し て いた 。 し か し 、 そ の 代償 も 決し て 少な く は な か っ た 。 フォー ス 艇 長 
紳 の グル ー プ は 激しい ドッ グフ ァ イ ト の 結果 、 多 く の 機 を 失 な っ て いた 。 フ ッ ド の グル ー プ も 、 残 っ て いる の は た っ た の 5 
機 で あっ た 。 敵 の ワイ ド シ ョ ッ ト 攻 撃 は 、 タ ー ゲ ッ ト シ ョ ッ ト 同 様 に 恐ろし いも る の で あっ た 。 フ ッ ド の コプラ は 、 シ ー ル ド 
を 維持 する た め に シー ルド ・ エ ネル ギー・ バ ンク だ け で は な く 、 メ イン ・ エ ネル ギー・ バ ンク の エネ ルギー も 消費 し 始め 
て いた 。 フッド が マン バ と 衝突 し た 時 に は 、 さ す が に 最後 だ と 思っ た 。 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー は ほとん ど 使 い 物 
に な ら な く な っ た 。 テ ンプ ラー 隊 の は と ん ど が 空 の カー ゴ ・ キ ャ ニス ター を 搭載 し て いる よう だ っ た 。 フ ッ ド が コプラ を 旋 
回 させ る と 、 敵 は 戦闘 の 風 の 中 を 浮遊 する 木の葉 の よう に ゆっ くり と 移動 し た 。 

戦列 に 復帰 し よう か と 考え て いる と 、 ミ ッ シ ョ ン ・ リ ンク を 通し て SOS が 流れ て きた 。 

[こち ら A 一 G リ サー チ ・ ス テー ショ ン MT 3 、 敵 接近 、 救 援 を 求む 。 | 

SOS は 同じ 文句 の 繰り 返し で あっ た 。 事態 の 詳し い 説 明 は 何 ち も な か っ た 。 シ ー ス ゼ か ら の 救援 隊 が 間に合う と は 誰 も 思わ 
な か っ た 。 フッ ド は フォ ー ス 中 佐 の グル ー プ か ら 離 れ て 、 テ ンプ ラー の 主要 艦隊 と 交戦 する 系 内 の 防衛 軍 を 援護 し よう と 心 
に 決め た 。 加速 し な が ら 、 ハ ー メ ス 、 マ ニ は も ちろ ん 、 生 き 残 り の 2 機 を 従え て 、MT 3 に 急行 し た 。 

戦局 は ひど いも の で あっ た 。 生き 残っ て いる 味方 の 戦闘 機 を 数 える の は 簡単 な こと だ っ た 。 ほ と ん ど が 撃隊 され て いた 。 
ひと り 、 ま た ひと り と 仲間 が や られ て いく 声 が 、 通 信 チ ャ ン ネ ル か ら 聞 こえ て きた 。 脱出 カプ セル で 敵 の マン バ め が け て 突 
入 し た 者 も ゃ いた が 、 決 し て 泣き 言 は に ぱし て いな か っ た 。 前 方 に いる は ず の 敵 も 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー に は ま 


(60) 


EERE PRINT 








だ 映っ て いな か っ た 。 

突然 、 敵 盤 隊 の 後部 が 現われ た 。 先 頭 部隊 の 位置 は 、 仲 間 か ら の 通信 で 知る こと が で きた 。 敵 は すでに リサ ー チ ・ ス テー 
ショ ン に 攻撃 を 始め て いた 。 フ ッ ド は 絶望 感 を 覚え た 。 仲間 の 援護 射撃 に 助け られ な が ら 接 近 し 、 敵 戦闘 機 を 1 機 ず つ 隊 と 
し て 行こ うと 考え た が 、 そ れ で は 自分 が 助 か ら な い だ ろ う 。 自ら 死に に 行く の は ば か げ ば て いる 。 と は 言え 、 後 方 か ら 集 中 攻 
撃 を か けれ ば ステ ーション に いる 人 の 命 が 危 な い 。 民間 の 科学 者 が 何 世代 に も わた る 研究 成果 と 共に 殺さ れ て し まう 恐れ が 
ある 。 懐か し い 地 球 か ら 運 ん で きた 木 や 草花 で 彩り られ た 庭園 や 、 新 世界 か ら 採 取 さ れ た 研究 植物 は た だ 壊さ れる の を 待つ ば 
か り で 、 ほ と ん ど 身 を 守る すべ は 残っ て いな い の だ 。 フ ッ ド は いら いら する 自分 を 押え な が ら 、 空 虚 感 を 感じ て いた 。 勝負 
する か ら に は 、 勝 算 が な く て は な ら な い 。 た と え エ リー ト ・ パ イロ ッ ト だ っ て 奇跡 は 起こ せな い の で ある 。 

フッ ド た ち は 、 今 の 自分 た ち に で きる こと か ら 始 め る し か な か っ た 。 後方 部 隊 の 敵 機 に 攻撃 を 仕掛 け て 、 や つら の 関心 が 
自分 た ち に 向く の を 待っ た 。 後方 の 中 隊 が フッ ド た ち に 向き を 返る と 、 速 度 を 落と し 、 向 か っ て くる 敵 を 1 機 1 機 撃隊 し て 
いっ た 。 マ ン バ 、 ア ダー、 ク レー ト 、 ク レー ト …。 フッド は 墜 し た 敵 を 数 えて いっ た 。 や が て レー ザー 砲 の 中 央 ハウ ジン グ 
が オー バー ヒー ト し て きた 。 撃っ て も 撃っ て も 敵 の 数 は 減ら な か っ た 。 

5 機 が 接近 戦 を 仕掛 け て きた 。 フ ッ ド は コプラ を 敵 に 向け て 旋回 させ て いる と 、 通 信 機 か ら 恐 怖 に お び え た 声 や セロ ネイ 
(Seronnay) と 名 乗る 技術 者 の 叫び 声 が 聞こ えて きた 。 前 方 に は 敵 は 少な く と も あと 40 機 は いる だ ろう 。 一 斉 射撃 で り サ ー 
チ ・ ス テー ショ ン の シー ルド を 破壊 し よう と し て いた 。 残念 な こと に 、 そ の シー ルド は コリ オリ ス 型 宇宙 ステ ーション の も 
の は ほど 強力 で は な か っ た 。 

助け を 求め た と 同時 に 、 彼 ら は 全員 死ん で し まっ た に 違い な い 。 フ ッ ド は そう 思っ た 。 恒星 の 近く を 飛行 し た 時 の よう な 
激しい 関 光 が 走っ た か と 思う と 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー と 航行 シス テム の ほとん ど が 読め な く な っ た 。 フ ッ ド た 
ちの 助け も 虚しく 、MT3 は 宇宙 の 鹿 と 化し て し まっ た 。 第 1 目標 に 照準 を 合わ せよ うと し て も 、 光り の 点 が 目 に 映っ て う 
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まく 行か な か っ た 。 

| よく も や っ て くれ た な 。」 

フッ ド は テン プラ ー の や つら が どう し て も 許せ な か っ た 。 

[地獄 に 送っ て や る 。」 

爆発 の 肉 光 が 弱 まる と 、 第 1 目標 に し よう と し た クレ ー ト が 目 の 前 に いた 。 フ ッ ド は コプラ を 上 下 左 右 に 振る と 、 ク レー 
ト に 照準 を 合わ せ 、 地 獄 に 送り 込ん だ 。 コ ン テ ナ が 撃隊 され た 機体 か ら 流 れ 出 し た 。 第 2 攻撃 目標 は 、 そ の コン テ ナ の 問 を 
功 み に ぬい な が ら 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー で 捕まえ る の も 大 変 な くら い 高 速 で 飛行 し て いた 。 が 、 ク レー ト の 残 
骸 の 影 で ハー メス の 一 撃 に 捉え られ た 。 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー が 大 量 の 敵 に 反応 し た 。 ス テー ショ ン を 攻撃 し て 
いた や つら が 、 フ ッ ド と その 一 行 と 交戦 中 の 隊 に 戻っ て きた の だ ろう 。 フッ ド は 急い で フォ ー ス 中 佐 に ミッ ショ ン ・ リ ンク 
を 通し て 和 無線 連絡 を 取っ た が 、 反 応 は な か っ た 。 

| 何と か シー ス ゼ か ら の 支援 部 隊 と 合流 する し か な いな 。」 

フッ ド は 無線 で 仲間 に こう 呼び か けた 。 今 、 生 き 残る に は これ 以外 の 方 法 は な か っ た の だ 。 向き を 変え る と 、 敵 艦隊 か ら 
逃げ 出す 形 を 取っ た 。 敵 の 射程 距離 内 に いる 以上 、 コ プラ の 機動 性 を フル に 生か し て 少し で も 敵 の 攻撃 を 浴び な いよ うに 祈 
る し か な か っ た 。 フッド は 無線 で 行動 を 共に し て いる 宇宙 艇 アス プ (Asp) に 呼び か け 、 イ リナ ス (rins) 中 佐 に グル ー プ 
を 先導 し て くれ る よう に 要請 し た 。 と ころ が 、 イ リナ ス 中 佐 か ら の 返答 は な か っ た 。 残さ れ た 5 機 の コブ プラ の パイ ロッ ト 
は 、 激 怒 と 憎悪 が 津波 の よう に 押し 寄せ て くる の を 感じ た 。 

フォ ー ス 中 佐 の コプラ が 見 えた 。 や っ と シー ス ゼ か ら の 援護 隊 と ベイ ス か ら の 小隊 に 合流 で きた こと に な る 。 仲間 は 60 機 
は いる だ ろう 。 し か し 、 フ ッ ド の 背後 か ら は 同数 の 英 が 追い か け て き て いる の だ っ た 。 
フッ ド の コプラ の シー ルド が 敵 の レー ザー を 受け た 。 一 朋 、 彼 の 脳裏 に 昔 の 光景 が よみ が えっ て きた 。 新米 パイ ロッ ト が 、 
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サー ゴイ ド の 猛攻 撃 か ら 命 か ら が ら 逃 げ 出 し て 、 救 援 に 来 て くれ た ギャ ルコ ー プ の バイ パー 隊 に か け 込 も うと し て いる 光景 
だ っ た 。 そ し て 交戦 し て 誰か が 命 を 落と す 。 後 世に 名 も 残さ ず に 。 

フッ ド に は この 戦い が 単に 接近 戦 で は すま な いこ と が 分 か っ て いた 。 も っ と 激しい 何 か が 待ち 伏せ し て いる よう に 感じ ら 
れ た 。 何かと ん で も な い 事 が 起こ る よう な 予感 が し て いた の だ っ た 。 

フッ ド は グル ー プ の 仲間 に 連絡 も せ ず 、 い き な り スピ ー ド を 上 げた 。 彼 の 上 昇 し て いく 姿 は 、 敵 の フラ イト ・ グ リッ ド ・ 
スキ ャ ナー 上 で 誘い を 掛け て いる か の よう に 反応 し て いた 。 ハ ー メ ス と マニ が 後に 続い た 。 4 機 目 の コブ プラ 「 ア セン ショ ン 
(Ascension) | は 編隊 を 解い て 直線 飛行 を 続け た 。 

これ が 敵 の 何 台 か を 挑発 し た 。 上 下 に 別れ て 競っ て くる 中 、 シ ー ス ゼ 援 護 隊 は あり っ た け の 火力 を も っ て 突っ 込ん で いく 
と 、 ク ラス タ 爆 弾 の 裂 の よう に 四方 八方 に 散ら ば っ た 。 フ ッ ド は どう 戦っ て いい の か 分 か ら な く な っ て いた 。 

彼 、 ハ ー メ ス 、 マ ニ 3 人 合わ せ て 20 機 は いる か と 思わ れる 敵 と 交戦 し て いた の だ っ た 。 ハ ー メ ス は 2 機 を 相手 に 戦っ て い 
た 。 マ ニ は それ を 助け よう と 降下 し た が 、 敵 の 集中 砲火 に 手 も 足 も 出 な いま ま 、 ハ ー メ ス が 撃墜 され る の を 見 て いる し か な 
か っ た 。 今度 は マニ が 狙わ れる 番 だ っ た 。 フ ッ ド は 、 速 度 を 殺し て ハー メス の 残骸 に 向け て ター ン す る と 、 マ ニ を 助け よう 
と 敵 の まっ た だ 中 に 降下 し た 。 マ ニ が フッ ド の バッ クア ッ プ に 喜ん だ その 瞬間 、 敵 の 血 祭 に あげ られ て し まっ た 。 爆発 し た 
コプラ の 破片 が フッ ド の シー ルド を 叩い た 。 フ ッ ド は 今度 は 自分 が 狙わ れる 番 だ と 思っ た 。 シース ゼ 支 援 部 隊 は 自分 た ちの 
攻防 に 手 を や いて いる よう で 、 と て も 助け は 望め な か っ た 。 

] 台 の ファ ー・ デ ・ ラ ンス (Ferde lance) らし き 宇 宙 船 が フッ ド の 鼻先 を 横切っ た 。 す ぐ 目 の 前 に は 敵 機 4 機 が 彼 を 狙っ 
て いた 。 起死回生 の チャ ンス を 祈っ て 、 ク レー ト の 1 台 に 狙い を 定め た 。 通信 機 か ら は レー ザー 砲 が クレ ー ト を 叩く 音 が 聞 
こえ て きた が 、 ク レー ト は それ を うま く か わし た よう だ っ た 。 そ こ に 別 の コブ ラ が 突然 割り 込ん で きた 。 敵 の 攻撃 が フッ ド 
の シー ルド を 今にも 吹き 飛ば し そう だ っ た 。 視界 を きえ ぎっ て いた コプラ が 去る と 、 そ こ に は 4 機 の クレ ー ト の 残骸 だ け 
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が 残っ て いた 。 

[ぴっ くり し た か い 。」 

目 の 前 を 通過 し て 行っ た コプラ か ら 声 が 聞こ えて きた 。 その 声 は ワー ニス だ っ た 。 ワ ー ニ ス が 助け に 来 て くれ た の だ っ 
les 

[仲間 を 助け に 行く ぜ 。」 

フッ ド は その 言葉 を 聞く と 、 コ プラ の 向き を 変え た 。 

も し ワー ニス が そう 言う の な ら 、 彼 も 行動 を 共に する つも り だ っ た 。 フ ッ ド が ワー ニス に 話し か け よ うと し た 時 、 先 程 の 
ファ ー・ デ ・ ラ ンス が ふた り の 近く を 通り 過ぎ た 。 

どう も 怪し か っ た 。 フ ッ ド は ファ ー・ デ ・ ラ ンス の 船体 に 偽 の 外装 を 施し て ある の を 発見 し た 。 そ の 本 当 の 次 は 、 敵 の 主 
妥 戦 闘 邊 エク セル シア ・ マ ー ク 4 で ある の は 間違い な か っ た 。 汗 が いっ ぺん に 帝 た く な る の を 感じ た 。 イ ンタ ー セ ラー・ サ 
ンク ショ ン の マー ク が ちら っ と 見 えた よう な 気 が し て いた 。 

| ワー ニス 、 ど う も あの ファ ー・ デ ・ ラ ンス は 性 し い 。 あ れ は エク セル シア ・ マ ー ク 4 に 違い な い 。 後ろ に 気 を つけ 
Pig. ] 

フッ ド は ワー ニス に 競い か か ろう と し て いた クレ ー ト を 撃隊 し た 。 2 人 は すでに 戦闘 の まっ た だ 中 に いた の だ 。 シ ー ス ゼ 
支援 部 際 と テン プラ ー の 戦い は も う 始 まっ て いた 。 ミ サイ ル や レー ザー が 飛び 交 う この 中 の どこ か に 愛す る メリ ディ アン が 
いる と 考え る と 、 彼 は 背筋 が 凍りつく よう だ っ た 。 

ワー ニス は ファ ー・ デ ・ ラ ンス に 化け た エク セル シア に 手 を 焼い て いた 。 彼 は 戦域 の 下方 、 惑 星 マ ルシア に 向け て 飛ん 
だ 。 フ ッ ド も 向き を 変え 、 そ の 後 を 追っ た 。 そ の 時 、 ス クリ ー ン に メッ セー ジ が 浮 び 上 が っ た 。 

[ドリ ンク リベンジ ]」 
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その 直後 に 、 ま た 別 の コプラ が 上 空 か ら フ ッ ド めがけ て 急降下 し て きた 。 突然 の 奇襲 に フッ ド は 応戦 する 間 も な か っ た 。 
ギ ス バー ン は テン プラ ー 軍 に 所 属し て いた の だ 。 も し 、 今 度 の 戦い に 個人 的 な 感情 を 移入 する 必要 が ある と し た ら 、 あ の 時 
ギ ズ バ ー ン に 痛め つけ られ た お 返し を する 絶好 の チャ ンス だ っ た 。 

誰 で も IR コ ー ド を 使え ば パイ ロッ ト の 名 を 調べ る こと が で きる の で 、 ギ ズバ ー ン が フッ ド を 見 付け 出す の は 難し いこ と で 
は な か っ た 。 逆 上 し た 目 で スキ ャ ナー を 眺め 、 フ ッ ド を 追い か け て いる ギ ズ バ ー ン の 次 が 目 に 浮か ん だ 。 死 の 笑み を 肖 か 
べ 、 破 壊 を 楽し ん で いる の で ある 。 そ の 前 ぶれ に 違い な か っ た 。 フ ッ ド は そこ か ら 逃 れ よ うと 、 コ プラ を 旋回 させ た 。 

ギ ズ バ ー ン は 、 直 線上 30:80 の 位置 に いた 。 と ころ が ギ ズ バ ー ン の 射程 距離 か ら 逃 げた お か げ で 、 ワ ー ニ ス か ら ず いぶ ん 
と 距離 が 離れ て し まっ た 。 片手 を 使っ て ワー ニス の 位置 を 確認 する と 、 メ リディア ン が 無事 エク セル シア を 撃隊 し た こと を 
祈り な が ら 、「 ニ ュー・ バ ニレ ンズ | チャ ン ネ ル に 極秘 連絡 を 取っ た 。 同時 に ギ ズ バ ー ン を 横切っ て 飛 刀 と 、 コ プラ を 上 空 
で バン ク さ せ た 。 ギ ズバ ー ン に 和 無線 連絡 を し て みた 。TRD か ら の 返答 が 入っ た 。 ギ ズバ ー ン の 叫び 声 が し た 。 

[これ を 復讐 と 言う ん だ よ 、 オ カマ 野郎 ! | 

ふた り は お 互い に 螺旋 を 描い て 飛行 する と 、 い き な り 旋回 し 、 少 し で も 優位 な 立場 に 立 と うと し て いた 。 ギ ズバ ー ン が ミ 
サイ ル を 発射 し た 。 フ ッ ド は あま り に 近い 位置 に いた の で 反応 を た め ら っ た が 、 そ れ で も ECM ( 対 ミ サイ ル ・ シ ステ ム ) を 
作動 させ た 。 

「 そ の 心掛け に 乾杯 し て や る ぜ 。」 

ギ ズ バ ー ン の 気違い じみ た 声 が 返っ て きた 。 激しい 攻防 戦 の 中 、 フ ッ ド は ギ ズ バ ー ン の 正確 な レー ザー 攻撃 を リア シー ル 
ド に 何 発 か くら っ た 。 ま る で 2 匹 の 蛇 が 絡み 合う よう に 、 2 人 は 渦 を 巻き な が ら 戦 っ て いた 。 一 方 が 攻撃 すれ ば 、 他 方 が 旋 
回 し て 逃げ る 。 し か し 、 だ ん だ ん と フッ ド の 情勢 は 悪く な っ て いっ た 。 ギ ズ バ ー ン が じりじり と 優位 に 立ち 必殺 の レー ザー 
砲 で フッ ド を 焼け 焦げ に し よう と し て いた 。 フ ッ ド は スピ ー ド を 緩め て 、 ギ ズバ ー ン が 次 に 通る と 予想 され る 軌道 上 に 先 回 
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回 り し た 。 そ し て レー ザー を 撃ち な が ら 、 あ り っ た け の パワ ー で 加速 し た 。 う まく いっ た 。 フ ッ ド の レー ザー 攻撃 は 敵 の リ 
アァ シー ルド を 叩き 、 か な り エ ネル ギー を 消耗 させ る の に 成功 し た 。 全力 を 絞っ て ギ ズ バ ー ン の 後方 に 喰い つい て 離れ な か っ 
た 。 フ ッ ド の シー ルド の 流れ が 、 ギ ズバ ー ン の コプラ の シー ルド と 干渉 し 、 そ の エネ ルギー を 消耗 きせ て いっ た 。 そ の 次 
は 、 船 体 か ら 妖気 が 漂っ て いる か の よう で あっ た 。 

| 地獄 へ 墜ち な 1! ギ ズ バ ー ン 。」 

フッ ド の 1 打 が 、 シ ー ル ド を 失っ た ギ ズ バ ー ン の コプラ を 貫通 し た 。 フ ッ ド は 素早 い 動 作 で 上 昇 、 離 脱し た 。 

フッ ド は ワー ニス の 事 が 心配 で た ま ら な か っ た 。 あ と に な っ て 思い 出し て みれ ば 、 ギ ズバ ー ン は た だ の お と り で し か な 
か っ た の だ 。 ワー ニス が 無事 で 、 ま だ この エリ ア で 戦っ て いる こと を 祈り な が ら 、 フ ッ ド は マル シア に 向け て 突進 し た 。 専 
用 チャ ン ネ ル で ワー ニス を 呼び だ し 、 現 在 の 状況 が どう な っ て いる の か 簡単 に 説明 する よう に た の ん だ 。 

「 リ フ 、 や ば い 状 態 な ん だ 。」 

ワー ニス が こう 返答 し て きた 。 

| 待っ て て くれ 、 ワ ー ニ ス 、 今 そこ に 行く 。 敵 の や つ を うま く 誘 導 し て お いて くれ 。」 

フッ ド は 中 距離 の 位置 に いる 2 機 の 敵 を フラ イト ・ グ リッ ド ・ ス キャ ナー で 見 つけ る と 、 全 速 で そこ に 急行 し た 。 敵 の エ 
クセ ルシア を 射程 距離 に 捕え る と 、 ワ ー ニ ス が 少し で も 逃げ る 時 間 を か せい で くれ れ ば と 思い な が ら 、 レ ー ザ ー を 発射 し 
KS 

「 リ フ 、 助 か っ た ぜ 。 借り が 1 つ で きた な 。」 

その 言葉 を 最後 に ワー ニス の コプラ は スキ ャ ナー か ら 消 えた 。 

別 の エク セル シア が 、 ハ イ パ ワ ー の レー ザー 砲 で ワー ニス を 葬っ て し まっ た の だ 。 漆黒 の 惑星 の 中 に 、 小 さ な 明 か り が ひ 
と つ 浮 か び 上 が っ た 。 
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「 う そ だ ろ 。 ワ ー ニ ス 、 脱 出 カ プ セ ル は どこ な ん だ ! | 

は ほん の 数 秒 の 出来 事 が 、 一 生 の 時 間 く らい 長く 感じ られ た 。 

フッ ド は 、 あ の 1 撃 を 喰らっ て は 、 カ プ セ ル で 脱出 する 時 間 な ど な か っ た こと を 知っ て いた 。 信じ た く な か っ た 。 友 が 人 死 
ん で し まっ た 。 自分 の 見 て いな いと ころ で 、 ワ ー ニ ス は 殺さ れ て し まっ た の だ 。 助け る こと も で き な か っ た 。 一 緒 に 戦い 、 
共に エリ ー ト を 目指 そう と いう 誓い は どう な っ て し まっ た ん だ 。 こ ん な こと が あっ て いい は ず が な い 。 

フッ ド は 両手 で 髪の毛 を も みく し ゃ に し た 。 そ の 時 、 マ ン バ が 上 空 か ら 誤 っ て きた 。 防 衛 本 能 に よる 反応 が 、 カ サロ ス 号 
を 敵 に 向かわ せ た 。 フ ッ ド は 、 押 し 寄せ る 憎しみ を レー ザー に 込め て 敵 を 撃隊 し た 。 そ し て 、 フ ライ ト ・ グ リッ ド ・ ス キャ 
ナー を 角 視 し 、 ワ ー ニ ス を 殺し た 憎き エク セル シア が 次 を 現 わ す の を 待っ た 。 

310:120 の 方 向 に 奴 は いた 。 ま る で 惑星 マル シア の 班 点 の よう に 見 えた 。 フ ッ ド は 減速 する と 、 有 照準 を 合わ せよ うと し た 
が 、 横 か ら 那 魔 が 入っ て 思う よう に いか な か っ た 。 別 の 敵 が 上 空 の 戦闘 エリ ア か ら 金 切り 声 を 上 げ て 降下 し て きた 、 ク レー 
ト で あっ た 。 フ ッ ド は この 敵 と 応戦 する た め に 向き を 変え て いる 間 に 、 憎 き エ クセ ルシア を 見 失っ て し まっ た 。 そ れ は 、 旋 
回 する と あわ て て フッ ド の 射程 距離 か ら 逃 げ 出 し て いっ た の だ っ た 。 こ の クレ ー ト に は 腕 の いい パイ ロッ ト が 乗っ て いる よ 
うだ っ た 。 フッド は 真剣 に 警戒 に 入っ た 。 感 傷 に ひ た っ て いる 余裕 な ど な く 、 た だ 自分 の 反射 神経 に 頼り ム い 、 ス ピー ド と 機動 
性 を フル に 生か し て な ん と か この ピン チ を 切り 抜け る 必要 が あっ た 。 

カサ ロス 号 の 性 能 を 最大 限 に 引き 出し て 、 フ ッ ド は クレ ー ト の 船体 上 部 に 1 発 、 さ ら に と ど め の 1 発 を 放っ た 。 我 に 返る 
と 、 通 信 機 と リン ク ・ デ ー タ を 使っ て 自分 の 周り の 状況 を 1 つっ 残ら ず 入 手 し よう と 努め た 。 フ ォ ー ス 中 佐 は 戦死 し て いた 。 
ギャ ルコ ー プ 軍 も テン プラ ー 軍 も 互角 の 勝負 を 続け て いた 。 技 と 技 が 競い 合い 、 ど ちら が 勝つ と いう こと も な く た だ 戦闘 機 
の 数 が 減っ て 行く だ け だ っ た 。 

フッ ド は メリ ディ アン の コプラ 「 ニ ュー・ バ ニレ ンズ ・ ラ ンド ]」 号 を 懸命 に 探し た 。 彼女 は 戦場 の 真っ た だ 中 で 、 3 機 の 
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敵 を 相手 に 四苦八苦 し て いる よう だ っ た 。 フ ッ ド は キャ ニス ター や ヤ 残 骸 が 浮遊 する 中 を 、 一 目 散 に メリ ディ アン の も と へ 
急い だ 。 彼 を ぞっと させ た の は 、D ス キャ ナー に よれ ば 、 メ リディア ン と 交戦 中 の 敵 の 中 に 例 の エク セル シア が いる こと が 
分 か っ た か ら で あ る 。 

敵 の アス プ が フッ ド の コー ス に 割り 込み を 掛け て きた 。 相手 に し て いる 時 間 な ど な か っ た が 、 こ いつ か ら 逃 げ 切 る こと は 
無理 だ ち う と フッ ド は 諦め た 。 和 無 我 夢中 に な っ て コプラ を 和 無理 に 旋回 させ る と 、 敵 を 射程 距離 に 収め る こと が で きた 。 同時 
に 、 メ リディア ン と ファ ー・ デ ・ ラ ンス が どん どん 遠ざかっ て いく の を 、 い らい らし な が ら 目 の 端 で 追い か け て いた 。 戦闘 
ゾー ン が だ ん だ ん と マル シア の 軌道 上 へ と 降下 し て いっ た 。 疲労 し 、 和 狂乱 し た 状態 で 、 フ ッ ド は アス プ と の 激しい 接近 戦 を 
行っ た 。 

こん な や つと 遊ん で いる 時 間 は な か っ た 。 と ころ が 敵 は な か な か 手 ど ご わく 、 や っ と の こと で 撃墜 し た 時 に は 、 フ ッ ド の シ 
ー ル ド も ぼろ ぼろ に な っ て いた 。 傷つい た シー ルド の まま 、 フ ッ ド は メリ ディ アン と エク セル シア の 後 を 、 敵 の 攻撃 を か わ 
し な が ら 必 死に な っ て 追い か けた 。 ひ どい 打撃 を うけ な いよ うに 、 と ずっ と 祈っ て いた 。 

英機 と カー ゴ ・ キ ャ ニス ター が 浮遊 する 中 で 、 フ ッ ド は も う 1 度 メリ ディ アン の 船 を 見 付け る 事 が で きた 。 ギ ャ ルコ ー プ 
と テン プラ ー の 戦い は 、 マ ルシア の 上 層 大 気 圏 に 今にも 触れ そう な くら い 高 度 を 下げ て いた 。 これ は 危険 極まる 状況 だ っ 
た 。 メ リディア ン に 向かっ て 急降下 し な が ら 、 フ ッ ド は エク セル シア に 照準 を 合わ せ 始 め た 。 エ クセ ルシア は メリ ディ アン 
を 集中 攻撃 し よう と し て いた の だ っ た 。 彼女 は すぐ 近く を 通り 過ぎ た 敵 の クレ ー ト を 叩い た 。 彼女 の 強力 な ミリ タリ ー・ レ 
ー ザ ー は 敵 の 傷つい た シー ルド を 、 い と も 人 簡単 に 貫通 し た 。 

[メリ ディ アン 、 フ ァ ー・ デ ・ ラ ンス に 注意 する ん だ 1! | 

フッ ド は あわ て て こう 警告 し た 。 

フッ ド は 例 の ファ ー・ デ ・ ラ ンス が メリ ディ アン を 仕留め る 絶好 の 位置 に いる の を 知っ て いた 。 瑞 を 射程 距離 内 に 持っ て 
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いく と 、 休 間もなく レー ザー 砲 を 風 の よ うに 浴び せ た 。 カ ー ゴ ・ キ ャ ニス ター が 2 個 、 両 側 か ら フ ッ ド の 軌道 を 横切っ て 
流れ て きた 。 無謀 に も 、 フ ッ ド は 90 度 コプラ を 寝かせ る と 、 そ の 間 の わずか な スペ ー ス を 高速 で 通過 し た 。 も し 、 激 突 し て 
いた ら シ ー ル ド が 耐 えら れる か どう か は 疑問 だ っ た 。 

[後ろ ク の に サイ ド ワ イ ン ダー が つい て る わ よ 。 | 

通信 機 か ら メ リディア ン の 声 が し た 。 フ ッ ド は 心臓 が 破裂 し そう で 、 さ ら に 緊張 の あま り 涙 が 出 そ う に な っ て いる こと に 
気がつい た 。 歯 を くい し ば っ て 、 エ クセ ルシア を 見 逃さ な いよ うに し た 。 そ いつ は スピ ー ド を あげ る と 、 メ リディア ン が 
フッ ド に 向かっ て 飛ん で いく 、 す ぐ 後 ろ る に ぴっ た り と つけ て いた 。 

メリ ディ アン の コプラ が まだ シー ルド を 維持 する エネ ルギー を 持っ て いる よう に フッ ド は 祈っ て いた 。 フ ッ ド が 攻撃 する 
前 に 、 エ クセ ルシア は 間違い な く メ リディア ン に 向かっ て 集中 砲火 を 浴び せる は ず で あっ た 。 

敵 は フッ ド の 考え を 知っ て いる か の よう に 上 昇 す る と 、 フ ッ ド の 射程 距離 を 外れ 、 メ リディア ン を 追っ て 、 コ ー ス を 変え 
た 。 ス ピー ド を 調節 し 、 フ ッ ド は エク セル シア を は ほん の 一 皮 だ け 視 界 に 捉え る と 、 照 準 を 正確 に 合わ せ て 、 レ ー ザ ー を 放っ 
た 。 こ れ で 十分 で あっ た 。 エ クセ ルシア は 部 品 と な っ て 飛び 散り 、 艦 橋 は 暗く 寒い 宇宙 空間 に むけ て ば ぱっ くり と 口 を 開い 
だ 。 

フッ ド が は ほっ と 一 人 和 鳥 つい て いる と 、 フ ライ ト ・ グ リッ ト ・ ス キャ ナー に 動か な い 輝 点 を 見 付け た 。 そ れ は 漂流 物 の 陰 か ら 
メリ ディ アン を 待ち 伏せ し て いる 敵 の 変 で あっ た 。 メ リディア ン は 敵 の 挟 撃 に 合い 、 左 に いる サイ ド ワ イ ン ダー を 相手 に し 
て いる 隙 に 、 フ ッ ド の 見 て いる 前 で 撃隊 され て し まっ た 。 フ ッ ド は 彼女 の コプラ の 輝 点 が レー ダー か ら 消 える の を 、 ど うす 
る こと も で き な い まま 見 つめ て いた 。 エ クセ ルシア を 撃隊 し て つい 気 が ゆ る ん だ 隙 に 、 目 の 前 で メリ ディ アン を 失 な っ て し 
まっ た の だ っ た 。 

今度 ば か り は 、 フ ッ ド の 涙 と 苦し み は 止 む 事 が な か っ た 。 それは 万 力 の よう に 彼 の 首 を 締め 上 げた 。 
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彼女 か ら の 通信 は 入っ て こ な か っ た 。 操縦 柱 を 握り な が ら 、 体 が 麻痺 し て 動け な か っ た 。 惑星 マル シア が メイ ン ・ ス キャ ナ 
ー・ ス クリ ー ン に 映っ て いた 。 今 、 古 代 の 死 の 女神 が 魂 を 1 つ 取 り に や っ て きた の だ ろう 。 時 折 、 宇 宙 船 の 残骸 や 貨物 の 一 
部 が 暗い 大 陸 め が け て 落ち て 行く の が 見 えた 。 大 気 と の 摩擦 で ぼう っ と 赤い 火 を 発し て いた 。 何だ か 自分 の いる 世界 の 出来 
事 と は 思え な か っ た 。 ま る で 別 の 世界 に 飛び 込ん で し まっ た よう だ っ た 。 フ ッ ド は 止 っ た まま の コプラ の 艦橋 で 、 マ ルシア 
の 赤い 陰 を 浴び な が ら シ ー ト の 上 で 背中 を 丸め て いた 。 通信 機 か ら の 会 話 な ど 耳 に 入ら な か っ た 。 無関心 と 空虚 き が 彼 を 


MoTo 
心 が 空 っ ぽ ぱに な っ た フッ ド の 耳 に も 、 や が て ギャ ルコ ー プ 軍 の 勝利 の 歓声 が 届い た 。 つ い に テ ンプ ラー 軍 は 逃げ 出し た の 
で あっ た 。 


と ころ が 、 喜 び も 束の間 、 周 り を 見 回 し た 兵士 た ち は 騒 然 と な っ た 。 歓喜 と 疲労 の 入り 交じっ た 声 が 急 に 静か に な る と 、 
後に は また 静 邊 だ けが 残っ た 。 生き残っ た わずか な 支援 部 隊 は 、 自 分 た ちの 周り に 墓場 が どこ まで も 続い て いる こと に 気 が 
つい た 。 そ れ は リサ ー チ ・ ス テー ショ ン MT 3 の 巨大 な 残骸 か ら 始 まっ て 、 ま る で 迷路 の よう に 無 維 作 に 散ら ば る 戦闘 艇 の 
破片 を 通り 、 最 後に 小型 の 渦巻 星雲 マル シア の 軌道 上 で 溢れ る 瓦 了 へ と 通じ て いた 。 

そん な 小宇宙 に は 、 自 分 た ち は ふ さわ し く な い 存 在 だ と 彼ら は 感じ て いた 。 新しい 天体 の 油 の 中 に 浮か ぶ 神 々 の 神殿 が 、 
権力 の 座 を まもる た め に の 激しい 戦い で 誕生 し た の だ っ た 。 

アラ ザ エ ス OSA を 始め 、 マ ルシア の ロー カル ・ オ ー ソ リ イ テ ィ 、 難 を 逃れ た マル シア の 富 宙 ステ ーション か ら は 、 状 況 を 
把握 し た い が た め に 質問 や リク エス ト が 洪水 の よう に 殺到 し 、 誰 か が それ に 答え る の が 聞こ えた 。 
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[FE MateAAECE e EO FAC ADIVOECHE@MSENTSEL, ADE THITPLEVEL Lo 
牙 た ちな 自分 の 希望 に か け ま し ょ う ょ メ 。 ABREEUETHo J 
タウ リザ ・ メ リディア ン ・ ラ ンダ ー ス トー ン (Tahrissa Meridian Laundrestoarn) の 言葉 、 銀 河 標準 時 320、 
惑星 レイ ブ の 1 号 宇宙 ス テー ショ ン に て 。 


テン プラ ー 軍 と の 激しい 戦い に 生き 残っ た 支援 部 隊 の 17 機 は アラ ザ エ ス の 第 2 宇宙 ステ ーション の 第 3 ドッ ク に 息 た え だ 
AKL %3 ドッ ク は 大 急ぎ で 場所 を 開け 、 英 雄 た ち を 迎え 入れ よう と し て いた 。 

マル シア か ら の 帰り 道 を 妨害 し よう と する 者 は 誰 ひ と り と し て いな か っ た 。 海賊 船 も る トレー ダー 船 も みん な この 17 機 が ど 
ん な 偉業 を 成し遂げ て きた の か を 知っ て いた か ら だ っ た 。 どの 無線 チャ ン ネ ル も 大 勝利 の ニュ ー ス で 持ち きり だ っ た 。 損失 
は 大 きか っ た が 、 決 定 的 な 勝利 で あっ た 。 こ れ で テン プラ ー ズ の 著 威 が 夫 っ た わけ で は な い 。 し か し 、 今後 の 戦い を 優位 に 
導く きっ か け を つく っ た こと は 間違い な い の で ある 。 そう いっ た 意味 で は 、 テ ンプ ラー ズ と ギャ ルコ ー プ の 戦い の 歴史 の 中 
に 新た な 流れ を 作り 出し た も の と し て 特に 注目 すべ き 偉 業 と 言っ て も いい だ ろう 。 

フッ ド は スペ ー ス ・ ス キッ プ 航 法 の 影響 で 体 が 麻痺 し て いた 。 新た な 生存 者 に 関す る ニュ ー ス が ある か も し れ な いと いう 
ほん の わずか な 希望 を 持っ て 、 て いね い に 通 信 チ ャ ン ネ ル を 次 々 に 探っ て いた 。 ギ ャ ルコ ー プ 海軍 の 戦艦 が 今 ご どろ に な っ て 
アラ ザ エ ス に 到着 し た が 、 戦 い の に お い は も うど こ に も 残っ て いな か っ た 。 

フッ ド が 特別 チャ ン ネ ル で 流し た エク セル シア に 関す る コメ ント は すぐ に 取り 上 げ ら れ 、 ス ペー サー か ら 宇 宙 ス テー ショ 
ン へ と 野火 の よう に 広まっ て いた 。 そ れ が 、 今 で は トレ ー ダ ー に よっ て 近く の シス テム へ と どん どん 伝え られ て いっ た 。 メ 
イン ・ ス キャ ナー・ ス クリ ー ン に 宇宙 ステ ーション の 入り 口 が 大 きく 映し 出さ れる と 、 カ サロ ス 号 の 自動 ドッ キン グ 装 置 が 
作動 し て 、 機 を ステ ーション の 自転 に 合わ せな が ら 、 ト ン ネ ル に 向け て 進ん で いっ た 。 こ の 後に は 、 事 後 報告 に 延々 と 時 間 
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を 費やさ な く て は いけ な い の か と 考え た だ け で 、 暗 い 気 持ち に な っ た 。 フッド は コブ プ ブラ と 共に 逃げ 出し て し まわ な いよ う 
に 、 拳 を ぎゅ っ と 揚 り し め た 。 そ うし な れ け ば この まま 宇宙 ステ ーション を 離れ て 、 太 陽 に 向かっ て 飛行 し 、 エ ネル ギー を 
リ チ ャ ー ジ す る と どこ か 全く 別 の 宇宙 に 逃げ 込ん で し まい そう で あっ た 。 シ ー ト に 深く 座り 直し た 時 に は 、 も う 問 題 は 彼 の 
手 を 離れ て し まっ て いた 。 こ の シー ト に 座っ て いて も 、 い つも の 安心 感 は 後 鹿 も 感じ られ な か っ た 。 も JWET ATE bH 
か を 頼る こと も で き な い の だ 。 目 の 前 の ドッ ク で は 、 ギ ャ ルコ ー プ の お 偉い さん 方 が 寄り 集 っ て フッ ド の こと を 待ち 構え て 
いた 。 も う 逃 げ り られ な い 、 追 い 詰 め ら れ た な 。 フ ッ ド は そう 感じ た 。 彼ら は フッ ド の 悲し み に 同 情 す る 優し い 心 な ど 持 ちあ 
わせ て いな か っ た 。 フッド が 提供 する 、 重 要 な イン フォ メー ショ ン だ けが 彼ら の 興味 の 対象 だ っ た 。 

フッ ド の 思っ て いた 通り だ っ た 。 ギ ャ ルコ ー プ の 車 が 彼 を 拾う と 、 見 た こと の な いよ うな 数 の 群衆 の 前 を 、 ド ッ ク 入 り 口 
の トラ ンス ロケ ー タ ー ま で 送ら れ た 。 そ こ か ら は 貸し 切り の エレ ベー ター に 乗せ られ る と 、 ギ ャ ラク テイ ッ ク ・ ネ イ ビ ー の 
基地 に 誰 に も 見 られ な いよ うに 連れ て いか れ た 。 そ こ に も 、 ド ア い っ ぱい に 描か れ た RA の シン ボル が 燃え る よう に 輝い て 
いた 。 レ イプ で 初め て パイ ロッ ト ・ ラ イセ ンス の 登録 を し た 時 の 興 矯 の フラ ッシュ バッ ク と 、 今 の フッ ド が 感じ る 緊張 と 尽 
力 と が 混じり 合っ て いた 。 ドア が 開く と 、 彼 は うろ た えて 、 思 考 が 流さ れ て し まっ た 。 フ ッ ド は ポケ ッ ト の 中 の GCID カ ー 
ド を 手探り で 探し た 。 これが な けれ ば 登録 は で き な い の だ 。 それは 過去 の 幻想 だ 。 フ ッ ド は 気 を 静め る 必要 が あっ た 。 は や 
く こ の 幻想 か ら 逃 れ た いと 思っ た 。 無理 だ っ た 。 意識 が も うろ うと し て きた 。 フ ッ ド は 、 自 分 の 意識 が な く な る の で は な い 
か と 思っ た 。 よ ろ よ ろ と 歩い て いる と 、 手 を 差し 伸 べ られ た 。 

「 だ いじ ょ うぶ で す 。 座っ て 、 何 か 飲め ば すぐ に よく な り ま す 。」 

彼 は 誰 に と いう こと も な く こ う 言 っ た 。 

[グル ー ニ ュー ロン ・ プ ー ス ター を 持っ て き て くれ 。 急げ 。」 

と いう 声 が する の を 聞く と 、 左 に いた 誰か が 急い で 部 屋 を 飛び 出し た 。 
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フッ ド の 目 の 前 で は レセ プシ ョ ン が 催さ きれ て いた 。 そこ で 腰 を 降ろ し て いる 連中 は 、 生 き 残 っ た 同志 た ち に 違い な い だ ろ 
うと 彼 は 考え ん た 。 し か し 、 フ ッ ド は その 場 に 連れ て いか れず に 、 部 屋 の 横 の 廊下 に 連れ 出さ れ た 。 

[「 す ぐに バイ オ ・ プ ー ス ター が くる か ら な 。 1 発 で 目 が 覚め る さ 。」 

声 が こう 言っ た 。 

フッ ド は 力 な くう な ずい た 。 ぼ ぽん や り し た 意識 の 中 で 、 誰 か に 励ま され る の を 聞い た よう な 気 が し た 。 自分 を 助け て くれ 
る の だ ろう 。 子供 に 戻っ て 、 彼 ら を 信 し て 身 を まかせ て し まえ ば 楽に な る 。 フ ッ ド は そん な 心 と 戦っ た 。 ショック を 与え て 
現実 に 戻ら うと し た 。 

[戦域 か ら ス テー ショ ン に 向かっ て くる カプ セル を 発見 し まし た 。」 

フッ ド は その 声 を 耳 に する と 、 だ ん だ ん と その 言葉 の 意味 を 理解 し て いっ た 。 

フッ ド に 必要 な の は パワ ー だ っ た 。 彼 に 付き 添っ て 廊下 を 歩い て きた 軍医 の ひと り が ロビ ー に 走っ て 帰っ た 。 フ ッ ド を 取 
り 押え て いる の は これ で 3 名 だ け に な っ た 。 彼 は 顔 を 上 げ 、 は っ きり と し た 視線 を 取り 戻す と 、 突 然 3 人 の 腕 を 振り は どい 
て 後ろ 向き に 飛び 跳ね た 。 BRS 3 人 は 、 驚 き の あ まり 後ずさり し て し まっ た 。 

フッ ド は ほとん ど バ ラン ス を 失 な っ て いた 。 つ ま づ いて 転び そう に な る の を 何と か 持ち こたえ る と 、 さ き は ほど の 軍医 の あ 
と を 追い か けた 。 う まく 逃げ 出し た と いう より は 、 勢 い に ま か せ て 飛び 出し た 形 に な っ た 。 

[お か し く な っ た ぞ 。 捕まえ る ん だ 「! ] 

「 や つ を 落ち 着 か せる ん だ 。 誰 か 、 急 いで 鎮静 剤 を 持っ て き て くれ ! ] 

フッ ド は 走っ た 。 軍医 が 通り 過ぎ た ドア は 今にも 閉じ よう と し て いた 。 フ ッ ド は それ に 向かっ て 身 を 投げ た 。 TOBE 
Fit, BED し よう か と 迷っ て いる よう に 見 えた が 、 結 局 も う 1 度 開 く こ と な く フ ッ ド は 無事 に 通り 過ぎ た 。 今度 は トラ 
ンス ロケ ー タ ー の ドア が 閉 り か か っ て いた 。 フ ッ ド は 、 も う 1 度 勢い よく 飛び 込む と 、 中 に いた 4 人 と 激しく 記 つ か りあ っ 
jae 
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「 す いま せん 。 ど うし て も 下 に 急 が な く て は な ら な いも ん で 。 本 当 に 申し 訳 あ り ま せん 。 | 

沙 ち 着き 払っ た 顔 、 心 配 そ うな 顔 、 怒 っ た 顔 、 驚 いた 顔 の 4 人 が 一 斉 に フッ ド を 見 つめ た 。 

(RARE fe. | 

先程 の 医師 が こう 言っ た 。 そ の ユニ フォ ー ム に は 海軍 士官 の 微 章 が 輝い て いた 。 

ドッ ク で は 車 が 待機 し て いた 。 誰 も が 押し 黙っ た まま で あっ た 。 フ ッ ド を 含む 5 名 は 、 急 いで それ に 乗り 込ん だ 。 BUI 
熱 の 時 が 流れ た 。 車 に 乗っ て いる 問 に 、 フ ッ ド は この 4 人 を 観察 する こと が で きた 。 ト ラン スロ ケー ター で 一 緒 に な っ た 2 
人 は 、 ギ ャ ラク ティ ッ ク ・ ネ イ ビ ー の クラ レッ ト (濃い 紫 が か っ た 赤 ) と シル バー の 2 トー ンカ ラー の ユニ フォ ー ム を 着用 
し て いた 。 後 の 2 人 は 、 和 軍医 だ っ た 。 全員 が バー ス 3 : 40 で クル マ か ら 降 り た 。 そ こ で は 和 舗 察 の 特別 隊 が 、 ド ッ ク の 歴 に 向 
か っ て 、 半 円 を 築い て 、 カ プ セ モル が いつ 到着 し て も いい よう に 待機 し て いた 。 フ ッ ド は 、 バ ー ス ・ マ トリ ックス ・ ス ク リー 
ン で カプ セル が 追跡 、 収 容 さ れる 様子 を 見 な が ら 立 ち す くん で いた 。 カ プ セ ル か ら は 何 の 応答 も な か っ た が 、 そ れ は コプラ 
に 搭載 され る ゼー スラ ン 製 (Zeeslan) の ファ ー ス ト ジ ェ ッ ト (FastJet) LSC 7 型 で ある こと が 確認 され て いた 。 

[ 来 た ぞ ! | 

軍医 の ひと り が 叫 京 と 、 ク ル マ の 中 か ら 緊 急 医 療 器具 が 取り 出さ れ た 。 

フッ ド は 胸 が 詰っ て 息 も で き な い まま 、 カ プ セ ル が 収容 され る の を 見 て いた 。 トンネル か ら ド ッ ク に 進入 し て きた カプ セ 
ル は 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 自動 誘導 装置 に よっ て みん な の 待機 する バー ス へ と 運ば れ た 。 カ プ セ ル 専 門 の 医療 チー ム の クル 
て も 到着 し た 。 海軍 士官 と 宇宙 ステ ーション 所 属 の チー ム と の 間 で 、 声 を 殺し な が ら も きっ ぱり と し た 口調 で 何 か 会 話 が 交 
わ さ れ て いる よう だ っ た 。 

コン ピュ ー タ が ドッ キン グ を 正確 に 行なっ た 。 フ ッ ド は 神 に 祈っ た 。 い や 神 に すがり つい た 。 カ プ セ ル に 乗っ て いる の は 
メリ ディ アン で ある と 信じ た か っ た 。 そ う で な けれ ば 、 自 分 が 生き て いる 意味 が な く な っ て し まい そう だ っ た 。 
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[カプ セル に 損傷 が 見 られ ます 。」 

海軍 士官 が 言っ た 。 

「 そ ん な こと は どう だ っ て いい ん だ !」 

フッ ド は 大 声 を 上 げ て し まっ た 。 あ ね わ て て 両手 を 上 に 挙げ て 、 邪 魔 を する 意志 は な いと いう 風 な ポー ズ を し た 。 

と りあ え ず 簡易 検査 が 行なわ れ た 。 ま ず 外 側が 調べ られ 、 次 に カプ セル が 開け られ た 。 

[ 何 て こと だ 。 カ プ セ ル の 中 で 火災 が 起き た らし い ! J 

軍医 は こう 叫ん だ 。 あ わ て て 検査 の 手 を 止め る と 、 真 っ 黒 に 焼け た 入り 口 か ら カ プ セ ル の 中 の 暗 聞 に あわ て て 身 を すべ ら 
せ て いっ た 。 

フッ ド も 現場 に 駆け 寄り た か っ た 。 し か し 、 つ い 先 程 ル ー ル 違反 の 行動 を 取っ た 後 だ け に 、 警 察 も 今度 は 警 褒 で は すま せ 
な い だ ろ う 。 

[負傷 者 を 1 名 発見 。 仮 死 状 態 だ が 、 生 き て る ぞ ! | 

カプ セル に 入っ て いっ た 軍医 が 中 か ら こ う 叫 ん だ 。 

[急げ ! J 

海軍 士官 が こう 指示 する と 、 待 機 中 の メデ ィ カ ル ・ チ ー ム が 救助 に 向かっ た 。 

[火傷 姓 は スタ ン バ イ 。 タ ンカ に 寝かせ て 、 カ プ セ ル か ら 運 び 出 せ 。」 

ベッ ド の 引 い や 、 そ の 周囲 の 装置 の 隙間 か ら 、 フ ッ ド は プル ー の 宇宙 スー ツ 、 谷 間 に 輝 く 星 を 型 取 っ た 緑 の 徹 章 、 ス ペー 
サー に 流行 り の ボ プ ・ カ ッ ト を 見 つけ た 。 嬉し さ で 笑 お うと し て も 気 が 抜 け て し まっ た だ た 。 フ ッ ド は が くん と 膝 を 折る と 、 日 
の 前 が 真っ 暗 に な っ て 、 全 身 の 力 が ぬけ た 。 
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メリ ディ アン の 火傷 は 心配 する は ど ひ どい も の で は な か っ た 。 一 方 、 彼 女 の 乗っ て きた カプ セル は 手 の 施し よう が な い は ほ 
ど 傷 つい て いた 。 フッド が 医療 プロ ッ ク で メリ ディ アン の 経過 を 案じ て いる と 、 み ん な 口 を そろ えて あん な 状態 の 中 で 、 彼 
女 が よく ひと り で 無事 に 帰っ て これ た も の だ と 感心 し て いた 。 

| 可能 性 は 作り 出す も の で すか ら ね 。」 

フッ ド が ひと り の 医師 に こう 言っ た 。 と ころ が 、 医 師 は その 言葉 を た だ の 夢 物語 と し か と ら え て な いよ うな まな ざし で 
フッ ド を 見 肥 し た 。 

「 お 前 らち ら に わか っ て た まる か 。」 

医師 が 遠ざかっ て 行く の を 見 な が ら 、 フ ッ ド は 笑い な が ら こ う 言 っ た 。 

メリ ディ アン が 、 人 負傷 し た 腕 の 治療 を 終え て 医療 セン ター か ら 元 気 な 姿 で 現われ る と 、 フ ッ ド は マル シア 戦 の 途中 で 彼女 
が エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト に 昇格 し た こと を 伝え た 。 海軍 は 彼女 の 栄誉 を 称え て 、 特 別 な 授与 式 を 催す つも り で あっ た 。 

フッ ド は 彼女 を 抱き し め た 。 そ れ は 長い 長い 時 間 の よう に 思え た 。 

「 君 を 失 な いか けた か ら じ ゃ な い 。 前 か ら ず っ と 大 切 に 思っ て た ん だ 。 | 

[ちょ っ と 待っ て 。 | 

メリ ディ アン は いや が る よう な 振り を 見 せな が ら 、 こ う 言 っ た 。 彼女 は 嬉し か っ た 。 

エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト の 授賞 式 に は 、 上 院 議員 を 始め 、OSA、 ギ ャ ルコ ー プ 、 ギ ャ ラク ティック ・ ネ イ ビ ー の トッ プ も 参 
列 し た 。 そ の 席 で メリ ディ アン は 、 フ ッ ド を 参列 者 か ら 連 れ 出 す と 、 会 場 と な っ た 海軍 第 1 会 議 室 の 隅 に 引っ 張っ て 行っ 
Zo 彼ら の すぐ そば に は RA シン ボル が 掲げ られ て いた 。 
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「 正 式 な 登録 を 済ま せる に は 、 レ イプ まで 戻ら な く て は いけ な い の よ 。 で も 、 こ の 私 が エリ ー ト な ん て 信じ られ る ? |] 
メリ ディ アン の グレ ー の 瞳 が 嬉し そう に 輝い た 。 

[ 僕 に は わか っ て た よ 。 君 な ら す ぐに エリ ー ト ・ パ イロ ッ ト に な れる と 思っ て た 。 ア ラ ザ エ ス は 当分 この ニュ ー ス で 大 騒 
きだ の の 8 

フッ ド は こう 言っ た 。 

[と ころ で ね 、 特 別 任務 を 言い 渡さ きれ た の よ 。」 

メリ ディ アン は 真剣 な 顔つき に 戻っ て 、 そ う 言 っ た 。 

[第 3 世代 の 船 を 使っ て の 特別 任務 な の 。 フ ル ・ ジ ャ ンプ 航法 を 装備 し た 、 フ ル 装 備 の コン スト リク ター・ マ ー ク 2 
(Constrictor Mk.II) で 再 訓練 を 受け る こと に な っ た の よ 。」 

フッ ド は 何だ か 1 人 で 取り 残さ れ た よう な 気 が し た 。 

[「 そ いつ は お めで と う 。」 

彼 は そう 言う の が や っ と だ っ た 。 

メリ ディ アン は 笑顔 を 浮か べ る と 、 フ ッ ド の 手 を と っ て こう 言っ た 。 

「 こ の 任務 に は 副 操 縦 士 が 必要 だ っ て 言っ て お いた の よ 。」 

[愛し て る よ 、 君 を は な し た く な い 、 そ ば に いて 欲し いん だ 。 で も 、 メ リディア ン ・・・。 | 

メリ ディ アン は 人 差し 指 を 立て る と 、 そ っ と フッ ド の くち びる を 抑え た 。 

[あな た の 気持 ち は わ か っ て いる も わ 。 今度 は 私 の 話 も 聞い て 、 リ フ 。 1 か 月 の 期間 を あげ る わ 。 ま あ 、 あ な た な ら 1] 週間 
も あれ ば 十分 で し ょ うけ れ ど 。 あ な た は 可能 性 を 作り 出し た わ 。 今度 は それ を 現実 の も の に する 番 よ 。」 

フッ ド は まる で 信じ られ な いと いっ た 顔 で 、 く ちび る を 少し 緩 ま せ た 。 
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「 副 操縦 士 を ひと 月 も 待っ て る つも りか い 。」 
| 間違え な いで ね 。 私 が 待っ て いる の は エリ ー ト の 副 操 縦 士 よ 。 エ リー ト の カッ プル な ん て 素敵 で し ょ 。 | 
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